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　この物語は──読めば、瘦やせる。




　そんなことを言ったら『うさんくさい』と眉まゆをひそめるヤツもいるだろう。あるいは、薬事法とか不当表示なんとか法みたいな法ほう律りつで罰ばつせられちゃうかもしれない。

　でも、少なくとも一つくらいはダイエットに役立つ情じよう報ほうを得られるはずだよ。

　今から語るのは、僕ぼく──大おお村むら秋しゆう馬まが実じつ際さいに体験した、汗あせと涙なみだの減げん量りよう物もの語がたりなんだからね。
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　ドアを開けた瞬しゆん間かんに目に飛び込んできたのは──女の子のハダカだった。

　年ねん齢れいは中学生くらいかな。二つに束ねられた腰こしまである長い髪かみ。つり目がちな瞳ひとみ。気の強そうなきりっとした眉まゆ。幼おさなさの残る丸いほっぺ──現げん在ざい活かつ躍やく中ちゆうのトップアイドルですって紹しよう介かいされても疑うたがわない。むしろ、今すぐファンクラブに入会したくなるレベルの可愛かわいさ。

　そんな目も眩くらむような美少女が、お着き替がえの真っ最中だったんだ。

　シャツのボタンは全開。花はな柄がらのブラやほっそりとしたオナカ、可愛らしいおへそがチラ見えしてる。

　赤いチェック柄のミニスカートも脱ぬいじゃってて、ふくらはぎの辺りに引っかかってた。

　さらには、ぱんつまで脱ぎかけ。ヒモぱんの結び目が片かた方ほうほどけてる。辛かろうじて危き険けんな部分は隠かくれてるけど、おしりが丸見えで、すごくえっちぃ。

　ふと『男子高校生、ノゾキで逮たい捕ほ』なんて新聞の見出しが過よぎった。

　勘かん違ちがいしないで欲ほしいんだけど、僕ぼく──大おお村むら秋しゆう馬まには婦ふ女じよ子しの着替えを覗のぞくような趣しゆ味みはない。自分の部屋に入ったら、いきなり女の子が半脱ぎだったんだよ。わざとじゃないです通つう報ほうするのは勘かん弁べんしてください。

　いつもの僕なら「うわっ、ごめんね！」とか叫さけんで部屋から飛び出すと思う。

　でも、今は金かな縛しばりにあったみたいに身動きが取れなかった。女の子があまりにも可愛すぎて、部屋の片かた隅すみに立てられた『顔ハメ』の裏うらに隠れたまま見み惚ほれちゃったんだ。

　あ、顔ハメってのは観光地なんかでよくある、顔を出す穴の空いた看かん板ばんみたいなもの。表面に絵が描えがかれてて、面白おかしい写真を撮とれるアレだ。

　僕が隠れてる顔ハメには福山雅○のボディがプリントされてる。言うなれば、『イケメン顔ハメ』だね。商店街のカメラ屋に飾かざられてたものを、クラスメイトの二戸にのへ雪ゆき乃のさんがわざわざ僕の部屋まで担かついできたんだ。

　動どう画が投とう稿こうサイト『ヌコヌコ動画』に動画をアップするのが趣味である彼女が言うには、「ダイソンは輪りん郭かくに問題があるが、顔のパーツ自体は整っている。だから、このイケメン顔ハメを使用したら見栄えが良くなる気がするのだ。さあ、すぐに使ってみたまえ！　その模も様ようをヌコ動にアップしよう！」だそうで。そんなに褒ほめられたら照れちゃうよあははははって笑ってる場合か！　このコはいったい誰だれなの!?　どうして僕の部屋で着替えてるんだよっ!?　さてはドッキリか!?　動画撮ってるのか!?

「うう～ん、どれにしようかしら……？」

　混こん乱らんの極みにいる僕をよそに、女の子はなにかを悩なやんでいるようだった。

　両手で小さな布きれをつまみ、真面目な顔で首を捻ってる。

　ゴクリ、と。生つばを飲み込こむ僕。

　アレは、まさか……ぱ、ぱんつ!?

「思い切って買ってみたんだから勝負下着にしようかな？　見せる予定なんてないけど、万が一ってことがあるかもしれないもんっ」

　フリルがてんこ盛もりの可愛かわいいぱんつだ。でも、おしりの部分がＴバックになっていて、かなりアダルティな感じ。

「むー、これははくのにかなり勇気がいるわね。えっちな女の子になっちゃったって勘かん違ちがいされたら困こまるわ」

　派は手でなぱんつをためつすがめつしながら、女の子は真しん剣けんに悩なやんでる。

「でもでも、溢あふれ出るオトナの魅み力りよくで悩のう殺さつってのは作戦としてアリよねっ。『セクシーすぎて我が慢まんできないよ！』って襲おそわれるかもしれない。ひょっとしたら……ちゅ、ちゅちゅ、ちゅーとかされちゃうかも！」

　ド派手なぱんつを見つめて、しばらく黙だまり込こんでいたけれど。

　──ぽっ。

　ほっぺがピンク色に染そまった。ブンブンと首を横に振ふる。

「ダメダメっ！　ちゅーを想そう像ぞうしたくらいで動どう揺ようしてちゃダメよっ！　これからはすごいことだってしちゃうかもなんだからっ！　そうよ、もっとえっちなことだって……！」

　なにを妄もう想そうしちゃったんだろう。

　──ぼふんっ!!

　女の子は耳の先まで真っ赤になってしまった。頭から湯気が噴ふき出しそうな勢いきおいだ。

　唇くちびるをあゎあゎさせつつ、Ｔバックのぱんつをベッドの上に置かれたスーツケースに大事そうにしまい込む。代わりに縞しまぱんを取り出した。

「ま、まだ秘ひ密みつ兵へい器きを出すには早いわよね。いつものぱんつにしとこ。子どもっぽい秋しゆうちゃんのことだから、こっちのぱんつが好きに決まってるわ。てゆか、見せるつもりもないし！」

　えっと、確たしかに僕ぼくはあんまりアグレッシブな逸いつ品ぴんよりも、おとなしめのぱんつの方が好みで──って、真面目に答えてどうする！　問題はそこじゃないだろ！

　僕のことを『秋ちゃん』って呼ぶのは、この世でたった一人しかいないんだ。

「……来くる海み、なのか？」

　朝あさ凪なぎ来海。二つ年下の幼おさななじみ。親の仕事の都合でアメリカに行っちゃうまで、ほぼ毎日のように二人で遊んでた。僕にとっては妹みたいな存そん在ざいだ。

「え……？」

　声を掛かけられて、ようやく少女が僕に気付く。

「ひょっとして、秋ちゃん……？」

　顔ハメの穴あな越ごしに僕たちは見つめ合った。

「おかえり、来海。久ひさしぶりだね」

　幼なじみに会うのは五年ぶりになるのかな。その間、メールのやり取りすらしてない。何度も送ったのに返事をもらえなかったんだ。

　いつ日本に帰ってきたの？　アメリカでの暮くらしはどうだった？　どうしてこっちに戻もどってきたんだ？　いつまで日本にいられるの？　なんでメールに返事をくれなかったんだよ。

　尋たずねたいことや、言いたいことが山ほど浮うかんでくる。

　でも、僕ぼくが口を開く前に──

　どば～～～～～～～～～～っ!!

　勢いきおいよく蛇じや口ぐちをひねったみたいに、来くる海みの瞳ひとみから目の幅はばの涙なみだが迸ほとばしった。

「うわっ、泣き出した!?」

「ヘンなこと言わないでよね、これっぽっちも泣いてないってぶゎああああん！　来海は秋ちゃんの前で泣いたことなんて一度もにゃばなっにゃあああっ!!」

「誤ご魔ま化かすには無理があるって。後半泣きすぎてなに言ってるかわからないし！」

「ぐすんぐすんっ、これは……そう、花か粉ふん症しようよ！　日本に帰ってきたとたんに花粉にやられたの！　へくちゅーん！　杉すぎ花か粉ふんめ！」

「くしゃみ、わざとらしっ！　まだ一月の初めだぞ。花粉症にはまだ早いでしょ」

「細かいことはいいの。ふえええんっ、やっと秋ちゃんに会えたようわあああんっ！」

　まさに号泣って感じの泣きっぷり。僕に会えたのを喜んでくれてるのかな。

　涙を拭ぬぐってあげるために顔ハメの裏うらから歩み出ようとして──僕はすんでのところで思いとどまった。

　う～ん、このままってのはマズイよね。目のやり場にも困こまるし。風か邪ぜ引くし。

　頰ほおを指先で搔かきつつ、幼おさななじみに声を掛かけた。

「あー、来海？」

「なによぅ……ヒック……」

「感動の涙は後回しにして……とりあえず、服を着てくれないか」

「……ふぇ？」

　来海は潤うるんだ瞳でカラダを見下ろす。結び目が片方解ほどかれてるせいで、ヒモぱんが今にもズリ落ちてしまいそうだ。

「きゃあああああああああああんっ！」

　部屋の窓まどガラスがびりびり揺ゆれるほど大きな悲鳴をあげた。

「秋ちゃんのえっち！　そういうことは早く言いなさいよねっ！」

「勝手に着き替がえてたのはそっちじゃないか」

「うっさい！　乙おと女めの着替え中に部屋に入ってくるなんて最低よ！　このヘンタイ！」

「わかったわかった。僕が悪かったよ。着替え終わるまで僕は部屋を出てるからね」

「はぁ!?　そんなのダメに決まってるでしょ！　バカじゃないの!?」

　いや、なんで僕はさらに怒おこられてるんだ。意味がわからない。

　来海はしゃがみ込こんでもぞもぞと着替えながら、高たか飛び車しやな口調で怒ど鳴なり散らす。

「ようやく会えたってのに、部屋から出てくなんて許ゆるさないわよ！　ったくもう、秋しゆうちゃんってば空気が読めないんだから！　どっか行っちゃダメ！　そこにいなさい！　……でも、顔は背そむけててよね。ちょっとでも見たら蹴けっ飛ばすからっ！」

　普ふ通つうの人なら、こんな理り不ふ尽じんなセリフをまくし立てられたら怒おこり出すかもしれない。

　でも、僕ぼくは懐なつかしさのあまり笑ってしまった。

　相変わらずだなぁ。昔を思い出すよ。

　顔ハメの裏うらでうむうむと頷うなずいて、僕は武ぶ器き代がわりに握にぎりしめていた伊だ達て巻まきの真空パックを破やぶく。甘あまい玉子焼きにかぶりついた。

　まあ、なんにせよ泣きやんでくれたみたいでよかったよ。来くる海みの泣き顔を見るぐらいなら、怒り顔の方がまだマシだもんね。

「こっち向いてもいいわよ」

　伊達巻きを一本食べ終えた頃ころに、声が掛かけられた。

「ぶふぉっ!?」

　顔ハメの穴あなから再ふたたび顔を出した僕は、甘い玉子焼きを口から噴ふき出しそうになった。

　僕の部屋を埋うめ尽つくすように色とりどりの花が咲さき乱みだれ、お花畑を動物たちが楽しげに駆かけ回る。青く澄すみ渡わたる空。温かな春の日差し。舞まい散る白い羽根。天使が吹ふき鳴らすラッパと、教会の鐘かねの音が高らかに響ひびき渡わたった（以上、全て僕の心象風景）。

　一いつ瞬しゆんにしてトリップしてしまうくらいに、来海はとんでもない格かつ好こうをしてたんだ。

　幼おさななじみが身に着けていたのは白いミニ丈たけのドレス。頭には純じゆん白ぱくのベールを纏まとい、手には白い手て袋ぶくろ＆ブーケ。家の中だってのに同色のハイヒールも履はいてる。

　そう──来海はウエディングドレスに身を包んでいたんだよ！

　あまりにも似に合あい過すぎていて、周りの空気が輝かがやいて見えるほどだった。

　来海は長い髪かみを手で払はらい、フンと鼻を鳴らす。

「なにぼーっとしてんの？　なにか言うことがあるでしょ。可愛かわいいねとか。きれいだねとか。オトナっぽい素す敵てきな女じよ性せいになったねとか」

　いや、オトナっぽくはないかな。むしろ中学二年生にしては子どもっぽい。主に胸むねとか。身長とか。あと、胸とか。

「今、ものすご～く失礼な視し線せんを感じた気がする……」

「ままま、まさか！　気のせいだって！」

　来海は僕の方に視線を走らせた。ちょっぴり頰ほおを染そめて、そっぽを向く。

「フン、秋ちゃんも、まあまあってとこね。いちお、合ごう格かくにしてあげる。お別れした日に交わした約束を守ってくれたみたいね」

　あれは僕が小学五年生の春休み。駅前通り公園の桜さくらが満開になった日の朝の出来事。

　幼なじみが別れ際ぎわに放った強きよう烈れつなセリフを、今でもハッキリと思い出せる。




　コラっ、バカ秋しゆう馬まっ！　あんたに最後の命令をくだすわ！

　何年後かわからないけど、来くる海みは絶ぜつ対たいに日本へ帰ってくる。

　そのときまで、秋ちゃんは秋ちゃんのままでいること！　それが最後の命令よ！

　……え？　意味がわかんない？

　えーっと、それはその、つまりね。

　かっこいい秋ちゃんのままでいてねってことっ。

　あんたはノー天気でノンビリ屋でどーしようもない男だわ。

　でも、ちょっとだけ。ほんのちょっとだけ。

　かっこいいとこもあるかなって思うから。……って、あくまでちょっぴりよ！　調子に乗らないでよねっ！

　で、どうなの？　約束できる？　できるわよね!?　しなきゃ許ゆるさない!!

　命令をちゃーんと守れたら、ごほうびをあげるわ。

　次に会うとき、かっこいいままの秋ちゃんでいてくれたなら。

　そのときは、来海が秋ちゃんの──……。




　幼おさななじみはブーケを握にぎりしめてモジモジとする。

「ねえねえ、続きは？　言ってみなさいよ」

　別れ際ぎわに、来海が放った最後の言葉は。




　そのときは、来海が秋ちゃんの──お嫁よめさんになってあげるね♡




「んにゃ～～～っ！」

　ぎぅっと目を閉とじて、来海は恥はずかしそうに手足をジタバタさせる。フラメンコでも踊おどってるみたいに、靴くつのヒールがフローリングの床ゆかで甲かん高だかい音を立てた。

「照れるーっ！　それ言ったときの照れくささが復ふつ活かつー！　にゃー！」

　ひとしきり身み悶もだえたあとで、フンと鼻を鳴らす。

「でもまあ、約束だから仕方ないわねっ。ごほうびをあげるわ。来海ってばえらいわよね。感かん謝しやしなさいっ」

「まさか……本気で言ってるの？」

「冗じよう談だんなんかでウエディングドレスは着ないわよっ！」

　ヴァージンロードを歩く花嫁みたいに、僕ぼくの方に歩み寄よってくる。

「一度しか言わないから、よく聞きなさい」

　頰ほおを真っ赤に染そめて、幼なじみは幾いく度ども咳せき払ばらい。

「なんていうか、その……メールも手紙も、お返事できなくてごめんね。ちょっと理由があって連れん絡らくできなかったの。でも、アメリカにいるときも、来くる海みは一日だって秋しゆうちゃんのことを忘わすれた日はなかった。朝起きてから、夜寝ねるまで。……ううん、夢ゆめの中でだって、秋ちゃんのことばっかり考えてたよ。ずっとずっと会いたかったんだからねっ」

　うるうる。うるうる。うるうるうるうる。

　瞳ひとみを潤うるませて、上うわ目め遣づかいに僕ぼくを見つめてくる。

　コイツに睨にらみ付けられたことは何度もあるけど、こんな恋こいするような瞳で見つめられたことは一度もないよ。不覚にもキュンとしてしまった。

「えへへ、よかったぁ……」

　僕を見つめていた来海は、うれしそうにはにかんだ。赤く染そまった顔をブーケに埋うめ、僕には聞こえないくらいの小声で呟つぶやく。

「秋ちゃんがどんな風に変わってるか心配だったんだけど……。想そう像ぞう通どおりのかっこいい男の子になっててくれてよかったよぅ♪」

「ん？　よかったって、なにが？」

「な、なんでもないわよ。こっちの話っ」

　一歩。また一歩。来海は僕に近づいてくる。

　遠い海の向こうへ行っていた幼おさななじみが、今は手を伸のばせば届とどく距きよ離りにいるんだ。

「昔の来海はワガママばっか言ってたよね。それに秋ちゃんのこと、何度も蹴けっ飛ばしてた。でも、もうやめる。素す直なおで可愛かわいい女の子になるって誓ちかうよ」

　幼なじみは僕の目の前で、ゆっくりと白いベールを上げる。

　間近で見るウエディングドレス姿すがたの来海は、凶きよう悪あくなくらいにキュートだった。

　あまりにも可愛くて、目眩めまいがした。顔が熱い。頭がクラクラする。耳の奥おくで太たい鼓こを打ち鳴らしてるみたいに、心しん臓ぞうの音が鳴りまくっていた。

「だから、お願いだよ、秋ちゃん……」

　幼なじみは胸むねの前でブーケを握にぎりしめ、僕を真っ直ぐに見つめて──。




「来海をお嫁よめさんにしてくださいっ♡」




　常じよう識しき的てきに考えれば、結けつ婚こんなんて絶ぜつ対たいにあり得ないよね。

　年ねん齢れい的てきにも不ふ可か能のうだし。僕は来海のことを妹みたいに思ってるワケだし。

　コイツのワガママには大たい抵てい付き合ってあげてたけど、こればっかりは無理だ。諦あきらめてもらうしかないよ。

　頭の中ではそんな風に考えていたのに。

　どうしても僕の口から『ＮＯ』って言葉が出てこなかった。

「どうなのよ？　さっさと返事しなさい！　『イエス』か『はい』で答えて！」

「は、はい……」

　どわああ、なんで頷うなずいてるんだよ、僕ぼくは！

　来くる海みの顔が花が咲さいたように明るくなった。

「きゃーんっ！　やったあっ！」

　ブーケを放り投げ、来海は大きく両手を広げる。もう我が慢まんできないって感じでぎゅっと目を閉とじ、白いヒールで床ゆかを蹴けった。

「秋しゆうちゃ～～～～～～んっ♡♡♡」

　来海は僕に飛びつこうとしたんだ。

　──ぼすっ。

　続いて聞こえる、鈍にぶい音。

「あ、痛いたっ」

　オデコを手で押おさえ、幼おさななじみは目を白黒させる。抱だきつくつもりが、イケメン顔ハメにぶつかっちゃったようだ。

　すっかり忘わすれてたけど、僕たちはずっと顔ハメの穴あな越ごしに喋しやべってたんだよね。

「……なに、これ？」

「顔ハメだね。いま存そん在ざいに気付いたの？」

「涙なみだでにじんでたし。テンション上がってて、よくわかんなくなってたし……」

　幼なじみは改めて僕の姿すがたを見つめる。

　つま先から頭のテッペンまでじっくりと眺ながめ渡わたして。

　再ふたたび視し線せんを下ろし、僕のオナカを凝ぎよう視し。

「あんまりジロジロ見られたら、なんだか恥はずかしいなぁ」

　言葉を発しただけで、オナカの肉がお皿に盛もったプリンみたいに波打った。

「きゃあああああああああああああああああああああっっっ!!」

　──どふぅっ!!

　次の瞬しゆん間かん、来海の白いハイヒールのつま先が僕の腹ふく部ぶにめり込んでいた。

　華か麗れいな中ちゆう段だん蹴げりが炸さく裂れつ。僕のカラダがくの字──いや、カタカナの『ク』の字に曲がる。

「なにするんだよ!?」

「それは来海のセリフよ！　なんなの、そのオナカ!?」

「……ん？　別に普ふ通つうだと思うけど？」

「全然普通じゃないってばっ!!　秋ちゃん、身長いくつ？」

「一七五センチかな」

「体重は？」

　突つき出たオナカをポンと叩たたきながら答える。

「一二三キロだよ」

　膝ひざから崩くずれ落ちるように、来くる海みは床ゆかに突つっ伏ぷした。

「ウソ……。こんなのウソよ……!!」

　目の前の現げん実じつを信じたくないと言いたげに首を何度も横に振ふる。

「あのかっこよかった秋しゆうちゃんがおデブになってるなんて、あり得ない！」

「デブとはひどいなぁ。僕ぼくはそんなに太ってないよ。多少はぽっちゃり系けいだとは思うけどねあはははは」

「こ・ン・の……」

　立ち上がった来海は、ゆっくりと限げん界かいまで右足をバックスイングさせて──。

「ブタ野郎～～～～～～～～っっっ!!」

　──どごぉっっっ!!

　強きよう烈れつな前まえ蹴げりが僕のオナカに突き刺ささる。

「ぐべらばっ!?」

　凄すさまじい衝しよう撃げきを腹はらに受け、僕は壁かべに向かってぶっ飛ばされた。

「いったいどんな生活を送ってたら、そんなに太れるのよ～～～っ！」

　うーん、怒ど鳴なられるほど滅め茶ちや苦く茶ちやな生活は送っていないと思うんだけどなあ。今日だって、ごく普ふ通つうに過すごしていただけだし……。

　死の間ま際ぎわに見る走そう馬ま燈とうのように、一日の出来事が僕の脳のう裏りをよぎっていくのだった──。
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　動どう画が投とう稿こうサイト《ヌコヌコ動画》に、新しい動画が上がった。

　タイトルは『【大食い】高たか森もり町ちようフードファイト！　野の良ら試合　雷らい々らい軒けん編へん【デカ盛もり】』。

　動画のタグ──検けん索さくしやすくするために付けられた言葉──には、次のような単語が書かれてる。





　食べ物　高森町フードファイト　デカ盛り町　大食い　ゆっきー☆

　ダイソン　ヌコヌコ名勝負　神回






　映うつし出されているのは、高森町商店街にある中ちゆう華か料りよう理り屋や『雷々軒』の店内だ。

　テーブルについている僕が二〇杯ぱい目の麻婆マーボー丼どんを平らげた。どんぶりを積み重ね、店を埋うめ尽つくすギャラリーの声せい援えんに負けないくらいの大声を張はり上げる。

「おかわりお願いしますっ！」

「おおっとー、チャンピオン！　高らかにおかわりをコール！　彼こそが、吸きゆう引いん力りよくの変わらないただ一人の男──ダイソンだ!!」

　小指を立ててマイクを握にぎりしめ、司会進行してる二戸にのへ雪ゆき乃のさんが絶ぜつ叫きようする。

　冬休みだってのに高たか森もり第だい一いち高こう校こうの制せい服ふくを着ていた（二戸さん曰いわく、女子高生ってことをアピールした方が再さい生せい数すうが稼かせげるらしい）。頭には大きなクマの被かぶりもの。重いのか、ちょっとフラフラしてる。

　この動画を作成したのも彼かの女じよだ。ヌコ動では『ゆっきー☆』という名前で活かつ躍やくしてるらしい。

「凄すさまじい食しよく欲よく！　彼かれの胃い袋ぶくろは宇う宙ちゆうなのか!?」

　動画の中の僕ぼくは満面の笑みを浮うかべながら、二一杯ぱい目の麻婆マーボー丼どんをレンゲで流し込こんだ。

「雷らい々らい軒けんの料理はすごくおいしいからいくらでも食べられるよ。僕にとっては、麻婆はドリンクみたいなものだし」

「名言が出ました！　麻婆マーボー豆どう腐ふはドリンク！　一周回って格かつ好こういいぞ、ダイソン選手！」

　僕の向かい側のテーブル。挑ちよう戦せん者しやであるプロレスラーみたいな巨きよ漢かんは、まったくレンゲが動いてなかった。脂あぶら汗あせを流し続けてる。

「くそっ、この俺おれが負けるなんて……！」

　対戦相手は目を回して、椅い子すごと床ゆかにひっくり返ってしまった。

　二戸さんが僕に駆かけ寄よってきて、高らかに僕の腕うでを持ち上げる。

「勝負あり！　ＷＩＮＮＥＲ！　ダイソ～～～～～っっっン!!」

　大食い勝負の舞ぶ台たいであった雷々軒に歓かん声せいと拍はく手しゆが木こ霊だまする。

　動画のコメント欄らんも『８パチ８パチ８パチ８パチ８パチ８パチ８パチ８パチ』という拍手の弾だん幕まくと、『ダイソン△さんカツケー』『ダイソンはワシが育てた！』という賞しよう賛さんの言葉で埋うめ尽つくされた。

　やがて、初はつ音ねミ○が唄うたう動画のエンディングテーマが流れはじめて──。




「──以上で、動画は終わりとなります」

　町長の秘ひ書しよであるスーツ姿すがたのおねえさんが、捧ささげ持っていたノートパソコンを閉とじる。

　だだっ広いダイニングルームに、野太い歓声と拍手が響ひびいた。

「いやはやいやはや！　秋しゆう馬ま君の食べっぷりは気持ちがいいねぇ。ほれぼれするよ。もっと肉を食べるかい？」

　白いスーツに身を包んだ恰かつ幅ぷくのいいおっちゃんが、お皿にローストビーフの塊かたまりを切りわけて載のせてくれる。見た目はカーネルサンダー○にそっくりだ。おっちゃんを見る度に、フライドチキンが食べたくなってしまう。

「僕は普ふ通つうに食べてるだけなんですけどね。あ、もちろん、ローストビーフいただきます。たくさん載っけてください」

　おっちゃんの名前は、聖しよう護ご院いん大だい五ご郎ろうという。

　僕の住む高たか森もり町ちようの町長さんであり、この辺り一帯にたくさんの土地を持ってる大おお地じ主ぬしで、なおかつレストランチェーンのオーナーでもある。本来なら『おっちゃん』なんて気安く呼よべない存そん在ざいだ。

　でも、とある理由で僕ぼくのことを気に入ってくれたらしく、最近はよく夕食に招しよう待たいしてくれるようになったんだ。

　雷らい々らい軒けんで大食い勝負を繰くり広げた後だけど、お肉は別べつ腹ばらだからなんの問題もないよね。

「ふぉっふぉっふぉっふぉっ！」

　突つき出たオナカをゆさゆさ揺ゆすりながら、大だい五ご郎ろうのおっちゃんが楽しげに笑う。森に住む樹じゆ齢れい一万年を超えた長老の木みたいな鷹おう揚ような笑い方だ。

「ただ食べてるだけで、君は我わが高たか森もり町ちようを救うヒーローになったんだ。いやはやいやはや、大したもんさ。あ、魚も食べるかい？」

　おっちゃんはヒラメのムニエルを僕のお皿に山のように盛もってくれる。

　とある県にある高森町。僕が生まれ育った街だ。

　駅前通りには商店街があって。そこから少し離はなれると静かな住じゆう宅たく街がいがあって。その先には田んぼや畑が広がってたりして。町を貫つらぬくように川が流れてて。鉄橋を四両編へん成せいの電車が走ってて。土ど手て沿ぞいを高校生たちが自転車で通学してて──めっちゃ田舎いなかってワケでもないけど、決して都会じゃない。なんの変へん哲てつもないごくごく普ふ通つうの街。

　高森町は『緩ゆるやかな危き機き』に直面していた。

　街が寂さびれはじめたんだ。若わか者ものの姿すがたがめっきり減へって、見かけるのはおじいちゃんやおばあちゃんばかり。かつては活気があった商店街もシャッター通りと化した。大した産業も観かん光こう資し源げんもないから、町は衰すい退たいしていく一方。

　大五郎のおっちゃんは、町内会の人たちと協力して町おこしをしようと試みた。

　ゆるキャラを町のマスコットにしてみたり、Ｂ級グルメを作って売り出したり。

　だけど、町おこし作戦はことごとく失敗。おっちゃんたちは途と方ほうに暮くれていた。

　そんな高森町を救ったのが僕なんだ。

　僕がやったこと──それは、大食い。

　はじまりは小学六年生のＧＷの頃ころ。近所のトンカツ屋さんが、タマゴを間ま違ちがえて大量に発注してしまうという事じ件けんがあった。

『捨すてるぐらいなら食べさせてよ！』と頼たのみ、超ちようデカ盛もりの玉子丼を作ってもらったんだ。

　タマゴ三〇個こ以上。お米が一いつ升しよう。加えて鶏とり肉にくや豚ぶた肉にく──誰だれがどう見ても食べきれない量。

　商店街の人たちが見守る前で、僕はぺろりと平らげた。

　あまりに見事な食べっぷりに、街のみんなは感動してくれて……他のお店でも僕専せん用ようのデカ盛りメニューを出してくれるようになった。

　安くていっぱい食べられるから、いろんなお店に通いまくり。そしたら僕の食べっぷりはさらに話題になり、ついには地元のテレビ局でも取り上げられて。

　やがては、デカ盛もりメニューを目当てに、隣となり町まちからもお客さんが来るようになる。

『町おこしに使える！』と考えた大だい五ご郎ろうのおっちゃんは、高たか森もり町ちよう主しゆ催さいの大食い大会『高森町フードファイト』の開催を決定。僕ぼくに出場するように頼たのんできた。

　おいしいものが食べられる上に、みんなに喜ばれるなんて最高だ。断ことわる理由なんてない。

　僕は連日のように開催される大食い大会に一つ残らず出場して、全戦全勝。さらに僕の大食漢っぷりは話題になり、観光客や対戦相手がひっきりなしに訪おとずれだした。

　いつしか高森町は『大食いのメッカ・デカ盛り町』と呼よばれるようになった。全国的にも有名になって、寂さびれていた街は活気を取り戻もどしたんだ。

　図らずも町おこしの立たて役やく者しやとなった僕は『高森町を救ったヒーロー』なぁんて呼ばれたりしてる。そんなガラじゃないから、かなり恥はずかしいんだけどさ。

「最近じゃ動画の影えい響きようで海外でも高森町の名が広まってるらしいじゃないか。我わが町に外国人観光客が来るなんて夢ゆめのようだ。英語のメニューも用意しなきゃいかんね。野菜も食べるかい？」

「あ、野菜は少しでいいです。お肉もっとください」

　僕はローストビーフの塊かたまりにかぶりついた。ほどよくピンク色に熱が通った牛肉から、旨うま味みたっぷりの肉にく汁じゆうがジュワッと溢あふれ出す。焼き加か減げんが最高だよ。一言で表ひよう現げんするなら、お肉ってのは『幸せの味』がすると思う。

「見事な健けん啖たん家かぶりだ。うむうむ、頼たのもしい。……おや？　琴こと音ね、おまえはちっとも食べてないじゃないか」

　おっちゃんが隣りん席せきの少女に声を掛かけた。大おお柄がらな大五郎のおっちゃんの隣に、ふんわりと長い髪かみの女の子が縮ちぢこまるようにして座すわってる。

　っていうか、いたのか、琴音さん。今まで気付かなかったよ。

　一人ひとり娘むすめの聖しよう護ご院いん琴音さん。僕と同じ高たか森もり第だい一いち高こう校こうに通う一年生だ。

　ハッキリ言って、僕は彼かの女じよ以上に完かん璧ぺきな人間を他に知らない。

　大だい富ふ豪ごうのお嬢じようさま。成せい績せきは超ちようがつくほど優ゆう秀しゆう。幼おさない頃ころから茶さ道どうや華か道どうを嗜たしなみ、高校一年生にして免めん許きよ皆かい伝でん。ピアノの腕うで前まえもプロ級。護ご身しんのために習っている剣けん道どうも達人レベル。

　スタイルも抜ばつ群ぐんで、純じゆん白ぱくのワンピースの胸むな元もとが大きく膨ふくらんでる。

　そして、なによりも素す晴ばらしいのがルックスだろうね。

　琴音さんは、清せい楚そな雰ふん囲い気きのお嬢さま然とした美少女なんだ。オフシーズンのサンタクロースみたいな大五郎のおっちゃんと血が繫つながってるとは思えないよ。

　聞いた話では、性せい格かくもいいそうだ。気さくで優しい女の子なんだそうな。恥ずかしがり屋らしくて男子生徒とはあまり話さないけど、女子の友だちは多いみたい。

　もちろん、これだけの美少女だったら男子生徒が放っておくはずはない。学校中のイケメンどもが琴音さんに告白し、全員が玉ぎよく砕さい。ファンクラブが結成され『聖護院琴音さんの幸せを祈いのる集い』なんて謎なぞの集会がちょくちょく開かれてるようだ。

　まあ、僕ぼくはファンクラブにも入ってないんだけどね。おいしい料理に気を取られすぎて、琴こと音ねさんの存そん在ざいに今気付いたぐらいだし。

　琴音さんは、声を掛かけられて我われに返ったように目を丸くした。

「す、すみませんっ。お父とうさま以外の男だん性せいと食事をするのは初めてだったので、緊きん張ちようしてしまって……食事があまり喉のどを通りませんでした」

　頭を搔かきながら、僕も謝あやまった。

「謝ることないよ。お邪じや魔ましてるのは僕の方なんだし。こっちこそ空気読めずにバクバク食べまくっちゃってごめんね」

「いえいえ、そんなことないですっ！」

　琴音さんはブンブンと勢いきおいよく首を横に振ふり、力ちから一いつ杯ぱい主張する。

「大おお村むらさんほどおいしそうに食事をする方を初めて見ました。すごくイイ笑顔で、見ているこちらまで幸せな気分になりますっ。とっても素す敵てきだと思いますっ」

「緊張していたというわりには、秋しゆう馬ま君のことをよく観察していたようだね、琴音」

「わ、私は大村さんを見つめてたワケでは……」

「ふぉっふぉっふぉっふぉっ！　照れることはないよ、実にイイ傾けい向こうだ。これから秋馬君を食事に招しよう待たいするときは、琴音も同席してもらうからね。顔を合わせるうちに、緊張もほぐれていくだろう。少しずつ仲良くなっていけばいい」

　突つき出たオナカをさすりながら、大だい五ご郎ろうのおっちゃんはとんでもないことを言い出した。

「私はね、秋馬君。きみをとても気に入っているんだ。秋馬君が相手だったら、琴音との交こう際さいを許ゆるしてもいいと思ってるんだよ」

　食事中はめったに手が止まらない僕も、さすがに固まった。

　琴音さんの驚きよう愕がくは、僕以上だったみたいだ。

「大村さんと私が交際ですか……？」

　言葉の意味を嚙かみしめるかのように、たっぷりと三〇秒ほど硬こう直ちよくした後で。

　かあああああああああああっ──琴音さんの顔が真っ赤になっちゃったんだ。耳の先までピンク色に染そまってる。

「とっ、突とつ然ぜんなにを言い出すんですか、お父さまっ。冗じよう談だんはおやめ下さいっ」

「冗談なんかじゃないさ。もちろん、無理にとは言わないがね。二人が交際することになったら応おう援えんさせてもらうよ。父親である私が言うのもなんだが、琴音は可愛かわいいだろう？」

　言われるまでもなく、彼かの女じよは可愛い。

　特に今の琴音さん──恥はずかしそうに頰ほおを染め、潤うるんだ瞳ひとみでチラチラと上うわ目め遣づかいに僕の方を窺うかがっている姿すがたは、この上なくキュートだった。

「いやはやいやはや、初うい々ういしい。その調子で仲良くなりたまえよ。秋馬君、デザートはどうだい？　ケーキ食べるかい？」

「……いただきます」

　おっちゃんが盛もってくれたチョコレートケーキにかぶりつく。ドキドキしすぎたせいか、あまりデザートの味がわからなかった。ちゃんと一ホール、食べきったんだけどね。




　夕食の後、おっちゃんの言いつけで琴こと音ねさんが屋や敷しきの門まで送ってくれた。

　山林をいくつも所有している聖しよう護ご院いん家だけあって、屋敷の敷地も広大だ。玄げん関かんから門まで、歩いて数分かかる。表に用意してくれた車まで琴音さんがついてきてくれたんだ。

　月明かりの下。見事な枝えだ振ぶりの松や庭石の配置された日本庭園を横目に、琴音さんと二人で飛び石伝いに歩いていく。

「おっちゃんにも困こまったもんだね。あんなことを突とつ然ぜん言い出すなんて……」

　まだ緊きん張ちようしているのか、琴音さんはぎこちなく頷うなずいた。

「とっても驚おどろきました。びっくりして心しん臓ぞうが飛び出してしまうかと思ったほどです」

「無理矢理に僕ぼくたちをくっつけるつもりはないみたいだから、琴音さんは不安にならなくていいよ。きみが僕と付き合うなんてあり得ないと思うし」

　琴音さんを安心させたくて、そんなセリフを口にした。ほとんど喋しやべったこともない男と交こう際さいさせるなんて言われれば、心配するだろうし。

　だけど、琴音さんは僕の言葉を聞いて眉まゆをハの字にした。ちょっぴり悲しげにも見える表ひよう情じようになる。

「そ、そうですよね。あり得ない、ですよね……」

「うん。琴音さんと僕なんかじゃ釣つり合わないしさ」

「そんなことないですっ！」

　ムキになったみたいに否ひ定ていした後で、琴音さんは真っ赤になってうつむいた。僕の方をチラチラと横目で見つつ、消え入りそうな小声で呟つぶやく。

「大おお村むらさんはとても素す敵てきな方だと……特にあなたのオナカは……」

「ん？　僕がどうかした？」

「い、いえ、なんでもありませんっ！」

　ブンブンと首を横に振ふった。真っ赤になった顔を手で押おさえ、「私ったらなにを口走っているのでしょう……」なんて反省したように呟いてる。

　どうしたんだろ？　なにを言いかけたのかな？

　それきり会話が途と絶だえてしまった。門の向こう側にリムジンが見えてくる。

　焦あせったように、琴音さんは車と僕との間に視し線せんを彷徨さまよわせていた。

　リムジンまでほんの数メートルに近づく。運転手さんが降おりてきて、後こう部ぶ座ざ席せきのドアを開けてくれる。

　改めて、今日のお礼を言おうと思ったとき。

　躊躇ためらったように唇くちびるを震ふるわせた後で、僕ぼくを真っ直ぐ見つめてきた。

「あ、あのっ、大おお村むらさんっ！　次もまた、お食事をご一いつ緒しよしてもいい……ですか？」

「なにを言い出すのかと思ったら……もちろんＯＫだよ。僕も一緒の方がうれしい」

　ごはんはみんなで食べた方がおいしいもんね。

　僕の返事を聞いて、琴こと音ねさんの表ひよう情じようが明るくなる。

「よかったぁ……」

「今日はありがとうね。ごちそうさま。おっちゃんにもよろしく言っておいて。……あ、そうだ、琴音さん」

　車に乗り込む直前に、ふと思い立って僕は振り返った。

「もし良かったら、僕のこと秋しゆう馬まって呼よんでくれないかな。みんなそう呼ぶからさ。僕もきみのことを勝手に名前で呼んじゃってるし」

「は、はいっ。それじゃ、その……」

　気合いを入れるようにむんっと拳こぶしを握にぎりしめ、何度も咳せき払ばらいをした後で。

「いきますっ！　頑がん張ばりますっ！」

　琴音さんは僕の名前を呼んだ。

「しゅ……しゅうまにゃん！」
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　思い切り嚙かんだ。しかも、声が裏うら返がえっていた。

　しゅーんっと肩かたを落として、琴こと音ねさんが呟つぶやく。

「緊きん張ちようしすぎて嚙みました。大失敗です……」

「あははははは！」

「笑うなんてひどいですっ。秋馬しゃんが急に名前を呼よべなんて言うからっ」

「また言えてないし」

「あぅ……男の子の名前を呼ぶなんて、私には難なん易い度どが高いんです。ちゃんと次の機会までに練習しておきます。だから、その……」

　奥おくゆかしい遠えん慮りよがちな口調で、琴音さんが続ける。

「また、ごはんを食べに来てくださいね」

「おいしい料理があれば、どこへでも駆かけつけるよ！」

　ゆっくりとリムジンが走り出す。琴音さんは胸むねの前で小さく手を振ふって、車が見えなくなるまで見送ってくれた。そんな仕し草ぐさもすごく可愛かわいい。『色気より食い気』がモットーの僕ぼくですらクラクラしちゃいそうだよ。

　完全無欠の美少女である琴音さんと食事ができるなんてラッキーだなぁ。クラスの野や郎ろうどもに知られたら嫉しつ妬とのあまり殺されちゃうだろうから、誰だれにも自じ慢まんできないのが残念でならない。

　自じ宅たくへと送ってもらった僕は、帰り着くなり父とうさんが作っておいてくれた夕食（ナポリタン・普ふ通つう盛もり）を平らげた。残しちゃったらもったいないもんね。

「ふむ。今日は、さすがに食べ過すぎたかな……？」

　エレベータに乗り込こんだ僕は、オナカをさすった。少しだけ胃もたれしてる気がする。まだラーメンの二、三杯ばいなら食べられそうだけど。

　チンっ♪──軽やかなベルの音と共にエレベータが僕の部屋のある四階かいに到とう着ちやくする。

　あ、僕んちにエレベータがあるのはなにも大だい豪ごう邸ていだからってワケじゃない。

　駅前商店街にある小さなビルが我わが家やなんだ。一階には父さんが経けい営えいしてる洋食屋『大おお村むら亭てい』がある。デカ盛りのメッカと呼ばれる高たか森もり町ちよう商店街にあって、ウチだけは大盛りメニューを出してないせいか、あんまり繁はん盛じようしてないけどね。父さんはルーズな人だけど、料理に関してだけは異い様ように頑がん固こだから、今後も経けい営えい方ほう針しんは変えるつもりがないらしい。

　細長い四階建てのビルの二階にはリビング、キッチン、バスルーム。三階には父さんの部屋。僕の部屋は四階だ。トイレは各階にある。建物の外観が雑ざつ居きよビル風ってだけで、中身は普通の家とあまり変わらないんじゃないかな。

　ともあれ、僕は階かい段だんが苦手だからエレベータのおかげでかなり助かってる。

　四階の廊ろう下かには大食い大会の優ゆう勝しよう賞しよう品ひんとしてもらった食品（レトルトカレー一年分とかカップラーメン一〇ダースとか）が、ダンボールごと積んである。大好物のスナック菓が子しやコーラも箱買いしてストックしてあった。

　ダンボールの間を縫ぬうようにして部屋の前まで辿たどり着いたところで──異い変へんに気付く。

「灯りがついてる……？」

　ドアの磨すりガラス越ごしに光が漏もれてた。消したはずの照明がついていたんだ。

「う～～～～～～ん……？」

　微かすかな声も聞こえる。まるでなにかを悩なやんでるようなうなり声。僕ぼくの部屋に誰だれかいるんだ。さては、泥どろ棒ぼうか？

　息を殺し、積まれたダンボール箱を手て探さぐり。武ぶ器きになりそうな棒ぼう状じようの物体を摑つかみ取る。

　──伊だ達て巻まきだった。

　お正月の大食い大会で賞品としてもらった、真空パックの伊達巻き。

「……とりあえず、コレでいいか」

　こんがりと焼き目がついてて、パッと見は棍こん棒ぼうっぽいし。

　伊達巻きを油ゆ断だん無く構かまえ、ドアノブに手を掛かけた。部屋に忍しのび込こみ、立てかけてある顔ハメの裏うらに隠かくれて──。




　そして、僕は来くる海みと再さい会かいしたんだ。
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「痛いたたたたたたた……」

　夕日に照らされた神社の境けい内だいに、僕はぐったりと横たわっていた。

　膝ひざは擦すりむいてるし、腕うでには嚙かみ痕あと、ほっぺにはひっかき傷きず。Ｔシャツは破やぶけてて、ランドセルも傷だらけ。まるでトラックに轢ひかれた後のようなひどい有様だ。

　だけど、顔には満面の笑みを浮うかべてた。

「♪じゃじゃーん！　見てよ、これ！」

　横になったまま、来海に戦利品を見せる。

　犬のぬいぐるみがついたキーホルダー。

　来海が小学校にあがったお祝いに、僕がお小こ遣づかいをためてプレゼントしたものだ。

　来海は「秋しゆうちゃんにしては、まあまあね」とか言いつつ、満面の笑みで受け取ってくれた。それなりに喜んでくれたのか、ランドセルにつけてくれたんだ。

　でも、プレゼントをして数日もしないうちに近所の神社に住み着いてる野良アライグマ（通つう称しよう、湯ゆ河原がわらさん。超ちよう凶きよう暴ぼう。二足歩行）に奪うばわれてしまった。

　せっかくのプレゼントを盗とられちゃうなんて悔くやしい。だから、一人で取り戻もどしに行ったってワケ。

「湯河原さんめちゃくちゃ強かったー。超怖こわかったー。無事に奪い返せてよかったよ」

　激げき闘とうを物語るように犬のぬいぐるみは泥どろで汚よごれてて、綿わたが飛び出しちゃってたけど。

　ぬいぐるみを来くる海みに渡わたそうとしたんだけど、受け取ってはくれなかった。

「ふぐぅぅぅぅ……」

　今にもこぼれそうなぐらいに涙なみだをいっぱいためて、僕ぼくを睨にらみ付けてくる。

「もういらないわよ、そんなもの！」

「せっかく取り返してきたのに!?　ちょっと汚れてるけど、こうやって拭ふけば……やべっ！　血が付いちゃった!?　すぐにきれいにするから、うわっ！　首がもげた!?」

「いらないって言ってるでしょー!?」

　幼おさななじみは地じ団だん駄だを踏ふんで怒ど鳴なり散らす。チビっこいくせにすごい迫はく力りよくだ。

「血まみれで倒たおれてたらビックリするじゃない！　そーゆーのやめてよね！　秋しゆうちゃんが死んじゃったかと思ったわよ！」

　来海は横たわってる僕の脇わき腹ばらを踏んづけてきた。

「痛いたいって！　そこはやめて！　湯ゆ河原がわらさんの頭ず突つきをくらったから！」

　指先で溢あふれ出そうな涙をそっと拭ぬぐいながら、オナカを踏みにじる。

「踏んづけられたくなかったら、これからは来海の許きよ可かなくケガしないでよね！　秋ちゃんのバカぁっ！」







「うぅ～ん……。痛いよ～……。やめてよ～、来海ぃ……むにゃむにゃ……」

「いつまで寝ねてるの!?　もう朝よ！」

　怒鳴り声が聞こえて、僕は目を覚ました。

　ここは……僕の部屋だ。

　ベッドじゃなくて、床ゆかの上で寝そべってる。来海にキックされて気き絶ぜつした後、そのまま眠ねむっちゃったらしい。熟じゆく睡すいできなかったせいか、まだ眠いなぁ。

　まぶたを擦こすりながら、大あくびをする。

「さっきのは夢ゆめか……」

　来海が帰ってきたから、昔のことを思い出したのかもなぁ。

　布ふ団とんは掛かけられてたけど、フローリングに直ちよく接せつ寝そべってるから寒気を感じた。

　首元まで布団を掛け直そうとしたら──ぐりぐりぐりぐりぐりぐりっ!!

「コラ、なに寝直そうとしてるのよ！　このブタ野や郎ろうっ！」

　来海に布団を剝はぎ取られ、オナカを思い切り踏んづけられた。

　来海が身に着けてたのは赤いチェックのミニスカートとニーソックス。モコモコしたセーターはサイズが大きめで、袖そでが余あまり気ぎ味みなとこが可愛かわいい。背せはかなり低いけどヒールの高いブーツのせいで大きく見える、というか。

「ここは家の中だよ。靴くつは脱ぬいで欲ほしいな」

「アメリカじゃ、ずっとこうだったし」

「…………」

「…………」

「…………」

　それだけ!?　脱いでくれないの!?

「フン、心配しなくていいわ。いちお、気を遣つかって新しい靴をおろしたから。これは上うわ履ばき。スリッパみたいなものよ」

「僕ぼくの知ってるスリッパは、そんなに尖とがってて硬かたいものじゃな痛いたたたたたっ刺ささってるヒールが深ふか々ぶかと刺さってるよ！　しかも、僕の肝かん臓ぞうを的てき確かくに狙ねらっている!?」

「いっそのこと、おへそを増ふやしてあげてもいいのよ……!?」

「一つで間に合ってるって！　し、しかも、来くる海み──!!」

「ああん、なによ？　なんで顔を赤くしてるワケ？」

「な、なんでもございません……」

　ぱんつが見えてるんだよ！──ココロの中で叫さけぶ僕。

　来海はミニスカートをはいてるから、寝てる僕を踏ふんづけようとすると、必然的にスカートの中が覗のぞけちゃうんだ。

　でも、このタイミングで『ぱんつ見えてる』なんて言ったら、ヘソが無む限げん増ぞう殖しよくしちゃいそうだから黙だまっておく。あとで注意しよう。オナカが冷えるからローレグなぱんつもやめなさいって伝えるべきだな。

「ほら、さっさと起きて！　ったく、おデブってのは、どうしてこうノロマなのかしら！」

　ウエディングドレス姿すがただった来海は、この世のものとは思えないくらいに可愛かわいかった。恋こいするような瞳ひとみで僕を見つめて、『お嫁よめさんにして♡』なぁんてお願いしてきてたはずなのに……。

　今は昨日の面おも影かげはこれっぽっちもない。ジト目で僕を見下ろし、ぐりぐりとオナカを踏んづけてくる。

　罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかけられながら、可愛い女の子に尖とがったヒールで踏んづけられるなんて、特とく殊しゆな性せい癖へきの持ち主にとってはご褒ほう美びかもしれない。でも、僕は至いたってノーマルだからちっともうれしくないよ。

　ココロの中で嘆なげきつつ、僕はのろくさと立ち上がった。

「冬休みも最終日なんだよ。ゆっくりさせてくれたっていいじゃないか……。っていうか、来海。なんでまだウチにいるの？」

「なんでって決まってるでしょ？　これから来海も秋しゆうちゃんちに住むのよ」

「ちょっと待って！　そんな話、聞いてないよ!?」

「来海だっておデブな秋ちゃんなんかと暮くらしたくないわよ。デブが感う染つっちゃうかもしれないし。でも、来くる海みんち、もうないもん」

　近所に建っていた来海の家は取り壊こわされて、今は駐ちゆう車しや場じようになってる。

「秋しゆうちゃんのオジサンはＯＫしてくれてるわ。ウチのママからも『よろしくお願いします～。秋ちゃんが一いつ緒しよなら安心だわ～』って挨あい拶さつがいってるはずよ」

「これっぽっちも知らなかった。なんで父とうさんは、そんな大事なことを言ってくれないんだ……。ゆるキャラすぎるよ、父さん」

「もう決まったことよ。秋ちゃんの隣となりの部屋を使わせてもらってるから」

　来海が我わが家やで生活するってのは、もはや覆くつがえしようのない決けつ定てい事じ項こうらしい。

「あっ、一緒に住むからってヘンなコトしたら許ゆるさないわよ。来海が『許きよ可かする』って言うまでは……その、なんていうか……え、えっちなこともしちゃダメだからね！　指一本でも触ふれたら蹴けっ飛ばすわよ！」

「しないよ、そんなこと！」

　むしろ、許可されたって困こまる。

　苛いら立だちを隠かくそうともせずに、幼おさななじみは眉まゆを吊つり上げた。

「んもうっ、秋ちゃんが約束を守ってくれてたら、恋こい人びととして同どう棲せい生せい活かつをする予定だったのよ。来海が一四歳さいで秋ちゃんが一六歳だから、結けつ婚こんできるまであと二年あるでしょ？　その時間でお嫁よめさんになる準じゆん備びをしたかったの。でも、あんたのせいでぜ～んぶ台無し！　最悪よ！」

　朝の空気よりも冷たい、突つき刺ささるような声だ。

　釈しやく然ぜんとしない気持ちで、僕ぼくは寝ね癖ぐせのついた髪かみを搔かく。

　怒おこられるようなマネをした覚えはないんだけどなぁ。来海と別れ際ぎわに交わした約束は『そのままの秋ちゃんでいてね』って内ない容ようだったはずだ。僕は昔のままだと思う。ちょっぴりカラダが大きくなっただけだよ。

「まあ、いっか。これからよろしくね。僕はもう少し寝直すよ」

「寝直すなんてダメよ！　今日からすっごく忙いそがしくなるんだから！」

　寝ぼけ眼まなこを擦こすってる僕とは対照的に、来海の瞳ひとみには炎ほのおが宿った。

「秋ちゃん、来海ね、決めたの──」

　グッと拳こぶしを握にぎりしめ、意を決したように宣せん言げんする。

「ダイエットをはじめるっ！」

「……なるほど。わかった」

　大きく頷うなずき返して、僕はベッドへと向かった。マクラを抱かかえて横たわる。

「じゃ、おやすみ」

「だから、寝るなってばー！」

　カカト落としがオナカに炸さく裂れつ！

「げぼぁっ!?　殺す気か！　つか、ダイエットなんて必要ないでしょ？　来海、全然太ってるように見えないよ？」

「ちっがーう！　来くる海みのダイエットじゃないわよ！　秋しゆうちゃんが瘦やせるの！」

「僕ぼくがダイエット？　あはは、それこそ必要ないって。僕はそこまで太ってないしね」

「なにそれ、ギャグのつもりなの!?」くわッと両目を見開く来海。

　僕の腕うでを引っ張ぱって立ち上がらせ、背せ中なかを突つき飛ばした。

「体重計に乗りなさい！　用意したから！」

　床ゆかの上に置かれた体重計に僕を乗せる。

　体重計の針はりは──一二六キロを指していた。

「秋ちゃん、一二三キロじゃなかったの……？」

「背せが伸のびたのかも。成長期だからね」

「明らかに横に成長しちゃったんでしょうがっ！」

　来海は般はん若にやのような恐おそろしい形ぎよう相そうを浮うかべる。

「今すぐに瘦せてもらうわ。一いつ刻こくの猶ゆう予よも許ゆるされない！」

「クラスメイトより体重が重いだろうなって自覚はあるよ。でも、ダイエットなんて大げさだって。やる理由がないだろ」

「理由なんてありまくりよ！　ほら、ヒマンは健康によくないって言うでしょ？」

「僕は健康そのものだよ。ここ数年、風か邪ぜ一つ引いたことない」

「デブってたらスポーツもできないじゃない」

「できるって。体育の成せい績せきも悪くないよ。サッカーでは絶ぜつ対たいにキーパーだし、野球ではキャッチャーをやらされるけど」

「それは太った人のポジションよ！　完全にデブキャラ扱あつかいだし！　たとえ飛べても、ブタはブタなのよ！」

　ひどい偏へん見けんだ。全国のキーパーとキャッチャーに謝あやまれ。

「太ってちゃいけない理由は他にもあるわ。これが最大の問題点よ」

　来海は重い病気を告知するお医者さんみたいな重苦しい口く調ちようで続けた。

「おデブは──カッコ悪い!!」

「うわっ、言い切っちゃった!?」

「だって、本当のことだもん。キモい！　ウザい！　ブサイク！」

　悪口をまくし立てながら、来海は僕のオナカに手を伸のばした。脂し肪ぼうをつまみ上げた。ぐにーっと引っ張る。

「このオナカのお肉をなくして、昔のかっこいい秋ちゃんに戻もどってもらうわよ！　目標体重は六〇キロ！」

「半分以下にするの!?　ムチャクチャだ！」

「フン、来海の旦だん那なさまに相応ふさわしいかっこいい男になるには、それぐらいの高い目標が必要なの。目標体重に達するまで婚こん約やくは解かい消しようよっ！」

「僕ぼくは別に来くる海みにお嫁よめさんになってもらわなくても一向に構かまわな痛いたたたたたっ!?」

「ああん？　なんか不ふ愉ゆ快かいな発言が聞こえた気がするんだけど……？」

「なにも言ってないよ！　だから、つねらないで！　僕のオナカがつきたてのおモチのように伸のびてる！　腹はら肉にくがもげる!?」

「いっそ、もげちゃいなさいっ。さあ、今すぐにダイエットをはじめるわよ。わかった？　返事は!?」

「はいはい、わかりましたよ……」

　ダイエットなんて、ちっともやりたくない。だけど、拒きよ否ひしたら来海は大おお荒あれするに決まってるからね。飽あきるまで付き合ってやるしかないんだ。

「でも、ダイエットなんて、どうやったらいいのか僕にはわからないよ？　瘦やせようなんて一度も考えたこともないし……」

「そこは来海に任せなさい。完かん璧ぺきに秋しゆうちゃんを瘦せさせてあげる」

「来海はダイエットしたことあるの？」

「ないよ」

「ないのかよ。じゃあ、どうしてそんなに自信満々なのさ？」

　その途と端たん、来海はアンニュイな感じで肩かたを竦すくめた。額ひたいに手を当てて首を横に振ふる。

「秋ちゃん、来海は自分の才さい能のうが怖こわい。来海ったら、天才かもしれないわ。秋ちゃんは歴史の目もく撃げき者しやになってるのよ……」

　僕はそんなに自じ画が自じ賛さんできる来海が怖いよ。

「昨日の夜、インターネットを見て回ったの。そしたら、絶ぜつ対たいに瘦せられるダイエットの極意を発見しちゃった！　これを見よー！」

　来海はどこからともなく大きなスケッチブックを取り出した。

　画用紙を彩いろどるように周囲に描えがかれた星やリボン。お花畑。ブサイクな犬っぽいなにか。目付きの悪い猫ねこっぽいなにか。

　そして中央には、丸っこい文字で次のように書かれていた。








　来海流！　ダイエットの極意




　太る理由は、《カロリー》を摂とりすぎてるから！

　一日分のカロリー収しゆう支しをマイナスにすれば、絶対に瘦せちゃう！









　呆あつ気けにとられる僕ぼくをよそに、来くる海みは偉えらそうに咳せき払ばらいをしつつ解かい説せつをする。

「カロリーっていうのは、簡かん単たんに言うと『人間が生きるために使うエネルギー』なの！　クルマで言うとガソリンを入れるのと同じね。ごはんを食べるとガソリンが補ほ給きゆうされて、運動すると消費されるの。燃ねん料りようを入れすぎると、使い切れずにガソリンタンクに燃料が残っちゃう。それがすなわちオナカにたまった脂し肪ぼうなのよっ！」

「ふぅん……」

「逆ぎやくに言えば、ガソリンを補給せずに運動して燃料を使い続ければ、タンクに残った燃料は減へり続けていくの。つまり、ごはんを減らすことで『カラダに入る燃料カロリーを減らす』。そのうえで運動をして『燃料カロリーの消費量を増ふやす』と人間は絶ぜつ対たいに瘦やせちゃうのよっ!!」

「…………」

「あれれー、リアクション薄うすくない？『なんて完かん璧ぺきな理り論ろんだ！　来海はダイエットの神さまだね！』とか叫さけんで、お姫ひめさま抱だっこで町内を駆かけ回るのを予想してたのに」

「ほめるもなにも……ものすごく普ふ通つうだと思う」

　ダイエットに詳くわしくない僕でも、それぐらい知ってるよ。最近はファミレスのメニューやコンビニのお弁べん当とうにだってカロリーが表ひよう示じされてるしね（見ないけど）。

「うっそー、これって常じよう識しきなの？　徹てつ夜やで調べたのにぃ……」と嘆なげいて、来海は悔くやしそうに地じ団だん駄だを踏ふむ。

　でも、これは後から知ったことなんだけど。

　日本では常じよう識しきになっている『ダイエットにはカロリー計算が有ゆう効こう』って考え方がアメリカで定着したのは、ここ最近の話らしい（ニューヨークの外食店でカロリー表示が義ぎ務む化かされたのが二〇〇八年のことだってさ）。

『ＨＡＨＡＨＡ！　体重を減らすにはカロリーってのを基き準じゆんにするのがイイらしいな！　コイツはイイ方法だから日本人にも教えてやるゼ！　……って、日本じゃ何十年も前から知られてるのかＹＯ！　アイツら未来を生きてんな！』という感じだったそうな。アメリカ暮ぐらしをしてた来海が知らなかったのも無理はない。

「と、とにかく、瘦せる方法はわかったわよね。後は実行あるのみよっ！」

　猛もう烈れつに嫌いやな予感がした。フードファイターとしての本ほん能のうが警けい告こくを発したのかもしれない。

「あー、来海。残りは朝食が終わってからでいいかな？　オナカが空すいちゃったからさ」

　部屋から出て行こうとする僕。しかし、すぐさま回り込こまれてしまった。

「ダイエットするには『カラダに入る燃料カロリーを減らす』必要があるのよ。秋しゆうちゃんには、目標体重になるまで食事ヌキで過すごしてもらうわ！」

「ムリだよ！　一日に五食は食べないと僕は餓が死ししちゃうんだぞ！」

「食べ過ぎにもほどがあるってば！　今日から飲み物以外口に入れちゃダメ！」

「よかった。飲み物はＯＫなのか。じゃあ、コーラやジュースはいいんだ。練れん乳にゆうとかマヨネーズも平気だね。僕ぼくにとってはカレーもドリンクみたいなものだから──痛いたっ！　痛いよ！　無言でローキックを入れるなって！」

「カロリーのあるものは全部禁きん止しよ。水だけにして」

「そんな～～～っ!?」

「もちろん、『燃料カロリーの消費量を増ふやす』ためにカラダを動かすのよ。ビシバシ運動もさせるからねっ！」

　そんなこんなで。

　過か酷こくなダイエット生活が、唐とう突とつに幕まくを開けてしまったんだ──。
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　来くる海み流りゆう！　ダイエットの極意




　運動器具なんて買わなくてもＯＫ！

　部屋の中でも手軽に運動できる器具が、簡かん単たんに手作りできちゃうよ！









「運動器具がないからカラダを動かせないなんてのは甘あまえよ、甘え！　そんなこと言ってるから太っちゃうの！」

　来海は僕の部屋に積んであった古い週しゆう刊かん少年ジャン○を五～六冊さつ束にしてガムテープでグルグル巻まきにしはじめた。

「はい、完成～♪」

　作さく製せい時じ間かんは三分ほど。確たしかに簡単だけども。

「そんなものが運動器具になるの？」

「そうよ！　題して、『お手軽！　コミック☆ステッパー』！」

　来海は僕の足下にマンガ雑ざつ誌しをガムテープで箱はこ状じように固めたヘンなものを置いた。

「どうやって使うの、これ？」

「これを使って踏ふみ台だい昇しよう降こうをするの！」

「踏み台昇降？　なんかあんまり運動にならなそうだなぁ」

　来海はピッと人差し指を立て、学校の先生みたいな口調で説明する。

「踏み台昇降をナメちゃダメだよ。ゆっくりとお散歩するのと比くらべると、二倍以上もカロリーを消費しちゃうらしいの。普ふ通つうの男の人が一時間散歩すると一四〇キロカロリー消費できるんだけど、踏み台昇降だと三八二キロカロリーも消費できちゃうんだってさ！」

「おお、確たしかに倍以上だね。それって具体的に体重が何キロぐらい減へるんだろ？」

「よくわかんない！　とにかくたくさん瘦やせちゃうってことだと思う！」

「うわ、アバウトだ！」

「作り方のポイントは、雑ざつ誌しがズレないようにしっかりと固めること。それから、ガムテープは紙かみ製せいじゃなくて布ぬのテープを使ってね。そっちの方が滑すべりにくいから」

「雑誌じゃなくて、ダンボール箱とかじゃダメなの？」

「箱だと太った人が乗ったらつぶれちゃうでしょ？　その点、雑誌ならどんなに踏ふんづけても壊こわれないの」

　なるほど。見た目は悪いけど、それなりに考えられたシロモノなんだな。

「とりあえず、二時間ぐらい頑がん張ばってみましょ！　サボらないでね、秋しゆうちゃん！」

『お手軽！　コミ（略りやく）』を使って、踏み台だい昇しよう降こう運うん動どうをすることになった。

　踏み台昇降は学校の体たい力りよく測そく定ていでやらされたことがある。この程てい度どの運動ならいくらでも続けられるよ。僕ぼくはぽっちゃり系けいだけど、運動は苦手じゃないんだ。見くびらないで欲ほしいね。

　そんな風にタカをくくっていたんだけど。

「ゼェゼェ……ハァハァ……ウップ……」

　数分もしないうちにヘロヘロになってしまった。地味に見えて、かなりキツいよ、コレ。

　足はフラフラ。息も絶たえ絶だえ。血管が爆ばく発はつしそうなくらいに脈打ってる。全身から汗あせが噴ふき出て、Ｔシャツが搾しぼれそうだ。

　しかも、ちょっとでも休もうとすると──。

「コラー、サボるなー！　続けてつづけてー！」

　僕のベッドの上から、鋭するどい声が飛んでくる。

「つーか、自分はマンガ読んでるのかよ！」

「五年も日本を離はなれてたから、新しん刊かんがいっぱい出ちゃってるんだもん」

　来くる海みのヤツ、寝ね転ころがって足をパタパタさせながらコミックス読んでるし！

「ちゃんとダイエットにも協力してるよ。来海の仕事は秋ちゃんがサボらないように見み張はることなのよ。ほらほら、足が止まってるー！　いっちにー！　いっちにー！」

　来海の掛かけ声に合わせ、ふとももを手で引っ張ぱり上げるようにして、なんとか台に足を乗せる。うう、全身がダルいよ。

　追い打ちを掛けるように、来海は軽やかな口調で絶ぜつ望ぼう的てきな言葉を発する。

「はーい、三〇分経けい過か～！」

「ええっ!?　まだそれしか経たってないの!?」

　そんなバカな!?　僕の体感では半日ぐらい続けてる気分なんだけど！

「あとたったの一時間半だよ！　秋ちゃん、ファイト！」

「どこが『たったの』だよ!?　そんなに続けたら命に関わるぞ！」

　運動すること以上に辛つらかったのは、食事をさせてもらえないことだ。

　現げん在ざい、午後三時。朝起きてから今まで、水しか口にしてない。

　途と中ちゆうで何度もコッソリつまみ食いしちゃおうかと思ったけど、僕ぼくの行動はお見通しのようだった。わずかなカロリーも摂せつ取しゆしないように、来くる海みは僕を監かん視ししてきたんだ。トイレの前までついてくるのは勘かん弁べんしてよ！

「ハヒィ……フヒィ……。このままじゃ、本当に倒たおれちゃうって！　せめて、なにか一口食べさせてくれぇ！」

「んもー、秋しゆうちゃんってば口を開けばワガママしか言わないんだからー」

　全日本『おまえが言うな！』選せん手しゆ権けん大たい会かいが開かれたなら、来海は優ゆう勝しようが狙ねらえると思う。

　偉えらそうに腕うで組ぐみをして、幼おさななじみは提てい案あんしてきた。

「わかったわ。あと一時間半みっちりしっかり踏ふみ台だい昇しよう降こうを続けたら、ごほうびあげる」

「よし、やった！　めちゃくちゃうれしい！」

　このままなにも食べさせてもらえなかったらどうしようかと心配したよ。どんなごほうびをくれるんだろう？　できれば、甘あまいものかお肉がいいなぁ。

　俄が然ぜん元気が出てくる。鼻先にニンジンをぶら下げられたウマみたいなもんだ。台を昇のぼり降おりする足取りも軽やかになる。

「やればできるじゃない！　秋ちゃん、すごい！」

「ごほうびがあるからね。頑がん張ばる気にもなるよ」

「そっかぁ。そんなに欲ほしいんだぁ。なんか照れちゃう」

　来海はちょっぴり頰ほおを染そめてる。

　なんで照れてるんだろう？　ひょっとして手料理を作ってくれるのかな？　ちょっぴり不安だけど、食べられるならなんでもいいよ。ああ、すごく楽しみだ。

　ホカホカごはんを頰ほお張ばるさまを妄もう想そうしつつ、僕は踏み台昇降を続けた。

　ごほうびパワーで最初の三〇分よりも楽に残りの時間を乗り越こえられた気がする。

「二時間経けい過か～！　秋ちゃん、おつかれさま！」

　運動部のマネージャーみたいに、来海は汗あせだくの僕にタオルを渡わたしてくれた。

「えへへー、頑張った秋ちゃんのために、ごほうびも大だい奮ふん発ぱつしなきゃね♡」

「期待していいのかな？」

「来海に任まかせてよ。きっと秋ちゃん大喜びしちゃうわ」

　大奮発のごほうびかぁ。どんなご馳ち走そうを食べさせてくれるのかな。

　ワクワクしながら待ってたんだけど、幼なじみは食べ物を用意する気配はなかった。

　つつつ…っと僕の方に近ちか寄よってくる。

　ほっぺをピンク色に染め、上うわ目め遣づかいに僕を見つめて──ぴらりんっ。

「えいっ♡」

　来くる海みはミニスカートをめくった。

　ぱんつが見えないギリギリのラインまで裾すそを持ち上げる。あとほんの少しでもスカートが翻ひるがえったら、下着が見えちゃいそうだ。

　もちろん、ふとももは大だい胆たんに露ろ出しゆつすることになる。ニーソックスがふとももにちょっぴり食い込こんでて、触さわらなくてもプニプニ具合がよくわかった。絶ぜつ対たい領りよう域いきが目に眩まぶしい。

　で、そんなポーズのまま──ぱちっ☆

　来海はぎこちない仕し草ぐさでウインクしてきた。ってか、片かた方ほうだけうまくつぶれないのか、両目つぶっちゃってるし。

「終了ーっ！」

　勢いきおいよくスカートの裾を戻もどし、来海は手足をジタバタさせた。

「あーんもうっ、恥はずかしすぎーっ！　大サービスしちゃったっ！」

「……っていうか、なにしたの？」

　来海は真っ赤になってしまった顔を手のひらで扇あおぎながら、

「なにって、今のがごほうびよ。ごほうびのセクシーポーズぅ♡」

　絶望のあまり、僕ぼくは膝ひざから崩くずれ落ちた。

　ちくしょう！　セクシーポーズじゃハラは膨ふくれないんだよ！　ぱんつだったら、朝方に見ちゃったし！　僕はオナカが空すいてるんだ！　ぱんつよりもパンを寄よ越こせー！

「秋しゆうちゃんってば、そんなに感動しちゃったんだぁ♪　やーねー、えっちなんだからっ。おデブな上にスケベなんて最低だよ？」

　言葉とは裏うら腹はらに、なぜか来海はうれしそうに笑ってやがる。

　超ちようハイテンションで僕の腕うでを引っ張ぱって立ち上がらせた。

「ねえねえ、体重を量ってみましょ！　二時間も頑がん張ばったんだもん！　きっと瘦やせてるはずよ！」

　来海に引っ張られ、体重計へと連れて行かれる。

　体重計の針はりを見て、にこやかだった幼おさななじみの顔が強こわばった。

「一二六キロのままだわ……。食べずに運動すれば瘦せるんじゃないの!?　どうして減へってないワケ!?」

「知らないって。僕に聞かれても困こまる」

「はっ！　さては、秋ちゃん空気を吸すっても太る体たい質しつなんじゃ!?」

「わかってると思うけど、そんな人類はいないよ？　って、なんで僕の首に掛かけたタオルを握にぎりしめてるんだ。呼こ吸きゆうを止めたらさすがに死んじゃうってお願いですやめて苦しい」

「ダイエットをはじめれば、みるみる瘦せちゃうと思ってたのにぃ……」

　来海はションボリ顔でうなだれてしまった。僕は別に瘦せなくてもいいんだけど……こんなに落ち込まれると申し訳わけなく感じる。

「元気出してよ、来くる海み」

　来海の髪かみをぽふぽふと撫なでてあげた。

「失敗したのは残念だったけどさ。もうダイエットなんてやめよう。せっかく帰ってきたんだから、もっと楽しいことしようぜ」

「[image: う]ぅ～……」

「商店街のうまいもの巡めぐりなんてどうかな？　来海がアメリカに行ってる間に、おいしいデカ盛もりメニューがいっぱい増ふえたんだ。僕ぼくが案内するよ」

「うん……。わかったよ、秋しゆうちゃん……」

「わかってくれたか！」

　いやあ、よかった。これでごはんが食べられる！

　喜んだのも束の間、来海の瞳ひとみに激はげしい炎ほのおが宿った。両方の拳こぶしをギュッと握にぎりしめて。

「もっと激しく運動しなきゃダメってことね！　そうしなきゃ瘦やせないんだわ！」

「ダイエットをやめるんじゃないの!?」

「やめるワケないでしょ。瘦せるまで続けるわよ。つーか、許きよ可か無く来海に触さわらないで！」

『ぽふぽふ』していた僕の手を振ふり払はらった。

「いつまでサボってるの!?　休きゆう憩けいは終わり！　ダラダラしてたらおしおきするわよ!?　秋ちゃんを台代わりにして踏ふみ台だい昇しよう降こうしてやろうか！」

「痛いたっ、痛いよ！　踏むなっ！　両足でリズミカルに僕の足を踏みにじるなっ！」

「だったら、さっさと運動しろ！　このブタ野や郎ろうーっ！」

　おしりをブーツで蹴けっ飛ばし、僕を踏み台昇降の台へと追い立ててくる。

　結局、それからさらに六時間も踏み台昇降をやらされるハメに陥おちいった。

　最初のうちはマンガを読んでた来海も、後半は真しん剣けんな表ひよう情じようで僕を監かん視しし続けていた。ほんのちょっとでも休むと蹴りが飛んでくる。途と中ちゆうで口にしたのは、コップ一杯ぱいの水だけ。

　このままじゃ、本当に僕は死んじゃうよ！　誰だれか僕に食べ物をくれ～～～っ！
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　夜九時。聖しよう護ご院いん家のお屋や敷しき。

　ほとんどの調度品が年代物の西洋アンティークで纏まとめられた豪ごう邸ていにあって、一室だけ異い様ような雰ふん囲い気きに包まれた部屋があった。

　部屋の壁かべには大おお柄がらなプロレスラーや相撲すもう取とりの等身大ポスターが何枚まいも貼はられている。

　額がくに入れて飾かざられた横よこ綱づなの手形。その隣となりには相撲の最新の番付表。

　書しよ棚だなに綺き麗れいに整理されて並ならんでいるのは、月げつ刊かん雑ざつ誌し『大相撲』。過か去こ一〇年分のバックナンバーまで取りそろえてある。

　年代物のチェストの上には、ゲームやアニメのフィギュアが陳ちん列れつされていた。並ならべられているキャラクターは──『ハー○様』、『エドモンド本○』と『ルーファ○』、そして『きれいなジャイア○』などなど。

　相撲すもう取とりクッションの上にちょこんと正せい座ざをして、部屋の主である聖しよう護ご院いん琴こと音ねはパソコンのモニターを食い入るように見つめていた。

　時折お茶をすすりながらも、真しん剣けんにマウスをクリックする。

　表ひよう示じさせているのは、高たか森もり町ちようの公式サイト内にあるブログ。町が開かい催さいしている『高森町フードファイト』の白熱した勝負の模も様ようが紹しよう介かいされていた。父によれば、かなりの人気コンテンツだそうだ。琴音も愛読者の一人で、更こう新しんされるのを心待ちにしてる。

　記しるされているのは、先日行われたまんじゅうの大食い対決の模様だ。秋しゆう馬まの活かつ躍やくが、臨りん場じよう感かんたっぷりに描びよう写しやされていた。

「しゅ、秋馬しゃんは、いつ見ても素す敵てきです♡」

　相変わらず『秋馬さん』と名前を呼よぼうとすると照れくさくて嚙かんでしまう。

「秋馬にゃん……でもなくて、秋馬ひゃん……ううー、未だにちゃんと呼べません。練習しておかなくちゃ」

　ションボリ顔でマウスをクリックした琴音は、うれしい悲鳴をあげてしまった。

「きゃあっ！　ギャラリーに新しい画が像ぞうがいっぱい掲けい載さいされてますっ！」

　デカ盛もり料理を食べる無む敵てきのチャンピオン──秋馬の写真が何枚まいも載のっていたのだ。

　おいしそうな笑顔を浮うかべながら、おまんじゅうを頰ほお張ばってる。両手に持ってるおまんじゅうよりも、ずっと柔やわらかそうな秋馬のオナカまでバッチリ写っていた。

　ぽーっと画像を見つめ続けていた琴音は、「ハッ！」と口に手を当てて我われに返る。

「忘わすれないうちに保ほ存ぞんしておかなくちゃ！」

　秋馬の画像を自分のパソコンに落とした。《しゅうまさん》という名前のついたフォルダへと移い動どうさせる。

　フォルダには、これまでにコレクションした秋馬の画像がたくさん保存されていた。一〇〇枚以上はあると思う。

　サムネイルをクリックして、お気に入りの画像を表示させながら琴音は深い息を吐はいた。

「はぁ……一度でいいから、秋馬しゃんのオナカに触さわってみたいです♡」

　この間、秋馬さんとデートしたときは千せん載ざい一いち遇ぐうの大チャンスだった。

「で、デートと言っても、おうちの玄げん関かんから門まで二人で歩いただけですが……」

　男の子とお出かけどころか、お喋しやべりしたことすらほとんどない。だから、ほんの数分間一いつ緒しよに歩いただけでも琴音にとっては十分にすごいことなのだ。デートと言っても過か言ごんではないだろう。そういうことにしておく。

「せっかく秋馬みゃんがそばにいたのに、緊きん張ちようしちゃって『オナカに触らせてください』って言えませんでした。あんなチャンスはもう二度と無いかもしれないのに……ああっ！　琴こと音ねのバカっ！　いくじなしっ！」

　ギュッと目を閉とじて、琴音はポコポコと自分の頭を叩たたいた。部屋でこんな言葉を叫さけんでるなんて、誰だれも想そう像ぞうしないだろう。

　学校では、おしとやかでしっかり者のお嬢じようさまだと思われてるのだ。

　だけど、たった一つだけ、琴音はイメージとは裏うら腹はらな秘ひ密みつを持っていた──。

　秋しゆう馬まの画が像ぞうを見つめたまま、琴音はぼゎっと頰ほおを染そめる。両手の人差し指を突つき合わせながら、恥はずかしそうに呟つぶやいた。

「ほ、本当はただ触さわるだけじゃなくて、秋馬ひゃんの柔やわらかそうなオナカに顔を埋うめてモフモフしてみたいんですけどね♡　……きゃーんっ！　私ったら、なんてはしたないことを言ってるんでしょう～～～っ！」

　相撲すもう取とりクッションに顔を埋めて、琴音は床ゆかを転がる。両りよう脚あしをジタバタさせながら、右へゴロゴロ。左へゴロゴロ。

　誰にも言えない、お嬢さまの秘密の趣しゆ味み。

　聖しよう護ご院いん琴音は──『デブ専せん』なのだ。

　ぷくぷくと太った男だん性せいが好きで堪たまらないのである。

　お相撲さんの姿すがたを堪たん能のうするためだけに、大おお相撲ずもうの全ての取り組みを録画してる。好みの体型のプロレスラーの試し合あい映えい像ぞうを探さがして、一ひと晩ばん中じゆう動画サイトを検けん索さくし続けてしまったこともある。

　太った男性が好きなんて知られたらヘンな目で見られてしまいそうだから、友だちどころか両親にもナイショだ（親には習っている剣けん道どうの上達のために、格かく闘とう技ぎに興きよう味みを持ったと言い訳わけしてある）。

　そんな彼かの女じよのココロの琴きん線せんに触ふれまくっているのが、秋馬だった。

　秋馬のボディのぽよぽよ具合は、誰がなんと言おうと最高だと思う。

　入学式の日に彼かれの姿を見かけて、そのふくよかなオナカに一ひと目め惚ぼれしてしまった。今でも毎日のように、学校で遠くから見かけるたびにドキドキしてる。これからは一いつ緒しよに食事ができるかもしれないなんて、ああもうっ！　なんて幸せなんだろうっ！

　相撲取りクッションをぎゅ～っと抱だきしめて、琴音はもう一度ため息を吐ついた。

「はぁ……秋馬しゃんともっと仲良くなれたらいいのになぁ……」

　名前もちゃんと呼よべないうちは、無理かもしれないけれど。

　そのとき──はらり、と。

　壁かべに貼はられた相撲の番ばん付づけ表ひようが風もないのに剝はがれてしまった。

　舞まい落ちた番付表がぶつかり、フォトフレームが倒たおれてしまう。

　写真立てには去年の秋に行った学園祭の写真が入っていた。クラスメイトが撮とってくれた記念写真だ。

　照れくさそうに笑ってる琴こと音ねのずっと後ろの方。写真の隅すみっこに、お好み焼きの屋台でヘラを振ふるう秋しゆう馬まが小さく写り込こんでる。二人が写った唯ゆい一いつの写真。琴音の宝物だ。

　慌あわてて駆かけ寄より写真立てを元に戻もどしながら、琴音は呟つぶやいた。

「不ふ吉きつですね……よくないことが起こらなければいいんですが……」
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「はぁ、ようやく一人になれた……。やっと落ち着けるよ……」

　夜の九時過すぎ。お風ふ呂ろでシャンプーをしながら僕ぼくはしみじみと呟いた。

　合計で八時間も踏ふみ台だい昇しよう降こうをさせられたから、カラダのあちこちが痛いたい。関節という関節が悲鳴をあげてる。バスチェアに座すわっているだけでもツラいよ。

　空くう腹ふくも限げん界かいだ。オナカがグーグー鳴りっ放し。シャンプーが放つ甘あまい香かおりすらおいしそうに感じる。……シャンプーって飲んでも平気かな？　一口だけ試してみようかな？　見た目はシロップっぽいからいける気もする。

　人として越こえてはいけない一線を踏み外してしまいそうになりつつ、シャンプーを終えた。手て探さぐりでシャワーの蛇じや口ぐちを捻ひねろうと手を伸のばして──

「さっさと泡あわを流しなさい。いつまで洗あらってんのよ」

　後ろから冷たい声が聞こえた。乱らん暴ぼうにシャワーのお湯が頭からかけられる。

「って、熱っ!?　お湯が熱すぎるっ！」

「注文が多いわねぇ。ほら、これでどう？」

「うん、ちょうどよくなっ……えええっ!?」

　泡まみれのままバスチェアから飛び退のいた。危き険けん部ぶ位いをタオルで必死に隠かくしながら、声のした方を振ふり返る。

　カラダにバスタオルを巻まいた来くる海みが、腰こしに手を当てて僕を見下ろしていた。

「どうして入ってくるんだよ!?」

「バスタイムだって無む駄だにはできないわ。お風呂でもダイエットしましょ！『半身浴』ってのが効きくらしいのよ！」

「はんしんよく？」
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「へえ、そんなお風ふ呂ろの入り方があるんだ」

「半身浴をするといーっぱい汗あせをかいちゃうんだって。きっとカロリーもたくさん消費しちゃうわ！」

「なるほど。知らなかった」

　お風呂に入るだけで瘦やせられるならいいよね。運動よりも楽そうだ。

「じゃあ、僕ぼくは半身浴ってのをしていくから、来くる海みは先に出てていいよ」

「フン、なんのためにバスタオル巻まいてきたと思ってるの？」

　来海は勢いきおいよく掛かけ湯をして、バスタブに飛び込こんだ。お湯につかったまま僕に向かって手て招まねきしてくる。

「来海も一いつ緒しよに入るわ。ちゃんと半身浴をしてるかどうか確かく認にんさせてもらうから」

「ちょっと待ってよ！　いくらなんでも、お風呂はマズいって！　恥はずかしくないのかよ!?」

　赤くなってしまった頰ほおを隠かくすように、来海はプイッとそっぽを向いて、

「恥ずかしいに決まってるじゃない！　ちっちゃい頃ころはよく二人でお風呂に入ってたけど……今はその……いろいろ違ちがうし！」

　来海のカラダに巻いたバスタオルがお湯に濡ぬれて、素す肌はだに張はり付いてる。凹おう凸とつには乏とぼしいけど、幼おさない頃にはなかった丸みや膨ふくらみがハッキリわかった。しかも、鎖さ骨こつやナマ足が露ろ出しゆつしてて目のやり場に困こまるよ！

「だったら、無理しなくてもいいだろ。言われた通りに半身浴するからさ」

　来くる海みはブンブンと首を横に振ふる。

「ダメよ！　踏ふみ台だい昇しよう降こうしてもらったのに、ちっとも瘦やせなかったんだもん。お風ふ呂ろでも頑がん張ばってもらわなきゃいけないの！　ツベコベ言わないで来海に従したがいなさーいっ！」

　怒ど鳴なり散らしながら、お湯を掛かけてくる。ほっぺは真っ赤だけど、表ひよう情じようは真しん剣けんそのもの。意地でも僕ぼくを瘦せさせるんだって決意に満ちていた。断ことわったら、キックどころじゃ済すまなさそうだなぁ……。

「わかった。入るよ。入ればいいんだろ……」

　深いため息を吐つきつつ、僕は腰こしに巻まいたタオルをしっかりと結び直した。

「失礼します……」

　お湯に足先をつけ、そ～っと湯船にカラダを沈しずめていく。

　僕がお風呂に入ったせいで、みるみる水位が上じよう昇しよう。

「きゃああああああああああブクブクブクブク～～～……」

「うわあ、来海が沈しずんだーっ!?」

　半身浴をしていた来海が、完全に水すい没ぼつしてしまった。

「ぷはぁっ!?」

　慌あわてて顔を出し、怒鳴りまくる来海。

「ちょっと秋しゆうちゃん！　これじゃ半身浴にならないじゃない！」

「仕方ないだろ。僕はカラダが大きめなんだよ。お風呂に入るといつも溢あふれちゃうんだ」

「半身浴ってのは、胸むねの下からおへその上ぐらいまでお湯につかるものなのよ!?」

「だったら、お湯を減へらせばいいじゃないか」

「でも、お湯を捨すてちゃうなんてもったいないし……。よしっ、秋ちゃん！　中ちゆう腰ごしになってよ！　うまくお湯の量を調整して！」

　来海の命令で、僕は湯船で腰を浮うかせる。いわゆる、空くう気き椅い子す状じよう態たい。足がプルプルする。この体たい勢せいはキツい！

　しかも。

　ウチの浴よく槽そうはどこのご家庭にもある、ごく普ふ通つうのサイズだ。カラダが横に大きい僕にとっては、お風呂が狭せまいぐらいなんだ。

　どんなに気をつけていても──ぴとっ。

　来海の肩かたと僕の横っ腹ぱらが触ふれ合ってしまう。幼おさななじみは全然気にしてないみたいだけど、僕は動どう揺ようしまくり。女の子と一いつ緒しよにお風呂に入るってだけでも心しん臓ぞうがバクバクなのに、スベスベしたお肌はだの感かん触しよくがさらに僕を責せめ苛さいなんでくる。うぅ、来海のヤツにドキドキさせられるなんて屈くつ辱じよくだよ。

　しかもしかも。

　ぽっちゃり系けいの人は大たい抵ていそうだと思うんだけど、僕ぼくは暑さに弱い。かなりの汗あせっかきだ。ぬるめのお湯に腰こしまでつかってるだけなのに、滝たきのような汗が噴ふき出してくる。今にものぼせちゃいそうだ。

　リラックス効こう果かなんて期待できそうにない。むしろ、拷ごう問もんだ。じゃなきゃなにかの刑けい罰ばつだよ。

　毒の沼ぬま地ちを行進してるみたいにみるみるＨＰが減へっていく僕の隣となりで、来くる海みは額ひたいの汗を拭ぬぐった。

「ふぃー♪　半身浴って悪くないわねっ」

　気持ちよさそうに微笑ほほえみながら、僕の方にカラダを向けてくる。

「ほら、見てみて～。すっごい汗！　これなら瘦やせちゃいそうっ！」

　バスタオルの胸むな元もと。ほんのちょっとだけできあがってる胸の谷間にも汗の雫しずくが浮うかんでいた。

　しっとりと濡ぬれている来海は、めちゃくちゃ色っぽくて。

　お風ふ呂ろは暑くて。オナカはペコペコで。過か激げきな運動のせいで全身がダルくて、痛いたくて。

　意い識しき朦もう朧ろうとしはじめた。視し界かいがグルグルと回る。頭から湯ゆ気げが噴き出しそうだ。

「もう、ムリだよ……」

　無む我が夢む中ちゆうで僕は、湯船から這はい出した。ゾンビのようによたつきながら浴室から逃にげ出そうとする。完全に無意識の行動だ。

「ちょっとどこ行くの！　半身浴は三〇分ぐらいやらなきゃいけないのよ！　秋しゆうちゃんはおデブだから二時間ぐらいは入らなきゃ！」

　来くる海みが立ち上がり、僕の手を勢いきおいよく引っ張ぱった。

　フラフラしていた僕は、踏ふん張ばりが効きかなくて浴室の床ゆかで滑すべってしまう。

「ううう～～～～～～～ん……？」

「秋ちゃん、危あぶないっ！」

　慌あわてて来海が僕を支ささえようと飛びついてくる。

「うわああああ!?」「きゃああああ!!」

　幼おさななじみを巻まき込こんで、風ふ呂ろ場ばに倒たおれ込こんだ。

　来海だけは怪け我がさせないように、朦朧とした意識の中で懸けん命めいに抱だき寄よせて──

「ハァ……ハァ……」

　なにがどうなったのかわからない。

　次に気付いた時には、お風呂の洗あらい場に来海を押おし倒していた。

　しっとりと汗ばんでいる来海のカラダが、すぐ目の前。唇くちびるから漏もれる熱い吐と息いきが、僕の鼻先に掛かかった。

　幼なじみのカラダを覆おおっていたバスタオルは解ほどけてしまってる。今にも大事な部分が見えてしまいそうだ。

　僕は右手を来海の顔の横について、腕うで立たて伏ふせをするかのようなポーズでカラダを突つっ張ってる。

　そして、もう片かた方ほうの手は──ふにょんっ♡

　僕ぼくの左手は来くる海みの胸むねの上に置かれてた。バスタオル越ごしに柔やわらかな感かん触しよくが伝わってくる。見た目はちっちゃいけど、意外と柔らかいんだな……って、感想を述のべてどうするんだ!?　来海にのし掛かかっちゃうなんてヤバいよ！

　なんとかして、カラダをズラそうとした。でも、手足に力が入らない。意い識しきが朦もう朧ろうとして身動きが取れなかった。幼おさななじみを潰つぶしてしまわないように、体重を支ささえてるのがやっと。

「秋しゆうちゃん、なにする気なの……？」

　僕のカラダの下で、来海は呆ぼう然ぜんとしていた。

「ご、ごめんね……。僕は限げん界かいみたいだ……」

　なにかに気付いたみたいに、来海はハッと目を見開いた。かああっと顔が赤くなる。

「いくら興こう奮ふんしちゃったからって、押おし倒たおすなんて最低よ！　来海の許きよ可か無なく指一本触ふれないでって言ったでしょ!?」

　なにを言ってるの？　僕はただ倒れそうなだけなんだけど……。

　完全にのぼせていたから、返事をすることすらできなかった。少しでも気を抜ぬいたら、意識が飛んでしまいそうだ。

「もう我が慢まんできそうにない……」

　体重を支えきれず、徐じよ々じよに肘ひじが曲がってしまう。来海に顔を近づける形になってしまった。
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「ま、まさか……ちゅー、する気なの……？」

　テンパってるみたいに、幼おさななじみは瞳ひとみをグルグルさせる。

「や、やめてよ！　そりゃ、来くる海みもいつかはそーゆーことしたいなーって思ってたけど、デブってる秋しゆうちゃんとちゅーするなんてプライドが許ゆるさないっていうか……！」

　あゎあゎと唇くちびるを震ふるわせながらまくし立てる来海。

　なに言ってるんだ？　幼なじみのセリフが理り解かいできない。どこか遠くで叫さけんでるように聞こえる。

　もう無理だ……。腕うでに力が入らない。カラダを支ささえてられないよ……。

　二〇センチ、一〇センチ──来海との距きよ離りがさらに縮ちぢまってしまう。

「ダメダメっ！　ダメだったらぁ！」

　胸むねの辺りまで真っ赤に染そめて、来海は僕ぼくの肩かたをポコポコと叩たたいてくる。

「来海の気持ちを知ってて、そーゆーコトしてるんでしょ!?　強引に迫せまるなんてズルイわよ！　卑ひ怯きよう者もの！」

　顔を近づけてくる僕を押おしのけようと来海は手で突つっ張ぱったけれど。

　次第にその手から力が抜ぬけていった。

「あぅ～、秋ちゃん、バカっ。バカバカっ。絶ぜつ対たいに許さないんだからっ。後でおしおきだからねっ！」

　罵ば声せいを浴あびせかけながらも、幼なじみはそっとまぶたを閉とじた。

　プルプルと震えながら、タコみたいに唇を尖とがらせる。

　ゆっくりと、ゆっくりと。

　僕は来海に顔を近づけていって。

「うぅ～～～～ん……？」

　ゴスっ──僕のオデコが浴室の床ゆかにぶつかり、鈍にぶい音を立てた。

　来海の顔の横に倒たおれ伏ふしたんだ。

「ふぇ？　ちゅーするんじゃなかったの……？」

　呆ぼう然ぜんとしたような声が、すぐ耳元で聞こえた。

　たっぷり三秒ほどの沈ちん黙もくの後で。

「こ・ン・の……」

　来海は洗せん面めん器きに手を伸のばし、僕の頭を殴なぐりつけてくる。

「ブタ野郎～～～～～～～～～～～っっっ!!」

「痛いたーっ!?」

　気き絶ぜつ寸すん前ぜんだった僕は、ブン殴られて正気を取り戻もどした。いったいなにが起こったんだ？　僕はどうして殴られまくってるの!?

「さっさとどきなさい！　つぶれちゃうってば！」

　気付けば、来くる海みの上にのしかかってしまっていた。

「ご、ごめんね……」

　浴室の床ゆかに転がるようにして、なんとかカラダをズラす僕ぼく。

　来海は立ち上がり、解ほどけかけたバスタオルを戻もどした。

「紛まぎらわしいことするんじゃないわよ！　勘かん違ちがいしちゃったじゃないのー！　バカーっ！　ヘンタイーっ！　デブーっ！」

　シャンプーのボトルやら石けんやらを、手当たり次第に投げつけてくる。

「げふっ!?　ごふっ!?　僕はなにもやった覚えはないよ!?」

「うっさい！　余よ計けいタチ悪いわよ！　さっさと半身浴に戻りなさい！」

　来海におしりを蹴け飛とばされ、湯船へと逆ぎやく戻もどりさせられてしまった。

　フンと鼻を鳴らして、来海も半身浴を再さい開かいする。唇くちびるを尖とがらせ、そっぽを向いたままだ。

「なによ、もうっ。来海のドキドキ感を返しなさいよっ」なぁんてブツクサ言ってる。

　地じ獄ごくへと逆戻りすることになった僕は、ぶん殴なぐられて痛いたむ頭をさすった。

　なんで怒られなきゃいけないんだよ。なにも悪いことしてないだろ？

　一いつ緒しよに倒たおれ込こんじゃったのは申し訳わけないと思うけど、元はと言えば来海がムチャなダイエットをさせるから倒れそうになったんだ。

　考えてるうちに、なんだかムカムカしてきた。

　ノンビリ屋だって言われることが多い僕にしては珍めずらしく、怒いかりがわいてきたんだ。

　オナカが空いたイライラも重なったのかもしれないね。

　お風ふ呂ろの中で腕うで組ぐみをして、そっぽを向いたままの来海を睨にらみ付けた。

　つーか、そもそもダイエットなんて、やりたくないんだよ。瘦やせる必ひつ要よう性せいが感じられない。多少はぽっちゃり系けいだとは思うけど、困こまってることなんてないしね。

　ダイエットさせたいのは、単たん純じゆんに来海の趣しゆ味みだろ。幼おさななじみの僕が太ってるなんて許ゆるせないから瘦せさせたいだけに違いない。

　ダイエットなんて、やめやめ！　いくら来海の頼たのみでも、これ以上の気まぐれには付き合ってられないよ！

　よぉし、ここは一つ、ガツンと言ってやる！『やってられっか！』って怒ど鳴なり付けてやるぞ！　僕の方が年上なんだ。年長者の威い厳げんってのを見せつけてやらなきゃ！

　来海にビシッと言うタイミングを見計らって、来海のようすをしばらく窺うかがい続けた。

　……情けないなんて言わないで欲ほしい。僕はめったに怒ることがないから、どんな風に怒鳴っていいかなんてわからないんだよ。

　悩なやんだ末に、ようやく口を開いた。

「あのー……来海？」

　横を向いたままの幼なじみに声を掛かける。

「ちょっと言いたいことがあるんだけどさ」

　でも、来くる海みは返事をしてくれなかった。怒おこってるから口も利ききたくないのかな？　と思ったけど、違ちがった。

　──ぽふんっ。

　来海が僕ぼくの肩かたに寄よりかかってきたんだ。

　続けて聞こえてくる、奇き妙みような吐と息いき。

「く～～～……す～～～～……」

　ね、寝ねてるー!?

　来海のヤツ、お風ふ呂ろに入りながら熟じゆく睡すいしてるよ！

　人には過か酷こくなダイエットを課しておきながら、自分だけグースカ寝るなんていい気なもんだ。さすがに勝手すぎるだろ。

　肩を揺ゆさぶって起こしてやろうとして──やめた。

「そういえば、昨日は寝てないんだっけ……」

　完かん璧ぺきなダイエットプランを見つけるために、徹てつ夜やでネットを検けん索さくしたって言ってた。

　しかも、来海のオナカから『きゅーぅ』という可愛かわいらしい音が聞こえてきた。

「寝てるのに、オナカ鳴ってるし」

　僕がごはんを食べないようにって見み張はってる間、来海も一切の食事を口にしなかった。一いつ緒しよに断だん食じきをしてたんだ。

「ダイエットもすごく真しん剣けんに取り組んでいたよな……」

　僕の体重を減へらすために、来海は必死になっていた。

　踏ふみ台だい昇しよう降こうをしても体重が減ってないってわかったときは、すごくショックを受けてたみたいだし。

　恥はずかしいのを堪こらえて、こうして一緒にお風呂の中まで入っちゃうくらいだもんね。

　ダイエットは、来海の気まぐれなワガママなんかじゃない。

　来海は本気で、僕に瘦やせて欲ほしいって思ってるんだ。

「むにゃむにゃ……秋しゆうちゃん……」

　──むぎゅう。

　来海は僕の腕うでに抱だきついてきた。バスタオル巻まいてるだけの来海にくっつかれて、僕はドギマギしてしまう。

　幸せそうな笑顔を浮かべて、来海は寝言を呟つぶやいた。

「昔のかっこいい秋ちゃんに早く戻もどってよね……♡」

　さっきまで怒ど鳴なりつけてやろうと思ってたんだけどなぁ……。

　いつの間にか怒いかりはどっかに消えていた。

「ズルイよ……昔から、いっつもこうだ」

　お風ふ呂ろの天てん井じようを見上げて、深いため息を吐つく。

「これじゃ、文もん句くも言えないじゃないか」

　改めて思い知らされる。

　僕ぼくは、いつだって来くる海みには敵かなわないんだ。




　　　　[image: 区切り]




　翌よく朝あさ。僕の家。僕の部屋。

　今日から三学期のはじまりだ。宿題、ぜんぜん終わってないや。誰だれかに写させてもらわなきゃいけないなぁ。

　そんなことを考えつつ、僕は学校の制せい服ふくに着き替がえていた。筋きん肉にく痛つうを堪こらえながらネクタイを締しめていると、勢いきおいよくドアが開く。

「秋しゆうちゃ～～～んっ！」

　パジャマ姿すがたの来海が部屋に飛び込こんできた。

「ん。おはよう、来海」

「おはよ、秋ちゃん。って、挨あい拶さつしてる場合じゃなくて！　来海、寝ねてたんだけど！」

「そうだね。熟じゆく睡すいしてたよ」

「お風呂にいたと思ったのに、パジャマに着替えてたんだけど！」

　着替えさせたのは、僕だ。カラダを見ないように、触さわったりしないように。それでいて、来海を湯冷めさせないように。細心の注意を払はらいながらパジャマに着替えさせるのは、凄すさまじく大変だった。思い出したくもないから、そのようすは割かつ愛あいさせてください。

「それよりなにより、一番の問題なのは……」

　大またで僕の元へと近づいてくる。この世の終わりみたいな絶ぜつ望ぼう的てきな顔で僕を見上げる。

「秋ちゃんから、目を離はなしちゃったんだけどっ！　カロリーを摂とらないように監かん視ししてなきゃいけなかったのに！」

　ネクタイを締め終えた僕は、寝ね癖ぐせがついたままの髪かみを搔かいた。

「ダイエットをするためには食べちゃダメなんだろ？　未だに水しか飲んでないよ。オナカが空すいて死にそうだ」

「ホントにっ!?　つまみ食いしてない？」

「してないよ。ダイエットするって、来海と約束しちゃったからさ」

　ぱあああああっ！──キラキラと輝かがやくみたいに、来海の顔が明るくなった。

「えらいよ、秋ちゃん！　ねえねえ、体重計に乗ってみてよ！」

　僕の背せ中なかを押おして、体重計へと乗らせる。

　昨日量った時は、一二六キロだった。でも、今は──

「一二三キロだって！　瘦やせてるよ～～～っ！」

　跳とび上がってバンザイをする来くる海み。全身で喜びを表ひよう現げんしてる。

　僕ぼくもうれしかった。メチャクチャ苦しかったけど、ちゃんと成果が現あらわれると頑がん張ばった甲か斐いがあるよね。

　うずうず。うずうず。うずうずうずうず。

　来海は小さくおしりを振ふって、足をモジモジさせた。飼かい主に甘あまえたい子いぬみたいな仕し草ぐさだ。

「許きよ可か！　許可きょかー！　許可するー！」

　僕の出っ張ったオナカに飛びついて、グリグリと顔を埋うめてくる来海。

「デブ男になんて触さわりたくないけど、今だけはぎゅーっとするのを許可してあげる。感かん謝しやしなさいよねっ！」

「抱だきついてきてるのは、来海の方だろ！」

「うれしいんだから、仕方ないでしょっ！」

　たっぷり抱きついて、頰ほおずりしまくった後で、急に恥はずかしくなったみたいにカラダを離はなした。

「いつまで抱きついてるの？　ほんのちょっと瘦せたぐらいで調子に乗るんじゃないわよ！」

「そこでキレるのかよ！　自由すぎるよ！」

「うっさいうっさい！　秋しゆうちゃんは来海の言うこと聞けばいいのー！」

　ズビシっ！──僕を指さして、幼おさななじみは偉えらそうな口調で言い放った。




「さっさと瘦せなさいよね、このブタ野郎！　じゃなきゃ、お嫁よめさんになってあげないんだからねっ♡」






結けつ婚こんまで──あと六三kg












　　☆☆☆神かん林ばやし憐れんのワンポイントアドバイス☆☆☆







　初めまして。大おお村むらくんのクラスの学級委員長である神林憐です。ダイエットについてのアドバイスをさせてもらいます。

　今回、大村くんたちは『食事を一切しないで運動をする』というダイエットを行ったそうですが、それは『絶ぜつ対たいにやってはいけない間ま違ちがった方法』です。

　また『半身浴でカロリー消費』みたいな発言もありましたが、半身浴ではカロリーはほとんど消費できません。美び容よう効こう果かはあるかもしれませんが減げん量りようにはならないのです。

　手軽な室内運動としての踏ふみ台だい昇しよう降こうは参考にしてもいいかもしれません。

　ですが、それ以外の方法はマネしないでください。

　ダイエットはカラダに大きな負ふ担たんを掛けます。間違った方法を続けると危き険けんです。

　今後は私が正しいダイエットの方法を教えてあげる[image: 三点][image: 三点]かもしれません。

　自らの体調と相談した上で、無理なく減量するよう心こころ掛がけてください。









[image: 第二話　デブストーリーは永遠に──。]







「今まで、僕ぼくは気付かなかったよ……」

　失って初めて、恋こい人びとの大切さに気付かされる──。

　ラブストーリーでは、よくある展てん開かいだと思う。

　僕──大おお村むら秋しゆう馬まは、そんな悲ひ恋れんの主人公と同じ気持ちを味わっていた。

「こんなにも……こんなにも素す敵てきな部分をいっぱい持っていたんだね……。手が届とどかない存そん在ざいになって初めてわかったよ……。僕はなんて愚おろかだったんだ……」

　やるせなさと切なさが、熱い感かん情じようの奔ほん流りゆうとなって胸むねに渦うず巻まく。

　くそっ、格かつ好こう悪わるいな。不覚にも涙なみだが滲にじんできちゃったよ。

「せめて、もう一度だけ、きみに伝えたかった……」

　必死に堪こらえようとしたけれど、ダメだった。

　──ぽつり、と。

　僕の唇くちびるから熱い雫しずくが溢あふれ出し、口角を伝っていく。

「ごちそうさま、って……じゅるり」

「ちょっ、秋しゆうちゃん！　ヨダレ！　ヨダレが垂たれてるよ！」

　三学期の初日。朝。高たか森もり町ちよう駅えき前まえ商しよう店てん街がい。

　幼おさななじみの朝あさ凪なぎ来くる海みがハンカチで僕の口元を拭ぬぐってくれた。

「てゆか、さっきからなにをブツブツ言ってんの？」

「見てよ、この商店街のようすをさ」

　幼い頃ころから見み飽あきているはずの商店街を眺ながめ渡わたした。

『デカ盛もりの聖せい地ち・高森町へようこそ！』

　カラフルなのぼり旗はたが並ならび、さまざまな飲食店が軒のきを連ねてる。大食いで町おこしに成功して以来、食べ物のお店が増ふえた。商店街の七割わりぐらいは飲食店だ。

「こんなにおいしそうなお店がいっぱいあったんだなぁ……」

『新メニュー・爆ばく盛もりチキンカレーはじめました！　挑ちよう戦せん者しや求む！』なんてポスターを横目に、僕は出っ張ぱったオナカを撫なでた。ダイエットをするよう命令されてるから、ごはんを食べてないんだ。まるっと二四時間ほど水しか口に入れていない。痛いたいくらいにオナカが空いてる。

「食べられなくなって、初めて大切さに気付かされたよ。恋人を失ったラブストーリーの主人公ってのは、こんな気分なのかもしれないね……。切ないなぁ……」

「秋ちゃんの場合、ラブストーリーじゃなくてデブストーリーでしょ!?」

「うまいこと言われた！　僕はデブじゃないけど！」

「感心してないでさっさと歩きなさい、このおデブ！　これもダイエットの一環なんだからねっ！」

　来海はブーツのつま先で僕のおしりを蹴け飛とばしてくる。

　登校の準じゆん備びをしていた僕に、幼なじみはスケッチブックを掲かかげて見せたんだ。








　来くる海み流りゆう！　ダイエットの極意！




　ウォーキングはダイエットのつよ～い味方！

　しっかり歩けば、いっぱい瘦やせちゃうよ！









　ウォーキングがダイエットに効きくって情じよう報ほうをネットで発見したんだそうな。

『通学時間だって無む駄だにはできないわ。歩いて学校まで行きましょ！　来海もウォーキングに付き合ってあげる！　感かん謝しやしなさいよね♪』なぁんて言い出して、二人で学校に向かって歩いてるってワケ。

　おかげで、いつもよりずいぶん早く家を出ることになっちゃったよ。

　はぁ、普ふ段だんだったらゆっくりたっぷり朝ご飯を食べてるところなんだけどなぁ……。

　お昼どきともなればデカ盛もり目当ての観光客で賑にぎわう商店街だけど、まだ朝早いから人ひと影かげはまばらだ。

「五年も経たつと、結けつ構こうお店も変わってるわね。わっ、駄だ菓が子し屋やがコンビニになってるー！」

　空くう腹ふくと筋きん肉にく痛つう（昨日の踏ふみ台だい昇しよう降こうのせいだ）でヘロヘロな僕ぼくとは対照的に、幼おさななじみはハツラツとしてた。

　ミニスカートの裾すそを翻ひるがして走り回り、開店前のお店を興きよう味み深ぶかげに覗のぞき込こんでる。本当に元気がいいなぁ。少しわけて欲ほしいぐらいだよ……。

　そこで、ふと気付く。

「……そういえば、来海は学校には通わないの？」

　来海は僕よりも二つ年下だから、今は中学二年生。中学校も今日が始業式のはずだ。

「もちろん、通うわよ。当たり前じゃない」

　言葉とは裏うら腹はらに、幼なじみは私し服ふく姿すがただった。背せ中なかに背負った大きなウサギ形のリュック。袖そでが余り気味のモコモコした白いコート＆赤いチェックのミニスカート。今日は学校には行かないつもりなのかな。

「アメリカから帰ってきたばっかりだから、まだ編へん入にゆう手て続つづきとかしてないの？」

「ま、そんなとこっ。えへへ、来海だけ冬休みが長くてうらやましいでしょ？」

　来海がイタズラっぽい笑みを浮うかべた──そのとき。

　ふわりと、僕の鼻をおいしそうな香かおりがくすぐった。

　まだ開店時間前だから、どこのお店も『準じゆん備び中ちゆう』だ。でも、もう仕込みがはじまってるから、料理の香りが漂ただよいだしていた。

　学校に向かって歩いてるつもりなのに、カラダが勝手に匂においの方へと引き寄よせられてしまう。

「ふゎあ、イイ匂いだ♡　これは鰹かつおだしの香かおりだね。おだしは日本の心だよ……」

　まるで磁じ石しやくに引き寄よせられるみたいに、おソバ屋さんの店先に突つっ込こみそうになる。

「危あぶないわよ、秋しゆうちゃん！　ちゃんと真っ直ぐ歩きなさいっ！」

　来くる海みに制せい服ふくの袖そでを引っ張ぱられて、辛かろうじてソバ屋に乱らん入にゆうせずに済すんだけど。

　すぐにまたフラフラ～っとカレー屋のショーウィンドウへと引きつけられてしまう。

「カレーの匂いだけで白いごはんがいくらでも食べられそうな気がする……♡」

　ショーケースの中にあるカツカレーの食品サンプルが『私を食べて♡』と囁ささやいてる気がした。待ってて、カツカレーちゃん！　すぐに平らげてあげるからね！　きみがサンプルだろうと、僕ぼくは構かまいやしないよ！　食べればだいたい一いつ緒しよさ！

「正気を保たもちなさいってばー！」

　ほっぺを平手打ちされて、僕は我われに返った。

　来海がジト目で僕を睨にらみ付けてくる。

「心こころ奪うばわれすぎ。少しくらい辛しん抱ぼうしなさいよ」

「オナカが空きすぎて限げん界かいなんだ。こんなおいしそうな匂いを嗅かいだら我が慢まんできないって」

　高たか森もり町ちよう商しよう店てん街がいは誘ゆう惑わくが多すぎる。フードファイターにとっては天国だけど、ダイエッターにとっては地じ獄ごくだ。

「じゃあ、目を閉とじて歩いたらいいじゃない。ついでに呼こ吸きゆうもしなきゃ完かん璧ぺきね」

「完璧に死ぬだろ。車に轢ひかれるか、さもなくば窒ちつ息そくで」

「んもー、朝からワガママばっかり。自じ重ちようって言葉を覚えた方がいいわよ、秋ちゃん」

　来海は『世界で一番鏡を見るべき人物』としてギネスに認にん定ていされるのも時間の問題だろうね。たぶんそこに、僕よりワガママな人間が映うつっていると思う。

「せめて匂いだけでも嗅がせてくれ！　それなら太らないから構わないだろ？　はぁ、焼きたてパンの香こうばしい匂いがする……♡」

　パン屋の換かん気き扇せんに引き寄せられ、僕は身動きが取れなくなってしまった。

「ったくもう。仕方がないわねぇ……」

　呆あきれたように白い息を吐はいた来海は、キョロキョロと商店街を見回した。人気が少ないことを十分に確かく認にんしてから、僕に近づいてくる。

「今だけくっつくことを許きよ可かしたげる」

　コアラがユーカリの樹きに抱きつくような感じで、僕の腕うでに腕を絡からめてきたんだ。

「ちょっ、なにすんだよ？」

　恋こい人びと同どう士しみたいに腕を組んで、幼おさななじみは歩き出す。

「商店街を通りすぎるまで、来海が引っ張ぱってあげるわ。感かん謝しやしなさいよね」

「そんなことしなくていいって！　腕組んで歩くなんて恥はずかしいし！」

「来くる海みだって恥ずかしいわよ。おデブと腕うで組くむなんて悪あく夢むだわ。でも、秋しゆうちゃんが遅ち刻こくしても困こまるもんっ」

　左腕を引っ張ぱられて歩きつつ、僕ぼくは「う～ん……」とうなった。

　恥はずかしさ以上に、もっと大きな問題があるんだよ。来海に言ったらぶっ飛ばされそうな大問題だ。

　でも、黙だまってるのもどうかと思ったんで、恐おそる恐る言ってみた。

「あのさ、来海。む、胸むねが僕の腕に当たってるんだけど！」

　──ふにっ♡

　腕を抱かかえてるから、来海の胸の感かん触しよくが伝わってきちゃうんだよ。モコモコしたコート越ごしにほんのりとした膨ふくらみを感じる。ぺったんこに見えてもマシュマロみたいに柔やわらかくて、僕の鼓こ動どうは早まってしまう。

『どこ触さわってんのよー！』なんて叫さけんで、ローキックの一発ぐらいは覚かく悟ごしてたんだけど……不思議なことに来海は腕を離はなそうとしなかった。

　むしろ、さらに強く僕の腕を抱だきしめて。

「……わざとだもんっ」

　斜ななめ後ろから見てもわかっちゃうくらいに、幼おさななじみのほっぺは真っ赤になっていた。

「わざと押おしつけてるんだもんっ」

「ななな、なんでそんなことするんだよ!?」

「おいしそうな匂においよりも、もっと魅み力りよく的てきなもので誘ゆう惑わくしちゃえばフラフラしないで済すむでしょ？」

　うなじの辺りまで真っ赤になっちゃってる。恥ずかしいなら、こんなことしなきゃいいのに。

　言い訳わけがましい口く調ちようで、幼なじみはまくし立てる。

「か、勘かん違ちがいしないでよ？　誰だれにでもこんなことするワケじゃないからね！　秋ちゃんのダイエットを応おう援えんするために、仕方なくやってるのよ！」

「わかってるってば」

「よろしいっ。それじゃ、ちゃきちゃき歩きなさいっ」

　来海に引っ張られつつ、僕は右手の人差し指で頰ほおを搔かいた。

　抱きつかれた瞬間に、ほんのちょっぴりごはんのことを忘わすれたのは事実だよ。

　でも、食事より来海の胸の方が魅力的かって問われたら首を傾かしげざるを得ない。

　僕にとってコイツは妹みたいなものだ。多少ドキッとはしても、ヨクジョーはしない……と思う。たぶん。

　その証しよう拠こに、また空くう腹ふくがぶり返してるからね。ああ、オナカが空すいたなぁ。

　再ふたたび僕の目が商店街のお店に釘くぎ付づけになってるのに気付かず、来海は照れくさそうに「えへへー♪」と笑った。

「実は去年よりも二センチもおっきくなったのよね。来くる海みの溢あふれ出るオトナの魅み力りよくにメロメロになっちゃいそうでしょー？　くっつかれた感想はどう？　どんな気分？　正直に言ってみなさいよ！」

　幼おさななじみの言葉は耳に入ってなかった。『鶏とりガラ＆魚ぎよ介かい　ダブルスープの旨うま味みたっぷり！』なぁんて書かれた、ラーメン屋の看かん板ばんを見かけ、ヨダレを拭ぬぐった。

「鶏ガラスープ、飲みたいなぁ」

　直後、僕ぼくの視し界かいに飛び込んできたのはブーツの底面。

「だ・れ・が、鶏ガラよ～～～～っ!!」

「おぶらッ!?」

　来海が強きよう烈れつな浴びせ蹴げりをカマして来たんだ。

　商店街で大の字にひっくり返る僕。

「な、なんで蹴けられたの!?　げふっ!?　がふっ!?」

　倒たおれた僕のオナカに、ストンピングを入れてくる。

「抱だきつかれた感想が『鶏ガラスープ飲みたい』だなんて！　バカにしてるにもほどがあるわよ！　秋しゆうちゃんをお鍋なべでことこと煮に込こんで豚とん骨こつスープにしてやろうかッ！」

「来海のことじゃないって！　誤ご解かいだよ！」

「でも、来海の胸むねがちっさいって思ってるんでしょ!?」
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「…………。そんなこと思ってないよ！」

「なによ、その『…………。』は!?　来くる海みだって気にしてるんだからねーっ！」

「っていうか、外で踏ふんづけるのはやめてくれ！　おかしな趣しゆ味みの持ち主だって勘かん違ちがいされちゃうだろー！」

　騒さわぎを聞きつけて、商店街の人たちがぞろぞろとお店から出てきてしまった。顔なじみのおっちゃんやオバちゃんが、僕ぼくたちの周りに集まってくる。

「おう、秋しゆう馬ま。朝っぱらからなにしてんだ？」「えらいべっぴんさんと一いつ緒しよじゃないか」「あらあら、よく見れば朝あさ凪なぎさんとこの来海ちゃんじゃない」「いつの間に帰ってきたのよ。オバちゃん寂さびしかったわよー？」「綺き麗れいになったな、来海ちゃん！」「秋馬くんたら、大きくなっても来海ちゃんの尻しりに敷しかれてるのね」「昔からこんな感じだったわね。懐なつかしいわー」「相変わらず仲がいいな」「わははははは！」

　なんで和やかな空気で眺ながめてるの!?　笑い事じゃないって！　誰だれか止めてよ！　僕らの街で今まさに凄せい惨さんな暴ぼう行こう事じ件けんが発生してるんだぞ！　ちょっ、オバちゃん、写メ撮とるのやめてー!?
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「えと、初めまして。朝凪来海ですっ」

　目玉が飛び出る。顎あごが外れる。腰こしが抜ぬける。息を飲む。心しん臓ぞうが止まる──。

　朝のＨＲ。驚おどろいた場合に生ずる全ての反はん応のうが、僕の身体からだに現あらわれていた。

　担たん任にんの小お野の寺でら先生（定年間ま際ぎわ。見た目はすっかりおじいちゃん）が、孫まごに童話でも読み聞かせるような優やさしい声で『え～、みなさんに新しいお友だちを紹しよう介かいします』って言った時点で既すでにびっくりだったんだけどさ。

　教室に入ってきたのは、来海だったんだ。幼おさななじみがウチの学校の制せい服ふくを着てる。上着がちょっぴり大きめで袖そでが余あまり気ぎ味みだけど、よく似に合あってた。

　ってか、なんでアイツが、僕のクラスに編へん入にゆうしてくるんだ？　まだ中学生のはずだろ!?

　僕の疑ぎ問もんを感じ取ったように、小野寺先生がモゴモゴと説明をしてくれた。

「え～、彼女はまだ一四歳さいだそうです。本来なら中学二年生なんですが……あ～、アメリカの学校で飛び級をして高校生になったと聞きました。飛び級をした生徒を受け持つのは教きよう師し生せい活かつ四〇余よ年ねんにして初めてのことなので、先生も大変驚いており──」

　飛び級か！　その発想はなかった！

　クラスメイトの大きなざわめきに気け圧おされたように、来海はビクッと肩かたを震ふるわせる。

「び、ビビっちゃダメよ。最初が肝かん心じんなんだからっ。落ち着きなさい、来海っ」

　小声で呟つぶやいて自らに言い聞かせた後で、幼なじみはクラスメイトを睨ねめ回した。

「確たしかにあんたたちより年ねん齢れいは下だわ。でも、学年は一緒なんだからね。ナメた態たい度どとったら承しよう知ちしないわよっ！」

　うわ、転校の挨あい拶さつなのにアグレッシブすぎる！

　焦あせりまくる僕ぼくだったけど、杞き憂ゆうだったみたいだね。

　クラスメイトは示しめし合わせたように声を漏もらしたんだ。

「「「かわいい～～～♡」」」

　野や郎ろうどもだけじゃなく女子生徒も一いつ緒しよになって、瞳ひとみを♡形にしてる。

「くぅ！　なんというかわいさ！」「お人形みたいね～」「年下ってイイモンだな……」「教きよう壇だんじゃなく俺おれを踏ふんでくれ」「むしろ、来くる海みたんをペロペロしたいよ！」

　ノリがいいクラスメイトで良かったという思うべき、なのかな？

　来海は顔を真っ赤に染そめて、教壇を踏み鳴らした。

「ちょっと！　今の挨拶のどこがかわいいのよ！　ナメるなって言ったでしょー！　……んもうっ、秋しゆうちゃんのクラスメイトだけあってバカばっかり。先が思いやられるわね」

　気を取り直したように、フンと鼻を鳴らして挨拶を続ける。

「来海がこのクラスにやって来た理由は、たった一つよ」

　腰こしに手を当てて、もう片かた方ほうの手で僕を真っ直ぐに指さしてくる。

「来海は秋ちゃんを──大おお村むら秋しゆう馬まを瘦やせさせるつもりなの！　ダイエットの邪じや魔まをするヤツは、来海が容よう赦しやなく蹴けっ飛ばすからね。覚かく悟ごしなさいっ！」

「「「な、なんだって～～～～っ!?」」」

　本日最高のどよめきが起こった。

　僕がダイエットするってのは、転校生が一四歳さいだったことよりも驚おどろきだったようだ。

　高たか森もり町ちようフードファイトで連れん覇ぱを重ねる大食いチャンピオンだってことは、学校の誰だれもが知ってるからね。

「絶ぜつ対たいに邪魔はしないでちょうだい。挨拶は以上よ！」

　来海は転校の挨拶を勝手に切り上げて、教壇を降おりた。

「え～、朝あさ凪なぎさんの机つくえは、教室の後ろに用意してありますからね。そこに座すわってください」

　担たん任にんの言葉を完全にスルー。大またで教室を歩き、僕の近くまでやってくる。

　隣となりに座ってる鈴すず村むらくん（ヒョロッとした男子生徒。僕とわりと仲がいい）の前に仁に王おう立だちした。顎あごをしゃくるようにして、来海のために用意された後ろの席を示しめして、

「そこを譲ゆずりなさい。あんたはあっちに行って」

　鈴村くんは来海の迫はく力りよくに押おされて、コクコクと頷うなずいた。カバンを手に後ろの席へと移い動どうしていく。ごめんね、鈴村くん。

　僕の隣を確かく保ほした来海は、満足そうに椅い子すに座った。『どうどう？　びっくりしたでしょー？』と言いたげな顔でヘタクソなウインクをしてくる。

　今け朝さは私し服ふく姿すがただったハズだ。来海のヤツ、僕を驚かせるためにわざわざ普ふ段だん着ぎで家を出たんだね。大きなリュックを背せ負おっていたのは制せい服ふくが入ってたからだろう。まんまと驚おどろかされちゃったよ。

　小お野の寺でら先生はなにか言いたげに口をモゴモゴさせたけど、初はつ孫まごが立った瞬しゆん間かんを見たような朗ほがらかな表ひよう情じようで頷うなずいた。

「あ～、元気があって大変よろしい」

　そんな感じで衝しよう撃げき的てきな朝のＨＲが終わった。

　次は三学期の始業式に出るために体育館に移い動どうしなきゃいけないんだけど、教室を出るクラスメイトは一人もいなかった。

　来くる海みと僕ぼくを取り巻まくように、駆かけ寄よってきたんだ。誰だれもが興きよう味み津しん々しんって顔で瞳ひとみを輝かがやかせてる。

「二人はどういう関係なんだ!?」「どんなダイエットをしてるのー？」「アメリカのどこに住んでたの？」「朝あさ凪なぎさんの、ご趣しゆ味みは!?」「ってか、秋しゆう馬まが瘦やせるなんて無理じゃね!?」「朝凪さんは、付き合ってる男はいるの!?」「どんな男がタイプなんだ!?」「どんなぱんつはいてるの!?」「コラ、男子！　どさくさに紛まぎれてなに聞いてんの！」

　質しつ問もんを次々と浴びせかけてくる。

『ナメんじゃないわよー！』なんて一昔前のヤンキーマンガのサブヒロインみたいな挨あい拶さつをしたクセに、年上のお兄にいさんやお姉ねえさんに囲まれて怖こわくなっちゃったんだろう。来海は僕の背せ中なかに隠かくれて、制服をギュッと摑つかんでくる。

「しゅ、秋しゆうちゃんが答えてあげてっ。これは命令よっ！」

　仕方ないなぁ。僕は髪かみを搔かきながら、重要そうな質問から答えることにした。

「縞しま々しまぱんつだったよ」

　すかさずローキックが飛んできた。

「なに教えてんの、バカー！　っていうか、どうして知ってんのよ!?」

「今け朝さ、僕を踏ふんづけた時に見えちゃったんだ……痛いたっ！　膝ひざ裏うらを上うわ履ばきで蹴けるのはやめて！　急所だから、そこ!!」

　その後、クラスメイトたちに、来海が幼おさななじみであること。ウチに下宿していること。コイツの命令で『ごはんを食べずに運動する』っていうダイエットをしてることを教えてあげた。

　僕の背中からひょこっと顔だけ出して、来海は付け足す。

「勘かん違ちがいしないでよね。来海と秋ちゃんはただの幼なじみなの。一いつ緒しよに住んでるってだけで、こんなおデブと恋こい人びと同どう士しだって思われたら困こまっちゃうわ」

「ぬおお、それは朗ろう報ほうだ！」「だったら、俺おれにもチャンスがあるということか！」「交こう際さいを前ぜん提ていに僕と結けつ婚こんしてください！」「逆ぎやくだろ!?　つか、抜ぬけ駆がけはズルいぞ！」

　クラスの男子生徒がさらにヒートアップ。

　だけど、一ひと際きわ大きな声によって、野や郎ろうどもの歓かん声せいは搔かき消された。

「朝凪来海くんっ！　私はきみを歓かん迎げいする！」

　クラスメイトの二戸にのへ雪ゆき乃のさんが来くる海みに飛びつき、思いっきり抱だきしめたんだ。

　授じゆ業ぎよう中ちゆうでも外さないヘッドセット。艶つややかな長い黒くろ髪かみ。頭のてっぺんで揺ゆれてるアホ毛。僕ぼくと肩かたを並ならべるくらいの高い身長。切れ長の瞳ひとみ。ファッションモデルも務つとまりそうなクールな美人だと思う。ただし、口を開かなければ、だけどね。

「素す晴ばらしい逸いつ材ざいが我わがクラスに来てくれたぞ。神かみ展てん開かいと言わざるを得ない！」

「きゃあああっ!?　なんなの、この人!?」

「おお、自じ己こ紹しよう介かいが遅おくれたな。私は二戸雪乃という。私という人間を理り解かいしてもらうには、私が作った動画を見てもらうのが早いだろう」

　どこからともなくタブレットＰＣを取り出した二戸さんは、動どう画が投とう稿こうサイト『ヌコヌコ動画』にアクセス。

『【ゆっきー☆】自己紹介動画・後こう編へん【ＰＶ】』というタイトルの動画を再さい生せいした。

　ほどなく映うつし出されたのは──ウチの学校の校庭。

　初はつ音ねミ○が歌うテクノポップに合わせ、制せい服ふく姿すがたの二戸さんがダンスしていた。

『♪大丈夫！　ゆっきー☆のつくった動画だよ～！』

　歌か詞しのテロップも動画の隅すみにちゃんと表ひよう示じされてる。作詞作曲も自分でやってるって言ってた。ノリノリな感じで、結けつ構こうイイ曲だ。

　二戸さんは手足が長いからダンスもサマになってるね。振ふり付けもアイドルっぽくて可愛かわいい。

　よくできた動画だけど……とてつもなく大きな問題があった。

　二戸さんは顔を隠かくすために頭に、でっかいクマのかぶり物をしてたんだ。

　校庭の真ん中で踊おどりまくるクマ頭の女子高生なんて、あまりにもシュールだよ。

　動画を見た人たちも僕と同じコトを思ったみたいだね。動画のタグ──検けん索さくしやすくするために付けられた言葉──には、次のような単語が書かれてる。





　哲てつ学がく　ゆっきー☆　シュール　上級者向け　誰だれ得とく動どう画が　前ぜん衛えい芸げい術じゆつ

　作者は病気　またおまえか　大だい丈じよう夫ぶ？ゆっきー☆のつくった動画だよ？






　再生を途と中ちゆうでストップし、二戸さんは来海に頷うなずきかけた。

「わかってもらえたかな？」

「余よ計けいに謎なぞが深まったわよ！　ていうか、『後編』ってコトは、こんな動画がまだあるワケ!?」

「自じ己こ紹しよう介かい動画は『前ぜん編ぺん・中編・Ｑ・後編』の四本をアップロードしてある」

　四よん分ぶん割かつだった！　しかも、Ｑってなに!?

「こんなに素晴らしい完成度なのに、残念ながら再生数は伸のび悩なやんでいるんだがな」

　ヌコヌコ動画に動画をアップロードするのが趣しゆ味みな彼かの女じよにとって、再生数をどれだけ増ふやすかってのが全てに優ゆう先せんされる価か値ち観かんであるらしい。僕にはわからない世界だ。

　ちなみに。

　二戸にのへさんが作った動画では、大食い対決に挑いどむ僕ぼくを撮さつ影えいした『高たか森もり町ちようフードファイト』が最も再さい生せい数すうが多いそうだ。一〇万回以上も再生された動画もあるらしい。いわゆる、キラーコンテンツってヤツだね。おかげで、ちょくちょく新作を撮とらせてくれって頼たのまれる。

「朝あさ凪なぎ来くる海みくん。きみはまさに私が望んでいた素そ材ざいだ。一四歳さいの女子高生ってだけで、かなりの再生数が見込めるぞ。よしっ、せっかくだから転校の挨あい拶さつから撮り直そう！『【中二】俺おれのクラスに一四歳が転校してきた【ロリ】』なんてタイトルでアップするんだ！　マイリス確かく定ていだーっ！」

　二戸さんはもう一度来海を抱だきしめ、ぐりぐりと頰ほおずりをする。装そう着ちやくしてるヘッドセットのマイクが来海のほっぺにプニプニと突つき刺ささった。

「冗じよう談だんじゃないわ！　動画なんてイヤに決まってるでしょー!?　……あっ、ちょっ、どこ触さわってんのよっ！　にゃんっ♡」

「むむっ、見事な貧ひん乳にゆうだな。ますます素す晴ばらしいぞ」

「うっさい、バカぁっ！　さっさと離はなしなさいよ～～～っ！」

　美少女二人の抱ほう擁ようを、クラスメイトたちは笑いながら眺ながめてる。

　高たか飛び車しやすぎる転校の挨拶をしたときはどうなるかと思ったけど、クラスのみんなと来海が仲良くできそうでよかったよ。

　そう思う反面、グッタリしている僕もいた。

　来海が同じクラスにいるんじゃ、四六時中『ダイエットしなさい』って怒ど鳴なられちゃいそうだなぁ。コッソリつまみ食いすることもできないし……。

　肩かたを竦すくめて、小さなため息を吐ついた──そのとき。

　僕の他にもう一人、テンションの低い生徒がいることに気付いた。

　来海と同じくらい背せが低くて、瘦やせっぽち。黒くろ髪かみショート。赤いフレームのメガネ。どことなく眠ねむそうな半はん眼がんの瞳ひとみ──クラス委員長の神かん林ばやし憐れんさんだ。

「みなさん、始業式に遅おくれます。体育館に移い動どうしてください」

　冷たい声でそう告げて、自分一人でさっさと教室を出て行こうとした。

　──クラス中が騒さわいでいたから、たぶん、気付いたのは僕だけだと思う。

　教室を出て行く瞬しゆん間かん、神林さんが小声で吐はき捨すてたんだ。

「……最低ですね」

　いつも冷静で真面目なクラス委員長さんだけど、どうしちゃったんだろう？

　そのときの僕には、神林さんが怒おこってる理由が理り解かいできなかった。




　　　　[image: 区切り]




『学園の七不思議』ってのは、どこの学校でも存そん在ざいするよね。

　僕ぼくが通ってる高たか森もり第だい一いち高こう校こう──通つう称しよう『イッコー』にも、ご多分に漏もれずさまざまな都市伝説がある。

　僕が聞いたのは『誰だれもいない音楽室で独ひとりでに鳴り出すピアノ』だとか、『美び術じゆつ準じゆん備び室しつの石せつ膏こう像ぞうが夜の校こう舎しやを歩き回る』だとか。かなりベタなものばかりだ。

　そんな『高イ森ツ第コ一ーの七不思議』に、新たな項こう目もくが加わろうとしていた。

　題して『怪かい奇き！　昼休みの中庭に轟とどろく、悪あく魔まのうなり声！』。

　グォォォォォォォォォ～～～～……!!

　三学期がはじまって、二日目の昼休み。

　地じ獄ごくの底で亡もう者じやがわめいているような、恐おそろしい重低音が中庭に轟き渡わたっていたんだ。

　我わが校の中庭は、校内でも有数のラブラブスポットらしい。公園みたいに庭木が整せい備びされていて、その合間にいくつものベンチが設せつ置ちされてる。植え込こみのおかげで周囲からはあまり見えないから、恋こい人びと同どう士しの愛の語らいには打って付けなんだろう。中にはちゅーをしちゃうカップルもいるらしいね（僕には縁えん遠どおい世界なんで、よくわからないけど）。

　でも、今日からは違ちがう。中庭は心しん霊れいスポットとして語り継つがれることとなるのだ。

　グォォォォォォォォォォォォォォォォォ～～～～～～～～……!!

　そう、この恐ろしいうなり声が響ひびき続ける限かぎりは──!!

　……なぁんて、くだらない妄もう想そうをしてても一向に空くう腹ふくを紛まぎらわすことはできそうにないんで、僕は考えるのをやめた。

　グゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ～～～～～～～～……!!

　僕のオナカから重低音が轟く。この音は僕の腹はらが鳴る音なんだ。

　ダイエットは三日目に突とつ入にゆうしていた。丸五〇時間以上、食べ物を口にしてない。オナカが空すくたびに水をガブ飲みしてるけど、ちっとも腹はふくれなかった。水道水なんてなんの足しにもならないよ。

　三学期の授じゆ業ぎようは、今日から時じ間かん割わり通りになった。午後も授業があるから、クラスメイトはお昼ごはんを食べてる。学校中においしそうな匂においが充じゆう満まんしていた。

　みんなが食事をしてるのに、僕だけ食べられないなんて我が慢まんできない。だから、中庭まで逃にげ出して来たってわけだ。

　今は一月の半ば。真冬に外にいるのは寒いけど、校舎の中にはいられないから仕方ない。

　ちなみに、来くる海みはクラスの女子と一いつ緒しよに、ウチの父とうさんが作ったお弁べん当とうを食べてると思う。

　初めのうち来海も僕に付き合って断だん食じきをしてた。でも、そもそもアイツは瘦やせる必要なんてない。ちゃんと栄養を摂とらなきゃ背せも伸のびないって言うし。来海にはごはんを食べてくれって頼たのんだんだ。

「うぅ、オナカが空いたよぅ……」

　あまりにもひもじくて、僕ぼくは中庭のベンチで膝ひざを抱かかえた。

　もう我が慢まんの限げん界かいだよ。今すぐに学校を抜ぬけ出してコンビニに駆かけ込こみ、スナック菓が子しを山ほど買いたい。ポテトチップスを口いっぱいに頰ほお張ばって、コーラで一気に流し込むんだ。ぐはー、絶ぜつ対たいにおいしいだろうなぁ。

「ダイエットなんてやめちゃいたいけど……」

　僕はベンチの傍かたわらを見やった。

　そこには来くる海みが手作りしたあるものが積まれてる。

　昨日の放課後の出来事を思い返した。

　来海は旧きゆう校こう舎しやの隣となりに建つ『部ぶ室しつ棟とう』の三階に僕を呼よび出したんだ──。







『部室棟』は、その名の通り各クラブの部室が集まった三階建ての古ぼけた建物だ。

　ウチの学校は部活動が盛さかんだけど、僕はなんのクラブにも入ってない。

　高校に入る前から、僕は高たか森もり町ちようを代表するフードファイターとして活かつ躍やくしてたからね。放課後は大食い対決に忙いそがしくて、部活動どころじゃなかったんだ。

　部室棟に入ったのは、これが初めてだったりする。

　旧校舎から渡わたり廊ろう下かを抜ぬけて、部室棟のガラス戸を開いた。

　その途と端たん、汗あせと土の臭においが鼻を突ついた。一階には運動部の部室が並ならんでるんだ。

　長い廊下の真ん中にカーテンで仕切りがしてあって『これより先、男子禁きん制せい！　覗のぞいたら死し刑けい！』と大書されてる。男子と女子の部室がカーテンを隔へだててわかれてるんだろう。

　二階に昇のぼると文化部の部室があった。軽音部と将しよう棋ぎ部ぶは活動をしているようだ。隣り合った部室からギターの音色と駒こまを指す音が同時に漏もれ聞こえてくる。

「三学期初日だってのに熱心だなぁ……」

　感心しながら三階へとあがった僕は、啞あ然ぜんとしてしまった。

　三階は下とは比くらべものにならないくらいに混こん沌とんとしてたんだ。

　カラオケ店みたいに廊下の左右にドアがずらっと並んでいて、各部屋に『ＵＦＯ研究会』やら『黒くろ魔ま術じゆつ同どう好こう会かい』と書かれた手書きのプレートがぶら下がってる。

　んで、廊下の壁かべを埋うめ尽つくすようにびっしりとポスターが貼はられていた。

『部ぶ員いん募ぼ集しゆう！』や『目指せ、大会出場！』って張はり紙は、まだマシな方。

『それにつけても異い性せいにモテたい』なぁんて心の叫さけびや、『ベントラー！　ベントラー！』という意味不明な単語が書かれていたり。

　なんの脈みやく絡らくもなくアニメキャラ風の美少女イラストが貼り付けられてたり、『審しん判ぱんの日は近い！　試験の日はもっと近い！』なんて謎なぞの警けい句くが掲けい示じされてたり。カオスにもほどがあるだろ！

　初めて見る部ぶ室しつ棟とうの雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされつつ、来くる海みに指定された部屋へと向かった。

　つーか、放課後になったら学校を案内してあげようと思ってたんだけど。逆ぎやくに来海に呼よび出されちゃうなんておかしな話だ。部室棟でどんな用事があるんだろ？

　首を捻ひねりつつドアを開いた僕ぼくは、石せき像ぞうのように固まった。

　五畳じようほどの狭せまい部屋。パイプ椅い子すや机つくえ、古びたダンボール箱が大量に積まれてる。倉庫代わりに使われてるようだ。長い間掃そう除じがされていないのか、すごくホコリっぽかった。

「フン、遅おそかったわね」

　ダンボールの山の上で優ゆう雅がに足を組んで来海が座すわっていたんだけど──

「なんだよ、その格かつ好こう!?」

　幼おさななじみはエナメル素そ材ざいのタイトなドレスを着てたんだ。右みぎ脚あしが完全に露ろ出しゆつするほど深いスリットが入ってて、すごく色っぽい。

　その時点でツッコミどころ満まん載さいなんだけど、さらにおかしなものをいっぱい身に着けていた。

　ドクロマークが付いた眼がん帯たい。ふともものベルトに装そう着ちやくされた三本の投げナイフ。そして、右手に携たずさえているのは──来海の身長よりもデカい巨きよ大だいなライフル。なにかのコスプレなのか!?

　僕の質しつ問もんに答える代わりに、来海は足下に置かれたダンボール箱を指さした。

「開けてみなさい」

　ドキドキしながら箱を開いてみる。中に入っていたのは──ほうき。チリトリ。ハタキ。ぞうきんにバケツ。各種洗せん剤ざいなどなど。

「お掃除用品……？」

「そうよ。ヘッドフォン女が『困こまったことがあったら、なんでも相談したまえ』とか言ってたから、掃除のための道具はどこで借りられるのか聞いてみたの」

　ヘッドフォン女ってのは、二戸にのへさんのことだな。彼かの女じよがつけてるのはヘッドフォンじゃなくて、ヘッドセットだけど（マイクもついてる）。

「そしたら、すぐに掃除道具を一式揃そろえてくれたわ。迷めい惑わくな人だけど、いいとこもあるのね」

「ほうきやらチリトリはともかくとして、その格好にはどんな意味があるんだ」

「これもヘッドフォン女が貸してくれたのよ」

　二戸さんは、こんなことを言っていたようだ。

　──お掃除に適てきしたユニフォームも用意してやったぞ。なぁに礼はいらない。『【アサシン】ロリっ娘こ暗殺者があらわれた！【スウィーパー】』なんてタイトルの動画を撮とらせてくれたら私は満足だ。

　あ、なるほど。掃除は掃除でも『街の悪あく党とうどもをお掃除スウイープしちゃう暗殺者』のコスプレなんだね、そいつぁ気付かなかったよあはははは、ってボケがわかりづらいよ！　お掃除だったらメイド服でいいだろ！　僕のツッコミスキルの限げん界かいを超こえてるって！

　逐ちく一いち間ま違ちがいを指し摘てきしていきたい気持ちを堪こらえて、僕ぼくは話を進めることに専せん念ねんした。ツッコミ入れてるだけで日が暮くれちゃいそうだ。

「僕を部ぶ室しつ棟とうに呼び出したのは、掃そう除じをするためなんだね」

「来くる海みと秋しゆうちゃんが毎日使うことになる部室だもん。綺き麗れいにしなきゃ」

「部室って、僕はなんのクラブにも入ってないんだけど……？」

「これから二人で新しい部活を作るのよ！」

　ドレスの胸むな元もとから折りたたまれた紙し片へんを取り出す。『新クラブ創そう設せつ申しん請せい書しよ』って書類だった。


　部員：朝あさ凪なぎ来海（部長）　大おお村むら秋しゆう馬ま




　クラブ名：ダイエット部　活動内容：やせる！



「ダイエット部!?」

「正せい式しき名めい称しようは『大村秋馬をダイエットさせてかっこよくしちゃうぞ♡部』だけどね」

　ゴロ悪っ。ってか、ダイエット部なんて聞いたことがないよ。ウチの学校には怪あやしげな部活動がたくさんあるけど……よく申請が通ったなぁ。

　顧こ問もんの先生の欄らんには担たん任にんの小お野の寺でら先生の署しよ名めいと捺なつ印いんがあった。

「おじいちゃん先生にお願いしたら、『あ～、私にも孫がいたら朝凪さんぐらいの歳としでしょうかねぇ』とかほっこりした顔で顧問を引き受けてくれたわ」

　甘あまいにもほどがあるだろ、小野寺先生。

「でも、部員が四人いなきゃ正式なクラブとして認みとめられないの。部室ももらえないらしいのよね」

「へぇ、そんなルールがあるんだ。知らなかったよ。……ん？　それじゃ、この部屋は？」

　来海は視し線せんを彷徨さまよわせて「♪ぴ～ぴぷ～」とへたくそな口笛を吹ふく。

「ちっとも誤ご魔ま化かせてないよ！　さては不ふ法ほう占せん拠きよか！」

「細かいことは気にしないのー！　部員をあと二人集めれば問題はなくなるわ。先に部室を使えるようにお掃除しましょ！」

　僕の意向なんて完全に無視で、大掃除をするハメに陥おちいってしまった。

　狭せまいとはいえ、物置代わりに使われてた部屋を綺麗にするのは重労働だ。

　主に来海が拭ふき掃除、僕が机つくえや椅い子すを運び出す力仕事を担たん当とうしたんだけど……ハラペコだから力が出ないよ。

　しかも、少しでも休もうものなら──ビシッ！

「キビキビ働きなさい。サボったら撃うつわよ！」

　ライフルでおしりを狙そ撃げきされちゃうんだ。

「エアガンでも痛いたいからやめて！　しかも、射しや撃げきがわりとうまいし!?」

「的が大きいから当てやすいの。撃たれたくなかったら瘦やせなさい、このブタ野や郎ろうっ！」

「僕が悪いのか!?　痛だだだだっ！　フルオート射撃は勘かん弁べんして！」

　二戸にのへさんに後で文もん句くを言ってやろう。来くる海みに武ぶ器きを与あたえないように、ってね。







　回かい想そう終しゆう了りよう。中庭のベンチで膝ひざを抱かかえたまま、傍かたわらに積まれた紙束を見やった。

　見覚えのある丸っこい文字で『ダイエット部！　部ぶ員いん募ぼ集しゆう中ちゆう！』と書かれてる。余よ白はくにはブサイクな犬っぽいなにかや、目付きの悪い猫ねこっぽいなにかのイラストが添そえられてた。来海が手作りした部員募集のビラだ。

　来海はダイエット部を作っちゃうほどの気合いの入れようなんだよな。

　僕ぼくを本気で瘦やせさせたいって気持ちは伝わってくる。それを裏うら切ぎってごはんを食べちゃうのも気が引けるよ。

　大おお村むら秋しゆう馬ま、頑がん張ばるんだ！　おまえは男だろ！　我が慢まんだ！　気合いで乗り切れ！

　自分を必死に鼓こ舞ぶしたけれど──ぐぅぅぅぅぅぅ～～～。

『無理ですぅ～！』と叫さけぶみたいに、オナカが鳴り響ひびいた。

　あまりにも辛つらくって、ベンチに横たわった。

　普ふ段だんは暑がりな僕なのに、寒くて寒くて仕方がない。手足がプルプルと震ふるえてる。冬山で遭そう難なんしちゃった人ってのは、こんな感じなのかな。

「うぅ、僕はこのまま死んじゃうかもしれない……」

　涙なみだ目めで呟つぶやいた僕の耳に、冷たい声が聞こえてきた。

「……こんなところにいたんですね。捜さがしました」

　いつの間にやって来たんだろう。クラス委員長の神かん林ばやし憐れんさんが、眠ねむそうな半はん眼がんで僕を見下ろしてる。

　クラスメイトの前で寝ね転ころがってるなんて格かつ好こう悪わるい。慌あわてて起き上がろうとしたら、激はげしい目眩めまいを感じた。視し界かいにモザイクが掛かかったようにボヤける。

　そっと手を伸のばして、神林さんがフラつく僕の肩かたを支ささえてくれた。

「低てい血けつ糖とう状じよう態たいの時は、立ち眩くらみを起こしやすいです。急に動いてはダメ」

「ていけっとう？」

　首を捻ひねる僕を見ても、神林さんは微かすかに目を細めただけで説明しようとはしなかった。

　クラクラする頭を手で押おさえつつ尋たずねる。

「捜したとか言ってたよね。僕になにか用だったのかな？」

　実を言えば、神林さんとは三学期になる今までほとんど喋しやべったことがない。クラス委員である彼かの女じよが、先生に頼たのまれてプリントを集めているときに声を掛けられたことがあるくらいかな。クラスメイトたちは僕を下の名前で呼よぶけど彼女だけは『大おお村むらくん』って呼んでるしね。

　ってか、彼女がクラスメイトと楽しくお喋りしてる姿すがたなんて見たことない気がするよ。いっつも一人で静かに本を読んでる印象だ。

　神かん林ばやしさんは、ぶっきらぼうな感じで僕ぼくに紙かみ袋ぶくろを突つき出してきた。

「……これ、あげます」

　なんだろう？　温かいけど……？

　戸と惑まどいながら紙袋を開いた僕は叫さけんでしまった。

「た、食べ物だ！」

　購こう買ばいで売ってるサンドイッチとホットのミルクティが入ってる！

「食べてください」

「いいの……？」

　ハムとタマゴと野菜がたっぷり挟はさまったミックスサンド。すごくおいしそうだ。

　生つばを飲んでしまったけど……唇くちびるを嚙かんで紙袋を閉とじた。神林さんに返そうとする。

「だ、ダメだよ。ダイエット中だから食べるなって言われてるんだ……。食べたいけど……受け取るわけにはいかないよ」

　でも、神林さんは紙袋を受け取ってはくれなかった。

「いいから。食べて」

　そう言い置いて、クラス委員長は去っていってしまったんだ。

　ベンチに残された、僕とサンドイッチ。

「置いていかれても困こまるって～……」

　紙かみ袋ぶくろ越ごしにミルクティの温かさが手に伝わってくる。

　ゴクリ──もう一度、生ツバを飲み込こんだ。

「に、匂においをかぐだけなら大だい丈じよう夫ぶだよね……？」

　紙袋を開いて、鼻先を突つっ込んだ。空くう腹ふくだから鼻が敏びん感かんになってるんだろう。包ほう装そうを解といてないのに、食べ物の匂いをしっかりと嗅かぎ取ることができた。

　紅こう茶ちやの香こうばしさ。ミルクの甘あまさ。パンに塗ぬられたバターの匂い。そして、マヨネーズの独どく特とくな酸すっぱい香りが鼻をくすぐる。マヨネーズってのは、なにに掛かけてもおいしい万ばん能のう調ちよう味み料りようだと思う。

　マヨネーズの味を口の中に思い浮うかべた瞬しゆん間かん、僕の中でスイッチが入ってしまった。

　サンドイッチを摑つかみ取り、ビニールの包装を引き千切る。

　無む我が夢む中ちゆうで口に押おし込む。食べるのに夢中で呼こ吸きゆうがうまくできなくて、鼻が「ふごっ、ふごっ」と鳴ってしまった。

　サンドイッチを嚙かみしめた僕は、あまりのうまさに悶もん絶ぜつ。

「うンめえぇぇぇ……ッ！」

　パン、バター、マヨネーズ、ハム、野菜──具材が渾こん然ぜん一いつ体たいとなって口の中でハーモニーを奏かなでてる。こんなにおいしいサンドイッチは食べたことがないよ！

　二きれのサンドイッチをものの一〇秒ほどで食べきってしまった。

　パック入りのミルクティにストローを突つき刺さし、全力で吸すい込こむ。

「こっちも、うっめえぇぇぇ……ッ！」

　紅こう茶ちやの温かさと、砂さ糖とうの甘あまさがカラッポの胃い袋ぶくろに染しみ渡わたった。甘みが身体からだ中じゆうを駆かけめぐる。かじかんでいた指先に血けつ液えきが戻もどっていく気がした。

　三五〇ミリリットル入りのパックを一息に飲み干ほしたところで、我われに返った。

「……食べちゃった」

　完全に無む意い識しきの行動だ。気がついたら食べ終えてた。思わず手のひらで額ひたいを押おさえて。

「なんてこった……。さっきまで我が慢まんできてたのに……」

　空になったミルクティのパックとサンドイッチのビニールを睨にらみ付ける。

　食べ物が目の前にあったら我慢できるわけないじゃないか！

「つか、どうして神かん林ばやしさんはこんなもの持ってきたんだよっ」

　中庭にいる僕ぼくを捜さがしてまで、わざわざ食べ物を届とどけたんだよな？　どうしてそんなことしたんだろう？　ダイエット中に食べ物を与あたえるなんて嫌いやがらせ以外のなにものでもないよ！

　神林さんに文もん句くを言いそうになって、慌あわてて口をつぐんだ。

「……人のせいにするのは格かつ好こう悪わるいよね」

　無意識とはいえ、食べちゃったのはあくまでも僕自身の意思なんだから。

　僕は別にダイエットなんてしたいとは思ってない。そもそも大して太ってないし。

　でも、来くる海みとの約束を破やぶったのは紛まぎれもない事実だ。カラダに毒が回るみたいに、じわじわと罪ざい悪あく感かんがこみ上げてくる。

　部ぶ員いん募ぼ集しゆうのビラに描えがかれた犬と猫ねこが、ジト目で僕を非ひ難なんしてる気がした。

　来海が昼休みを過すごしているであろう一年Ｂ組の教室の方角に向かって手を合わせ、大きな声で謝あやまる。

「来海、本当にごめんっ！」

　ダイエット初日から続いた断だん食じきは、五一時間と一八分が経けい過かしたところで終しゆう了りようしてしまったんだ。
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「う～ん、おかしいなぁ。どうして瘦やせないのかしら……？」

　数日後。夜。僕の部屋。

　パジャマ姿すがたの来海が、体重計の針はりを眺ながめてしきりに首を捻ひねってた。ここ最近は夜よる寝ねる前に体重を量るのが日課になってるんだ。

　現げん在ざいの僕の体重は──一二一キロ。

「初めが一二六キロだったから、ちゃんと減へってるじゃないか」

　五キロと言えば、大きめのハンバーグで換かん算さんしても二五人前にはなる。さすがの僕ぼくでも食べきるのに三〇分はかかるだろう。結けつ構こうな量だと思うよ。もっと褒ほめてくれてもいいんじゃないかな。

　でも、来くる海みは渋しぶい顔で腕うで組ぐみをしてる。

「最初の一日で三キロ減へったでしょ？　そのペースでどんどん落ちちゃうと思ったのに、それから二キロしか減ってないの。秋しゆうちゃん、来海に隠かくれて、こっそりなにか食べてない？」

　──ぎっくぅっ！

「も、もちろん、そんなことしてないよ！　イヤだなぁ、疑うたがったりしないでよ、あは、あは、あははは！」

「ホントかなー？　昼休みもすぐにどっかにいってるしー！」

　唇くちびるを尖とがらせて、幼おさななじみは小声で付け加える。

「来海がお昼ごはん食べてる時、隣となりいてくれても構かまわないんだけどなっ」

「断だん食じきしてる僕の前でごはん食べるなんてイジメだよ。耐たえられないから、みんなが食べ終わるまで一人で過すごしてるんだ。そう説明したでしょ？」

「その気持ちはまぁ、理り解かいできるよ。でも、ごはん食べてないなら、もっとオナカのお肉が減ってもいいと思うんだけどなぁ……。おかしいなぁ……」

　納なつ得とくがいかないようすで、来海は僕ぼくのオナカの肉をパジャマ越ごしに摘つまんだ。

「どうしてだろうね？　あはは、あははは」

　笑いながら、頭を搔かく僕。背せ中なかに汗あせが滲にじむのを感じた。気をつけてないと顔が引きつっちゃいそうだよ。僕はウソをつくのが下へ手たなんだ。

　実を言えば。

　このところ毎日のように、神かん林ばやしさんにお昼ごはんをもらっていた。

　昼休みになるたびに、サンドイッチを持ってきてくれるんだ。

　初日は購こう買ばいで買ったサンドイッチだったけど、次の日からは手作りだった。具がはみ出ちゃったり、パンの耳が残っちゃってたり。見た目はちょっぴり残念だったけど、味はとてもおいしかった。ボリュームが多めなのもうれしい。

　神林さん曰いわく、手作りしてるのは「買うよりも経けい済ざい的てきですから」だそうで。

　お昼ごはん代を払はらうよって言っても、受け取ってはくれなかった。

「お金はいりません。私が勝手にやっていることです。もし食べないのなら捨すてて構かまいません」

　余よ計けいなことは一切喋しやべらない。実験動物にエサを与える科学者みたいな冷静さで僕にサンドイッチを渡わたすと、すたすた教室へと去っていってしまう。

　僕は食べ物を粗そ末まつにする人が許ゆるせないタチだ。出されたごはんは残さず完食するのが礼れい儀ぎだって思ってる。ましてや、クラスメイトが手作りしてくれた食事を捨てちゃうことなんて、僕には絶ぜつ対たいにできないよ。だったら、食べるしかないよね？　僕は悪くないよね？

「あやすぃ～……」

　来くる海みがジト目で僕ぼくを睨にらみ付けてきても、笑って誤ご魔ま化かすことしかできなかった。

　いつも思うんだけど、僕ってヤツはノンビリ屋にもほどがあると思う。

　来海とこんなやり取りがあったのに、ちっとも警けい戒かいをしなかったんだからね──。




　翌よく日じつの昼休みのことだ。

「これ、今日の分です」

　いつものように中庭のベンチに避ひ難なんしている僕の元へ、神かん林ばやしさんがサンドイッチを持ってきてくれた。お昼の時間帯とはいえ、一月の半ばだから校こう舎しやの外は寒い。今日は雪でも降ふりそうな空そら模も様ようだ。委員長は制せい服ふくの上に白いマフラーを巻まいていた。

「いつもありがとう。神林さんのおかげで助かってるよ」

　ここ最近の僕の食事は、神林さんにもらってるサンドイッチだけだ。これがなかったら、きっと耐たえられなかっただろうね。

「ツナサンドと野菜サンドかぁ。すごくおいしそうだ」

　サンドイッチを取り出してホクホクしている僕の横にしゃがみ込こみ、神林さんは無言のまま紙コップをベンチの上に置いた。

　肩かたに提さげていた水すい筒とうから紅こう茶ちやを注ぐ。コップから白い湯気が立ち上って、委員長のメガネが曇くもった。

「どうぞ」

　ぶっきらぼうに紙コップを突つき出してくる。

「今日はお茶も淹いれてきてくれたんだ」

「ついでですから」

　紅茶にジャムが入ってるのかな？　いわゆる、ロシアンティーってヤツだね。甘あま酸ずっぱい香かおりが鼻をくすぐった。

「水筒は置いていきます」

　神林さんは水筒をベンチに置いた。猫ねこのキャラクターがプリントされたピンク色の可愛かわいい水筒だ。型が古めで、表面に微かすかなへこみがある。『かんばやし　れん』とひらがなで名前が書かれてるから、小学生の頃ころから愛用してるのかもしれない。

「飲み終わったら、私の下げ駄た箱ばこにでも返しておいてください」

　事じ務む的てきな口調でそう告げると、委員長はさっさと踵きびすを返した。足早に去っていこうとする。

　僕は紅茶の入った紙コップを両手で摑つかんだ。かじかんだ指先に紅茶の温かさが染しみてくる。僕のためにここまでしてくれるなんて……感動して胸むねまで熱くなって来ちゃうよ。まるで、天使みたいだ。白いマフラーが天てん女によの羽は衣ごろもに見えてくるよ。

「本当にありがとう、神林さん」

　委員長の背せ中なかにもう一度お礼を言いつつ、右手にサンドイッチ、左手にロシアンティーを構かまえた。

「いただきま～すっ！」

　まずは喉のどを潤うるおそうとして。

「んぶ──っっっ!?」

　思いっきり、紅こう茶ちやを噴ふき出した。

　異い変へんに気付いた神かん林ばやしさんが驚おどろいたように駆かけ戻もどってくる。

「どうしました!?」

「あ、あれ……!?」

　中庭の木を指さした。冬ふゆ枯がれた植え込こみの隙すき間まに、恐おそろしい般はん若にやのような形ぎよう相そうが浮うかんでたんだ。

「見～～～……た～～～……わ～～～……よ～～～……」

　血の気が引く音を聞いた気がした。

　木こ陰かげから来くる海みが飛び出してきたんだ!!

「ど、どうしてここに!?」

「コッソリ監かん視ししてたのよ！　やっぱりごはんを食べてたんじゃないっ！　覚かく悟ごはできてるんでしょうねぇ……!?」

　大またで歩み寄よってくる。本気で怒おこってるらしく、オデコで血管が四つ角をいくつも作ってた。めっちゃ怖こわい！　殺される！　間違いなくボコボコにされちゃうよ！

　死を覚悟したとき、抑よく揚ように乏とぼしい声が幼おさななじみを制せいした。

「……大おお村むらくんを責せめないで。彼かれに食事をするように勧すすめたのは私です」

「あんたはクラスいーんちょ……」

　ギロリ！──烈れつ火かの如ごとき勢いきおいで来海は神林さんを睨にらみ付けた。

「どうして、そんなことするワケ!?」

　僕ぼくの手からサンドイッチを引ったくる。切り口を眺ながめて、フンと鼻を鳴らした。

「ブサイクなサンドイッチね。これってあんたの手作りでしょ？」

「見た目はちょっとアレだけど、味はかなりおいし──痛いたっ!?」

　つま先を思い切り踏ふんづけられた。

「秋しゆうちゃんは黙だまってて!!」

　来海に睨み付けられても、神林さんは動どう揺ようするようすもない。表ひよう情じよう一つ変えずに、わずかに肩かたを竦すくめただけだ。

「……料理が不得意であることは否ひ定ていしません。手作りだから、なんだって言うんですか？」

「むぐぅぅぅ～～～……」

　自分のナワバリを荒あらされた子いぬみたいに、来海はうなり声をあげた。

「ひょっとして、いーんちょは……秋しゆうちゃんが好きなの？」

「……はぁっ!?」

「だって、手作りのお弁べん当とうをあげる理由なんて、他に考えつかないもんっ！」

　どうしてごはんをくれるんだろうって、僕ぼくも常つね々づね疑ぎ問もんに思ってたけど、まさかそんな理由だったの!?　商店街のオバちゃんたちには『イイ食べっぷりねぇ、あたしが若わかかったら秋しゆう馬まくんに惚ほれちゃうわよ！』なんて言われたことがあるけど、同年代の女子にモテたことなんて一度もない。

　まさか、本当に神かん林ばやしさんは僕のことを……？

　委員長の方を見て、びっくりしてしまった。

　神林さんが初めて表ひよう情じようらしい表情を浮うかべてたんだ。ほっぺを真っ赤に染そめて、目を見開いてる。驚おどろいたせいか、メガネがズレちゃってるし。

「ば、バカじゃないですか!?　くだらないことを言わないでください。恋れん愛あい感かん情じようなんて一切ありません！」

「ウソよっ！　顔が赤くなってるじゃない！」

「あなたが恥はずかしいことを言ったからでしょう？　私はそーゆー話には興きよう味みがないんですっ！」

　神林さんは手の甲こうでメガネを上げた。コホンと咳せき払ばらいをして、いつもの真面目なクラス委員長に戻る。

「手作りの食事を与あたえたのは、単たん純じゆんに金きん銭せん的てきな理由です。私はお小こ遣づかいが少ないですから。それ以上の意味はありません」

「だったら、どうして秋ちゃんにごはんをあげたのよ！　ダイエットさせるって転校の挨あい拶さつで言ったはずよ!?　邪じや魔ましないで！」

「……あなたは、大おお村むらくんに断だん食じきをさせて、その上で運動をさせてるんですよね？」

「そうだけど……？」

「ハッキリ言って、その方法は最低です。必ず失敗しますよ」

「デマカセはやめて！　ちゃんと瘦やせてるし！　もう五キロも瘦せたんだから！　すぐに秋ちゃんのオナカもぺったんこになっちゃうわよ！」

「その五キロのマイナスが、全て脂し肪ぼうの減げん少しよう分ぶんだと思ってるんですか？」

「え……？　違ちがうの？」

「脂肪はそんなに短期間では減へりません」

「でも、摂せつ取しゆするカロリーを減らせばバッチリ瘦せちゃうって、ネットにも書いてあったし……。来くる海みは間違ってないもん……」

　威い勢せいの良かった来海の声が、少しずつ小さくなってしまう。だんだん自信がなくなってきたみたいだ。

　畳たたみかけるように神かん林ばやしさんが質しつ問もんを重ねる。

「では、聞きますが……大おお村むらくんの基き礎そ代たい謝しや量りようは？」

「きそたい……？　なにそれ？」

「…………。では、もっと基礎的なことを聞きます。体たい脂し肪ぼう一キログラムは、カロリーに換かん算さんすると何キロカロリーだかわかりますか？」

「脂肪をカロリーに換算？　意味がわかんないんだけど……？」

　呆あきれたようすで、神林さんはため息を吐つき、少しだけ脂肪について教えてくれた。
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「なお、これは『白はく色しよく脂し肪ぼう細さい胞ぼう』の説明です。脂肪にはもう一つ『褐かつ色しよく脂し肪ぼう細さい胞ぼう』というものがありますが、それについては割かつ愛あいします」

　説明を聞いても、僕ぼくと来くる海みは感心することしかできなかった。

「ほえー、知らなかったぁ……」「詳くわしいんだね、神かん林ばやしさん……」

「あなたたちが無知すぎるだけです」

　神林さんは冷たい瞳ひとみで僕たちを見つめてきた。怒いかりと悲しみ、そしてちょっぴりの侮ぶ蔑べつが入り交じったような複ふく雑ざつな眼まな差ざしだ。

「世の中には、さまざまなダイエット情じよう報ほうが溢あふれています。誰だれも彼かれもが安あん易いに瘦やせようと考えますが……間ま違ちがったダイエットは、とても危き険けんな行こう為いなんです。即そつ刻こくやめてください」

「やめるわけにはいかないわよ。秋しゆうちゃんがおデブなんて耐たえられないもん。絶ぜつ対たいに瘦せてもらうわ！」

「だからと言って、素人しろうとが長期間の断だん食じき──ファスティングを行うなんて、あまりにも無む謀ぼうです。心身に取り返しのつかないダメージを負う可か能のう性せいがあります。最悪の場合、大おお村むらくんは……」

　言葉を続けるのを躊躇ためらうように、クラス委員長は口を閉とざした。

「な、なによ!?　秋ちゃんがどうなるっていうの!?」

　神林さんのメガネが鈍にぶい光を放つ。

　冬の空気よりももっと冷たい声で続けた。

「大村くんは──死にますよ」

　来海の顔がみるみる青ざめていく。

「そんな……秋ちゃんが死んじゃうなんて……ウソよ……」

「無謀なダイエットが原げん因いんで亡なくなった方は大おお勢ぜいいます」

　僕は自他共に認みとめるノンビリ屋だ。期末テストの前なんかは、クラスメイトに『秋しゆう馬まを見てると危き機き感かんが無くなる！　和ませないでくれ！』なんて怒おこられるぐらいだからね。

　そんなお気楽極楽な僕ですら、神林さんの発言は怖こわいと思った。冷静な声で『死にます』なんて言われたらドキッとしちゃうよ。

「死ぬなんて言われても……秋ちゃんには瘦やせて欲ほしいし……」

　今にも気き絶ぜつしそうなぐらい顔がん面めん蒼そう白はくとなった来海は首を横に振ふった。

　苦し紛まぎれを言うみたいに、ちょっぴり苦しげな声で神林さんに言い募つのる。

「……そ、そうよ！　そこまで言うなら、正しい方法ってのをいーんちょが教えてくれればいいんだわ！」

　制せい服ふくのポケットから部ぶ員いん募ぼ集しゆうのビラを取り出し、神林さんに差し出した。

「ダイエット部っていうのを作ったの！　部員を募集中なのよ！　いーんちょも部員になって！　ダイエットを来海たちに教えてちょうだい！」

　あ、なるほど。部員も集まっちゃうし、一石二鳥だね。

　だけど、神かん林ばやしさんはビラを受け取ってはくれなかった。にべもなく即そく答とうする。

「お断ことわりします。私はダイエットなんて大だい嫌きらいなんです」

「えー！　だったら、どうしてそんなに詳くわしいの!?」

　確たしかに、それは僕ぼくも気になる。

　神林さんは瘦やせっぽちだ。手足も細っこい。ダイエットが必要なようには見えないんだけど。昔は太ってたのかな？

　神林さんは答えようとはしなかった。

「……あなたたちには関係ありません」

　そう言って、メガネの下の目をわずかに細めただけだ。

「大おお村むらくんに最さい低てい限げんの食事をとってもらったのは、取り返しのつかない事じ態たいになるのを避さけるためです。クラス委員として、クラスメイトがカラダを壊こわしては困こまりますから。それ以上の関わりを持つつもりはありません」

　話は終わりだと言いたげに踵きびすを返し、中庭から去っていこうとする。

「ま、待ちなさいっ。さんざん脅おどかしといて放り出すなんてズルいわ。正しいダイエットってなんなの？　せめて、ヒントだけでもちょうだいよ！」

　神林さんが立ち止まった。

　冷たい風が吹ふき抜ぬけて、白いマフラーがふわりと靡なびく。

　わずかな沈ちん黙もくの後で、背せを向けたまま委員長は口を開いた。

「『人間の身体からだは、原始時代と同じ』。それがダイエットの重要な大だい原げん則そくです。その意味を理り解かいすれば、あなたたちのダイエット方法が如い何かに間ま違ちがったものかわかるでしょう」

「全然意味がわからないんだけど!?」

　でも、神林さんはそれ以上の解かい説せつをしようとはしなかった。振ふり返らずに、校こう舎しやへと戻もどっていってしまう。

　残された僕と来くる海みは、顔を見合わせた。

「秋しゆうちゃん、どういう意味かわかった？」

「全然わからないよ」

　原始時代ってことは、クロマニヨン人とかアウストラロピテクスとか。歴史の授じゆ業ぎようの一番最初に習う人類の祖そ先せんが住んでいた時代のことだよね？　その頃の原人と、今の人間のカラダが同じってこと？　教科書に載のっていた原人の復ふく元げん図ずを思い出してみても、今とは全然違うと思うけどなぁ。

　来海はイライラしたように落ち葉を蹴け飛とばした。

「なによもう、教えてくれてもいいじゃない。いーんちょのくせにケチよねっ」

「でも、神林さんは悪い人じゃないと思うよ。ここんとこ毎日のようにサンドイッチくれたし」

「コラ、秋しゆうちゃん！」

　腰こしに手を当てて、幼おさななじみは眉まゆをつり上がらせる。ほっぺがプクッと膨ふくらんでいた。

「やっぱりごはん食べてたんじゃない！　ダマしてたのね！　噓うそつきは大だい嫌きらいよっ！」

「ごめんね！　怒おこられると思ったから言い出しづらくて……ぎょぼ～～～っ!?」

　華か麗れいな後ろ回し蹴げりを入れられ、僕ぼくは中庭を風に吹ふかれた空き缶かんみたいに転がった。

　プイッと横を向き、来くる海みは形の良い眉をひそめる。

「それにしても、困こまったわね。これじゃダイエットを続けられないじゃない……」
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「ああ、こんなに穏おだやかな気分なのは、いつ以来かな……」

　翌よく日じつ。金曜日の夜。僕の部屋。

　お風ふ呂ろ上あがりにベッドに腰こし掛かけて、一杯ぱいだけ飲むことを許ゆるされた牛ぎゆう乳にゆうをちびちび舐なめながら、僕は安あん堵どの息を漏もらした。

　神かん林ばやしさんの警けい告こくがショックだったのか、来海は断だん食じきを一いつ旦たん中止にしてくれたんだ。

　今日は父とうさんが作ったごはんを食べることができた。父さんはデカ盛もりメニューを絶ぜつ対たいに作らないから、大おお食ぐらいな僕にとっては少なすぎるんだけど……水しか飲めない生活に比くらべたらはるかにマシだ。

　昨日までは全身が筋きん肉にく痛つうになるくらいの激はげしい運動もさせられてた。でも、それもお休みってことになったし。

「神林さんには感かん謝しやしなきゃいけないね」

　牛ぎゆう乳にゆうを飲み終え、灯りを消してベッドに横たわった。布ふ団とんを首もとまで引っ張ぱりあげる。

　ここんとこオナカが空すきすぎて熟じゆく睡すいできなかったけど、今夜はグッスリ眠ねむれそうだよ。

　明日もこんな感じで平和だといいな。デカ盛りメニューをオナカいっぱい食べられたらなおうれしい。

　ほどなく睡すい魔まが襲おそってくる。心地よい微睡まどろみに身を委ゆだねようとしたところで──

「ねえ、秋ちゃん」

　すぐ近くから声が聞こえてきた。

　重たくなったまぶたをこじ開けて、僕は上半身を起こす。

　白いパジャマを着た来海が立っていた。フリルのついた大きなマクラを小こ脇わきに抱かかえてる。

「ん、来海か。どした？」

「……秋ちゃん、体調悪かったりしない？」

「いや、別に平気だよ」

「そっか。ならいいんだけど」

　幼おさななじみも寝ねる直前だったんだろう。いつもは家の中でもブーツを履はいてるのに、今は裸足はだしだった。フローリングの床ゆかが冷たいのか、つま先立ちをしてる。

　普ふ段だんは二つに結わえてる髪かみも降おろしていた。女の子って髪型を変えるだけで印象が変わるんだね。なんだか、来くる海みがおしとやかに見えるよ──んんっ？

　両目をゴシゴシこする。なんだかヘンな物が見えたような気がしたぞ。

　もう一度、来海の頭をよ～く観察してみる。やっぱり間ま違ちがいない。

　来海の髪から、ピンと尖とがった白い三角形の物体が飛び出していた。

「ね、猫ねこ耳みみが生えてる……!?」

「耳だけじゃないよ」

　チリンっ──微かすかな鈴すずの音が響ひびいた。

　来海の足の間から、長いシッポが揺ゆれてるのが見えた。白い尾おの先に赤いリボンが結ばれていて、小さな鈴がついてる。シッポまで装そう備びしてるのか！

　しばらくの間、猫耳っ娘こと化した来海はベッドサイドから僕ぼくを見下ろしていた。月明かりに照らされた幼なじみの頰ほおは、わずかに朱しゆに染そまっている。

「あ、あのね、秋しゆうちゃん……」

　赤くなったほっぺを隠かくすみたいにマクラに顔を埋うめて。

「今夜は、秋ちゃんのベッドで寝るからっ」
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　そう言い放つやいなや、僕ぼくの布ふ団とんに潜もぐり込こんできたんだ。

「な、なに言ってんだよ!?　来くる海みは自分の布団があるだろ！」

「いーんちょが謎なぞの言葉を言ってたでしょ？」

「『人間の身体からだは、原始時代と同じ』ってアレ？」

　神かん林ばやしさんは、それがダイエットをする場合の重要な大だい原げん則そくだって言ってた。

「意味がわかんなくて教室でうんうんうなってたら、二戸にのへさん……だっけ？　あのヘッドフォン女が相談に乗ってくれたのよ」

　ヌコヌコ動画が趣しゆ味みのクラスメイトは、次のようなアドバイスをしてくれたらしい。




　──ふむ。それは『原始時代の如ごとく、ケダモノと化してダイソンに襲おそいかかれ！』という意味だな。よし、私が猫ねこ耳みみを貸かしてやろう。……ん？　襲いかかれと言われてもなにをしていいかわからん、だと？　簡かん単たんなことさ。ダイソンのベッドに潜り込むだけでいいんだ。後はなるようになる。後日、どんな感じだったかインタビュー動画を撮とらせてくれ。頼たのんだぞ、むふふふふ。




　ちくしょう、あのヌコ厨ちゆうめ！　余よ計けいなことを吹ふき込みやがって！

　明らかに二戸さんの妄もう言げんだ。動画を撮りたいって下心が見え見えだよ。

　でも、来海は本気にしちゃったみたいだね。コイツはツンケンした性せい格かくのわりに、人の話を素す直なおに信じやすいんだ。しかも、どんなヨタ話でも一度信じ込んだら猪ちよ突とつ猛もう進しんしちゃうから困こまりものなんだよ。振ふり回される方の身になって欲ほしい。

　布団を口元まで被かぶった来海は、微かすかな声で呟つぶやいた。

「今日は秋しゆうちゃんの部屋で一いつ緒しよに寝ねようかなって思ってたから、ちょうどよかったわ」

「ん？　なんだって？」

「なんでもないわ。こっちの話よ。ほら、秋ちゃんも早く寝るのっ」

　ボフボフと敷しき布ぶ団とんを叩たたく来海。

　仕方なく、僕もベッドに横たわる。猫耳っ娘こがすぐ隣となりに寝てるなんてヘンな気分だよ。

「いい？　あくまでも一緒のお布団で眠るだけだからね？　指一本触ふれたりしちゃダメ。おデブに触さわられちゃうなんてオゾマシイわよ」

「はいはい、わかってるって。安心してよ。昔から何度も同じ布団で寝てるけど、妙みようなマネなんてしたことないだろ」

「フン、ちっちゃい頃ころと違ちがって、来海はナイスバディーになっちゃったんだもん。秋ちゃんが血ち迷まよう可か能のう性せいは十分あり得るわっ」

「…………」

「なぜ黙だまる！」

　来くる海みは布ふ団とんの中で暴あばれて、僕ぼくのスネを蹴け飛とばしてきた。ベッドの外に垂たれ下がってるシッポの鈴すずがキックに合わせて鳴り響ひびく。

「秋しゆうちゃんがえっちだってのはわかってるんだからね。ちょくちょく来海のスカートの中を覗のぞいてくるじゃないっ」

「それは来海がミニスカートで、ハイキックやらストンピングをするのがいけないんだろ。故こ意いに覗いたワケじゃないよ」

「蹴られるようなコトする秋ちゃんがいけないの。喋しやべってないで、さっさと寝ねなさい」

　プクッと頰ほおを膨ふくらませて、来海は僕に背せを向けた。

「秋ちゃんが寝てからじゃないと、来海も安心して眠ねむれないわっ。てゆか、今夜は眠れる気がしないわよ。来海はただでさえ、マクラが変わると眠れないタチなんだもん。あーもう、絶ぜつ対たいに明日は寝不足になっちゃうわよ。ダイエットも楽じゃないわね……」

　後ろ向きにブツクサ文もん句くを言っていたかと思ったら。

「く～～～……す～～～……」

　五分もしないうちに寝息が聞こえてきた。

　あっという間に寝落ちしてるじゃないか！　子どもかよ！

　しかも、さっきまで指一本触れるなとか言ってたくせに──コロンっ。

　寝返りを打って、僕の方に転がってきた。

「むにゅむにゅ……つま先がつめたいの……」

　寝言を言いながら、来海は僕のスネをさするようにつま先を這はわせてくる。冷ひえ性しよう気ぎ味みなのか、幼おさななじみの足先は氷のように冷え切ってた。

　そして、僕のふくらはぎでつま先を挟はさむように、冷たい足先を突つっ込こんできたんだ。

　来海の寝顔がだらしなく緩ゆるむ。

「あったかいにゃん……♡」

　猫ねこが匂においつけをするみたいに、僕の胸むな元もとに鼻先を寄よせてスリスリ。

　僕は急いで口元を手で押おさえた。危あやうく叫さけび声をあげそうになったんだ。

　……ちくしょう！　来海のクセに、すごく可愛かわいいじゃないか！

　落ち着け、落ち着くんだ。あどけない寝顔に騙だまされるな。目の前にいるのは、来海なんだぞ。ええい、僕の心しん臓ぞうめ。ドラムロールみたいな音を出すんじゃない。あんまり派は手でに鳴らしまくったら、来海が起きちゃうだろ！

　まるで金かな縛しばりあってるみたいに硬こう直ちよくしたまま、夜を過すごすことになってしまった。

　眠りに落ちることができたのは、午前五時を回ってからのことだ。

　し・か・も。

　寝付きは最悪だったのに、寝覚めにはもっと極悪な展てん開かいが待ちかまえてやがった。

　ちゅんちゅん、ちちちち──

　爽さわやかな小鳥の囀さえずりと一いつ緒しよにむずかるような来くる海みの声が聞こえてきて、僕ぼくは目を覚ましてしまった。

「うにゅ～ん……あついよ～～～……」

　来海が布ふ団とんを蹴け飛とばす。ちょっぴり太めな僕は体温が高い。そんな僕にずっとくっついてたから暑くなっちゃったんだろうね。

　とはいえ、冬に布団も掛かけずに寝てたら身体からだが冷えちゃうよ。

「ほら、風か邪ぜ引くぞ……」

　ショボショボするまぶたを擦こすりつつ、布団を掛け直してあげようとして──固まった。

　来海のパジャマが寝ね乱みだれていたんだ。

　具体的に言うなら、パジャマのボタンはほぼ全開。胸むな元もとの一つしか留とまってない。ブラをつけてないせいで、ふっくらとした胸むねの膨ふくらみがほとんど見えちゃってる。

　パジャマのズボンは膝ひざまでずり落ちてた。小さなリボンの代わりに猫ねこの肉球マークがついた白いぱんつが丸見え。ふとももに長いシッポが巻まき付いてる。

　寝相が悪いだけじゃ、こうはならないよね。きっと暑がってパジャマも寝ながら脱ぬいじゃったんだ。

「これは、マズい……！」

　僕の背せ中なかを冷たい汗あせが伝う。猛もう烈れつにヤバい状じよう況きようだよ。もし今、目を覚ましたら、僕が脱がしたって勘かん違ちがいされちゃうじゃないか！

「く～～～～……く～～～～……」

　可愛かわいらしいいびきをかいて、来海はよく眠ねむってる。

　寝ている隙すきにパジャマを直そう。それしかない!!

　息を殺して、来海のパジャマに手を伸のばした。上から順番に、そ～っとボタンを留めていく。時じ限げん爆ばく弾だんを解かい体たいする爆ばく発はつ物ぶつ処しよ理り班はんってのは、こんな気分なんだろうな。

　カラダに触さわったりしないよう、気をつけていたのに──ふにっ♡

　指先が胸のふくらみにかすってしまった。マシュマロみたいな感かん触しよくが伝わってくる。

　女の子ってすごいなぁ。ペタンコに見えても、触り心地は柔らかいや……って、感動してる場合か！　ごめんね、来海！　わざとじゃないんだ！

　ボタンを留める以上に大変だったのは、パジャマのズボンをはかせる作業だろうね。

　ズボンのゴムに指を掛け、少しずつズラして持ち上げていくワケだけど──すぐ目の前には来海のぱんつがあるんだ。ドキドキしちゃって手元が覚おぼ束つかない。

　そのうえ、ちょっとでも振しん動どうを与えると猫シッポの先せん端たんについた鈴すずが鳴ってしまうんだ。チリンと鳴り響ひびくたびに、僕の心しん臓ぞうは止まりそうになる。

　乱れたパジャマを元に戻もどし、布団を掛け直してやることに成功したのは、実に一時間後のこと。

　朝っぱらから、こんなスリルとサスペンスを味わわされれば眠ねむ気けなんか吹ふっ飛んじゃうに決まってるよね。

「眠いのに……眠れない……」

　疲つかれ果てていたけど、もはや寝ね直なおすのは不ふ可か能のうだった。

「う～んっ、よく寝た～っ」

　それからさらに、一時間ほど経たった後で、目を覚ました来くる海みが大きく伸のびをした。

　熟じゆく睡すいできたんだろうな。ほっぺがツヤツヤしてる。

「おはよ、秋しゆうちゃん！　もう朝だよっ！　起きて起きて～！」

　僕ぼくのオナカをゆさゆさ揺ゆすられたけど、起き上がる気力がない。精せい神しん的てきにも肉体的にもボロボロ。一晩中戦い続けた兵士みたいに消しよう耗もうしきってた。できれば、一人で寝かせて欲ほしいよ。

　グッタリしてる僕を見て、来海が息を飲む気配がした。

「顔色が悪いよ!?　大だい丈じよう夫ぶ!?　具合悪いの!?」

「いや、平気だよ。まだ眠いだけ……」

「んもうっ、びっくりさせないでよね」

　来海は胸むねを撫なで下ろし、安あん堵どの息を漏もらす。

「それで……どうだった？　いーんちょが言ってた言葉の意味、わかった？」

　眠い目を擦こすりながら、僕はカラダを起こした。ベッドの上にあぐらをかく。

「わかるワケないだろ。僕にはダイエットの知ち識しきなんてこれっぽっちもないし。……なんにせよ猫ねこ耳みみは関係ないと思う」

「んー、ほんのちょっとでもヒントがわかればって思ったんだけどなぁ……」

　来海は猫耳を外して、ベッドの上に放り投げた。

「ぜーんぶ無む駄だだったわ。ヘッドフォン女に文もん句くを言ってやんなきゃ」

　あくびを嚙かみ殺しつつ提てい案あんしてみた。

「神かん林ばやしさんの言うとおりダイエットなんてやめたらいいじゃないか。全てが丸くおさまると思うけど」

「それはダメ！　秋ちゃんの体型が丸くおさまったら意味がないのよ！　絶ぜつ対たいに瘦やせてもらうわ！　でも……」

　自分のマクラを引き寄よせ、来海は顔を埋うめた。僕のオナカを指先で突つっつきながら、「う～～～ん……」とうなり声をあげてる。

　僕からは幼おさななじみの目元しか見えない。眉まゆはひそめられていて、眼まな差ざしは憂うれいを帯びていて。いつも元気いっぱいな来海には似に合あわない表ひよう情じようだ。

「よし、決めた！」

　ベッドから勢いきおいよく飛び降おりて、大きな声で宣せん言げんする。

「もう一回、ダイエット部に入ってって、いーんちょに頼たのんでみる。おうちに直接行ってみるわ。秋しゆうちゃん、いーんちょの家の場所を調べるの手伝ってよ！」

　あぐらをかいていた足を崩くずし、僕ぼくはベッドに横になった。天てん井じようを見上げて、大きく息を吐はく。

　ゆっくり寝ね直なおしたいけど……そうはいかないだろうな。

「──よいしょっと！」

　勢いきおいを付けて、カラダを起こした。

「調べる必要はないよ。神かん林ばやしさんちまで、僕が連れて行ってあげるからさ」

「秋ちゃん、いーんちょの家がどこにあるか知ってるの？」

「うん。っていうか、来くる海みも何度か遊びに行ってるはずだよ」
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　小学生の頃ころ、僕と来海はいつも一いつ緒しよにいた。男の友だちと遊ぶより、来海と遊ぶことの方が多かったんじゃないかな。

　僕の部屋でゲームをしたり。来海んちでママゴトに付き合わされたり。近所の駄だ菓が子し屋やでお小こ遣づかいを出し合ってスナック菓子を買ったり。公園のブランコで、どっちが大きく漕こげるか競い合ったり。来海がアメリカに行っちゃうまで、ほぼ毎日顔を合わせてたって言っても過か言ごんじゃないと思う。

　僕たち定番の遊び場の中でも、特にお気に入りだったのが──高たか森もり稲荷いなりって神社だ。

　神社の裏うら手てに広がる鎮ちん守じゆの杜もりの奥おく深ふかくに二人だけの秘ひ密みつ基き地ちを作って、放課後はしょっちゅうそこで過すごしてたっけ。

「懐なつかし～～～っ！」

　境けい内だいへと続く石いし段だんを駆かけ上がった来海は、赤い鳥とり居いを撫なでながら歓かん声せいをあげた。

「昔は…ハァ…よく…ゼィゼィ…ここで…ヒィハァ…遊んだよね……」

「秋ちゃん、息切れすぎだよ！」

「階段がキツかったんだよ。こんなに長かったかなぁ？　何段か増ふえた気がする」

　神社の入り口から、一五〇段ほどの石段が続いてるんだ（ちっちゃい頃に来海と二人で段を数えた）。小学生の頃はダッシュで駆け上がってた気がするんだけどなぁ。

　冬の風は刺さすように冷たいのに、額ひたいから汗あせが滲にじんでくる。

「増えたのは階段じゃなくて、秋ちゃんの体重だってばっ」

　境内を眺ながめ渡わたして、幼おさななじみは眉まゆをひそめた。

「この神社は雰ふん囲い気き変わったわね。こんなに寂さびしい感じだったっけ？　子どもがいーっぱい遊んでた気がするんだけど……」

　休日の午後だってのに、境内には誰だれもいなかった。手を清めるための手水ちようず場ばの水が止まってるし、おみくじ売り場はシャッターが閉しまってる。参道の脇わきに作られた白い狐きつねのお稲荷さんだけは、綺き麗れいに磨みがかれてたけど。

　どんよりと曇くもっている空と相まって、神社はひどく不気味な雰ふん囲い気きすら漂ただよわせていた。

　言っていいものかどうか。少し躊躇ためらいつつも、小声で教えてあげた。

「何年か前から、アレが出るって噂うわさが立っちゃってさ。子どもたちが寄よりつかなくなっちゃったんだ」

「アレって？」

「……幽ゆう霊れいだよ。髪かみの長い女の幽霊を見たって人が多くてさ。参さん拝ぱい客きやくも減へっちゃったみたいだね」

　途と端たんに来くる海みの顔が強ばった。ほっぺが引きつり、目が泳いでる。

「ば、バカみたい！　幽霊なんているわけないじゃない！　くっだらない！」

　直後──シャッ！　シャッ！

　社しや務む所しよの方から、奇き妙みような音が聞こえてきた。

「ひゃうっ!!」

　飛び上がって僕ぼくの背せ中なかに隠かくれた。来海は強がりなクセに、昔からオカルト話に弱いんだよな。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、来海。幽霊じゃないってば。怖こわがらなくてもいいよ」

　緋ひ袴ばかまをつけた巫み女こさんが竹ぼうきで石いし畳だたみを掃はき清めつつ、建物の陰かげから現あらわれた。聞こえてきたのは、落ち葉をほうきで掃く音だね。

「し、知ってたし！　っていうか、怖がってないし！　失礼なこと言わないでよね！」

　ブツクサ言いながらも、来海は僕の背中に隠れたままだ。僕のジャンパーをギュッと握にぎりしめてる。どっからどう見ても、恐こわがってるじゃないか。ツッコミを入れるのはやめておくけど。

「あなたたちは……？」

　振ふり返った巫女さんの声と来海の声が重なる。

「あ、いーんちょ！」

　現れたのは神かん林ばやし憐れんさんだった。

　この高たか森もり稲荷いなりが彼女の家なんだ。宮ぐう司じの娘さんなんだよね。大人おとなしそうな雰囲気の神林さんには、巫女服がよく似に合あってる。

「ごめんね。お休みの日に押おし掛かけちゃって」

「……構かまいません。神社に参拝するのに許きよ可かなんて必要ありませんし。おまもりが入り用であれば売り場を開けますよ。おみくじは品切れです」

　神林さんは掃き掃そう除じを再さい開かいした。

　来海が僕の背中から飛び出し、大きな声で言い放つ。

「来海たちは神さまに用があって来たんじゃないわ。いーんちょに用事があるの」

「……どんな用よう件けんですか？」

「いーんちょにダイエット部に入ってって、改めてお願いしに来たのよ」

　隣となりで聞いてる僕ぼくが驚おどろいてしまうくらい、幼おさななじみの口く調ちようは真しん剣けんだった。

「『人間の身体からだは、原始時代と同じ』とかいう言葉の意味を考えたけど……来くる海みたちのダイエットのどこが間ま違ちがってるのか全然わかんないの。このままじゃ、ダイエットを続けられないわ……。来海たちに正しい方法を指し導どうしてください！」

　神かん林ばやしさんは顔をあげようともしなかった。せわしなく竹ぼうきを動かしてる。

「って、ちょっと！　聞いてるの!?」

「大声を出さなくても聞こえています。そういうあなたこそ、私の言葉を聞いていなかったんですか？」

「……ふぇ？」

「私はダイエットなんて大だい嫌きらいだと言ったはずです。大おお村むらくんが危き険けんだと判はん断だんしたから食事を与あたえましたが、あなたを手助けするつもりはありません。ましてや、ダイエット部なんてものに入るなんて……冗じよう談だんじゃない」

「そんなに詳くわしいんだもん！　ちょっとぐらい教えてよ！」

「お断ことわりします。ダイエットなんてしないのが一番です」

「なんと言われようと諦あきらめるワケにはいかないわ！」

　掃はき掃そう除じを続ける神林さんに、勢いきおいよく駆かけ寄よった。

　クラス委員長に、深々と頭を下げる。

「お願いします！　入部してくださいっ！」

　ようやく神林さんが顔を上げた。眠ねむそうな半はん眼がんがいつもよりほんの少しだけ細められてる。ひょっとしたら、怒おこってるのかもしれない。

「……お帰り下さい。どんなに頼たのまれようと入部はしません」

「うぅ～……」

　今にも泣き出しそうな感じで、来海は唇くちびるをわななかせた。

「手伝ってくれなきゃ困こまるのよ！」

　幼なじみは参道の脇わきにある白いお稲荷いなりさんまで駆けていった。台だい座ざの石いし段だんにどすんと腰こし掛かけ、片かた方ほうの頰ほおを膨ふくらませてそっぽを向く。

「いーんちょが入部してくれなきゃ、ここを動かないっ！」

「…………」

　ガラス玉みたいな瞳ひとみで、神林さんは来海を見つめていたけれど。

「……ワガママな人」

　吐はき捨すてるように呟つぶやいた。

「いいでしょう。朝あさ凪なぎさんの気が済すむまで、そこにいなさい」

　落ち葉をチリトリで集め、神林さんは抑よく揚ように乏とぼしい声で続ける。

「今日はこれから雪になるそうです。いつまでそうしていられるか見み物ものですね」

「いーんちょがＯＫしてくれるまで、ず～っとここにいるもん！」

　テコでも動かないと言いたげに、来くる海みは膝ひざを抱かかえた。

「……先ほど朝あさ凪なぎさんは幽ゆう霊れいの話題が出たときに、大おお村むらくんの背せ中なかに隠かくれていましたね。ずいぶんと恐こわがりのようです」

「失礼なこと言わないで。来海は怖こわがってなんかないし！」

「気をつけてください。ウチの神社は……」

　神かん林ばやしさんは手の甲こうでメガネを上げた。レンズがキラリと輝かがやく。

「……本当に出ますよ？」

「ひぅっ」

　来海がか細い悲鳴をあげたのを、僕ぼくは聞き逃のがさなかった。

「では、失礼します」

　掃そう除じ道どう具ぐを片かた付づけて、神林さんは社しや務む所しよへと歩いていってしまう。

　境けい内だいには僕と来海だけが残された。

「帰ろうよ。居い座すわるなんて、さすがに迷めい惑わくだと思うぞ」

　見かねて声を掛かけても、来海は聞く耳を持たなかった。犬を追い払はらうみたいに、手を振ふって。

「秋しゆうちゃんは先に帰ってなさい。後は来海がなんとかするわ。ようすを見に来たりしちゃダメだからねっ。もし来たら絶ぜつ交こうよっ！」

　神林さんに入部を断ことわられて、ムキになってるのかな……。

　てっきりそう思ったんだけど、幼おさななじみはとても真しん剣けんな顔をしていた。

　お稲荷いなりさんの台だい座ざに腰こし掛かけて膝を抱え、思い詰つめたように自分のつま先を見つめてる。

「誰だれがなんと言おうといーんちょには入部してもらう。そう決めたんだもん……」




　　　　[image: 区切り]




　その日は、夕方から粉雪が舞まいはじめた。

　来海に追い返され、一人で家に戻もどった僕は「ようやく寝ね直なおせるよ」なんて呟つぶやいてベッドに寝転がったんだけど……結局眠ねむることはできなかった。心配で仕方がなかったんだ。

　夜が更ふけて、雪が本ほん降ぶりになっても。

　幼なじみは戻っては来なかった──。




　　　　[image: 区切り]




「ハァ……ハァ……！」

　午後一〇時。うっすらと雪の積もった高たか森もり稲荷いなりの石いし段だんを駆かけ昇のぼっていく。

　街灯が少ないから、足下が見えづらい。足を滑すべらせないように気をつけながら、一足飛ばしに階かい段だんを蹴けった。

　雪がちらついていて、空気は凍こごえるように冷たい。僕ぼくの口から吐はき出される息が真っ白な棒ぼうに見えるほどだ。

「大おお村むらくん、こっちです」

　石段を昇りきる直前に声を掛かけられた。懐かい中ちゆう電でん灯とうを持った神かん林ばやしさんが階段の脇わきにある木こ陰かげから手て招まねきしてる。

「ついてきてください。参さん拝ぱい殿でんの方へ回り道します」

「わかった」

　神林さんの後に続いて、植え込こみの隙すき間まを縫ぬうように歩いていく。

　来くる海みには来るなって言われてたけど、夜も更ふけて、なおかつ雪が強くなっても帰ってこないなんて……あまりにも心配だからね。こっそりとようすを見に行こうとしたんだよ。

　支し度たくをして家を出る直前に、神林さんから電話が掛かってきた。ケータイじゃなくて、大おお村むら亭てい（僕んちが経けい営えいしている洋食屋だ）の方に。僕のケータイの番号を知らないから、お店に掛けてきたんだろう。

『朝あさ凪なぎさんが一向に諦あきらめようとしません。このままじゃ風か邪ぜを引きます。大村くん、なんとかしてくれませんか？』

　僕もちょうど家を出るところだったから、合流することにした次し第だいだ。

　神林さんと僕は境けい内だいをぐるりと回り道して、神社の本殿へと回り込む。

　参拝殿の隣となりに建っている建物の裏うら口ぐちへと案内された。

　ここはご祈き禱とう所じよだね。ちっちゃい頃ころ、来海と一いつ緒しよに七五三のお祓はらいをしてもらったこともある。

「はぁー……」

　戸口についた小さな灯りの下で、神林さんはかじかんだ指先に息を吹ふきかけた。着込んでいるドテラの肩かたに積もった雪を払はらう。

　ドテラの下に着てるのは『３─Ｃ　神林』というゼッケンと高たか森もり北きた中ちゆうの校章がついたジャージだ。中学の時に使ってたジャージなのかな。

　僕の視し線せんに気付いた委員長は、ドテラの前をかき合わせてジャージを隠かくした。

「……部屋着です。あまり見ないで」

「あ、ごめんね」

「とりあえず、中へ」

　裏口からご祈禱所へ入った。板いた張ばりの廊ろう下かを抜ぬけ、畳たたみ敷じきの部屋に案内される。灯りがついてないから、かなり薄うす暗ぐらかった。

「散らかっていますが、気にしないでください」

　お正月の売れ残りなのかな。しめ飾かざりや破は魔ま矢やがダンボール箱に入れられ、壁かべ際ぎわに積まれてる。

　クラス委員長は人差し指を唇くちびるに当て、僕ぼくに静かにするようジェスチャー。境けい内だいに面したガラス戸の向こう側を覗のぞき込こんだ。

　僕も神かん林ばやしさんにならって、境内を窺うかがう。

「来くる海み……」

　雪で真っ白になった神社の境内。参道の真ん中に、幼おさななじみが立っていた。

　肩かたに積もってしまった雪を払はらおうともせず、ジッとしている。

　外はすごく寒いんだろう。小こ刻きざみに震ふるえているのが離はなれていてもわかった。

　でも、ガラス越ごしに見る幼なじみの横顔は、今まで見たことないぐらいに真しん剣けんだ。真しん摯しな表ひよう情じようで、社しや務む所しよを真っ直ぐに見上げてる。

「何度か帰るように言ったんですが、聞いてくれません。迷めい惑わくな人です」

　抑よく揚ように乏とぼしい声。顔もいつもの無表情だ。

　でも、神林さんが心配してくれてるってわかった。

　ふかふかしたセーター、湯たんぽ、使い捨すてカイロ、おしるこドリンク、おでんの盛もられたお皿などなど。さまざまな温めグッズが窓まど辺べに置かれていたんだ。

「来海のために神林さんが用意してくれたの？」

「……はい。彼かの女じよがあまりにも頑かたくななので、渡わたせませんでしたが」

　クールでぶっきらぼうなクラス委員長だと思ってたけど、ココロまで冷たいワケじゃない。むしろ、世話好きの優やさしい女の子なんだ。だからこそ、クラス委員長なんてやってくれてるんだろうけど。

「……このまま屋外にいては危き険けんです。低てい体たい温おん症しようになってしまいます。朝あさ凪なぎさんに穏おん便びんに諦あきらめてもらう方法はありませんか？」

　神林さんちの家族も来海を心配して、『警けい察さつに保ほ護ごしてもらった方がいいんじゃないか』なんて言ってたらしいんだけど、事情を説明して待ってもらってるらしい。

「アイツは頑がん固こだからなぁ。僕の言うことなんて、聞いてくれないし……」

　もう一度、尋ねるだけ尋たずねてみた。

「ダイエット部に入部してもらうワケにはいかないのかな？」

「……お断ことわりします」

　手の甲こうでメガネを上げて、神林さんは聞き返してくる。

「そもそも、大おお村むらくん。あなた自身が瘦やせたいとは思っていないのでしょう？」

「うん。来海に命令されてやってるだけだよ」

「だったら、無理なダイエットなんてやめるべきです。瘦せるというのは、とても苦しいことですから。強い決意が無ければ達成できません。苦しんだ末に、カラダやココロを壊こわしてしまうことだってあるんですよ……」

　神かん林ばやしさんはメガネの下の瞳ひとみを伏ふせる。彼かの女じよが遠い目をしたように見えた。

　ともあれ、神林さんに無理にダイエット部に入ってくれなんて言えないよな。

「それじゃ、来くる海みを諦あきらめさせる方法を考えよう」

「なにか、プランがありますか？」

「もちろん。僕ぼくと来海は付き合いが長いからね」







　高たか森もり稲荷いなりには本ほん殿でんの裏うらに、もう一つ小さな祠ほこらがある。ミニ神社みたいになってて、賽さい銭せん箱ばこや本ほん坪つぼ鈴すず（お参りの時に鳴らすアレだ）がついてる。

「お騒さわがせします。すいません！」

　手を合わせて神さまに謝あやまり、迷めい惑わく料りよう代わりにありったけの小こ銭ぜにを賽銭箱に放り込んで、鈴すず緒おを握にぎりしめた。

　──ガラガラガラガラガラガラガラガラ!!

　激はげしく鈴を鳴らしまくる。雪の降ふりしきる夜の静せい寂じやくに、場ば違ちがいな騒そう音おんが響ひびき渡わたった。

　続けて、鎮ちん守じゆの杜もりに飛び込んで、木立をがさがさと揺ゆさぶって回る。

「ぬおおおお!!　ぐおおおお!!」

　僕だとはバレないように、極力声音を変えて恐おそろしげなうめき声をあげた。

　よし、こんなもんでいいかな。

　足音を忍しのばせて、境けい内だいへと向かった。

　あー、勘かん違ちがいしないで欲ほしいんだけど、僕はおかしくなってしまったワケじゃない。ちょっぴり太めな男の子が雪の森で暴あばれ回っていたら、イエティでも現あらわれたのかと誤ご解かいされそうな気もするけれど、保ほ健けん所じよや猟りよう友ゆう会かいのみなさんへ通つう報ほうするのは勘かん弁べんしてください。

　これにはワケがあるんだ。

　本殿の柱の陰かげに隠かくれ、参道を覗のぞき見る。

「な、なにっ!?　なんなの、今の音……!?」

　来海が怯おびえたようすで、辺りに首を巡めぐらせていた。自分の肩かたを抱だいて、ガクガク震ふるえてる。

　アイツはすごく恐こわがりだ。ホラー映えい画がのＣＭが流れただけで、夜中にトイレに行けなくなっちゃうほどだからね。

　肝きも試だめしっぽい感じで脅おどかしてやれば、諦あきらめて逃にげ帰るんじゃないかって思ったんだよ。

「もう、ヤダ……。なんなのよ……」

　すでにビビりまくりの来海に追い打ちを掛かけるように、境内の灯りが消えた。

　石いし段だんを照らしている街灯はついたままだから、辛かろうじて視し界かいは保たもててるけど……辺りは真っ暗になってしまう。

「はゎゎゎゎゎゎゎゎゎゎ…………！」

　来くる海みはその場にうずくまった。あまりにも怖こわすぎて、悲鳴をあげることすらできないみたいだ。

　ぽゎっと彼かの女じよの手元だけが明るくなる。ケータイを開いたんだ。

「怖いよぅ……秋しゆうちゃん～～～……」

　液えき晶しよう画が面めんを見つめて、来海は今にも泣き出しそうな声をあげていた。

　胸むねが痛いたんだけど、心を鬼おににして、あらかじめ隠かくしておいた釣つり竿ざおを構かまえる僕ぼく。

　神かん林ばやしさんのお父とうさんの釣り竿をお借りして、その先せん端たんにコンニャク（おでんの残り）を結わえ付けたんだ。肝きも試だめしのマストアイテムだよね。

　うずくまってる来海の首にゆっくりと近づけて──ぺとり。

「ひゃわーっ!?　ヌメヌメしたものが触さわったよー!?　なんかいる！　なんかいるよー！」

　しゃがみ込こんだまま、首元を懸けん命めいに手で払はらう。あまりにも怖すぎて、後ろは振ふり向けないみたいだ。

「ふぇぇ……助けてよ、秋ちゃん……。もうヤダよ～～～……」

　ぐすんぐすんと鼻を鳴らす音が僕にも聞こえてくる。半べそかいちゃってるみたいだ。涙なみだを堪こらえるように唇くちびるを嚙かんでる。

　すぐさま駆かけ寄よって涙を拭ぬぐってやりたくなったけど、僕は懸命に堪えた。ここで助けちゃったら意味がないからね。

　ほどなく、最後の仕上げをするために、神かん林ばやしさんが現あらわれた。

　サク、サク、サク、サク──……

　雪を踏む微かすかな足音が響ひびく。

「だ、誰だれっ!?」

　ケータイ電話を暗くら闇やみに向けた来海は悲鳴をあげた。

「きゃああああああああああああああああああっっっ!!」

　髪かみの長い白しろ装しよう束ぞくの女が、暗がりから姿すがたを現した。

　カラダを揺ゆらしながら、来海に近づいてくる。

　あれは、幽ゆう霊れいに扮ふんした神林さんだ。

　髪の毛は神林さんのお姉さんに借りたっていうエクステだし、白装束はＬサイズの巫み女こ服ふくの上衣だ。装束の下には中学のジャージを着てる。

　ぶっちゃけ、完成度の低い幽霊コスプレだ。幽霊なのにメガネかけてるしね。

　だけど、暗がりで見るとタネのわかってる僕でも不気味だと思った。

　きっと恐こわがりな来海には、本物のおばけに見えてるんだろう。

「ぐすっ……えぐっ……えぅっ……」

　幼おさななじみは泣き出してしまった。ほっぺを涙が伝ってる。

　涙なみだに気付いた幽ゆう霊れいは、小さく「あっ」と声をあげた。

「な、泣いてしまいました……どうしよう……」

　口元に手を当ててオロオロしてる。神かん林ばやしさん、気持ちはわかるけど落ち着いて！

　神社の陰かげからクラス委員長に向け、グッと拳こぶしを握にぎりしめてみせる。

　神林さんは小さく頷うなずいて、意を決したように手を横に伸のばした。石いし段だんの方を指さす。

「立ち去れ……」

　凍こおり付くような冷たい声で来くる海みに命じる。

「今すぐ……ここから立ち去れ……。さもなくば、おまえを呪のろい殺すぞ……」

　恐こわがりな来海のことだ。ここまで脅おどかしまくれば、さすがに逃にげ帰るに決まってるよ。

　でも、僕ぼくの予想は外れた。幼おさななじみは泣きながら、首を横に振ふったんだ。

「……ヤダ。帰んないっ」

「あの、腰こしが抜けて動けないようなら、ご家族の方を電話で呼よんではどうですか？　それまで待ちますが……」

　幽霊、めっちゃ気を遣つかってる!?

　しかし、来海は帰ろうとはしなかった。

　寒さと恐きよう怖ふのために、来海の華きや奢しやなカラダは震ふるえ続けてる。髪かみには雪が積もり、唇くちびるは紫むらさき色いろになっちゃってた。指先もかじかんで、真っ赤だよ。
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　見るからにツラそうなのに、来くる海みは震ふるえる足に力を込こめて、懸けん命めいに立ち上がったんだ。

　余あまり気ぎ味みな袖そで口ぐちでぐしぐしと涙なみだを拭ぬぐい、大きな声で言い放つ。

「絶ぜつ対たいに帰んないっ!!」

「呪のろい殺されてもいいの……？」

「イヤよ！　イヤに決まってるじゃない！　呪われちゃうなんて怖こわすぎるわよ……」

　拭っても拭っても、来海の瞳ひとみからは大おお粒つぶの涙がこぼれ落ちてきた。

「でも、このままじゃ、来海が死ぬより怖いことが起こっちゃうの……」

　絞しぼり出すような涙声で、来海は呟つぶやいた。

「秋しゆうちゃんが、死んじゃうかもしれないんだよぅ……」

　僕ぼくは思わず息を飲んでしまった。

　驚おどろいたみたいに、神かん林ばやしさんもメガネの下の瞳を見開いている。

「そうだったのか……」

　神林さんの家に居い座すわるなんて迷めい惑わくなことをしてまでも、ダイエット部への入部を望み続けた理由。

　泣くほど怖いのに、最後まで逃にげだそうとしなかった理由。

　来海が、これほどまでに頑かたくなな理由。

　それは、神林さんに『間ま違ちがったダイエットをしたら、僕が死ぬかもしれない』って言われたからなんだね。

　僕には瘦やせて欲ほしいって願ってる。でも、そのせいで僕が死んでしまうのは許ゆるせない。だから、神林さんに正しいダイエット法を教えてもらおうとしたんだ。

「なんて迷惑な人だろうと思っていたんですが……」

　神林さんが深い息を吐ついた。雪女が放つ氷のブレスみたいに、ため息が白しらむ。

「私の発言が原げん因いんだったんですね。脅おどかしすぎてしまったようです」

　白しろ装しよう束ぞくの委員長が近づいていく。

「きゃあああっ！　こっちに来ないでよー！　バカあああああああっ！」

　来海は恐きよう怖ふのあまり、再ふたたびしゃがみ込んでしまった。境けい内だいに積もった雪を手当たり次し第だいに神林さんに投げつける。

「ぶあーん！　怖いよー！　来海はまだ死にたくないよー！　秋ちゃん助けて～～～っ！」

「朝あさ凪なぎさん、落ち着いて。私です。神林憐れんです」

　雪まみれになりつつ、神林さんはエクステを外した。白装束も脱ぬぎ捨すてる。ショートカットにメガネ、そして眠ねむたそうな半はん眼がん。いつもの神林さんの姿すがたとなった（中学校のジャージ着てるけど）。

「最後にもう一度かっこいい頃ころの秋ちゃんに会いたかった……くすん、くすんっ」

　絶ぜつ望ぼう的てきな顔で鼻をすすっていた来海は、ようやく幽ゆう霊れいの正体に気付いたみたいだね。

「……って、あれれ？　いーんちょ？」

　キョトン顔で神かん林ばやしさんを見つめる。

「……幽ゆう霊れいはどこいったの？　いーんちょは幽霊なの？」

「違ちがいますよ。朝あさ凪なぎさんを脅おどかして、追い返そうと思ったんですよ」

　ようやく事じ態たいが飲み込こめたのか、来くる海みは手を振ふり上げて怒ど鳴なった。

「ひど～～～～いっ！　どんだけ怖こわかったと思ってるのよ！」

「ごめんなさい。すぐに逃にげ帰ると思ったんです」

　神林さんは手の甲こうでメガネを上げた。子どもを諭さとす先生のような、優やさしい口く調ちようで来海に尋たずねる。

「朝凪さん。大おお村むらくんが間ま違ちがったダイエットで死んでしまうことを恐おそれているようですが……そもそもあなたが、大村くんにダイエットをさせようと考えなければ、誰だれも傷きずつくことなんてないんですよ？　あなたが太った彼を受け入れさえすれば、それで済すむ話ではないですか」

　来海は大きく首を横に振る。二つに結わえた髪かみが、なにかの武ぶ器きみたいに揺ゆれた。

「絶ぜつ対たいにイヤよ。幼おさななじみがデブってるなんて許ゆるせない」

「ダイエットはとても苦しい行こう為いです。あなたは幼なじみが苦しんでもいいと言うのですか？」

「秋しゆうちゃんを苦しめたいワケじゃないわ！　来海はただ……秋ちゃんにかっこよくなって欲しいの！　昔のかっこいい秋ちゃんの姿を取り戻もどしてもらいたいのよ！」

　幼なじみは恥はずかしそうにモジモジした。両手の人差し指を突つき合わせて。

「てゆか、大好きな人には、いつまでも素す敵てきな姿すがたでいて欲ほしいって、女の子なら誰でも願うと思うんだけど……いーんちょは違ちがうのかなぁ？」

　かあああああっ！──見る間に神林さんの顔が真っ赤になってしまう。

「は、恥ずかしいことを聞かないでくださいっ。私には好きな人なんていませんっ。馬ば鹿かなことを言うと怒おこりますよっ」

　クールで真面目な委員長とは思えないくらいに動どう揺ようしてる。

　耳までピンク色に染そめた神林さんは、照れくさそうに顔を手で覆おおった。

「あーもう、私には想そう像ぞうもできません。堂々と、す、好きだなんて。顔から火が出そうです」

「あ、勘かん違ちがいしないでよ！　秋ちゃんなんて好きじゃないし！　一いつ般ぱん論ろんを言っただけよ！　間違えないでよねっ！」

　勢いきおいよく怒鳴り散らした後で──

「いーんちょ、この通りよ！」

　来海は神林さんに深々と頭を下げた。立りつ位い体たい前ぜん屈くつでもしてるみたいに、これ以上無理ってくらいに腰こしを折ってる。

「秋ちゃんに瘦やせて欲しいって気持ちは本気なの。だから、お願い！　来海たちに協力してくださいっ！」

「──僕ぼくからもお願いするよ。ダイエット部に入ってくれないか」

　来くる海みの隣となりに歩み寄よって、僕も頭を下げた。

「って、秋しゆうちゃん、どうしてここに!?」

「ごめんね。家で待ってたんだけど……来海が心配で見に来ちゃったんだ」

「んもうっ、来るなって言ったのに！」

　クラス委員長はガラス玉みたいな瞳ひとみで、僕を見つめてくる。

「いいんですか、大おお村むらくん。あなたは瘦やせるつもりなんてないんでしょう？」

「うん、ないよ。ないけど……」

　僕は来海の頭や肩かたに積もった雪を払はらってやった。ほっぺも髪かみも指先も。凍こごえるぐらいに冷たくなっちゃってるよ。

「幼おさななじみが、こんなに真しん剣けんに瘦せて欲ほしいっていうからさ。付き合ってやるしかないだろ？」

　雪を払うフリして、ついでに頰ほおに残っていた涙なみだの跡あとも指先で拭ぬぐう。泣かせちゃって、ごめんな、来海。

　神かん林ばやしさんは来海と僕を交こう互ごに眺ながめて、小さく肩を竦すくめた。微かすかに雪の舞まう夜空を見上げて、白い息を吐つく。

「あなたたちを見ていると、恋れん愛あいというものがますますわからなくなります」

　小声で呟つぶやき、踵きびすを返した。社しや務む所しよへと歩いていこうとする。

「今日のところはお引き取りください。朝あさ凪なぎさんはカラダが冷え切っているでしょうから、お風ふ呂ろに入って、よく温めるように」

「ま、待ってよ！　入部してくれるまで帰らないって言ったはずよ！」

「ですから、私は帰るようにと言ったのです」

　僕と来海は顔を見合わせる。

「それって、つまり入部してくれるってことかな？」

「……ええ。ダイエットは嫌きらいですが、少しだけ協力してあげます」

「やったーっ！」

　来海は跳とび上がって喜んだ。さっきまで泣きじゃくっていたとは思えないぐらい、満面の笑みを浮うかべてる。やっぱり、コイツには泣き顔よりも笑顔が似に合あうよ。

「よかったな、来海。それじゃ、ウチへ帰ろうか。……あ、神林さん。コレ、返しておくね」

　コンニャクのついた釣つり竿ざおを委員長に渡わたした。

　それに気付いた瞬しゆん間かん、来海がクワッと目を見開く。

「な、なによ、それ！　……あっ、さっき来海の首に当たったウニョウニョしたものはコンニャクだったのね！　どうして秋ちゃんが持ってるワケ!?」

「来海を怖こわがらせれば、ウチに帰るんじゃないかって提てい案あんしたのは、僕なんだ。かなりビビってたみたいだね」

「許ゆるせない！　後でおしおきよ！　っていうか、来くる海みはビビってなんかないし！　失礼なコト言わないで！」

「『ひゃわーっ!?』なんて悲鳴をあげてたじゃないか」

「うっさいうっさい！　ちょっとビックリしただけだもん！」

　来海は神かん林ばやしさんに駆かけ寄より、釣つり竿ざおを引ったくった。

「こんなのが首くび筋すじに当たれば、誰だれでもビクッとしちゃうでしょ!?」

　釣り竿を操あやつり、コンニャクを僕ぼくの顔にぶつけてくる。

　濡ぬれてて。グニグニしてて。ついでに、ほのかにおでんのダシの香かおりが僕の鼻をくすぐって。

「うわ～～～～っ!!」

　我が慢まんできず、叫さけび声をあげてしまった。

「ほら、みなさいっ！」

　来海は釣り竿を握にぎりしめたままドヤ顔をしてたんだけど、すぐに顔が引きつった。

「ぎゃ～～～～っ!!　うまそう～～～っ!!」

　──パクリっ。もぐもぐもぐもぐ。

　来海とクラス委員長の声が重なった。

「「た、食べたー!?」」

　我慢できずに、コンニャクにかぶりついちゃったんだよね。いやあ、コンニャクって本当に怖こわいよね。キモ試しのマストアイテムだと思うよ、うん。

「できたら、次はチクワを首筋に当ててもらえるとうれしいな。チクワ怖こわいよチクワ」

「雪でも食べてなさい、このブタ野郎～～～っっっ!!」

　来海の跳とび蹴げりを食らい、僕は雪の積もる神社の境けい内だいに顔を突つっ込こむことになってしまうのだった。
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　次の月曜日。放課後。部ぶ室しつ棟とう。

　ダイエット部の部室は、徐じよ々じよに部室としての体てい裁さいを整えはじめていた。

　どうやって手に入れたのかな？　来海が木もく製せいのテーブルやホワイトボード、小さな戸と棚だななどを部室に用意してたんだ。

　備び品ひんだけじゃない。部活動として成立するために最も重要な存そん在ざいが、その日は部室に登場した。

「ダイエット部へようこそ！　歓かん迎げいするわよ！」

　部員になってくれた神林さんが、ダイエット部の部室へと足を運んでくれたんだ。

　神林さんは、さっそくダイエットについての講こう義ぎをしてくれることになった。

『人間の身体からだは、原始時代と同じ』という言葉の意味を教えてくれたんだよ。

　ホワイトボードの前に立ち、学校の先生みたいな感じで解かい説せつをはじめる。

「さて、原始時代、人間はどうやって暮くらしていたかわかりますか？」

　来くる海みと並ならんでテーブルについている僕ぼくは頷うなずいた。

　それぐらいなら、僕でもわかる。歴史の授じゆ業ぎようの最初の方で習うよね。

「洞どう窟くつで暮らして、マンモスを獲とったりして暮らしてたんだよね？」

「そう。人類は長い間、狩しゆ猟りよう採さい集しゆう生活を送っていました。でも、狩かりをしても毎回獲え物ものが獲れるとは限かぎりません。人間は食べ物がなくなる恐きよう怖ふと隣となりり合わせで暮らしていたんです」

　ホワイトボードに神かん林ばやしさんは、『飢き餓が』と書いてグルグルと丸で囲った。

「多くの動物たちと同じように、人間の身体にとっても『飢餓』こそが最大のピンチだったんですよ」

　委員長の説明によれば、食べ物が豊ほう富ふにあるという状じよう態たいは人類の歴史においては、ほんの一いつ瞬しゆんに過すぎないらしい。

　今はコンビニにいけば、いくらでもごはんが買えるけど、昔はそういうワケにはいかないもんね。

「何万年も続いてきた原始時代の影えい響きようを、現げん代だい人じんは色いろ濃こく引き継ついでいます」

「えーっと、つまりぃ……」来海は人差し指を顎あごの先に当てて、

「今の時代を生きてる来海たちも、原始時代の人たちと同じように、『オナカが空すいちゃう』ことをピンチだと感じてるってこと？」

「その通り。原始時代と変わらず現代人のカラダも『飢うえ』が大だい嫌きらいなんです。ところで、『ダイエット』とはどういう意味かわかりますか？」

「体重を減へらすことじゃないの？」

「違ちがいます。正せい確かくに言うと『食しよく事じ制せい限げん』という意味なんです。食事を減らすこと──それはすなわち、飢えるのと一いつ緒しよですね」

『飢餓』という文字にイコールをつけて『ダイエット』とホワイトボードに書き込こむ。

「ダイエットをすると、最大のピンチである『飢餓』が到とう来らいしたと勘かん違ちがいして、カラダは必死に抗あらがおうとするんです。だから、ダイエットは苦しいんですよ。逆に、太る──食べ物が豊富にあるという状況はカラダにとってはうれしいことです。ですから、太ることにはさして苦く痛つうを感じません」

「神林さんがダイエットは辛つらいものだって言い続けてたのは、それが原げん因いんなんだね」

　僕の言葉に、委員長はコクリと頷うなずいて。

「特に間ま違ちがったダイエット方法は、苦しいばかりで逆ぎやく効こう果かになることが多いです。場合によっては、死に至いたるケースもあります」

　来海は憮ぶ然ぜんとしたように唇くちびるを尖とがらせる。

「言葉の意味はわかったわ。でも、来くる海みたちのダイエットのどこが間ま違ちがってたのか、ちっともわかんないんだけど？」

「朝あさ凪なぎさん、『リバウンド』とか『停てい滞たい期き』なんて言葉を聞いたことがありませんか？」

「ダイエットについてネットで調べてたとき、チラッと出てきた気もするけど……」

「それらの現げん象しようは、人間のカラダに備そなわっている機き能のうによって発生するんです」

　神かん林ばやしさんはホワイトボードに『断だん食じき』『過か度どな運動』と書いて、大きく×印をする。

「あなたたちがやっていたダイエットは、カラダの防ぼう御ぎよ反はん応のうを最さい大だい限げんに発はつ揮きさせてしまう方法なんです。だから、必ず失敗します」

　クラス委員長のメガネのレンズがキラリ☆と輝かがやいた。

「ダイエット失敗の多くは『人間の身体からだは、原始時代と同じ』だという原理に気付いていないために起こるといっても過か言ごんでありません！」

「「なるほど～」」

　僕ぼくと来海は顔を見合わせて頷うなずき合った。

「よく理り解かいできないけど、迫はく力りよくは伝わったよ！」「なんだかすごい雰ふん囲い気きだってことはわかったわ！」

「……基き本ほん的てきに、なにもわかってないんですね」

　神林さんのメガネが呆あきれたようにちょっとズレた。

「……まあ、いいでしょう。ダイエットというのは、時間を掛かけてやっていくべきものですから。基き礎そから教えますよ」

「えへへ♪　よろしくね、いーんちょ！」

　来海は新入部員となった神林さんに駆かけ寄よって手を握にぎりしめ、一方的に握あく手しゆする。

「強力な人材が加わったわ！　あと一人増ふえれば、部活として認みとめられちゃうわね！」

　そのとき、である。

　タイミングを見計らっていたかのように、勢いきおいよくドアが開け放たれた。

「ふはははは、私の出番のようだな！」

　ヘッドセットをつけた長身の美少女──二戸にのへ雪ゆき乃のさんが立っていた。

　ヌコ厨ちゆうのクラスメイトは、ダイエット部の部ぶ員いん募ぼ集しゆうのビラを指さして。

「部員が足りなくて困こまってるんだろう？　この私が名前を貸かしてやろう。幸い、私はなんの部にも入ってないしな！」

「ホントに!?　やったわ！　これでダイエット部は正式な部になれるっ！」

「その代わりと言ってはなんだが……私も困っているのだ。きみらがダイエットをはじめたために、私のドル箱ばこ企き画かくだった『高たか森もり町ちようフードファイト』の新作動画が撮とれなくなってしまったのだよ」

　そりゃそうだろうね。来海が帰ってきて以来、僕は大食い対決に参加できてないし。

　二戸にのへさんは、どこからともなく大きなクマのかぶり物を取り出して装そう着ちやくした。ビデオカメラを構かまえる。

「フードファイトに負けるとも劣おとらない、面白動画を撮とらせてくれ。ダイエットというのは、誰だれもが興きよう味みのある話題だからな。うむ。再さい生せい数すうが伸のびそうだ。構かまわないだろう、くるみん？」

「ちょっと、なによ、その呼よび方！」

「きみのハンドルネームを決めたのだ。動画では、そう呼ばれることになる。ダイソン、くるみん、そして、レンレンだ」

　神かん林ばやしさんがメガネの下の瞳ひとみを見開いた。

「……二戸さん、やめてください。本気で嫌いやです」

「私のことはゆっきー☆と呼んでくれたまえ、おっと☆を忘わすれてはいかんぞ！」

　そんなこんなで、ダイエット部は本ほん格かく的に動き出したんだ。

　これからどんな活動が行われるのかわからない。

　出来ることなら、オナカが空すいて死んじゃいそうな思いをしないで済すみますように。

　ダイエットの神さまなんてものがいるのかどうか知らないけど、とりあえず祈いのっておくことにしよう。
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　一年Ｄ組のクラスは騒そう然ぜんとしていた。

「聖しよう護ご院いんさんが倒たおれたぞ！」「しっかりして、琴こと音ねさん！」「なにがあったんだ!?」「わかんないよ、このビラについて話してたら急に倒れちゃって……！」

　クラスメイトと話をしていた聖護院琴音が、突とつ然ぜん床ゆかにへたり込こんでしまったのだ。

　琴音は一年生にして、早くも学園のアイドル──いや、学園の女神的な崇すう拝はいを獲かく得とくしている完かん璧ぺきとも言える美少女だ。

　そんな彼かの女じよが倒れたともなれば、騒動が起こるのは当たり前である。

『誰だれが聖護院さんに人じん工こう呼こ吸きゆうをするか？』を巡めぐって、男子生徒たちの血で血を洗あらう抗こう争そうが勃ぼつ発ぱつしそうなほどだった。

　しかしながら。

　クラスメイトたちは、誰もそのことを知らない。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。少し立ち眩くらみがしただけですから……」

　琴音はクラスメイトに微笑ほほえみ掛かけて、自分の席に戻もどった。

　平静を装よそおうとしてもダメだった。プルプルとカラダが震ふるえてしまう。

（秋しゆう馬ましゃんが……ダイエット部なんてものに入ってしまいました……）

　クラスメイトにダイエット部の部ぶ員いん募ぼ集しゆうのビラを見せてもらったのだ。秋馬のクラスに転校してきた女の子が設せつ立りつしたものらしい。

（あのオナカが無くなってしまうかもしれないなんて、そんなの絶ぜつ対たいにダメですぅ！）

　クラスメイトは誰だれ一人ひとりとして気付いていないけれど、琴こと音ねは太った男の子が大好きな──いわゆるデブ専せんなのだ。

　秋しゆう馬まの柔やわらかそうなオナカに顔を埋うめてモフモフするのが夢ゆめなのである。

　おっとり系けいのお嬢じようさまの瞳ひとみにダークな炎ほのおが燃もえ上がった。

「秋馬しゃんの素す敵てきなオナカを守るために、ダイエットなんて絶対に阻そ止ししなくちゃなりません……!!」






結けつ婚こんまで──あと六一kg












　　☆☆☆神かん林ばやし憐れんのワンポイントアドバイス☆☆☆







　さて、今回は『断だん食じき』について、少し補ほ足そくしたいと思います。

　よく『ダイエットなんて簡かん単たんじゃん。何食か抜ぬけばすぐ瘦やせちゃうしー』なんて言ってる方がいますが、断食は最も間ま違ちがったダイエット方法なのです。

　確たしかに、食事を摂とらなければ短期間で体重が減へります。しかし、肝かん心じんの脂し肪ぼうは減っていないのです。

　減っているのはほとんどが水分と、なんていうか、その[image: 三点][image: 三点]べ、便の重量です。食べ物を取り込まないんですから、排はい泄せつすればそのぶん重さが減ります。

　また、断食はダイエットのために重要な筋きん肉にくも減らしてしまいます。

　ダイエットではなく療りよう養ようを目的として、指し導どう者しやの下で正しく断食を行う場合を除のぞいては、絶対に食事を抜いたりしないでくださいね。









[image: ダイエット部の日常──ダイエットをする、その前に。]







「えへへへ、うふふふ……♡」

　数日後の放課後。部ぶ室しつ棟とう。ダイエット部の部室。

　長なが机づくえに頰ほお杖づえをついた来くる海みが、遠い目をしてニヤニヤしていた。

　幼おさななじみは制せい服ふくじゃなくて、ピンク色のゴスロリ衣い装しように身を包んでる。

　ついさっき、二戸にのへさんが「やあやあ、くるみん。さっき廊ろう下かでゴスロリ衣装を拾ったんだ。着てみないか？　きっとくるみんに似に合あうと思うのだ。ついでに動画を撮とらせてくれ！」なんて頼たのんだんだ。

「そんなもん落ちてるワケないだろ！　設せつ定ていに無理がありすぎる！」

　すかさずツッコミを入れる僕ぼく。来海も『冗じよう談だんじゃないわよー』って怒ど鳴なると思ったんだけど、不思議なことになんの文もん句くも言わなかった。

「仕方がないわね～。今日は特別よ♪」

　二戸さんの求めに応おうじて、幼なじみはゴスロリ衣装に着き替がえてきたんだ。フリル＆リボンがたっぷりついたワンピースは、来海によく似合ってる。黙だまって座すわっていたら、精せい巧こうなフランス人形みたいだ。

「ふぉおおお！　素す晴ばらしすぎる！」

　クマのかぶり物を装そう着ちやくした二戸さんは、ビデオカメラを構かまえた。まずはレンズを覗のぞき込こむようにして、自分撮りをする。

「おはよう。こんにちは。こんばんわ。うｐ主のゆっきー☆だ。ハラペコな青少年のために、今日はゴスロリ美少女をたっぷり撮さつ影えいしようと思う。楽しみにしていてくれたまえ！」

　どんな映えい像ぞうが撮影されてるわからないけど……たぶん、クマのドアップが映うつってることだろう。また『シュール』ってタグをつけられちゃうに違ちがいないよ。

　二戸さんはカメラを来海に向けて。

「さあ、くるみん。カメラに向かって、可愛かわいらしくポーズをとってくれ」

「んもうっ、面めん倒どうくさいわね～」

　口では文もん句くを言いながらも、来海は立ち上がった。不器用なウインクをして、ピースサインをする。

　部屋の隅すみっこでようすを眺ながめてる僕は首を捻ひねった。今日の来海はどっかヘンだね。気前が良すぎるよ。

「はい、こんな感じでいい？」

「おおう、可愛いぞ！　最高だ！」

　舐なめ回すように来海にカメラを向けていた二戸さんが、とんでもないことを言い出した。

「せっかくだから、もうちょっとセクシーなポーズにも挑ちよう戦せんしてみようか」

　セクシーポーズなんて、さすがにマズいよね。

　今度こそ断ことわるに違ちがいないと思ったんだけど、驚おどろいたことに来海はＯＫを出してしまった。

[image: ]

「今日は気分がいいわ。特別サービスだからねっ♡」

　ゴスロリなスカートをほんのちょっとだけ持ち上げたんだ。フリル付きのニーソだけじゃなくて、スカートの下にはいたドロワーズの裾すそまでもがチラッと見えてしまう。

「ぬおおお、完かん璧ぺきだ！『【ゴスロリ】ぱんつじゃなくてドロワーズだから恥はずかしくないもん！【ＪＣ】』なんてタイトルでアップしたら、ランキング一位も夢ゆめじゃない！　久ひさしぶりの大ヒット動画をものにしたぞ！」

　クマのかぶり物の中から、「ハァハァ！　ハァハァ！」と荒あらい息づかいが漏もれてる。いくら再さい生せい数すうが増ふえる予感がしたからって、興こう奮ふんしすぎだろ。

　ふむ、と頷うなずく僕ぼく。

　僕の姿すがただったら、どんな動画を撮さつ影えいしようと構かまわないよ。でも、幼おさななじみの妙みような動画がネットにアップロードされちゃうのは、なんとなく気分がよくないな。

「あんまり来くる海みのヘンな動画は撮とらないでよ。──とりゃ！」

　ビデオカメラに手を伸のばして、素す早ばやくボタンを操そう作さ。動画を消去した。

「ぎゃー！　なにをするんだ、ダイソン！　せっかく神動画が撮影できたのに！」

　制せい服ふくの上にクマを被かぶった奇き妙みような格かつ好こうのまま、二戸にのへさんは絶ぜつ叫きよう。

「うふふふ……むふふふ……♡」

　ゴスロリ姿の来海は夢見るような瞳ひとみで、幸せそうに笑ってる。

「お揃そろいのようですね。では、早さつ速そくダイエット部の活動を──」

　神かん林ばやしさんが部屋に入ってきた。

　笑顔のゴスロリ少女。その隣となりでは、クマ頭の女子高生が、ちょっぴり太めな男の子の襟えり首くびを摑つかんでガクガク揺ゆさぶってる──まるで、不思議の国のアリスのワンシーンを彷ほう彿ふつとさせる部室のようすに、委員長はほんの少しだけメガネの下の瞳ひとみを見開いたけれど。

　コホンと咳せき払ばらいしただけで、再さい起き動どうに成功した。

「──行いましょう。みなさん、席についてください」

　クラス委員長のスルースキルは見事だね。僕ぼくも見習いたいものだよ。うん。

　それはさておき、ダイエットだ。

　ダイエット部が結成され、神林さんの指し導どうの元でダイエットを行うことになった。

　まず最初に指し示じされたのは、次のような内ない容ようだ。

『本ほん格かく的てきなダイエットの前に、大おお村むらくんの食事がどんなものなのか把は握あくしましょう。太る原げん因いんのほとんどは食生活にありますからね。自分が普ふ段だんなにを食べているのか客きやつ観かん視しすることが大切なんです。大村くんはいつも通りの生活を送ってください。そして、朝あさ凪なぎさんには、彼が食事をした時間と食べたメニューを全てメモして欲ほしいのです。ちょっとしたお菓か子し類るいも全て記録してくださいね』

　言われた通り、僕は来くる海みと一いつ緒しよに普ふ段だんと同じ食事をして過すごした。

　んで、三日ほどの観察期間が終わって、今日に至いたった次第。

「朝凪さん。大村くんの食生活を記録してくださいましたか？」

「メモしたわ。すっごい大変だったわよ！」

　来海は神林さんに分ぶ厚あついメモ用紙の束を渡わたした。

「秋しゆうちゃんってば、しょっちゅうなんか食べてるんだもん。メモするだけで腕うでが痛いたくなっちゃった」

「こ、これは予想以上の量ですね……」

　メモ用紙にめくった委員長は呆あきれたようにため息を漏もらす。

　例えば、ある朝の食事は──

　起き床しよう直ちよく後ご。枕まくら元もとに常じよう備びしてあるポテチをコーラで流し込こむ。学校に行く支し度たくをしつつ、菓か子しパンとオレンジジュース。

　父とうさんが作ってくれた朝ご飯。フレンチトーストとサラダ。

　バス停に向かう途と中ちゆうで、商店街の喫きつ茶さ店てんでモーニングメニューのデカ盛もりに挑ちよう戦せん（小お倉ぐらトースト一斤きん＆山盛りパスタ）。

　学校についてから、腹はらごなしにチョコバーを一本。

「そんなに多いかなあ？　僕にとっては普ふ通つうなんだけど」

「ざっと計算するだけでも……一日に二万キロカロリー以上を摂せつ取しゆしていますよ。明らかな食べ過すぎです」

「隣となりで見てて呆あきれちゃったわ。よくこんなにオナカに入るなあって。子どもの頃ころの秋しゆうちゃんは、あんなに大おお食ぐいじゃなかったのに、どうして大食らいになったのよ？　なにか理由があるの？」

　──ぎくぅっ。

　僕ぼくは慌あわてて誤ご魔ま化かした。

「べ、別に理由なんかないよ。ちっちゃい頃から食べるのは好きだったし」

「ふぅん。まあ、小食よりはガツガツ食べる方が男らしいけど……あんまり食べ過ぎもかっこ悪いわよ？」

　クマのかぶり物を外し、頭のテッペンに何本も立ち上がってしまったアホ毛を手ぐしで直しつつ、二戸にのへさんが尋たずねる。

「ふむ。そのわりにはくるみんの機き嫌げんはいいようだな。すごく幸せそうだ」

　幼おさななじみに代わって、僕が答えた。

「それはきっと、商店街のおいしいものをいっぱい食べたからじゃないかな。おいしいごはんは人を幸せにするからね」

　来くる海みがアメリカに行ってた五年の間に、高たか森もり町ちよう商しよう店てん街がいにはおいしいお店がいっぱいできたんだ。

　せっかく来海と一いつ緒しよに食事ができるんだからね。オススメのお店に連れていってあげたんだよ。

　僕だけが知ってる裏うらメニューだとか、来海が好きそうなおいしいスウィーツだとか。彼かの女じよが喜ぶ食事を選んだつもりだ（もちろん、来海が食べるのは僕と違ちがってミニサイズの料理だけどね）。

「メモするのは大変だったけど……まあまあ悪くない三日間だったわね♡」

　来海は手を組み合わせて瞳ひとみを煌きらめかせる。

「ははーん、なるほど……」と、二戸さんはニマニマと笑い、隣となりに座すわってる来海に聞こえるぐらいの大声で僕に耳打ちしてくる。

「くるみんが喜んでるのは、うまい料理のせいじゃない。ダイソンとたっぷりデートできたのが幸せで仕方ないんだよ」

「……へ？　そうなの？」

「うにゃー！」

　来海は椅い子すをひっくり返しそうな勢いきおいで立ち上がった。顔を真っ赤に染そめて、二戸さんに飛びかかる。

「ち、違うし！　こんなおデブとデートしてもうれしくないし！　ヘンなこと言わないでよね、このヘッドフォン女ー！」

「あははは、どうやら図星のようだな！」

　笑いながら来くる海みのパンチを受け止めていた二戸にのへさんは、急に眉まゆをひそめた。

「……んん？　ちょっと失礼するぞ」

　腕うでを伸のばし、来海の細っこい身体からだを抱だきしめる。

「な、なにすんのよ!?　あ、やっ！　どこ触さわってんの!?」

　ゴスロリ風の衣い装しようの上から、来海のカラダをまさぐる二戸さん。スカートの中まで手を入れて、ふとももやおしりの辺りもモミモミ。

「にゃんっ♡　ダメだったらぁ♡　そんなとこに手を入れないでよ！」

　身み悶もだえる来海に、二戸さんは真面目な顔をして教えてあげた。

「うむ。間ま違ちがいない。見た目では気付かなかったが……くるみん、ちょっぴり太ったようだぞ」

「う、うそっ!?」

　来海は慌あわてて自分のオナカを撫なでる。赤かった顔が、信号が変わるみたいに青に染そまった。

「言われてみると、ちょっとプニったかも……！」

　すると、神かん林ばやしさんが無む表ひよう情じようのままポンと手を叩たたいた。

「ああ、思い出しました。とても興きよう味み深ぶかい研究結果があるんです。『肥ひ満まんは感染する』らしいですよ」

　クラス委員長に飛びかからんばかりの勢いきおいで、来海は尋たずねた。

「どういう意味よ、それ……!?」

「肥ひ満まん傾けい向こうのある人と行動を共にしていると、その人の食しよく習しゆう慣かんにつられて摂せつ取しゆカロリーが増ふえてしまうんです。太った人と一いつ緒しよにいると太る──すなわち『肥満は感う染つる』という研究結果が発表されてるんです。とても面白いですね」

　イヤイヤをするように首を横に振ふり、幼おさななじみは机つくえを叩たたいた。さっきまで幸せそうだったのに、涙なみだ目めになっちゃってるよ。

「ちっとも面白くなーい！　そんなの最悪よ！」

　ギロリと僕ぼくを睨にらみ付け、来海は怒ど鳴なり散らした。

「秋しゆうちゃんのせいで来海まで太っちゃったじゃないの！　おデブを感う染つさないでよねー！　このブタ野郎～～～っ!!」

　激げき怒どした来海がフリルのついたスカートを翻ひるがえしてスピンキックを放ってくる。

　うおっ、危あぶねっ！　赤い靴くつのつま先が僕の鼻をかすったよ!?

「お友だちに太り気味の方がいる人は、つられて大食いにならないよう気をつけてくださいね」

「って、神林さん！　冷静にまとめてないで、来海を止めてくれないかな!?」







[image: 第三話　太るのには理由があるっ！]







　今でも時々、夢ゆめに見る。

　小学五年生の春休み。商店街の桜さくらが満開になった日のことを。

「来くる海み──っっっ!!」

　桜舞まい散る線路の沿ぞいの道で、僕ぼくは必死にペダルを漕こぎ続ける。

　腕うでが千切れそうなぐらいに、電車に向かって手を振ふりながら。

「来海ーっ！　行かないでくれよーっ！」

「秋しゆうちゃーんっ！　秋ちゃ～～～んっ!!」

　電車の窓まどから大きく身を乗り出して、来海のヤツも手を振り返していた。顔をくしゃくしゃにして泣きじゃくってる。

　毎日のように顔を合わせていた幼おさななじみがいなくなるなんて信じられなかった。

　お父とうさんの仕事の都合でアメリカに行くそうだ。高たか森もり町ちように帰ってくる予定がないから家も車も引き払はらったらしい。もう二度と会えないかもしれない。ちゃんとお別れをしなさいね──そんなことを僕の親から聞かされたけど、納なつ得とくなんてできなかった。

　どうして来海を連れて行くんだ？　もう会えないなんて、そんなの嫌いやだ。お別れなんてしたくないよ！

「来海──っ!!」

　電車を追いかけて、ひたすらに自転車を走らせる。

　あの電車に追いつくことができたら、来海を取り戻もどせるような気がしたんだ。

「うおおおおおおおおおおっ!!」

　全速力でペダルを踏ふみしめた。

　桜の花を散らす春風が僕のＴシャツをはためかせる。向かい風を切り裂さいて、自転車をかっ飛ばす。

　秋の運動会ではリレーの選手にだって選ばれたんだ。電車にだって追いつけるさ。待ってろよ！　今行くぞ、来海！

　だけど。

　どんなに頑がん張ばったって、電車に追いつくことなんてできなかった。

　幼なじみの姿すがたは、徐じよ々じよに小さくなって。

「秋ちゃ～～～～ん……!!」

　いつも僕のそばで聞こえていたはずの来海の声も、遠く霞かすんで。

　そして──……。

　桜色に染まる景色の向こう側へと、幼なじみを乗せた電車は消えていったんだ。

「ちくしょう……!!」

　隣となりの駅まで走ったところで、僕はペダルが漕げなくなった。

　涙なみだが溢あふれて、前が見えないよ。もう走れない。来海には、もう追いつけないんだ。

　自転車を放り出し、バス停てい留りゆう所じよのある駅のコンコースで大の字に寝ねそべった。

「ちくしょう～～～～～っっっ!!」

　桜さくらの花びらが雪みたいに、僕ぼくに向かって降ふり注いでくる。

　腕うでで顔を覆おおって、人目も憚はばらずに声をあげて泣いたんだ──。
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「おお、素す晴ばらしいぞ！　見事な巨きよ乳にゆう、いや、爆ばく乳にゆうだな！」

　放課後。部ぶ室しつ棟とう。ダイエット部の部室。

　デジカメを構かまえた二戸にのへさんが、興こう奮ふんした口く調ちようで叫さけんだ。

「もっと前まえ屈かがみになって、胸むねを寄よせてみようか。両腕を組んで、チチを抱かかえるような感じで……うむ、そうだ。深い胸の谷間ができあがったぞ。ハラペコな視し聴ちよう者しやが『挟はさまれたい！』とコメントする姿すがたが目に浮かぶ。ランキング入り間ま違ちがいナシだな！」

　二戸さんはダイエット部で最大の巨乳を、アップで撮さつ影えいし続ける。

　……ん？　誰だれの胸が一番大きいのかって？

　そんなの決まってるよ。

　僕──大おお村むら秋しゆう馬まがダイエット部で最大のバストサイズを誇ほこっているんだ。

　椅い子すに座すわってようすを眺ながめてた来くる海みが、うへぇっと舌を出した。

「なにしてんの？　気持ち悪いから、水着でセクシーポーズなんてやめてよね」

　僕は部室で海パン一丁になっていた。部室棟も一いち応おう暖だん房ぼうが効きいてるけど、真冬だから肌はだ寒ざむい。それに、僕一人だけ水着なんて恥はずかしいよ。

「大食い動画が撮とれなくなった代わりに、ダイエットの動画を撮らせてくれと頼たのんだろう？　その一いつ環かんとして、太った状じよう態たいを記録に残しているんだ」

「でも、胸のアップはいらないと思うなぁ。誰が喜ぶの、こんなの」

　胸を寄せ上げするポーズのまま、僕は尋たずねる。

「うむ。谷間の画が像ぞうは別の用よう途とに使わせてもらう。動画のサムネイル──ムービーの一部を切り取ったサンプル画像みたいなものだな。それにダイソンの胸のアップを表示させるんだよ。すると、女の子の巨乳だと勘かん違ちがいしたハラペコどもがついついクリックしてしまうんだ。専せん門もん用よう語ごで『サムネホイホイ』と呼ばれる手法だな」

「再さい生せいされるのは写真とは別の内ない容ようなんでしょ？　完全に詐さ欺ぎじゃない」

　来海にツッコミを入れられても、二戸さんは動じるようすもなかった。

「なあに、動画が面白ければ問題あるまい。実にセクシーだぞ、ダイソン！　次は手ブラをしてみようか！」

　さまざまな角度から僕の胸を撮影しまくる二戸さん。僕の胸むな元もとに手を伸のばして、ポーズをつけようとした。

「もっと背せを反らして、下チチをアピールしてくれ……むむっ。想そう像ぞう以い上じように柔やわらかいな！」

　僕ぼくの右みぎ胸むねに触さわって、目を丸くする。

「これはすごいぞ。女の子の胸のようだ。私は幾いく人にんもの女生徒のチチを鷲わしづかんできたが、ここまで立りつ派ぱなものはそうはない」

「ろくでもないことを偉えらそうに言うな！　ってか、胸を揉もまないでよ!?」

「正直、くるみんよりも触さわり心地がいいかもしれないぞ……」

「バカなこと言わないでよ、ゆっきー☆！　いくらなんでも、男の秋しゆうちゃんに負けるはずないわ！　来くる海みにも触らせてみなさい！」

　僕に駆かけ寄よってきて左胸にタッチした来海の顔が、見る間に青ざめた。

「う、ウソ……!?」

　回れ右をして、来海は制せい服ふくの上から自分の胸むな元もとに手を当てた。目眩めまいを起こし、フラッと上体が揺ゆらめく。

「来海よりも、秋ちゃんのが柔やわこいかも……」

　幼おさななじみの瞳ひとみからハイライトが消え、死んだ魚のような目になった。

「来海ってば、秋ちゃんに負けちゃったの……？」

「案ずることはないぞ、くるみん。私もダイソンには完敗だ。このおっぱい勝負、ダイソンの勝ちだ」

「いつの間に勝負してたんだ？　っていうか、いつまで僕の胸を揉んでるのさ!?」

　海パン一丁で、女の子二人に胸を揉まれてしまった。

　こんな情なさけない姿すがたは人には見られたくない。特に真面目な神かん林ばやしさんには絶ぜつ対たいに見せられないよ。いやあ、彼かの女じよがまだ部室に来てなくてよかったよかっ──。

「……失礼。遅おそくなりました」

　神林さんが部室に入ってきた。

「小お野の寺でら先生にプリントの整理を手伝うよう頼たのまれ…まし…て……」

　クラス委員長が僕たちの姿に目を留とめる。

　きっかり五秒間の沈ちん黙もくの後で──ぼふんっ。

　爆ばく発はつ的てきな勢いきおいで神林さんの顔が朱しゆに染そまった。

　両手で目を覆おおい、その場にうずくまってプルプル震ふるえる。

「ぶ、部室でそーゆーことをするのはいけないと思いますっ！」

　恋バナが苦手なだけじゃなく、神林さんはえっちな話題も苦手なようだ。いや、全然えろい要よう素そなんてないんだけど、水着姿で胸を揉まれてるってのは、どう考えてもヘンタイ行こう為いにしか見えないワケで。

「誤ご解かいしないでよ、神林さん！　あくまでも、これはダイエットの一いつ環かんなんだよ！」

「私はイヤだと言ったのに、ダイソンが『チチを揉もめ！』と命令してきたんだ！　このヘンタイめ！」

「うわーん！　秋しゆうちゃんの方が胸むねが大きいなんて最悪ー！　来くる海みにもちょっとわけなさいよ、このブタ野や郎ろう～～～っ！」

「きみらは、ちょっと黙だまっててくれるかな!?」







「それでは、気を取り直しまして」

　授じゆ業ぎようをはじめる先生のような雰ふん囲い気きで、神かん林ばやしさんはコホンと可愛かわいらしく咳せき払ばらいする（彼かの女じよの誤ご解かいを解とくという作業に三〇分ほどを費やしたんだけど、その模も様ようは省しよう略りやく！）。

　部室にある木もく製せいの長なが机つくえに僕ぼく、来海、二戸にのへさんの三人が並ならんで座すわり、ホワイトボードの前にクラス委員長が立った。

「今日から本ほん格かく的てきに大おお村むらくんのダイエットを開始します。まずは彼かれがどのぐらい太っているのかを理解することからはじめましょう」

「どのくらいって、見ればわかるじゃない。デブデブのブタ野郎よ」

「ひどいなぁ。僕はそんなに太ってないってば。軽くぽっちゃりしてるぐらいだよ」

　我わが意を得たりと言いたげに、神林さんが頷うなずいた。

「このように主観的な判はん断だんでは認にん識しきにズレが生じます。そこで、肥ひ満まん度どを客きやく観かん的てきに判はん断だんしようと思うんです」

　ホワイトボードに『ＢＭＩ』と三つのアルファベットを書き記す。

「それには『ＢＭＩ』という数すう値ちを判はん断だん基き準じゆんとします。ＢＭＩとは『ボディ　マス　インデックス』の略で、世界的に使われている肥満度の指標なんです。身長を二乗したもので、体重を割わることで計算できます。二二に近いほど、標ひよう準じゆん的てきな体型であると言われているんですよ」







[image: ]







「ふむふむ。身長の単位はメートルなんだな。ダイソン、身長はいくつだ？」と二戸にのへさん。

「一七五センチだから……一・七五メートルだね。体重は一二一キロだよ」

「こんなの電でん卓たくがなきゃ計算できないわね」

　来くる海みがケータイの電でん卓たく機き能のうを表ひよう示じさせるよりも早く、二戸さんは計算を終えた。

「ダイソンのＢＭＩは、およそ四〇か」

「すごっ！　暗算したの!?」

「これぐらいなら造ぞう作さはないな」

「転校してきたばっかで知らないかもしれないけど、二戸さんは何度もテストで学年一位を取ってるんだよ。成せい績せきはいいんだ、成績は」

　僕ぼくが教えてあげると、来海は驚おどろいたように首を横に振ふる。

「ヘッドフォン女のクセに……人は見かけによらないのね」

「見かけによらないのはお互たがいさまだろう。くるみんだって、飛び級をした才女じゃないか」

　幼おさななじみは唇くちびるを尖とがらせて、「[image: う]ー」とうなった。

「来海の場合は二学年分だけ飛び級するために、めちゃめちゃ勉強したんだもん。ホントはテストとかは苦手なのよ。計算もダメダメ」

「では、私が全員分のＢＭＩを計算してやろう。身長と体重を教えてくれ」

　僕に聞かれたくないからだろうね。来海と神かん林ばやしさんの二人は、二戸さんに耳打ちをした。ヘッドセットのせいで耳元は見えないんだけど。

「ふむ。我われ々われのＢＭＩをまとめると次のようになるな」





大おお村むら秋しゆう馬ま：四〇　朝あさ凪なぎ来くる海み：一二　神かん林ばやし憐れん：一七　二戸にのへ雪ゆき乃の：二〇






「僕ぼくの数字が四〇ってことは……どうなるのかな？」

「客きやつ観かん的てきに見て『激げきデブ！』であると判はん断だんされるということです」

　来海が勝ち誇ほこったように胸むねを張はった。

「ほら見なさい！　秋しゆうちゃんは激デブなのよ！　これからは語ご尾びに『ブー』をつけて喋しやべるべきね。試しに『来海さまに踏ふんづけられたいブー』って言ってみなさい。さん、はい！」

「言わないよ!?」

「私は標ひよう準じゆん。レンレンは少しばかり瘦やせ気ぎ味みだな。だが、くるみんの数値は……」

「あまりにも瘦せすぎ、ですね。見た目はそうは見えませんが」

　神林さんはメガネの下の瞳ひとみをわずかに細める。

「……ひょっとして、体重を少なめに申告してませんか？」

「もしくは、身長を高めに言ったのかもしれん。ダイソンの前だからって、サバを読んだのか、くるみん？」

「え、えーっと、それはその、つまりぃ……」

　両手の人差し指を突つき合わせていた来海は、バツが悪そうにペロッと舌したを出した。

「五キロぐらい少なめに言っちゃったかも。あと、身長も八センチのヒールを履はいたときの数字で教えたような気がするかもかも」

「五キロと八センチ。……ということは、くるみんの正せい確かくなＢＭＩは一七だな。レンレンと同じ。『瘦せ気味』だ」

　神林さんはホワイトボードのグラフのそれぞれの数すう値ちに対たい応おうした箇か所しよに名前を書き込んでいった。

　左右に長い帯おび状じようのグラフ。一番左の『激デブ！』のゾーンに僕の名前が書かれる。

　残る三人の名前はグラフの中央辺り、標準から瘦せ気味の間に固まっていた。

「ＢＭＩを計算すると、自分の肥ひ満まんの度合いがわかります。ダイエットをしようと思ったら、まずはどの肥満レベルに当てはまるのか知ることが大切です」

　グラフの中央から右半分。標準～瘦せすぎの部分に、神林さんは大きな×印をつけた。

「特に女生徒に多いですが……近ごろは肥満度が標準以下なのに瘦せたがる人がいます」

「よく見かけるな。我がクラスにも大して太ってもいないのに、『ダイエット中だから～』と言って弁べん当とうを残す女生徒がいたぞ」

「ＢＭＩを計算して標準内におさまるようであれば、無理な減げん量りようはするべきでありません。そういう方が美しい体型を目指すのなら、ダイエットではなく筋きん肉にくのトレーニングをした方がいいと私は思います。また、これはあくまで私流なのですが……」

　グラフに書かれた『激げきデブ！』『デブ』『ぽっちゃり』の三つの文字をそれぞれに○で囲んでいく。

「ＢＭＩの数すう値ちによってダイエットの方法を変えるべきではないかと考えています。肥ひ満まん度どの評ひよう価かは正式には四段だん階かいなのですが、私なりの定てい義ぎで『激デブ！』『デブ』『ぽっちゃり』の三段階にわけました」

「つまりぃ──」

　人差し指を顎あご先さきに当てて、来くる海みは話を整理する。

「まずは、ＢＭＩってのを計算して、自分がどのチームに入るか調べるのね。んで、『激デブさんチーム』、『デブさんチーム』、『ぽっちゃりさんチーム』のそれぞれに合ったダイエットをやっていきましょう。そういうこと？」

「その通り。大おお村むらくんは『激デブさんチーム』ですね。ですから、激デブさんのためのダイエットメニューを行ってもらいます。体重や体型によって、適てきした方法をその都つ度ど選せん択たくしていく方が、効こう率りつがよく、また肉体への負ふ担たんも少ないだろうという考え方からです」

　感心したように嘆たん息そくして、二戸にのへさんが腕うで組ぐみをする。

「ふぅむ。思った以上に本ほん格かく的てきなんだな。実に驚おどろきだ」

　神かん林ばやしさんは少し照れくさそうに視し線せんを逸そらして、

「……知ち識しきだけは無む駄だに豊ほう富ふなんです」

「話を聞いてたら、それだけでなんだか秋しゆうちゃんが瘦やせちゃいそうな気がしてきたわ！　さっそく、激デブさん用のダイエットメニューってのを教えてよ！」

　テンションが上がったのか、来海はバシバシとテーブルを叩たたいてる。

　そんな幼おさななじみを横目に、僕ぼくは思わずため息を吐ついてしまった。

「すごく太ってる人のためのダイエットだから、きっとムチャクチャつらいんだろ？　激はげしい運動とかさせられたりさ……」

「当たり前じゃない。ごはんだってちょこっとしか食べられないわよ。脂し肪ぼうをいっぱい減へらさなきゃいけないんだもん！」

　神林さんは僕たちの言葉を聞いても無む表ひよう情じようのままだ。でも、メガネのレンズが微かすかに光ったような気がした。

「では、大村くんに実じつ践せんしてもらうダイエットを発表しましょうか」

　ホワイトボードのグラフを消して、上の方に『激デブさん用ダイエット』と書く。

「激デブさんが、やるべき運動は……」

　委員長が続けて書き込こんだ言葉を見て、びっくりしちゃったよ。





　運動：しなくてＯＫ！






「ええっ!?　運動しないのー!?　うっそー！」と、来くる海みが驚おどろきの声をあげる。

「体育の授じゆ業ぎようはいいですよ。徒歩で通学するのも構かまいません。しかし、特別な運動はしないでください。普ふ段だん通どおりの生活を送ってもらえれば結けつ構こう」

　頰ほお杖づえをついたまま、二戸にのへさんがヘッドセットのイヤパッドをコツコツと指先で叩たたいて、

「んー、私はあまりダイエットには詳くわしくないが……減げん量りようする場合はウォーキングやらジョギングやらがつきものだと思うんだがな？」

「そうよ！　運動でカロリーを減へらさなきゃいけないってネットに書いてあったわよ？」

「極度な肥ひ満まん状じよう態たい──激げきデブさんの場合はキツい運動は逆ぎやく効こう果かになるんです。いきなりジョギングなんてすれば膝ひざを痛いためます」

「そういえば、踏ふみ台だい昇しよう降こうをさせられたときカラダ中の関節が痛かった気がする」

「体重の何倍もの加重が足あし腰こしに掛かかっていますからね。そもそも、太った人は運うん動どう習しゆう慣かんがないことが多いです。それなのに突とつ然ぜん、激はげしい運動なんてはじめたら怪け我がの元。怪我をしてダイエットをやめてしまうぐらいなら、最初から運動なんてしない方がいいんです」

　スポーツ自体は嫌きらいじゃないけど、来海に長い時間地味な運動をやらされた時は本当にキツかった。過か酷こくな運動をやらないでいいなら、それに越こしたことはない。

「でも、運動しなくても瘦やせられるのかなぁ？」

　すると、神かん林ばやしさんは質しつ問もんを返してきた。

「大おお村むらくんは、これまでダイエットの経けい験けんはありますか？」

「ないよ。これまで考えたこともない」

「でしたら、大だい丈じよう夫ぶ。太った人が初めてダイエットをする場合にだけ与あたえられる、『特別ボーナス』の恩おん恵けいを受けられます」

「初めての時だけもらえる特別ボーナス？　ネトゲのスタートアップキャンペーンみたいなものか？　なにやら、すごそうだな」

　興きよう味み津しん々しんって感じで、二戸さんが身を乗り出す。

　でも、クラス委員長は詳くわしい説明をしなかった。

「特別ボーナスがどんなものかは、後で解かい説せつしましょう。今は『特別な運動をしなくても瘦せられる秘ひ密みつがある』程てい度どに考えておいてください」

「はいはいはいはいはーい！」と、来海が勢いきおいよく手をあげて。

「運動はともかくとして、食しよく事じ制せい限げんは必要でしょ？　食べる量を減へらして、カロリーを減らさなきゃ瘦せないはずよ！」

「もちろん、摂せつ取しゆカロリーの制限はしてもらいます。そのうち、食事のカロリー計算についても覚えましょう。でも、今は難むずかしいことはしません。ごく簡かん単たんなルールだけを守ってください」






　食事：ごはんは、朝あさ凪なぎさんと一いつ緒しよに。

　　　　彼かの女じよと同じメニューを。同じ量だけ。同じ速度で食べる。








「守るのは、これだけ」

　幼おさななじみは、ちょっぴり緊きん張ちようした顔になった。

「それって、来くる海みが頑がん張ばって食べる量を減へらしなさいってことなのかな？」

「いいえ。むしろ、減らしてはダメ。朝凪さんは、普ふ段だんと同じ食事をしてください。食べるものの量も内ない容ようも制せい限げんしません。朝凪さんがおやつを食べた場合は、大おお村むらくんも食べていいですよ」

「おやつもＯＫなんだ！」

「朝凪さんと同時に、同じメニュー、同じ量、同じ食べるスピードを守るなら、どんなものをどれだけ食べてもいいんです」

　つまり、ごはんに関しては、ひたすら来海のマネだけしてればいいってことか。

「それなら楽勝だよ」

　断だん食じきさせられるのに比くらべれば、普通に三食食べられるってだけでありがたいよね。

　唇くちびるを尖とがらせて、来海がジト目をする。

「なんか簡かん単たんすぎじゃない？　ホントにそんなので瘦やせるの～？」

「激げきデブさんが最初に行うダイエットは、簡単なほどいいんです。いきなりハードルを上げすぎず、気楽なルールではじめましょう」

　神かん林ばやしさんは手の甲こうでメガネを押おし上げた。いつもながらの無む表ひよう情じようだったけれど、どことなく顔が自信に満ちているような気がした。

「騙だまされたと思って、まずは二週間ほど続けてみてください。二週間後に体たい重じゆう測そく定ていをします。それまでは体重計に乗らないようにしてくださいね」




　　　　[image: 区切り]




　聖しよう護ご院いん琴こと音ねと言えば、高たか森もり第だい一いち高こう校こうでは知らぬ者のいない存そん在ざいである。

　成せい績せき優ゆう秀しゆう。容よう姿し端たん麗れい。スタイルも抜ばつ群ぐん。文ぶん武ぶ両りよう道どうに秀ひいで、そのうえ性せい格かくも気さくで優やさしい。完全無欠のお嬢じようさまとして、彼かの女じよの名は知られている。男子生徒は誰だれもが一度は琴音に恋こいをするという伝説まで生まれるくらい、人気の高い女生徒なのだ。非ひ公こう認にんファンクラブ『聖護院琴音さんの幸せを祈いのる会』の会員は一〇〇人を越こえたとも言われている。

　昼休みの喧けん噪そうが響ひびく、旧きゆう校こう舎しやの廊ろう下か。

　そんな学園の女神的存在である琴音は、あまり似につかわしくない行動をとっていた。

　覗のぞき見、である。

　教室の後ろのドアの前にしゃがみこみ、隙すき間まから中を覗いていたのだ。

　一年Ｂ組の生徒たちが、めいめいに昼食を取っていた。

「おおっ、マイリスが増ふえている！　いいぞいいぞ！　もっと伸のびろ、私の動画！」

　後ろの方の席ではヘッドフォン（？）をつけた女生徒が、購こう買ばいの焼きそばパンを片かた手てにタブレットＰＣのモニターを食い入るように見つめてる。机つくえの上に見覚えのある大きなクマのかぶり物が置かれているから、琴こと音ねが大好きな『高たか森もり町ちようフードファイト』の動画を作った人物なのかもしれない。制せい作さく者しやを見たのは初めてだ。

（早く新作をアップしてください。秋しゆう馬ましゃんが大だい活かつ躍やくしちゃう大食い対決動画がうれしいですっ！）

　手を合わせてお願いしつつ、琴音は視し線せんを移うつす。

「はむっ。あむあむ……」

　メガネの女の子が、窓まど辺べの席でサンドイッチを食べていた。彼かの女じよは確たしか、Ｂ組のクラス委員長だったはずだ。リスがドングリを囓かじるみたいに両手でサンドイッチを抱かかえて、黙もく々もくと食べてる。真しん剣けんな食事のようすが、どことなく可愛かわいらしいと思った。

　と、そこへ髪かみを二つに結わえた小こ柄がらな少女が駆かけ寄よって。

「いーんちょ。一人でお昼を食べてるなんて水くさいじゃない。一いつ緒しよに食べましょっ！」

　近くの机を動かし、クラス委員長の机にくっつける。

　くわわゎっ！──琴音は両目を見開いた。眉まゆ根ねを寄せ、唇くちびるを引き結ぶ。彼女としては精せい一いつ杯ぱい怖こわい表ひよう情じようを浮うかべて、心の中で叫さけんだ。

（むぅー、彼女こそが憎にくき敵てき、朝あさ凪なぎ来くる海みさんですね……!!）

　あの少女がダイエット部を創そう設せつしたのだ。噂うわさによれば、彼女は帰国子女で秋馬の家に下宿しているらしい。

（ただの幼おさななじみだって話ですが……秋馬しゃんと同どう棲せい生せい活かつなんてうらやまし、じゃなくて、許せないことですよっ！　敵なので、彼女のことはエネミーさんと呼びましょう。エネミーさんめ！）

　メガネの委員長は眠ねむそうな半はん眼がんで、来海を見上げる。

「私は食べるのが遅おそいんです。誰だれかと一緒に食事すると迷めい惑わくになります」

「あはは、そんなの気にしないで。秋しゆうちゃんも、今日から来海と一緒にのんびり食べるんだし。ね、秋ちゃんっ♪」

「僕ぼくは早く食べたくてウズウズしてるんだけど……」

　小さなお弁べん当とう箱ばこを手に、秋馬が委員長の隣となりの席せきに座すわる。

「はぅ～～～んっ……♡」

　琴音のハートをキューピッドの矢が刺さし貫つらぬいた。

　胸むねの奥おくにある柔やわらかいところがきゅーんと締しめ付けられる。甘あまいような胸の痛いたみを感じて、しゃがみ込こんだまま琴こと音ねは上うわ履ばきで廊ろう下かを踏ふみ鳴らしてしまった。

　秋しゆう馬まのオナカは今日も惚ほれ惚ぼれするぐらいにラブリーだ。どんな美び術じゆつ品ひんだって、あのオナカの曲線美には敵かなわないと思う。

　大きな胸をしぼませるようにして、琴音はため息を吐ついた。

（一日中、秋馬しゃんのオナカを見つめて過すごしたいです……）

　廊下で瞳ひとみを♡形にしている女生徒の存そん在ざいに気付かず、秋馬たちは食事をはじめた。

「秋しゆうちゃんのお父さんに、同じサイズのお弁当を作ってもらったのよ」

「さっそく頑がん張ばっていますね。感心です」

　秋馬は早々にお弁べん当とうの包みを解とき、お箸はしを構かまえてる。

「ほら、来くる海み。早く食べはじめてよ。オナカが空すいて死んじゃいそうだ」

「慌あわてない慌てない。のんびり食べましょ」

　来海はゆっくりとした動作でお弁当箱を開いた。

「いただきま～す♪」と元気よく挨あい拶さつをして、ミニハンバーグを一口囓かじる。

　それを見み届とどけた後で、秋馬はミニハンバーグを丸ごと口に放り込んだ。

「うンまあああいっ！」

「コラ、秋ちゃん！　一口が大きすぎるよ！　来海に合わせて！」

　理由はよくわからないけれど、二人は同じ速度で食べようとしてるみたい。

　おあずけをくった犬みたいなションボリ顔で、秋馬はお箸をくわえる。

「ごはんって言うのは、次から次へと食べた方がおいしいと思うんだけどなぁ……」

「ダメだよ。来海に合わせるってのがルールなんだからねっ。次はオムライスを食べようかな。おいしそうっ」

　来海はスプーンでオムライスをすくった。

「よし、オムライスだね。お米が食べたかったんだ。米は日本人のソウルフードだよ。例え洋食でも！」

　秋馬もお箸の上にオムライスをすくい上げる。

　来海は、スプーンをゆっくりと口に運ぶ──かと見せかけて、直前で戻もどした。

「えへへー、食べるふりー♪」

　今か今かと待っていた秋馬は、食べることができずにタタラを踏む。

「フェイントはやめろよ！　ちゃんと食べさせてくれ！」

「おうおう、兄にいちゃん、オムライスか？　そんなにオムライスが食べたいんかー？」

　エセ関西弁で、来海が秋馬を煽あおる。

「た、食べたいです！　お願いします！」

「ふふーん、どうしようかな～。食べようかな～。食べるのやめちゃおうかな～」

「おいっ、焦じらすなよ～っ！」

　身み悶もだえる秋しゆう馬まを眺ながめ、来くる海みは声をあげて笑った。

「にゃははは！　コレって楽しいわね。ごはんのたびに、秋しゆうちゃんで遊べそうだわ」

「僕ぼくはちっとも楽しくなーいっ！」

　ぶわわゎっ!!──琴こと音ねの視し界かいが涙なみだでにじんだ。

「なんて、ひどいことをするんでしょう!?　秋馬しゃんが可哀かわい想そうですっ。おいしそうにごはんを頰ほお張ばる姿すがたが素す敵てきなのにっ！　エネミーさんは極ごく悪あく非ひ道どうですよ！」

　もしも私が彼かの女じよの立場だったら──琴音は思う。

　私が秋馬しゃんのためにおいしい料理をたくさん作って差し上げます。ひもじい思いなんて絶ぜつ対たいにさせません。いつでもオナカいっぱいでいて欲ほしいですもの。

　きっと、秋馬しゃんは私の料理をおいしそうに平らげてくれるに違ちがいありませんよ。

　琴音の脳のう裏りに妄もう想そうが広がっていく──。

　そう、そこは秋馬しゃんと私が同どう棲せいしているマンションの部屋。

　食しよく卓たくを埋うめ尽つくすぐらいに並ならんだごちそうを綺き麗れいに平らげた秋馬しゃんは、おっきなオナカをさすりながら優やさしそうな笑顔で微笑ほほえむのです。

「最高にうまかった。オナカがはち切れそうだ。琴音さんは料理が上手だね」

　エプロン姿の私は、秋馬しゃんに褒ほめられて夢ゆめ心ごこ地ちになってしまいます。
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「あ、ありがとうございます。秋しゆう馬ましゃんはおいしそうに食べてくださるから、作る甲か斐いがありますよ」

「でも、まだとっておきのデザートを食べてないな」

「まあ、お食事が足りませんでしたか？　申し訳わけございません。すぐにデザートを作りますねっ」

「いいや、オナカはいっぱいだよ」

　キッチンへ向かおうとする私を──ぎゅむっ♡

　秋馬しゃんは後ろから抱だきしめました。

「僕ぼくが食べたいのは、きみさ。琴こと音ねさんは別べつ腹ばらだからね！」

　フカフカしたオナカの感かん触しよくが、私の背せ中なかを包み込みます。

「い、いけませんっ。秋馬しゃんの柔やわらかなオナカで抱きしめられたら……琴音は……琴音はぁっ……」

　我が慢まんしようとしてもダメでした。胸むねの奥おくの方がきゅんきゅんしてしまって、なにも考えられないんです。

　メロメロになった私は、秋馬にゃんのオナカに飛びついてしまいました。

「琴音は、はしたない女の子になってしまいます～っ♡」

　そして、秋馬しゃんの柔らかいオナカに顔を埋うめて、もふもふ！　もふもふもふもふー！

　きゃあああああんっ！　私ったら、なんて大それたことを考えてるんでしょうか!?

　琴音は自らの妄もう想そうに照れてしまって、Ｂ組のドアの前にしゃがみ込んだまま校こう舎しやの壁かべをポカポカ叩たたきまくった。

　と、彼女の耳に呟つぶやきが聞こえてくる。

「はぁ、聖しよう護ご院いんさんは壁にジャブを入れる姿すがたも可か憐れんだ……♡」

　通りすがりの男子生徒が頰ほおを染そめて、こちらを見つめていた。

　我われに返った琴音は、すぐさま立ち上がる。叩きまくっていた壁を指さして。

「こ、校舎の壁、異い常じようありませんっ」

　とっさに誤ご魔ま化かし、その場を後にした。顔がすごく熱い。たぶん、真っ赤になってしまってるだろう。

（妄想をして身み悶もだえているところを見られてしまうなんて……顔から火が出そうです！）

　廊ろう下かの端はしまで歩いた琴音は、周囲に誰だれもいないことを確かく認にんして校舎の壁に背せを付けた。

　深しん呼こ吸きゆうをして気持ちを落ち着けつつ、小声で呟く。

「秋馬しゃんがダイエットをしているのは間ま違ちがいないようですね……」

　悪の化身とも言うべきエネミーさんによって、素す敵てきな秋馬のオナカが危き機きにさらされているのだ。まさに由ゆ々ゆしき事じ態たいと言えよう。

　琴音は引っ込み思じ案あんなタイプだ。言いたいことがあっても、なかなか口には出せない。

　でも、秋しゆう馬まのダイエットだけは黙だまって見み過すごすワケにはいかないのだ。

　胸むねの辺りでグッと両手を握にぎりしめて、琴こと音ねは自分を応おう援えんする。

「頑がん張ばれ、琴音っ！　勇気を出すんですっ！」

　デブ専せんのお嬢じようさまは決意を固める。

「秋馬しゃんのために……『ダイエットお邪じや魔ま大だい作さく戦せん』を決行しましょうっ！」
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　来くる海みと同時に、同じメニュー、同じ分量を、同じ速度で食べる。僕ぼくに課されたダイエットのルールは、たったそれだけだ。

　そんなの楽勝だって思ってたんだけど、数日後にはキツくなってきた。

　今まで毎日のように、大食い対決に参加してきたからね。その生活に比くらべると食べる量が少なすぎるんだよ。

　常つねにオナカが空すいている状じよう態たい。考えないようにと思えば思うほど、食べ物のことを考えちゃって……悪あく循じゆん環かんに陥おちいっちゃう。

　しかも、なぜだかわからないけれど、そんな僕ぼくを責せめ苛さいなむような出来事が続発したんだ──。







　ある朝のこと。登校した僕は、自分の机つくえに見み慣なれないものがあることに気付いた。

「なんだ、これ？　……雑ざつ誌しか？」

　誰だれが入れたんだろう？　僕の机に雑誌みたいなものが忍しのばされていたんだ。

　何なに気げなく引っ張ぱり出し、表紙に印刷された写真を見た瞬しゆん間かん──大おお慌あわてで雑誌を机に戻もどした。

　キョロキョロと辺りを窺うかがう。

　こんな本を読んでるなんて来海に知れたら叱しかられちゃうよ。

　幸い、来海は教室にはいなかった。一いつ緒しよに登校してきたから、学校にはいるはずだ。トイレにでも行ってるのかな。

　僕はもう一度、机から雑誌を取り出した。ワクワクしながらページをめくってみる。

　目に飛び込んで来たグラビア写真のあまりの艶なまめかしさに、顔がニヤけてしまった。

「わおっ、これはすごい……♡」

　さらに雑誌をめくった。どのページにも魅み惑わくの写真が掲けい載さいされてる。

「すべすべでムチムチじゃないか……。おおっ、このコはプルンプルンじゃないか。うひゃあ、こっちのは曲線美が見事だ！　ペロペロしたくなっちゃう！」

　あ、ヤバい。興こう奮ふんしすぎて鼻血が出ちゃいそうだ。

　朝っぱらからテンションが上がりまくりな僕の鼓こ膜まくに、冷たい声が突つき刺ささった。

「……秋しゆうちゃん」

　音速を超こえるスピードで、雑ざつ誌しを机つくえの中に突つっ込こむ。オイルが切れたロボットみたいな動きで、声のした方に首を巡めぐらせた。

　来くる海みが腰こしに手を当てて、僕ぼくを睨にらみ付けていた。虫ケラでも見るような、絶ぜつ対たい零れい度どの眼まな差ざしだ。

「……なに読んでたの？　今隠かくしたもの出しなさい」

「べ、別になにも隠してないよ！」

「ははーん、なるほどね……」

　幼おさななじみは全てお見通しだと言いたげに頷うなずいた。

「秋ちゃんと一いつ緒しよに暮くらすって決めたときから、いつかこんな日が来るんじゃないかって覚かく悟ごしてたわ」

　自分のカバンを探さぐって、来海はピンク色の封ふう筒とうを取り出した。ハート形のシールで封がしてあり、丸っこい文字で『開かい封ふう厳げん禁きん』と記されている。

　封筒を握にぎりしめ、幼なじみは小さく身み震ぶるい。

「来海ってば最高のお嫁よめさんになれると思うの。『素す敵てきな奥さま世界一決定戦』なんて大会が開かれたら、ブッチギリで一位ね。こんな来海をお嫁さんにする秋ちゃんは、地球で……ううん、全ぜん宇う宙ちゆうで一番の幸せ者よ。瘦やせなきゃ結けつ婚こんしてあげないけどっ」

　むしろ、『ミス・自じ画が自じ賛さんコンテスト』に出場すべきじゃないかな。今の来海なら間ま違ちがいなく優ゆう勝しようできるよ。

　来海はピンク色の封筒を僕に渡わたしてきた。

「開けていいわよ。でも、他の人には絶ぜつ対たいに中のものを見せちゃダメだからね！」

　首を傾かしげつつ封ふうを切る。中に入っていたのは、数すう枚まいの写真だった。

　南国のビーチをバックに、白いビキニ姿すがたの来海が写ってる。

　来海のお母かあさんも一いつ緒しよに写ってるものがあったから、アメリカで家族旅行したときに撮とったんだろうね。

　ビーチボールで楽しそうに遊んでる来海の写真とか。

　デッキチェアに寝ねそべって、優ゆう雅がにトロピカルドリンクを飲んでる幼なじみの姿だとか。

　ヤシガニにビキニを奪うばわれちゃったのかな？　胸むな元もとを腕うでで隠しながら、半べそでカニを追いかけてる来海の姿を撮影した、愉快な写真もあった。

「ほら、早くしまいなさいっ」と、来海はふとももの横辺りでぱたぱた手を振ふって。

「誰だれかに見られたら困こまるでしょ？　見るならおうちでこっそり楽しんでよねっ」

「この写真は、いったい……？」

「来海の限げん界かいギリギリなセクシーショットよ。秋ちゃんにあげるわ」

　表ひよう情じようを引き締しめた来海は、学校の先生みたいな雰ふん囲い気きでお説教をしてくる。

「コホンコホン。秋ちゃんも男の子だもんね。そーゆーものに興きよう味みを持つお年とし頃ごろだってのは、来くる海みもわかってるよ。一いつ緒しよに暮くらすって決めたときから、いつかは秋しゆうちゃんの部屋でそーゆー本を見つけちゃうんじゃないかって覚かく悟ごしてた。まさか、学校で読んでるとこに遭そう遇ぐうしちゃうとは思わなかったけど」

「……はい？」

「興きよう味みを持つのは仕方ないと思う。でもね、来海以外の女の子に秋ちゃんがドキドキしちゃうのは絶ぜつ対たいに許ゆるせないの。どうしても我が慢まんできない時だけ、来海のセクシーすぎる悩のう殺さつ写しや真しんを見ていいわ」

　バンッ！──机つくえを叩たたいて、来海は続ける。

「その代わり、今後一切、えっちな本は禁きん止しにしますっ！　さっき見てた雑ざつ誌しも没ぼつ収しゆうさせてもらうわよ！」

「いや、えっちな本なんて読んでないって」

「ウソつかないで！　秋ちゃんってばだらしな～い顔になってたもん！　ちょっぴりヨダレも出ちゃってたし！　さっさと出しなさーいっ！」

　来海は僕ぼくの机に飛びかかり、無理矢理に雑誌を引っ張ぱり出した。

　表紙に書かれていたタイトルを見て、幼なじみはキョトン顔。

「『和わ菓が子しの名店・ベスト一〇〇！』って……あれれ？」

　掲けい載さいされてる写真の艶なまめかしさに、またもや僕の頰ほおは緩ゆるんでしまう。

「見てよ、このくず餅もち。すごくおいしそうだろ？　ぷるんぷるんしてるのが写真からも伝わってくるよ。おまんじゅうはあんこが詰つまっててムチムチだし……。飴あめ細ざい工くも見事だよねぇ。ああ、舐なめ回したい……♡」

「……えっちな本じゃなかったの？」

「違ちがうってば。そんなもの学校じゃ見ないよ」

　まったく興味がないとは言わないけど。

「ダイエット中にお菓子の雑誌なんて読んでたら、来海が怒おこりそうな気がしてさ。慌あわてて隠かくしちゃったんだ」

　僕は来海の水着写真をポケットから取り出して。

「んで、この写真を僕はどうしたら……？」

「ぅにゃしゃ────ッ！」

　謎なぞの雄叫おたけびをあげて、来海は僕の手から写真を引ったくった。

　耳の先まで真っ赤に染そめて、涙なみだに潤うるんだ瞳ひとみで睨にらみ付けてくる。

「紛まぎらわしいことしないでよね！　すっごい恥はずかしいこと言っちゃったじゃないのよ！　秋ちゃんのバカ！　このブタ野や郎ろう！」

「うおっ、危あぶなっ!?　こめかみ目め掛がけて蹴けりを繰くり出すな！」

「うっさい！　素す直なおに蹴られて記き憶おくを失いなさーいっ！」

　激げき怒どした来くる海みに追い回されて、朝の校こう舎しやで追いかけっこするハメに陥おちいったんだ。

　それにしても、どうしてお菓か子しの本が僕ぼくの机つくえに入ってたんだろう？　こんなの見たら食べたくなっちゃうじゃないか。







　また、ある時は。

　放課後。ダイエット部の部室に行ったら、二戸にのへさんしかいなかった。タブレットＰＣを真面目な顔でいじってる。ヘッドセットとＰＣをコードで繫つなげてるから、動画作成中なのかな？

「あれ？　二戸さんだけ？　来海たちはまだなの？」

「んー。くるみんは日直。レンレンは爺じいさまに呼よび出された模も様ようだな」

　爺さまってのは担たん任にんの小お野の寺でら先生のことだ。二戸さんはそんな風に呼んでる。

「ふうん」と生返事をして、僕は部室の窓まど際ぎわへと直行した。

　そこには来海と神かん林ばやしさんが用意してくれたティーセットがある。電気ポットや急きゆう須す、紅こう茶ちやのティーバッグやインスタントコーヒーの瓶びんなどなどがまとめて置いてあった。

　僕は来海と同じ食事をしてるけど、飲み物に関しては自由に飲んでいいことになってるんだ。ただし、カロリーのある飲み物は禁きん止し。許ゆるされているのは、お茶や水だけ。僕の大好きなコーラやジュースは飲めない。

　でも、例外的に部室に用意されてる『ゼロカロリーの甘かん味み料りよう』は使ってもＯＫって言われてるんだよね。

　神林さんは、『身体からだにとって糖とう分ぶんは大事です。まったく摂せつ取しゆしないのはよくありません』と前置きした上で、こんな風に続けた。

『甘味が欲ほしくなったら、飲み物に入れていいですよ。ただし、使いすぎないでくださいね。人工甘味料はあまりカラダによくないという噂うわさも聞きますし。ダイエットのお供ともとして適てき度どに活用しましょう』

　なんでも、ゼロカロリーの人工甘味料っていうのは、ほんのちょびっっっっとの量で、猛もう烈れつな甘あまさを感じさせる物ぶつ質しつなんだそうな。そんな話を聞くと、ちょっと怖こわい。

　この物質は正せい確かくに言うとカロリーはゼロじゃないんだけど、わずかな量しか使わないから『この程てい度どのカロリーなら無む視ししても構かまわないよね？』って意味でゼロカロリーと表ひよう示じしてるらしい（法ほう律りつで『一〇〇グラムで五キロカロリー未満ならゼロカロリーと表示してもいい』ってルールもあるみたい）。

　ともあれ、オナカが空すいている時に甘いものを摂とれるのはありがたいから、ほどほどに使わせてもらってる。

「二戸さんもなにか飲む？」

　ＰＣの画面を凝ぎよう視ししたまま、二戸さんは愛用のクマ形マグカップを差し出してきた。

「コーヒー。甘あまめ」

「ほいほい」

　二戸にのへさんのコーヒーと、自分用に紅こう茶ちやを淹いれて持ってった（ちなみに、僕ぼくのマグカップは白地にマンガ肉のマーク付き）。

　クマのマグカップをテーブルに置いてあげた──そのときだ。

　僕のケータイと二戸さんのスマートフォンに同時に着信があった。

♪ジュー、ジュジュ～～～

「お、くるみんからメールだ。もう少し遅おくれるらしい」

「って、ちょっと待って！　今の着信音はなに!?」

「肉が焼ける音だな」

「そんな音を聞かされたら我が慢まんできなくなっちゃうだろ！　なんで焼き肉を着信音にしてるんだ！」

　焼き肉。それは大たい食しよく漢かんにとってはどんな遊園地よりも楽しい魅み惑わくのエンターテインメントなんだ。音を聞かされただけで、僕の脳のう内ないでお肉たちがエレクトリカルパレードをはじめてしまう。ああ、脂あぶらと炎ほのおでキラキラ輝かがやいてる！　カルビが僕に手を振ふっているよ！

「知らないのか？　最近、Ｄ組を中心にこの着信音が流は行やっている」

「Ｄ組って、琴こと音ねさんのいるクラスだっけ」

「そうだ。町長が経けい営えいしてるファミレスで『おいしい着信音フェア』というイベントをやっているらしい」

　二戸さんは素す早ばやくスマートフォンを操そう作さして、聖しよう護ご院いんのおっちゃんが経営するレストランチェーン『ゴローンズ』の公式ケータイサイトを表ひよう示じさせた。

『おいしそうな音』を使った着信音が無料でダウンロードできるって書かれてる。

「琴音お嬢じようさまが使ってたせいで噂うわさになってな。Ｄ組やお嬢さまのファンクラブ会員の間で流行中だ。せっかくだから私も使ってみた」

　琴音さんのケータイから焼き肉の音が聞こえてきたら、そりゃ話題にもなるだろう。

　お父とうさん思いの優やさしい琴音さんらしいエピソードだけど……なにも僕がダイエットしてる時に流は行やらなくてもいいじゃないか！

　耳を澄すませば、部ぶ室しつ棟とうのあちこちからおいしそうな音が響ひびいてくる。

　もっと音をよく聞きたくて、僕は窓を全開にした。

♪シュポン！　シュゎゎゎゎ～～～……

「うほっ！　コーラを開ける音だ！　二リットルペットを一気飲みしたい！　コーラは地球上で一番おいしい飲み物だよ。僕の血けつ液えきが全てコーラと入れ替かわっても構かまわない！」

♪ずぞぞぞぞー　ずぞぞぞー

「はうわ！　これはソバをすする音！　僕も目め一いつ杯ぱいすすりあげたい！　のどごしを味わいたい！」

♪ジャジャー　ザッザッ　ジャジャー

「むむ？　この音はなんだ？」

　首を捻ひねる二戸にのへさんに、ヨダレを拭ぬぐいながら教えてあげた。

「チャーハンを炒いためる音に決まってるじゃないか。途と中ちゆうに鍋なべを返す音が入ってるからね。鉄てつ鍋なべでパラパラごはんが華か麗れいに舞まい踊おどるさまが目に浮うかぶよ」

「そんなもんわかるか！」

　おいしそうな着信音に、僕ぼくはすっかり心を奪うばわれてしまう。

♪ぱららーらら　ぱららららら～～～

「嗚あ呼あ、チャルメラの音が聞こえる……！　僕を呼んでるんだ！　早く行かなきゃ！」

　窓まどを乗り越こえてラーメンの屋台を追いかけようとした。

　待って！　置いていかないで！　どうして加速して僕を振ふり切ろうとするんだ!?

　慌あわてて駆かけ寄よってきて、二戸さんが僕の制せい服ふくの背せ中なかを摑つかんだ。

「気を確たしかに持て、ダイソン！　ここは三階だぞっ！」







　そして、とある金曜日には。

「……香こう水すい、ですか？」

　魚ヘンの漢字が並ならぶお寿す司し屋やさんの湯ゆ吞のみでお茶をすすっていた神かん林ばやしさんが、読んでいた本から顔を上げた。

　僕は部室のテーブルに、液えき体たいの入った小こ瓶びんと封ふう筒とうを置く。

「うん。下げ駄た箱ばこに入ってたんだ。手紙と一いつ緒しよにね」

　ウサギ形のマグカップ（陶とう器き製せいの長い耳がカップの縁ふちから二本突つき出してる。飲みにくくないのかな？）を手にした来くる海みが、椅い子すをひっくり返しそうな勢いきおいで立ち上がった。

「まさか、ラブレターをもらっちゃったんじゃないでしょうね!?」

「違ちがうと思う。僕のファンだって人が下駄箱に入れたみたいだよ」

　自分で言うのもなんだけど、高たか森もり町ちようでは僕はちょっとしたヒーローだからね。地元のテレビに出しゆつ演えんした直後は、ウチの洋食屋あてに『感動しました！』なんて手紙が届とどいた経けい験けんもある。ファンレターをもらうこと自体は初めてじゃないんだ。

「差出人の名前はナシ、か……。手紙を読んでみていいか？」

　封筒から便びん箋せんを取り出し、クマ形のマグカップ片かた手てに二戸さんが文面に目を通す。

「ふむふむ。手紙の送り主は私の作った『高森町フードファイト』の動画を見てくれているようだ。実にありがたい。どうせならヌコ動で宣せん伝でんをしてくれると、もっとありがたいんだが──な、なんだと!?」

　手紙を読んでいたヌコ厨ちゆうなクラスメイトは驚おどろきの声をあげた。文章を声に出して読み上げる。





　ダイソンさんに我わが家に伝わる、魔ま法ほうの香こう水すいを差し上げます。

　これは『異い性せいをメロメロにする香水』です。身体からだに吹ふきかけるだけで、意中の相手をメロメロにすることができます。ぜひ使ってみてください。






　ウサギ形のマグカップの耳をくわえて、ちゅ～っとミルクティを吸すう来くる海み（あ、そうやって使うカップなんだ）。

「ふうん。んで、この香こう水すい瓶びんが一いつ緒しよに下駄箱に入ってたってワケね」

「うん。判はん断だんに困こまって、みんなに相談したんだよ」

　ばっちいものでも触さわるみたいに小瓶を指先でつまみ上げ、幼おさななじみは眉まゆをひそめた。

「明らかに怪あやしすぎ～。捨すてちゃいなさいよ、こんなもの」

「それを捨てるなんてとんでもない！」

　二戸にのへさんが香水瓶を来海の手から奪うばう。

「面白いじゃないか。もし本当なら神動画が撮とれるぞ。『【媚び薬やく】惚ほれ薬を使ってみた【漢おとこの浪ろ漫まん】』というタイトルの動画がアップされてたら、クリックせざるを得ない！」

　黙だまって話を聞いていた神かん林ばやしさんが、本を閉とじてテーブルに置いた。

「……私も少し興きよう味みがあります」

　あれ？　ちょっと意外な反はん応のうだね。クールな委員長のことだから、『惚れ薬なんてバカバカしいです。科か学がく的てき根こん拠きよがありません』なんてお説教をはじめるかと思ったのに。

　二戸さんは委員長のほっぺを人差し指でぷにっと突つっつく。

「ほほう。レンレンも異性をメロメロにしたいのか？　大人おとなしそうな顔して大だい胆たんだな」

「ち、ちちち、違ちがいますっ。ヘンな勘かん違ちがいはしないでくださいっ！」

　からかわれて神林さんの頰ほおが真っ赤に染そまってしまった。顔を隠かくすようにうつむいて、小声でゴニョゴニョと付け加える。

「ただ私は、恋こいというものについて少しでも理り解かいが深まるかなと思っただけで……」

　委員長の言葉をヌコ厨は最後まで聞いちゃいなかった。拳こぶしを握にぎりしめて言い放つ。

「なんにせよ面白そうな素そ材ざいを放置することなどあり得ん。試してみるほかないぞ！」

　うーん、二戸さんに見せたのは間違いだったかな？　軽く後こう悔かいしつつ、僕ぼくは尋たずねた。

「試すって、誰だれが使うのさ？」

「フン、来海はやーよ。そんな怪しいもの嗅かぎたくもないわ。秋しゆうちゃんにも使わせちゃダメだかんね！」

「なるほど。ダイソンが他の婦ふ女じよ子しにモテモテになっては困こまるもんな」

「にゃにゅにゃー!?　来海は一言も、そんなこと言ってないでしょー!?」

　両手を振ふり上げてだだっ子みたいに食ってかかる幼おさななじみをスルーし、二戸にのへさんは鷹おう揚ように笑った。

「ふははは、案ずることはない。私が代表して試してみるよ。少量であれば問題はないはずだ。念のため、カメラを回しておこう」

　ヌコ厨ちゆうのクラスメイトはテーブルの上に小型の三さん脚きやくでビデオカメラを据すえ付けた。自分の顔が映うつらないように、角度を調節する。クマ頭を被かぶったら匂においを嗅かげないからだろう。

「準じゆん備びよし、と。では、惚ほれ薬を試してみるぞ」

　手の甲こうにちょっとだけ香こう水すいを吹ふき付け、警けい戒かいしながら鼻先を近づけていく。

　恐おそる恐る匂いを嗅いだ瞬しゆん間かん、二戸さんの頭のテッペンのアホ毛がピコンっと揺ゆれた。

「むむっ！　これは……!?」

　散さん々ざん文もん句くを言ってたけど、気になるんだろうね。来くる海みはテーブルに身を乗り出して。

「どうどう？　どうなのよ？」

「……ドキドキ」

　いつもクールな神かん林ばやしさんも、真しん剣けんな顔で制せい服ふくの胸むな元もとを手で押おさえてる。

「わかったぞ。この香水は……」

　興きよう味み津しん々しんな二人を二戸さんはゆっくりと見つめた後で──シュシュシュッ!!

　来海と神林さんに香水を吹きかけた。二人の制服に大量の液えき体たいが飛び散る。

「きゃっ、なにすんのよ!?　……わわっ、すごく甘あまい匂いがする！」

　クラス委員長は無む表ひよう情じようのまま、自分の制服の袖そで口ぐちを嗅いだ。

「この香かおりは……チョコレート？」

　二戸さんは香こう水すい瓶びんを振ふって見せる。

「中身はチョコレートエッセンスのようだな。お菓か子しの香り付けに使うものだ。ちびっこいくるみんとレンレンにはお似に合あいの香水だと思うぞ。わははは！」

「どういう意味よ！　ムカつくー！」

　来くる海みは香水瓶を引ったくった。二戸さんにもチョコレートエッセンスを吹きつける。甘い匂いが部室に充じゆう満まんした。

　チョコレートの甘い香りが僕ぼくの鼻をくすぐった直後。

　──ドグンっ。

　僕ぼくの全身が脈打った。

　来海とチョコレートエッセンスの吹き掛かけ合いをしていた二戸さんが、ほとんど使い切ってしまった香水瓶をテーブルに置いて。

「チョコレートというのは古来には媚び薬やくとして珍ちん重ちようされたこともあるようだが……本物とは言えまい。恐おそらく、これはイタズラだな。ダイソンはフードファイターとしてこの辺じゃ有名だ。食べ物を与あたえてからかったんだろう」

「う……あぁ……」

　──ドグンっ。ドグンっドグンっ。ドグンっドグンっドグンっドグンっ。ドグドグドグドグドグドグドグドグドグドグドグ！

　心しん臓ぞうが爆ばく発はつ的てきな勢いきおいで拍はく動どうする。呼こ吸きゆうが激はげしくなる。全身の毛が逆さか立だつ。血けつ液えきが沸ふつ騰とうしそうに熱い。額ひたいに汗あせが滲にじむ。強い目眩めまいが襲おそってきて、視し界かいがグルグルと回った。

「どしたの、秋しゆうちゃん？」

「なんだかようすがおかしいですが……？」

　幼おさななじみと神かん林ばやしさんの声が遠くから聞こえた気がしたけれど、僕ぼくは返事をしなかった。いや、できなかった。

　その時点で、僕の意い識しきは完全に途と切ぎれていたんだ。

　それから数分間の出来事を、まったく覚えていない。

　しかしながら。

　テーブルの上に置かれたビデオカメラは、ダイエット部の部室で繰くり広げられた惨さん劇げきを余あますところなく撮さつ影えいしていた。

　ＳＤカードには、再さい生せい数すうを稼かせぐためなら悪あく魔まに魂たましいを売り渡わたすとさえ言われたあの二戸にのへさんが、ヌコヌコ動画にアップロードすることを躊躇ためらった衝しよう撃げき映えい像ぞうが残されていたんだ──。







【ここから、ビデオ映像！】




　来くる海みと神林さんに声を掛かけられた僕は、椅い子すをひっくり返して立ち上がった。

「ぐおおおおおおっ!!　チョコレート食べたあああああああああああいっっっ!!」

　覚かく醒せいした狼おおかみ男おとこのように咆ほう哮こうする。

　普ふ段だんはホンワカしてる僕の顔が、飢うえた野や獣じゆうのようにワイルドだ。見開いた両目からは閃せん光こうが迸ほとばしっているようにすら見えた。

　荒あらぶるモンスターと化した僕は床ゆかを蹴けって駆かけ出した。

「こんなとこに、うまそうなチョコバーがあるじゃねえか！　一口食わせろ！」

　まずは椅子に座すわってる神林さんに飛びかかる。

「ええい、包ほう装そう紙しが邪じや魔まだっ！」

　荒々しく委員長のスカートをまくりあげた。

　小さなリボンがついてるだけの飾かざり気の少ない純じゆん白ぱくのぱんつや、細っこいふともも。ハイソックスを穿はいた脚あしが露あらわになってしまう。

「ホワイトチョコか！　それはそれでヨシ！」

　意味不明なことを叫さけびつつ、僕は神林さんの脚に飛びつく。

「あっ、どこに顔を突つっ込こもうとしてるんですかっ？」

　制せい服ふくのスカートに頭を潜もぐり込こませ、存ぞん分ぶんに甘あまいチョコの香かおりを楽しむ。

「くんかくんかくんかくんかくんか！」

「大おお村むらくんっ、そんなとこ嗅かがないでくださいっ！」

「委員長は甘くてイイ匂においがするな！　いつまでも嗅いでいたくなっちゃうぜ！」

　首元まで真っ赤に染そめて、真面目なクラス委員長が身み悶もだえる。

「は、恥はずかしいセリフも禁きん止しです！」

「んんっ？　もう一枚、包ほう装そう紙しがあるじゃねえか。過か剰じよう包ほう装そうは許ゆるせねえな！」

　スカートに顔を突っ込んだまま、神かん林ばやしさんの白いぱんつに指を掛かけた。

　どうやらケダモノと化した僕ぼくには、衣類がチョコバーの包み紙に見えてるようだ。

　ぱんつを降おろされそうになって、神林さんはスカート越ごしに僕の頭をポカポカ叩たたいてきた。

「ダメっ！　下着はダメですっ！　お願いですから、やめてくださいっ！　お嫁よめにいけなくなりますっ！」

「コラー！　なにやってんのー！　えっちなことは許さないんだからねーっ！」

　と、暴ぼう走そうする僕の背せ中なかに、来海が鋭するどい回し蹴げりを放ってきた。

　だが、キックは空くうを切る。残ざん像ぞうが見えるほどの高速度で攻こう撃げきをかわしたんだ。

「ほほぅ、こっちにはうまそうなチョコパフェがあるじゃねえか……！」
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「なにワケわかんないこと言ってるのよ!?」

「ちょっと量は少ないが……イチゴも載のっててなかなか豪ごう勢せいだな！」

　途と端たんにほっぺを赤くして、来くる海みはスカートの裾すそを押おさえる。

「イチゴって……さては、来海のぱんつ見たわねっ！」

　今日の幼おさななじみはイチゴ柄がらのぱんつをはいているようだ。

「んもうっ！　秋しゆうちゃんってば、チョコの匂においにやられちゃったのね!?　正気に戻もどりなさーい！」

　さっきの回し蹴げりよりも、さらに素す早ばやい上じよう段だん蹴げりを放った。

　しかし、その攻こう撃げきも飢うえた野や獣じゆうと化した僕ぼくには通用しなかった。

「──邪じやッ!!」

　蹴りを見切り、一気に間合いを詰つめて来海を抱だきしめたんだ。

　制せい服ふくの上から胸むな元もとに頰ほおずりをする。

「うーむ。イイ匂いだ。チョコパフェだったら、どんなに満まん腹ぷくでも食べられるぜ」

「やぁんっ、そんなとこスリスリしないでぇっ！　放してよぅ！」

　ジタバタ暴あばれる来海を、さらに強く抱き寄よせる。

「ふははははっ、お断ことわりだ！　もう一生放すもんか！　ずっと抱きしめててやる！　いっそ食べちゃいたいぐらいだ！」

「うぐぐぐぐぐぐー……」

　ぎゅーっと目を閉とじて呻うめいていた来海は、ポッと頰ほおを染そめて小声で頼たのんできた。

「……もっかい」

「あん？」

「今のセリフ、もっかい言って。意外とよかったかもっ」

　クラス委員長のクールな声が飛んだ。

「朝あさ凪なぎさん、惑まどわされてはいけません。彼かれは普ふ通つうじゃないんです」

「そ、そうだった！　秋ちゃん、放してよ！　誰だれか助けてー！」

「待ってろ、くるみん！　あと少しの辛しん抱ぼうだぞ！」

　二戸にのへさんがタブレットＰＣを懸けん命めいに操そう作さしていた。

「もうちょっとで、ヌコヌコ生放送の枠わくが取れるからな！」

「おバカ──っ！」

　来海は抱きしめられたまま上うわ履ばきを脱ぬいで、二戸さんに投げつけた。

「おぶっ!?」

　上履きが二戸さんの顔面にクリーンヒット。

「生放送なんかしてどうすんの!?　こんなときぐらい動画のことは忘わすれなさい！　秋ちゃんをなんとかして～～～っ!!」

「……ううむ、仕方があるまい。奥おくの手を出そう」

　ヌコ厨ちゆうのクラスメイトはテーブルに置かれた香こう水すい瓶びんを手に取った。

「きゃっ！　なにをするんですっ！」

　神かん林ばやしさんが顔を手で覆おおって悲鳴をあげる。

　二戸にのへさんは制せい服ふくのスカートだけを脱ぬぎ捨すてたんだ。レース地の黒い下着が露あらわになってしまう。

　瓶に残ったチョコレートエッセンスをスカートに全てぶちまけた。

　そして、マタドールが布ぬのを構かまえるように、スカートを僕ぼくに向けたんだ。

「ほほぅ、ビターチョコレートか……！　これまたうまそうじゃねえか……」

　濃のう厚こうな甘あまい香かおりに反はん応のうして、僕は来くる海みを解かい放ほうする。

「ぶふぅ……！　ぶふふぅ……!!」

　盛せい大だいな鼻息を吐はき出し、闘とう牛ぎゆうの荒あらくれ牛みたいに上うわ靴ぐつで床ゆかを搔かいた。

　二戸さんのセクシーな黒い下着も、ニーソに包まれた美び脚きやくも、恐おそらく僕の瞳ひとみには映うつっていない。

　芳ほう醇じゆんなチョコの匂においを放つスカートだけが僕のココロを捕とらえている。

　鋭するどい眼がん光こうを放つ双そう眸ぼうは、二戸さんのプリーツスカートに釘くぎ付づけになっていた。

「──はァっ！」

　一ひと際きわ大きくスカートを揺ゆすって、二戸さんが叫さけぶ。

「さあ、来い！　ダイソン！」

「チョコレート～～～ッ!!」

　スカートに向かって突とつ進しんする僕。

　二戸さんはギリギリまで僕を引きつけて。

「そーれぃっ！」

　壁かべに向かってスカートを放り投げた。

　甘い香りに導みちびかれ、ヒラヒラと空中で揺れるスカートへ飛びつく。

「──ぶべらっ!?」

　そのまま頭から部ぶ室しつ棟とうの壁に激げき突とつ。床に前のめりに倒たおれた。

「今だ！　みんなで畳たたみかけるぞ！　鈍どん器きになるものを探せ！」

　直後、映えい像ぞうが乱みだれた。視し点てんがグルグル回り、天てん井じようや床が映し出される。

　二戸さんがテーブルの上にあるビデオカメラを摑つかんだんだ。

「ごめんなさい、大おお村むらくん！」「秋しゆうちゃん、元に戻もどってよーっ！」

　来くる海み＆神林さんの叫びと共に、カメラが僕に振ふり下ろされて──……。

　そこで、映像が途と切ぎれた。




【ビデオ映えい像ぞう・ここまで！】







「──はっ!?　僕ぼくはなにをやっていたんだ？」

　気がつけば、僕は部室の床ゆかに倒たおれていた。

「ハァ……ハァ……」

　椅い子すを振ふり上げた来くる海みが、肩かたで息をしながら僕を見下ろしてる。

「秋しゆうちゃん、元に戻もどった……？　もうちょっと殴なぐっとく？」

「っていうか、どうして僕が殴られてるの？　なんだか全身が痛いたいんだけど！」

　電気ポットを抱かかえた神かん林ばやしさんが、記き憶おく喪そう失しつ状じよう態たいだった僕の行動を教えてくれた。

「チョコの匂においに惑まどわされて、私たちに襲おそいかかってきたんです……」

　慢まん性せい的てきなハラペコ状態の時に、甘あまいチョコの匂いを嗅かいだせいで理り性せいを失ったらしい。

『あははは、そんな馬ば鹿かな話があるわけないだろ。冗じよう談だんはやめてよ』と笑い飛ばしたいところだけど。

　来海は涙なみだ目めになって僕を睨にらみ付けてるし、あの真面目な神林さんが鈍どん器きを構かまえてる。

　さらに加えて、二戸にのへさんがスカートを脱ぬぎ捨すててたら……もうこれは信じるほかないよね（黒いレース地のぱんつなんて、セクシーすぎるよ、二戸さん！　じゃなくて、僕はこれっぽっちも見てません！）。

「ごめんね！　本当に申し訳わけないっ！」

　床に頭を擦こすりつけて、平ひら謝あやまりする僕。

　でもさ、これだけは言わせてくれないか。

　僕の下げ駄た箱ばこにチョコエッセンスなんて入れたのは誰だれなんだよーっ!?




　　　　[image: 区切り]




　同どう時じ刻こく。旧きゆう校こう舎しやの屋上。

　ファーのついた温かそうな白いコート＆イヤマフという服ふく装そうで、聖しよう護ご院いん琴こと音ねがお行ぎよう儀ぎよくベンチに腰こし掛かけていた。オペラグラスを覗のぞき込こんでいる。やんごとない家いえ柄がらの子女がウィンタースポーツを観戦遊ばされているのだと説明されたら、誰もが納なつ得とくしてしまう光景だろう。

　彼かの女じよが行っているのは、またもや覗のぞき見なのだが。

　旧校舎の向かい側に建っている部ぶ室しつ棟とうの窓をオペラグラスで覗いて、琴音は歯は嚙がみした。

「秋しゆう馬ましゃんに襲われちゃうなんてうらやまし……じゃなくて、大だい誤ご算さんです！」

　彼女の傍かたわらに用意された紙箱には、手作りのチョコクッキーが入っている。

　匿とく名めいで秋馬にチョコレートエッセンスを贈おくり、その香かおりによって甘いものが食べたい気分にさせる。そこへ、すかさずチョコクッキーを持って琴こと音ねが登場すれば、我が慢まんできずに食べてしまうに違ちがいない──そういう作戦だったのだ。

　秋しゆう馬まの机つくえに、こっそりと和わ菓が子しの本を忍しのばせておいたのも。

　ファミリーレストランを経けい営えいする父に『おいしい着信音フェア』を開かい催さいしてくれるよう頼たのみ、クラスメイトに着信音を使ってもらったのも。

　全ては琴音が画かつ策さくした『ダイエットお邪じや魔ま大作戦』の一いつ環かんであった。

　しかし、どれも失敗に終わってしまった。秋馬は余よ分ぶんな物を口にしようとはしなかったのである。

「秋馬しゃんに食べてもらいたかったです……」

　紙箱を開けチョコクッキーを頰ほお張ばる。我われながら、とてもおいしくできてると思った。

　琴音は父の言いつけで、お料理のお稽けい古こもしている。数多くの習い事の中で、一番好きなのがお料理だった。秋馬においしそうに食べてもらえるシーンを想そう像ぞうすると、料理を作ることが楽しくて仕方ないのだ。本当に食べてもらえたなら、どんなに幸せだろう。

「そのためにも、なんとかしてダイエットを邪じや魔ましなくちゃ……」

　オペラグラスを降おろして、琴音は思案を巡めぐらせる。

　考え抜ぬいた末に、琴音は一つの結けつ論ろんに辿たどり着いた。

「……こうなったら実力行使をしましょう。あまりお父とうさまに頼たよりすぎるのは考えものですが、事じ態たいは一いつ刻こくを争いますからね」

　ポッと頰ほおを染そめて、小さな声で付け加える。

「もし作戦がうまくいけば、秋馬しゃんにいっぱいごはんを食べてもらえるだけじゃなくて……もっと素す晴ばらしい展開になっちゃうかもしれませんし」







　その日の夜。夕食の時間に、琴音は父の聖しよう護ご院いん大だい五ご郎ろうにお願いをした。

「ふむふむ。ゴローンズで大食いイベントを開催して欲ほしいのかい？」

　白いスーツに身を包んだ父は、ステーキを切る手を止めて不思議そうな顔をする。

「そりゃ構かまわんが、どういう風の吹ふき回しだね？　この間は突とつ然ぜん、おいしそうな着信音のフェアを開催してはどうかと提てい案あんしたし」

「ご迷めい惑わくでしたでしょうか……？」

「いやいや。大食いイベント自体はちょくちょく開催しているから問題はないよ。着信音フェアも大だい成せい功こうで、ケータイサイトの閲えつ覧らん数すうが数倍に伸のびたそうだ。早くも第だい二に弾だんをやりたいと広こう報ほう部ぶの連中が息いき巻まいていた。ただ……」

　白いヒゲについたソースを拭ぬぐって、大五郎は尋たずねてくる。

「大人しい琴音が次々と頼み事をしてくるなんて珍めずらしいと思ったんだ。なにかあったのかい？」

「な、なにもありませんっ！　特に理由はないんですが、秋しゆう馬ましゃん……いえ、大おお村むらさんに大食い大会に出て欲ほしいなと思ったんです。大会に出場している彼かれの姿すがたを実じつ際さいに見たことがないので、一度見てみたくて……」

「ふぉっふぉっふぉっふぉっ！」

　大きなオナカを揺ゆすって、父はうれしそうに笑った。

「なるほどなるほど。秋馬君のためなんだね」

「か、彼のためというワケでは……」

　琴こと音ねは頰ほおが熱くなってしまうのを感じた。

「いやいや、照れることはない」

　父は眩まぶしいものでも見つめているように、眼めを細めた。

「私の夢ゆめはね、琴音。秋馬くんとおまえが結けつ婚こんをして、二人でゴローンズを盛もり立てて行ってくれることなんだ」

　わ、私と秋馬しゃんが結婚だなんて……お父とうさまは気が早すぎます。

（そりゃ、あの素す敵てきなオナカを毎日もふもふできるなら、きっと幸せだろうなあって思いますけど。でもでもっ）

　テーブルクロスの裾すそを摘つまんでモジモジしてしまう琴音に、父は続ける。

「まだゴローンズは県内に一六店てん舗ぽを構かまえるに過すぎない、小さなファミレスだよ。老後の道楽にとはじめた商売だ。繁はん盛じようしなくてもいいと思っていたんだが……最近になって欲よくが出た。秋馬君ならきっとゴローンズを全ぜん国こく規き模ぼに……いや、世界一のレストランチェーンにしてくれるに違ちがいないと確かく信しんしてしまったからね。そのようすを是ぜ非ひ、この目で見たいんだ」

　父に対して使うのはおかしな言葉かもしれないけれど、琴音は『少年みたいだな』と思った。将しよう来らいの夢を語る男の子みたいに、瞳ひとみをキラキラさせている。

「お父さまは、大村さんを買っていらっしゃるんですね」

「ああ。秋馬くんほど『食べる幸せ』を感じさせてくれる人間を、私は他に知らない。彼ならきっと、その幸せを世界中の人々に届とどけられる。私はそう信じているんだよ」

　父に秋馬を褒ほめられたことが、琴音にとっては自分のことのようにうれしかった。彼の笑顔は間違いなくみんなを幸せにすると思う。

「引っ込こみ思じ案あんな琴音が、こんなに積極的になるなんて夢にも思わなかった。これもまた、秋馬君の好こう影えい響きようかもしれないな」

　出っ張ぱったオナカをさすりながら、父は約束してくれた。

「大食い大会は必ず開催するよ。大だい々だい的てきなものをね」

「ありがとうございます、お父さま」

「秋馬君へは、私が声を掛かけた方がいいかい？」

「できたら、その……私がお願いしてみようかと思います」

「おお、そりゃあいい。ぜひ、そうしなさい。琴こと音ねの頼たのみとあらば、秋しゆう馬まくんは大喜びで出場してくれるよ。……まあ、私が頼んでも断られたことは一度もないんだけどね。二人が順調に仲良くなっているようで、父とうさんはとてもうれしいよ。ふぉっふぉっふぉっふぉっ！」

　琴音は愛想笑いを浮うかべつつ、うつむいてしまった。

（学校では、一度も秋馬しゃんとお喋しやべりしたことないんです。少しでもいいから、仲良くなれたらいいのにな……）

　ちょっぴり悲しい気持ちになってしまう琴音なのだった。







　数日後にはゴローンズ本店において大食い大会が開かい催さいされることが決まった。

　題して、『第一回・ゴローンズカップ』。

　大会の内ない容ようは『最も早くファミレスのメニュー全品を完食したものが優ゆう勝しよう』という過か酷こくなものだ。優勝者には『一か月食べ放ほう題だい券けん』が進しん呈ていされる。著名なフードファイターたちにも出場が打だ診しんされてるらしい。

　ゴローンズの公式サイトでも大だい々だい的てきに告知が行われた。特とく設せつページには『大食いチャンピオン・大おお村むら秋馬参戦！』『挑ちよう戦せん者しや求む！』の文字が踊おどっている。

　ゴローンズカップの募集要項がホームページにアップされた、その夜。

　聖しよう護ご院いん家の廊ろう下かを、ピンク色のパジャマの上からカーディガンを羽は織おった琴音が忍しのび足で歩いていた。

　お屋や敷しきは大正時代に建てられた和わ洋よう折せつ衷ちゆうの歴れき史し的てき建けん造ぞう物ぶつ──というと聞こえは良いけれど、かなり古い建物なので板いた張ばりの廊下は軋きしむことがある。ぎぃっと音が鳴る度に琴音は驚おどろいて飛び上がってしまいそうだった。

　できる限かぎり気配を殺して、琴音は父の書しよ斎さいへと辿たどり着く。中に誰だれもいないことを確かく認にんして、部屋に忍び込こんだ。

　革かわ張ばりの椅い子すに腰こし掛かけ、樫かし材ざいの執しつ務む机づくえの上に置かれたノートパソコンを起動させた。

　琴音の予想通り、ＰＣにロックらしきものは掛かっていない。父は車のカギも家のカギも、すぐに掛け忘わすれてしまうのだ（そのたびに、秘ひ書しよの近こん藤どうさんに叱しかられて、ションボリしてる）。トイレのカギを掛け忘れるのはやめて欲ほしいなって思うのだけど。

　パソコンを立ち上げた琴音は、すぐにメーラーを起動させた。仕事用のパソコンだから、下書きフォルダには、高たか森もり町ちよう長ちようのメルマガ『デカ盛もり町からひとりごと』の書きかけ原げん稿こうなどが入ってる。

　父の仕事の邪じや魔まをするのは本意ではない。できる限り余よ計けいなものは見ないようにしつつ、琴音は新規メール作成のボタンを押おした。

　あらかじめ文面は考えてある。あまり入力速度は速くないが、大急ぎで打ち込んだ。




　町長として、きみにお願いしたいことがある。

　ぜひゴローンズ本店で行われる、大食い大会に出場して欲ほしいんだ。きみが来なければ、大会は盛もり上がらないからね。

　もちろん、ただでとは言わないよ。

　優ゆう勝しよう賞しよう品ひんとして『ゴローンズの食べ放ほう題だい券けん』に加えて、『聖しよう護ご院いん琴こと音ねと一日デートをする権けん利り』を進しん呈ていしたいと思う。

　どうだい？　魅み力りよく的てきな賞品だろう？

　私の頼たのみなら、断ことわらないと信じているよ。

　では、よろしく頼む。




　メールの件けん名めいは『出しゆつ場じよう参さん加か依い頼らい』とシンプルなものにする。

　もう一度、文面を確たしかめようとしたとき──ぎぃぃ。

　廊ろう下かの向こうから微かすかな軋きしみが聞こえてきた気がして、背せ筋すじが凍こおり付いた。

　誰だれかが書しよ斎さいに近づいてきてるのかもしれない。

　琴音は大おお慌あわてでアドレス一いち覧らんを表ひよう示じさせた。秋しゆう馬まのメアドを選せん択たくしてメールを送信する。

　すぐさま送そう信しん履り歴れきから、たった今送ったメールを削除。

　パソコンの電でん源げんを落とし、父の書斎から素す早ばやく脱だつ出しゆつした。

　廊下を早足で歩いて、自分の部屋へと飛び込こむ。

　相撲すもう取とりクッションを抱だきしめて、ベッドに横たわった。

　激はげしい運動をした後みたいに息が荒あらい。心しん臓ぞうが破は裂れつしそうなほど高鳴っていた。

『大食い対決を開かい催さいし、父のフリをして参加を依頼する』

　それが、琴音の考えたダイエットお邪じや魔ま作さく戦せんの最さい終しゆう手しゆ段だんである。

　残念ながら、琴音は自分から秋馬に大会の出場をお願いすることなんてできない。

　だから、父の名前を騙かたって参加してもらおうと考えたのだ。

（秋馬しゃんは、どんな頼まれごとをされても、イヤな顔一つせずに引き受けてくださるそうです。ダイエット中だろうと、お父とうさまの頼みとあれば出場してくださるに違ちがいありませんっ）

　秋馬の名前を文中に書かなかったのは、『秋馬』と打ち込む度にドキドキして身み悶もだえてしまうからだ。それだけ時間が掛かかってしまう。そこで、敢あえて『きみ』とだけ書いておくことにした。

　こんなの作戦なんて言うのもおこがましい。直球勝負な実力行使だと思う。

　でも、これまでの遠回しな方法に比くらべたら、秋馬にごはんを食べてもらえる確かく率りつは高いんじゃなかろうか。

　それに──琴音はメール本文の『デート』の文字を思い出し顔を赤らめてしまった。

　私は秋しゆう馬ましゃんに話しかけることすらできません。遠くから眺ながめてるのが精せい一いつ杯ぱいです。妄もう想そうの中ではいっぱいデートしましたけど……実じつ際さいにデートに誘さそうことなんて、絶ぜつ対たいに絶対に不ふ可か能のうですよ。

　でも、あんな風に書いておけば、秋馬しゃんと無理なくデートができちゃうかもしれないんですっ！　秋馬にゃんは無む敵てきのチャンピオン。出場さえすれば優ゆう勝しようは間ま違ちがいなしですからね。あーもうっ、私ってば天才かもしれません！

　相撲すもう取とりクッションを抱だきしめたまま、琴こと音ねはベッドの上をゴロゴロ転がった。

「もしも本当に秋馬しゃんとデートできたら幸せでしょうね……」

　手を繫つないで歩いちゃったりして。彼かれのプニプニした手のひらで、私の手を握にぎられたら……。

「はふぅ、それだけで琴音はうれしすぎて泣いてしまいそうです♡」

　あまりにもドキドキしすぎて、その夜はなかなか寝ね付つくことができない琴音なのだった。
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「さて、朝あさ凪なぎさんと同じ食事をしてもらうというルールを決めてから、今日で二週間となります。約束通り、大おお村むらくんの体重を量ってみることにしましょう」

　一月も後半に差し掛かかった、ある日の放課後。

　ダイエット部の部室に、神かん林ばやしさんの声が響ひびいた。

　ついに体たい重じゆう測そく定ていが行われることになったんだ。

　今日のために、わざわざ僕ぼくんちから体重計を持ってきた来くる海みは、未だに半はん信しん半はん疑ぎって顔をしてる。

「本当に瘦やせてるのかなぁ？　秋しゆうちゃんの見た目はそんなに変わってない気がするけど……」

　残念ながら、僕も来海の意見に賛さん成せいだ。幼おさななじみと同じ食事を続けるのは初めのうちは大変だったけど、後半は慣なれてきたのか苦く痛つうも和らいでたしね。こんなに簡かん単たんなことで瘦せちゃうなんて思えないよ。

　クマ頭を被かぶった二戸にのへさんがビデオカメラを構かまえ、体重計の針はりや僕のオナカを撮さつ影えいする。

「量ってみればわかることだ。さあ、ダイソン。体重計に乗ってみてくれ」

　上うわ履ばきを脱ぬいで、僕は体重計に上がった。

　来海が数値を読み上げる。

「今の秋ちゃんの体重は……ウソ!?　一一六キロになってる!?」

　ダイエット初日から比くらべると一〇キロほど体重が減へっていた。

「すごいすごーい！　フタ桁けたのマイナスだよ～！」

　跳とび上がって万ばん歳ざいし、来海は全身で大喜びを表ひよう現げんしたけれど……すぐに不思議そうに首を捻ひねった。

「でも、どうしてこんなに瘦やせてるの？」

「では、今回のダイエットについて解かい説せつしましょう。みなさん、席についてください」

　僕ぼくたちをテーブルにつかせ、神かん林ばやしさんはホワイトボードの前に立った。なんだか本物の教きよう師しみたいだな、と思う。

「大おお村むらくんに守ってもらったルールは『激はげしい運動はしないこと』。そして、『朝あさ凪なぎさんと同じ食事をすること』。この二つですね」

「この二週間、秋しゆうちゃんは来くる海みと一いつ緒しよにごはんを食べたわ。でも、普通の食事よ？　ときどきだけど、おやつも一緒に食べてたし……」

「一人前の食事を食べていたなら、体重は現げん状じよう維い持じのような気がするんだがな」と二戸にのへさん。

「大村くんの食事は間ま違ちがいだらけでした。太る原げん因いんとなる悪い食べ方をいくつもしていたんです」

　神林さんは、ホワイトボードにペンを走らせた。






・大食い（食事の量）

・早食い（食べる早さ）

・ダラダラ食い（食事の頻ひん度ど）








「そこで、これらの悪い食しよく習しゆう慣かんを変えることからはじめてもらいました。本来は『食事の質しつ』も関係するのですが、今回は食しよく事じ内ない容ようは制せい限げんしていません」

　来海に『どんなメニューを食べてもいい』って言ってたもんね。

　神林さんは『大食い（食事の量）』という言葉を○で囲んで。

「まずは、大食いです。大村くんは、かなりの食べ過すぎでした。そこで、朝凪さんと同じ分量の食事で我が慢まんしてもらったんです。高校生男子である彼にとって、朝凪さんの食事は、量が少なめになります」

「来海と同じ量を食べなさいっていうのは、ごはんを控ひかえめにしなさいっていうのと、同じ意味だったのね」

「ええ。単たん純じゆんに『食事の量を少なくしてください』ってお願いしても、判はん断だんには個こ人じん差さがありますから。わかりやすい基き準じゆんを決めたのです」

「ダイソンに『茶ちや碗わんに少なめにごはんを盛もるように！』って命令しても、ヤツは山盛りにしそうだな」

　あー、残念ながら二戸さんの指し摘てきは正しい。おひつとしゃもじを渡わたされたら、僕は絶ぜつ対たいにてんこ盛りにしちゃうよ。自分で量の調整なんてできない。

「その点、来海と同じ分量って決まってたら、勝手に増ふやしようがないもんね」

　神林さんは、続いて『早食い（食べる早さ）』という単語を○で囲む。

「次に、食べるスピードです。早食いというのは太る原げん因いんになるんですよ。早食いがダメな理由は、少し難むずかしい話になるんですが……脳のうの『満まん腹ぷく中ちゆう枢すう』というものが関係してきます。一つ、例を出しましょう。レストランなどで『まだ食べられそうだな』と感じて追加注文をしたのに、料理が出てくるのが遅おそくて……その間にオナカがいっぱいになってしまう。そんな経けい験けんはありませんか？」

「「あるある！」」と、女子の二人が声を揃そろえた。僕ぼくは、そんな記き憶おくはないなぁ。いつでもおいしく食べられるよ。

「『胃の中の食べ物の量』と『血管を巡めぐっているエネルギーの量』。この二つが一定の基き準じゆんに達すると人は満腹を感じます。しかし、その機き能のうが働き出すまでには最低でも一〇分から一五分の時間が掛かかると言われているんです」

「ふむ。すなわち、カラダ的には必要なだけの食事量を摂とってるにもかかわらず、満腹を感じるまでの時間にタイムラグがあるから……結果、必要以上に食べてしまうというワケだな」

　神かん林ばやしさんは「その通り」と、二戸にのへさんの言葉に頷うなずいて。

「大おお村むらくんに早食いをやめてもらうため、朝あさ凪なぎさんと同じ速度で食べてもらいました」

「来くる海みはてっきり秋しゆうちゃんを焦じらして遊ぶためのルールかと思ったわ」

　そんなわけないだろ。ってか、焦らしプレイで楽しんじゃうなんて、来海が将しよう来らいドＳな女王様になっちゃったりしないか不安になっちゃうよ。今も既すでにその片へん鱗りんがあるけど。

　僕の心配をよそに、神林さんは三つめの単語に○をつけた。

「そして、最後の悪あく癖へきは『ダラダラ食い』ですね。太っている人は、あまりオナカが空すいていないのに、惰だ性せいでお菓か子しなどを食べ続けてしまうことが多いのです。これもまたオーバーカロリーの元となります。手の届とどく場所に常つねにおやつをストックしている人は要注意ですよ」

　僕はまさしく、神林さんが言う通りのことをやっていた。コーラとスナック菓子を買いだめしてあったんだ。大食い大会でもらった賞品も家には山積みになってた。家にいる間は、ずーっとなにかしら食べていた気がする。

「来海と同時に食事をするってルールなら、好き勝手に余よ計けいなものは食べられないもんね。ほぇー、いろいろと深い意味があったのね～」

「実に素す晴ばらしい方法だが、一つ問題があるぞ」と、二戸さんが腕うで組ぐみをした。

「ヌコヌコ動画を見ている仲間たちにも、この食事の改かい善ぜん法ほうを教えてやりたいが……誰だれもがみんな幼おさななじみと同どう棲せいしているワケではあるまい？　一人暮ぐらしの者には実じつ践せんが難むずかしいな」

「ペースメーカーになってくれる人が身近にいた方が実践しやすいのは確たしかです。ですが、一人で行うのも不ふ可か能のうではありません。自分を律りつするための強い気持ちが必要にはなりますが……気をつける点は同じです」

　神林さんは『大食い』『早食い』『ダラダラ食い』と書かれた文字をペン先で指し示しめして。

「まずはダラダラ食いの禁きん止しのために、一日の食事数を決めましょう。『朝・昼・おやつ・夜』など、食べ物を口にする回数を決めるんです。おやつが食べたかったら、おやつの時間に食べるようにしてください。いつでもどこでもつまみ食いするという習しゆう慣かんさえなくしてもらえれば、それで結けつ構こう」

「瘦やせたかったら、おやつなんか食べなきゃいいじゃない！」とマリーアントワネットみたいなセリフを言う来くる海み。

　だが、クラス委員長は首を横に振ふった。

「禁きん止しばかりしていたら気が滅め入いりますよ。『おやつは食べちゃダメ！』ではなく、『時間が来たら食べられるんだ』と考えましょう。食事の分量についても同じ。極きよく端たんに減へらそうと思わなくていいんです。『まずは一人前にしてみよう』って感じの、緩ゆるいルールからはじめてみましょう」

「一人前って言われても、なにを食べていいのか困こまっちゃうなぁ」

　大おお食ぐらいな僕ぼくにとっての一人前は、他の人にはたぶん多いんじゃないかなと思う。

「激げきデブさんは、たいていの場合は食べ過すぎています。コンビニのお弁べん当とうに菓か子しパンを追加したり、ラーメン店で大おお盛もりを注文したり、ごはんを何なん杯はいもおかわりしたり。そういうプラスアルファをやめてみるんです。お弁当なら一つ。ラーメンは普ふ通つう盛もり。ごはんは一いち膳ぜん。それを一人前と考えてください」

「そ、それならわかりやすいね」

　僕は頰ほおが引きつるのを感じた。昔の僕はコンビニでごはんを買うときは、焼き肉弁当二つとカップ焼きそばと菓子パン。ついでに、レジでフランクフルトとフライドチキンと肉まんを追加で注文してたんだ。それを、お弁当一個にしろってことか。

「食べる速度については、どうしたらいいんだ？」

　二戸にのへさんの問いに、スラスラと解かい説せつをしていた神かん林ばやしさんが初めて悩なやんだように「うーん」とうなった。

「食事に掛かかる時間を、最低でも一〇～一五分ほど伸のばして欲ほしいんです。時計を睨にらんで食事をするのも味気ないですし……あまりお行ぎよう儀ぎはよくないですが、一人暮ぐらしの方はアニメなどの三〇分番組を観ながら食事をしてみてはいかがでしょう？　番組の前半から中間のＣＭまでで食事の半分。残りの半分を番組の終わりまでに食べる──といった具合に、ペースメーカーの代わりとして使うのです。ご自身が楽しいと思えるものを観ながらでしたら、ゆっくりとした食事が苦く痛つうではなくなるかもしれません」

「むむっ、ひらめいた！」

　二戸さんが拳こぶしを握にぎりしめて立ち上がった。

「美少女と一いつ緒しよに食事できる三〇分の動画を作ったらどうだろう？　テーブルで向かい合うように女の子がごはんを食べてるんだ。『もっとよく嚙かんで食べてね♪』とか『ほっぺにごはん粒つぶがついてるぞ！』なんて可愛かわいらしく語りかけてくるんだよ。その動画を見ながら食べれば、必然的にゆっくりと食事をすることになる！　食事の種類に合わせて、和洋中の動画を作ろう。クリスマスバージョンなんてのもいいな！　いや、動画じゃなくても、ラブプラ○みたいなゲームでもイケるぞ！　カノジョと一いつ緒しよに食事できるんだよ！　どうだ、ダイソン。素す晴ばらしいと思わないか!?」

「二戸にのへさん、落ち着いて。その動画は……すごく切ない」

　特にクリスマスバージョンは想そう像ぞうするだけで涙なみだが止まらないよ。

「むう。そうか。神動画の予感がしたんだがな……」

「はいはいはいはーい！」

　落ち込こむ二戸さんをスルーし、来くる海みが手を上げた。

「激げきデブさんたちが瘦やせる場合は、まずは悪い食べグセをなくしていくのがいいってのは理り解かいできたわ。でも、それだけで運動もせずに瘦せちゃうものなの？」

「個こ人じん差さはありますが、瘦せられます。なぜなら『特別ボーナス』がありますからね」

「前にも少し話していたな。その特別ボーナスってのは、いったいなんなんだ？」

「では、お答えしましょう」

　二戸さんの問いかけに答えて、神かん林ばやしさんは再ふたたびペンを取る。

　ホワイトボードに二つの文章を書いた。

『デブ～激デブに分類される（ＢＭＩ値ちが高め）』

『初めてダイエットを行う人』

「この二つの条じよう件けんを両方とも満たす人だけが『特別ボーナス』をもらえます。私がそう呼よんでいるだけで、正式な名めい称しようではありませんけれど……この条件を満たす方がダイエットをはじめると、最初のうちは食しよく事じ制せい限げんだけで一気に体重が落ちるんですよ」

「不思議ー！　どうしてそんなことが起こるの？」

「『基き礎そ代たい謝しや』という言葉はご存ぞんじですか？　人間は運動をしなくても、内ない臓ぞうを動かしたり、体温を上げたりするために、カロリーを消費しているんです。朝あさ凪なぎさんは、カロリーを燃ねん料りように例えたそうですね。燃料を使って、内臓という工場を動かしたり、体温を上げるために燃料を燃やして暖だん房ぼうをしたり──そんなイメージだと思ってください」

「特に運動をしなくても、ただ生きてるだけで燃料を使ってるんだね」と僕ぼく。

「はい。身体からだの中では、特に筋きん肉にくが燃料をたくさん使うんですよ。筋肉は車に例えるならエンジンみたいなもの。アイドリング状じよう態たいでも燃料を使います。大きなエンジンほど、高い馬力が出せますが、大量の燃料を消費するのです」

「つまり、筋肉がムキムキな人は、ジッとしてるだけでも燃料を使いまくるってことなのかな？」

　そう尋たずねた僕のオナカを、神林さんが指さした。

「その通りです。それと同じ現げん象しようが、大おお村むらくんの身体でも起こっています」

「ちょっと待ってよ！」

　すかさず、来くる海みがツッコミを入れる。

「秋しゆうちゃんはどこからどうみてもプニプニじゃない！　ムキムキにはほど遠いわよ！」

「筋きん肉にく質しつとはお世辞にも言い難がたいな」と、二戸にのへさんも同意する。

　そのリアクションを待っていたと言いたげな感じで、神かん林ばやしさんのレンズが輝かがやいた。

「ところが、激げきデブさんは意外と筋肉があるんですよ。脂し肪ぼうという重たい荷物を背せ負おって生活していますから、それを支ささえるために普ふ通つうの人よりも筋肉が発達してしまうのです。いわば、『隠かくれ筋肉』ですね」

　二戸さんはポンと手を叩たたいて。

「ああ、そうか。言われてみれば、当たり前だな。体重一二〇キロってことは、単純に言えば六〇キロの人間が、同じ重さの人間を背負って歩いてるようなものだ。相当なパワーがなければ無理だろう」

　神林さんによれば、筋肉が一キログラムあれば、なにもしなくても一日で二四キロカロリーの消費になるんだそうだ。筋肉が一〇キロあれば、毎日の食事からお茶ちや碗わん一いつ杯ぱい分ぶんのごはんを減へらしたのと同じになるらしい。

「それに加えて、脂肪そのものもわずかですがカロリーを消費するそうです。つまり、激デブさんはカロリーをたくさん消費する身体を持っているってことですね。それでも瘦やせないのは、体重を維い持じするために大量の食事をしているからです」

「食事を減らしたら瘦せていくのは必然だな。デブはデブだからこそ瘦せる──ふうむ。とても興きよう味み深ぶかい現げん象しようだ」

「ただし、特別ボーナスがもらえるのは、ダイエットのごく初期だけ。しかも、初めてダイエットに挑ちよう戦せんする人のみが恩おん恵けいを受けられます。その点にはご注意ください」

「激デブは激デブなんだから、一回目も二回目も関係ないと思うんだけど？　どっか違ちがうの？」

　来海の問いかけに、僕も続けた。

「ダイエットに失敗して、一度挫ざ折せつしちゃった人はボーナスがもらえないのかな？」

「もらえない、と考えた方が賢けん明めいです。『隠れ筋肉』は、一度ダイエットをすると量が減ってしまうのですよ。身体が低てい燃ねん費ぴ体たい質しつに変わるんです。それが『リバウンド』という現象に繫つながるんですが……それについてはまた後日解かい説せつします。もう少し体重が減るまで食事制限だけを続けましょう。これからは毎日体重を量ってくださいね」

　神林さんは言葉を切って、窓まど際ぎわへと歩いていった。手て際ぎわよく人数分のお茶を淹いれて、カップをテーブルへと置いて回る。

「どうした、レンレン。喋しやべり疲つかれて休きゆう憩けいでもしたいのか？」

　自らもテーブルについた神林さんは、無む表ひよう情じようのままお寿す司し屋やさんの湯ゆ吞のみを手に持った。

「大おお村むらくんがダイエットの記念すべき初めの一歩を踏ふみ出したのです。お祝いにカンパイをしませんか。……お茶ですけれど」

「それはイイ考えねっ♪」

「よしっ、せっかくだから記き念ねん撮さつ影えいもしよう。ちょっと待ってくれたまえ」

「写真は苦手なんですが……」

　眉まゆをひそめた委員長を無む視しし、二戸にのへさんが窓まど辺べにデジカメを据すえた。セルフタイマーをセットして素す早ばやくテーブルに戻もどり、クマのかぶり物を装そう着ちやくする。

「って、わざわざクマを被かぶるの？」

　僕ぼくがツッコミを入れると、巨きよ大だいなクマの顔から当然だと言いたげな声が漏もれてきた。

「自分が被ひ写しや体たいになる場合は、常つねに顔を隠かくすと決めているんだ」

「それじゃ、みんなカップを持って！」

　来くる海みが満面の笑みを浮うかべて、ウサギ形マグカップを掲かかげた。

「カンパ～イ！」

　四つのカップの縁ふちが合わさった瞬しゆん間かんに──ぱしゃり☆──シャッターが降おりる。

「ねえ、今の写真見せて！　わわっ、いーんちょってば顔が真っ赤！」

「……仕方ないでしょう？　写真は恥はずかしいんですっ」

「慣なれなきゃダメだぞ。今後はレンレンも動画に登場する予定なんだから──って、あづぅっ!?」

「クマ被りながらお茶飲もうとしたの？　あははは、こぼすに決まってるじゃない！」

　騒さわいでる女の子たちを横目に、僕はマグカップを傾かたむける。

　人じん工こう甘かん味み料りようの入った紅こう茶ちやは、いつも物足りなさを感じる。でも、なんでだろう……。今はすごくおいしく感じられたんだ。
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　その日は、来海と歩いて帰宅することにした。神かん林ばやしさんには運動はしなくていいって言われてるけど、二、三日に一度くらいは徒歩で下校してる。ダイエットのためというよりは、五年ぶりの地元を探たん検けんしたい来海に付き合ってるって感じだ。

「♪ふっふふーん」

　黄昏たそがれに染そまる公園に、来海の楽しげな鼻歌が響ひびいた。

　商店街の近所にある児童公園。古ぼけた遊具が並ならんでる。ちっちゃい頃ころは来海と二人でよく遊んだっけ。

「懐なつかしい！　ちょっと遊んでいこうよ！」なぁんて幼おさななじみが言い出して、寄より道することにしたんだ。

　もう日ひ暮ぐれも近い時間だから、公園に子どもたちの姿すがたはなかった。

　幼おさななじみはブランコを漕こいだり、地面に埋うめられたタイヤの上をジャンプして渡わたったり。おもちゃを買ってもらった子どもみたいにはしゃぎ回ってる。

「ご機き嫌げんだね、来くる海み」

「当たり前じゃんっ。秋しゆうちゃんが瘦やせたんだもん♪」

　タイヤの上でバランスを取りながら、幼なじみは満面の笑みを浮うかべた。

「いーんちょは頼たよりになるし。ゆっきー☆は時々迷めい惑わくだけど、来海の相談にいつも乗ってくれるしっ。部員にも恵めぐまれたわ。これもひとえに部長である来海の人じん徳とくのタマモノよねっ！」

　自じ画が自じ賛さんっぷりに思わず苦笑いしてしまった僕ぼくに気付かず、来海は拳こぶしを握にぎりしめた。

「うんっ。全てが順調にいってるわ。この調子なら、目標体重に達するのも時間の問題よっ！」

「ハイテンションになるのはいいけどさ……あんまりはしゃいでると転ぶよ？」

「来海は秋ちゃんみたいなドジじゃないもーん。一いつ緒しよにしないで！」

　隣となりのタイヤにぴょんと飛び移うつった来海は、大きくバランスを崩くずした。

「ふにゃあああっ!?」

　タイヤから転げ落ちそうになる寸すん前ぜんで、僕の身体からだをクッション代わりにするようにして来海を抱だき留とめてあげる。

「ほら、言わんこっちゃない」

　ゆっくりと地面に降おろしてやった。

「大だい丈じよう夫ぶか？　気をつけろよ」

　腕うでの中の幼なじみに声を掛かけたけど、返事がない。みぞおちの辺りに顔を埋うめるようにして、来海は僕にしがみついてたんだ。

　幼なじみの顔を覗のぞき込こんで尋たずねる。

「どした？　ケガでもしたのか？」

「……ううん。平気」

　オナカにくっついたまま、来海は視し線せんを逸そらした。

「あ、あのね……えっと、なんていうか……」

　躊躇ためらうように幾いく度ども唇くちびるを震ふるわせた後で、幼なじみは続ける。

「秋ちゃんは来海の幼なじみで……将しよう来らいは旦だん那なさまになる、かもしれない人よ。デブってるなんて許ゆるされないことだわ。瘦せるのが当然であって、秋ちゃんはこれっぽっちも偉えらくないの。ちょっとぐらい体重が減へったからって調子に乗ったら承しよう知ちしないわよ！　でもね……」

　幸せそうに微笑ほほえんで、来海は上うわ目め遣づかいに僕を見つめた。

「……うれしいの」

　キョロキョロと首を巡めぐらせ、辺りに人ひと影かげがないことをしっかりと確かく認にんした上で。

　ぎゅっ、と。

　僕の背せ中なかに腕うでを回して、抱だきついてくる。

「えへへ、来くる海みってば優やさしいから、ごほうびを追加しちゃおうかなっ」

　背せがちっこい来海は、腕うでも短い。なおかつ僕ぼくのウエストは太めだから、幼おさななじみの指先は背中と脇わき腹ばらの境さかい目め辺あたりまでしか届とどいていなかった。

「いつか背中に回した両手がくっついたら……秋しゆうちゃんにぎゅ～って出来るようになったら……なんていうか、その……」

　小さな小さな声で幼なじみは囁ささやく。

「ちゅー、してあげてもいいよ」

　なに言ってるんだよ。ちゅーなんて、恋こい人びと同どう士しがするものだろ。僕たちはそういう関係じゃないし。軽々しく男にキスするなんて約束するもんじゃないぞ──というセリフが、模も範はん解かい答とうであると僕の理り性せいが瞬しゆん時じに答えを導みちびき出している。

　でも、僕の口から出てきたのは、理想とはほど遠いものだった。

「いや、その、ちゅ、ちゅーなんて、マズいっていうか……」

　シドロモドロで呂ろ律れつも回ってない。そのうえ、声が裏うら返がえってるって自分でもわかるよ。

　凶きよう暴ぼうでワガママな幼なじみだけど……やっぱり来海はものすごく可愛かわいいんだ。

　家の近所の公園で制せい服ふく姿すがたで抱きつかれ、「ちゅーしてあげる」なんて言われたら。ちくしょう。ドキドキしちゃうに決まってるだろ。不意打ちは卑ひ怯きようだぞっ。

　幼なじみの体温、細っこいカラダの感かん触しよく、そしてシャンプーの匂においが、僕の精せい神しんに三連コンボを決めてくる。頭上にピヨピヨと小鳥が飛んでるのが自分でもわかった。

「本来ならおデブな秋ちゃんとくっついてるなんてイヤだけど……今日はとっても気分がいいの。うれしくてうれしくて堪たまんないから」

　高たか飛び車しやな口く調ちようだったけれど、来海の瞳ひとみは潤うるんでいた。うるうるな眼まな差ざしで僕を見つめてくる。

「だから、ほんのちょっとだけなら……ごほうびの前まえ渡わたしをしちゃおうかな。這はいつくばって感かん謝しやしなさいっ」

　背せ伸のびをして、僕に顔を近づけてくる。

「ほっぺなら……今すぐちゅーしてあげてもいいよ」

　僕のオナカに抱きついたまま、来海は全力で背伸びをする。

　そっと瞳を閉とじて、可愛らしく唇くちびるを尖とがらせて。

　僕の頰ほおに、唇を近づけてきた。

「うにゅー……届とどかないから、ちょっと腰こしをかがめて欲ほしいな」

「う、うん……」

　間近で見る来海のキス顔は、息を飲むくらいに可愛くて。

　拒きよ否ひすることなんてできなかった。

　言われるままに、僕は腰を折る。

「ありがと」

　幼おさななじみは僕ぼくの頰ほおに、さらに顔を近づけてくる。

　来くる海みの唇くちびるが、僕の頰に触ふれ合う──まさに、その直前。

「すずめ屋でたい焼き買おうぜー！」

　すぐ近くで子どもの声が聞こえた。公園の前の道をちっちゃい男の子と女の子が手を繫つないで駆かけていく。

　来海は僕を突つき飛ばすようにしてカラダを放した。耳の先まで真っ赤に染そめ、唇を震ふるわせる。

「な、なーんちゃってっ。本気にした？」

「じょ、冗じよう談だんかよ。やめろよ、そーゆーの。心しん臓ぞうに悪いよ」

「ば、バッカねぇ。秋しゆうちゃんみたいなおデブにちゅーするワケないでしょっ」

　偉えらそうな口く調ちようでまくし立てた後で、来海は赤くなった頰をペチペチと両手で叩たたいた。消え入りそうなほど小声で呟つぶやく。

「ヤバかった～……。雰ふん囲い気きに流されちゃうとこだったわ……」

　子どもたちの元気な声が、僕たちの耳に再び届とどく。

「今日はわたしに頭の方をちょうだいね！」

「やだよー！　おまえはシッポにしろよー！」

「えー、昨日はわたしがシッポだったのにー」

　どうやらあの子たちは、二人でたい焼きを半分こにしようとしてるみたいだ。商店街にあるすずめ屋のたい焼きは、あんこの配置が偏かたよってる。シッポよりも頭の側があんこが多いんだよね。

　僕と来海も、ちっちゃい頃ころはよくすずめ屋のたい焼きをわけあって食べたっけ。僕はいっつもシッポの方を食べさせられたんだ。

　来海はポンと手を叩たたいて、提てい案あんしてきた。

「よしっ。体重が減へったごほうびに、二人でたい焼きを食べましょ！」

「えっ!?　いいの!?」

「うん。来海と一いつ緒しよならおやつも食べていいってルールだもん。半分こなら問題ないわよ。来海がおごったげる。秋ちゃんはベンチで待ってて！」

　ミニスカートを翻ひるがえし、来海はたい焼き屋へと走っていってしまった。

　ベンチに腰こし掛かけた僕は、人差し指で頰を搔かく。顔がまだ熱いままだ。

「……やれやれ、冗談がキツいよな」

　本当にちゅーされちゃうかと思って、ドキドキしたじゃないか。からかうのはやめてほしいよ。

　夕焼け空に向け、ため息とも安あん堵どの息ともつかない大きな息を吐はき出す。

「それにしても、来海はすごく喜んでたなぁ……」

　本当のコトを言えば。

　僕ぼくは未だにダイエットなんてしたくないって思ってる。多少は慣なれてきたとはいえ、食事を控ひかえめにするのはすごく苦しいし。客きやつ観かん的てき評ひよう価かでは激げきデブってことになるらしいけど……そもそも自分ではそれほど太ってるって感じてないからね。

　来くる海みに無理矢理ダイエットさせられてるだけだ。

「でも、まあ、ちゃんと結果が出るのは僕もうれしいよ」

　まさか本当に体重が減へるとは思わなかったよ。苦しんだ甲か斐いがあるってもんだ。

「これからも来海に付き合って頑がん張ばってみようかな……」

　小さな決意を呟つぶやいたとき──ケータイに着信があった。

　液えき晶しよう画が面めんに表示されてる名前は『おっちゃん』。大だい五ご郎ろうのおっちゃんからだ。どうしたんだろ？

「はい、もしもし」

『秋しゆう馬ましゃんのケータイですか……？』

　ケータイから聞こえてきたのは、大五郎のおっちゃんではなく琴こと音ねさんの声だった。

『助けてください……』

　琴音さんの声が涙なみだで震ふるえてる。微かすかな嗚咽おえつも聞こえてきた。

「助けてって、なにがあったの!?　僕にできることならなんでもするよ！」

『秋馬しゃん、お願いです。大食い大会に出てくださいませんか？　琴音を助けてください……』
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　聖しよう護ご院いん家にほど近い場所にあるファミリーレストラン・ゴローンズ高たか森もり本ほん店てんは、熱ねつ狂きようと興こう奮ふんの渦うずに包み込こまれていた。

『第一回・ゴローンズカップ』の火ぶたが切って落とされたのだ。

　ゴローンズのメニューを全品食べきるという過か酷こくなレースに、フードファイターたちが果か敢かんに挑いどみ掛かかっていた。

　ナイフとフォークが触ふれ合う金きん属ぞく音おんが響ひびき渡わたる。選手が一品食べきるたびに、観客の歓かん声せいがファミレスを揺ゆるがした。

　デカ盛もり町とも呼よばれる大食いのメッカ・高たか森もり町ちようでは大食い対決はしょっちゅう開かれているが、町まち主しゆ催さいで年に一回行われる公式戦を除のぞけば、これほどに盛り上がる大会は類を見ないだろう。

　その理由は参加メンバーにある。公式戦でも上位に名を連ねる、全国の強きよう豪ごうフードファイターが多数参戦していたのだ。

　前年度ランキング三位、たこ焼き一〇〇個こを一分以内に完食したという記録を持つ関西出身の高校生フードファイター『粉モンの銀』こと小こ暮ぐれ銀ぎん二じであるとか。『北海道の産んだ怪かい物ぶつ』の異い名みようを持つマッチョなファイター。ランキング四位・ギガント藤ふじ森もりであるとか。

　テレビの大食い企き画かくでもたびたび登場する有名選手が、料理を次々と平らげていく。

　会場にはテレビカメラも入っており、夕方のローカルニュースで対決の模も様ようが中ちゆう継けいされることとなっていた。

　駐ちゆう車しや場じようまでもを埋うめ尽つくしている観客のボルテージは、開始直後から最さい高こう潮ちようだ。

　しかしながら。

　会場の盛もり上がりとは対照的に、バックヤードの事じ務む所しよの空気は重く沈しずんでいた。

　白いスーツに蝶ちようネクタイ姿すがたの聖しよう護ご院いん大だい五ご郎ろうが、額ひたいを手で押おさえて嘆なげく。

「なんてことをしたんだ、琴こと音ね……。今さら間ま違ちがいでしたとは言えないよ。お客さまの信用を損そこねることになるからね」

「ごめんなさい、お父とうさま……」

　琴音は父になりすまして秋しゆう馬まに大食い大会の参さん加か依い頼らいをメールした、はずだった。

　だが、焦あせっていたためにメールの送り先を間違えてしまい、ゴローンズ本社の広こう報ほう部ぶ社しや員いんへと送ってしまったようなのだ。

　メールを受け取った社員は気を利きかせて、全国のフードファイターたちへメールを転送してしまい──。

　失敗と偶ぐう然ぜんとが重なった結果、『琴音との一日デート権けん』を求めて強きよう豪ごう選せん手しゆが多数出場する事じ態たいに陥おちいったのである。

　いつの間に撮とられたのか、琴音の写真までフードファイターたちの間で拡かく散さんされてしまったらしい。『優ゆう勝しようすれば、この美少女と付き合える！』なんて噂うわさが立ってしまったようだ。

「どうして、そんなメールを送ったんだい……？」

　父親の問いに、琴音は肩かたを震ふるわせた。今にも死んでしまいそうくらいに弱々しい声で答える。

「秋馬しゃんと、少しでも仲良くなりたかったんです。彼なら絶ぜつ対たいに優勝してくださると思ったから……」

　しかし、肝かん心じんの秋馬は出場していなかった。いつも秋馬には大五郎が直ちよく接せつ連れん絡らくを取っている。そのため、件くだんの社員から出場依頼のメールが送られなかったようなのだ。

　秋馬にも慌あわてて電話をして、出場して欲ほしいってお願いしたけれど……。

　琴音は唇くちびるを嚙かんだ。

（秋馬しゃんには『考えさせてくれ』って言われてしまいました……）

　眉まゆをハの字にして、大五郎は琴音の頭を撫なでた。

「いやはやいやはや……そんな理由じゃ怒おこれないじゃないか。父さんに相談してくれれば、いくらでも協力してやるのに……」

　バックヤードにある監かん視しモニターの映えい像ぞう。白熱した勝負が展てん開かいされている。

　どの選手も公式戦と同じぐらい真しん剣けんに大食いに挑いどんでいるように見えた。

　髪かみをツンツンと立てた、浅黒い肌はだの優やさ男おとこ──粉モンの銀が三品目の『目玉焼きゴローンズハンバーグ』を食べ終えて叫んだ。

『次や！　早ぅ次持って来い！　琴こと音ねちゃんはワイがいただくで～！』

　琴音はイヤイヤをするように、首を横に振ふった。

　私はただ、ダイエット中の秋しゆう馬ましゃんにたくさんごはんを食べてもらって。そのうえでちょっぴり二人の仲が深まったなら、それで幸せだったのに……。

　それなのに。それなのに……。

「どうして、こんなことになってしまったんでしょうか……」

　琴音の瞳ひとみから涙なみだがこぼれ落ちた。熱い雫しずくが頰ほおを伝っていく。

「知らない方とデートをするなんてイヤです。お願いです。助けてください、秋馬しゃん……」
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「意味がわからないよ……」

　公園のベンチで、僕ぼくは呆ぼう然ぜんとケータイを見つめた。

　なんで琴音さんが大食い大会の賞品になっちゃってるの？　どんな間ま違ちがいが起こったらそんな状じよう態たいになるのか想そう像ぞうもつかない。

「でも、琴音さん泣いてたな……」

　ケータイの向こう側で、お嬢じようさまは涙を流してるみたいだった。

　何度も何度も、僕に『助けてください』ってお願いしてきたんだ。

　琴音さんが困こまってるなら助けてあげたいよ。今すぐにでも駆かけつけたいところだ。

　だけど──髪かみを搔かきむしった。

「よりによって、なんで大食い大会なんだ！」

　僕は今、ダイエット中なんだよ。神かん林ばやしさんや二戸にのへさんの協力もあって、ようやく体重が減へりはじめた。幼おさななじみも大喜びしてたんだ。

　それなのに大食い大会に出場したと知ったら……間違いなく来くる海みのヤツは激げき怒どするだろう。キックの一発や二発じゃ許ゆるしてもらえない。ボコボコにされちゃうに決まってるよ。

「どうすりゃいいんだ……」

　頭を抱かかえた僕の耳に、幸せそうな鼻歌が聞こえてきた。

「♪ふっふふーん　たい焼きたい焼き～」

　紙かみ袋ぶくろを手にした来海が公園に向かってスキップしてる。満面の笑みを浮うかべていた。

　アイツが戻もどって来たら、もう大食い大会へは出場できなくなる。琴こと音ねさんを助けてあげられなくなるんだ……。

「…………」

　苦く悩のうした末に、ベンチから立ち上がった。

「……ごめんね、来くる海み」

　大急ぎで公園の植え込こみに駆かけ込む。

　泣いてる琴音さんを見み捨すてることなんて、僕ぼくにはできないよ！

「秋しゆうちゃん！　たい焼き、買ってきたよん♪　一いつ緒しよに食べよっ！　って、あれれ？　どこにいるの～？」

　来海の声を背せ中なかで聞きながら、僕は公園のフェンスを乗り越こえて走り出した。
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「もうダメだ。諦あきらめなさい、琴音」

　ゴローンズ本店のバックヤード。

　懐かい中ちゆう時ど計けいを手にした大だい五ご郎ろうが、力なく肩かたを落とした。時計の針はりは六時を指している。競きよう技ぎ開かい始しから一時間ほどが経けい過かしたところだ。

「早い選手はメニューの半分を制せい覇はしてる。彼らも名のあるフードファイターだ。チャンピオンの秋しゆう馬ま君でも、もはや追いつけないだろう」

　こんな事じ態たいに陥おちいったのは自じ業ごう自じ得とくだ。父にこれ以上迷めい惑わくを掛かけないためにも、約束通り優ゆう勝しよう者しやには『一日デート権けん』をプレゼントしなきゃいけないと思う。

　だけど、琴音は涙なみだが溢あふれて止まらなかった。

「初めてのデートは……秋馬しゃんとしたかったです……」

　バックヤードに父の嘆たん息そくと、お嬢じようさまの嗚咽おえつが重なる。

　やるせなくて、恥はずかしくて、切なくて──いろいろな感情が入り交じって、琴音はこのまま消えてしまいたいとすら思った。

　どのくらい、そうしていただろうか。

「……うん？」

　ふいに、父がバックヤードのモニターを覗のぞき込んで首を傾かしげた。

　解かい像ぞう度どの悪い監かん視しカメラのモノクロ映えい像ぞう。フードファイターたちもフォークを動かす手を止めていた。

　ファミレスを揺ゆるがし続けていた観客の声せい援えんがまるで聞こえない。

「なにが起こったんだ……？」

　誰だれもが石像のように固まって、お店の入り口の方を睨にらんでいる。

「ま、まさか……！」

　予感めいたものを感じて、琴音はバックヤードを飛び出す。

　厨ちゆう房ぼうの脇わきを抜ぬけ、店てん舗ぽへと駆かけ込こむ。

　まるでモーセが海を割わるように、お店を埋うめ尽くす観客たちが道を空けていた。

　琴こと音ねは人ひと波なみの向こう側に目を凝こらす。

　夕焼けに照らされたゴローンズの入り口に誰だれかが立っていた。

　夕日が目映まばゆくて、その顔は見えない。

　けれど、琴音の胸むねがときめくような優ゆう美びな丸みを帯びたシルエットだった。

　凱がい旋せんする勇者の如ごとき堂々たる姿すがたで、人ひと影かげがこちらに向かって歩いてくる。

「お待たせ、琴音さん。もう泣かなくていいよ」

　いつまでも聞いていたくなるような、落ち着いた優やさしい声でそう言って。

　温かな手のひらが、琴音の髪かみをくしゃくしゃと撫なでた。

「僕ぼくが来たから、大だい丈じよう夫ぶだ」

「秋しゆう馬ましゃん……！」

　無む敵てきのチャンピオン、大おお村むら秋馬が駆けつけたのだ。

「来てくれたのか、秋馬君！」

　父の大だい五ご郎ろうも感かん激げきの声をあげた。

「チャンピオンのために早急に席を用意するんだ！」

　マントのように制せい服ふくの上着を脱ぬぎ捨すてて、秋馬は急きゆう遽きよ作られた競きよう技ぎ者しや用ようの席に巨きよ軀くを預あずける。

「一度言ってみたかった、セリフなんだ」

　チャンピオンはテーブルに置かれたメニューを手にとった。

[image: ]

「おっちゃん、オーダー頼たのむよ。メニューの端はしから端まで、全部！」

　関西の高校生フードファイター『粉モンの銀』がステーキ肉を咀そ嚼しやくしつつ悪あく態たいをつく。

「はははは、遅おそすぎたな、ダイソン。勝負は決まってもうたで！」

「……えーっと、どちらさまでしたっけ？」

「ワイは銀や！　粉モンの銀！　毎年のようにバチバチ言わしとる宿命のライバルやろうが！　忘わすれたんか！」

「すいません。大食いのときは、ごはんのこと以外考えてないんです」

「ハッ、余よ裕ゆうやな。せやけど、今日は負けんで。遅ち刻こくしたヤツに負けるかいな！　しかも、ダイソン。おまえ、ちぃとばかし瘦やせたな？　胃い袋ぶくろが小さなってるはずやで！」

　大会の前には、大食いの訓練を積んで胃袋を大きくする──それがフードファイターの常じよう識しきだと琴こと音ねも聞いたことがある。ダイエットをしていた秋馬は、胃が小さくなってしまってるのかもしれない。

　だけど、秋しゆう馬まは人の良さそうな笑顔を浮うかべ、頭を搔かいた。

「あ、気にしなくてもいいですよ。そんなのハンデにもなりませんから」

「……な、なんやと、コラ！」

「ただ、ごめんなさい。今日は負けられない勝負なんで、普ふ段だんの僕ぼくなら絶ぜつ対たいにやらないことをします」

　弓ゆん手でにナイフ、馬め手てにフォークを構かまえてチャンピオンは続ける。

「今日はほんのちょっとだけ、急いで食べるつもりです」

「……ウソやろ!?　おまえ、一度も急いで食うたことなかったんか！　こっちはいつも全速力やで!?」

「僕は普通に食べてるだけですよ。慌あわてて食べるなんて、ごはんがもったいない」

　一品目。秋馬のテーブルに焼きたてのハンバーグが運ばれてくる。ゴローンズの看かん板ばんメニュー『ゴローンズハンバーグ』だ。

「いただきまーす！」

　秋馬が食前の挨あい拶さつをした半はん瞬しゆん後、目を疑うたがうようなことが起こった。

　鉄板の上から一瞬で、ハンバーグが消え失せたのだ。

　粉モンの銀は幾いく度どもまぶたを手で擦こすった。

「フォークを動かす手ぇが見えへん、やて……!?」

「ゆっくり食べるのは辛つらいけど、早く食べるのは楽だね……もぐもぐ……」

　ハンバーグを飲み込こんだ秋馬は光り輝かがやくような、満面の笑みを浮かべる。

「うンまああああああああいっ!!」

　秋馬の幸せそうな笑顔のアップが、夕方のローカルニュースでも放ほう映えいされた。

　これは父から後日聞いた話だが、彼かれの笑顔が放ほう映えいされた直後からゴローンズハンバーグの売り上げが三倍に跳はね上がったそうだ。

「はうぅぅ……」

　腰こしが抜ぬけてしまったみたいに、琴こと音ねはファミレスの床ゆかにへたり込んでしまう。

　秋しゆう馬まに泣くなって言われたのに、涙なみだが止まらない。胸むねの中で溢あふれた感かん情じようが、熱い雫しずくとなって次から次へと頰ほおを伝っていく。

　悲しいのではない。あまりにもうれしくて涙が止まらなかった。

　心しん臓ぞうが高鳴りすぎて、張はり裂さけそうだ。

　大好きな人が、自分を助けるために戦ってくれるなんて──ときめかない女の子はいないと思う。

「秋馬しゃん、かっこよすぎです……！」




　　　　[image: 区切り]




　なお、『第一回・ゴローンズカップ』は、次のような結果となった。





　優ゆう勝しよう：大おお村むら秋馬　二時間一一分　完食




　第二位：小こ暮ぐれ銀ぎん二じ　二時間二〇分　完食

　第三位：ギガント藤ふじ森もり　二時間三二分　完食




　第四位以下：戦せん意い喪そう失しつにつき、リタイア






　※大村選手は競技スタートが五八分三〇秒遅おくれました。規き定ていにより、タイムは大会開始時からの累るい積せき値ちとなります。
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　僕ぼくが家に帰り着いたのは、夜九時を回ってからのことだった。

　大会後の表ひよう彰しよう式しきには申し訳わけ程てい度どに出席したけど、ファミレスのサイトに載のせるための勝利者インタビューは辞じ退たいさせてもらったし、お礼をしたいから家に招しよう待たいしたいっていう大だい五ご郎ろうのおっちゃんの誘さそいも断ことわってきた。

　大急ぎで帰き宅たくしたんだけど……ずいぶん遅おそくなっちゃったな。

　僕のケータイには来くる海みからの着信がいくつも残ってた。心配させちゃったかもしれない。

　大会の優勝カップをカバンに隠かくして、エレベータで四階へと上がる。

「ただいまぁ……」

　廊ろう下かは薄うす暗ぐらかった。来海の部屋には灯りがついてないみたいだ。寝ねるには早い時間だから、下の階にあるリビングにいるのかもしれない。

　ってか、来くる海みに会ったら、なんて言い訳わけしよう？　学校に忘わすれ物してきたとか言えば、納なつ得とくしてもらえるかなぁ？

　そんなことを考えながら、僕ぼくは自室に入った。照明をつけて、カバンをベッドに放り投げる。

　制せい服ふくを着き替がえようとネクタイに手を掛かけたとき、甘あまい匂においが鼻をくすぐった。

　机つくえの上に、たい焼きが載のったお皿が置かれてる。

　ごほうびにって、来海が買ってくれたものだね。

「シッポじゃなくて……頭の方だ……」

　すずめ屋のたい焼きを来海と半分こするときは、いつも僕がシッポ側だったのに。今日はあんこがたっぷり詰つまった頭の方をわけてくれたんだ。

「ありがとう、来海。いただきます」

　冷めたたい焼きにかぶりつく。あんこがたっぷり詰まっていて、普ふ段だんの僕なら大だい歓かん声せいをあげるところだ。

「…………」

　でも、どうしてかな。ちっともおいしくないや。

　ちっちゃい頃ころに来海とわけあって食べたたい焼きのシッポの方が、ずっとおいしかったような気がする。

　と、お皿の横に、折りたたまれたルーズリーフが置かれているのに気付いた。

　見覚えのある丸っこい文字が並ならんでる。来海からの置き手紙だ。

「ウソだろ……!?」

　文面に目を走らせた僕ぼくは、弾はじかれたように駆かけ出した。

　エレベータを待つ時間も惜おしい。階かい段だんを転がるように駆け下り、家を飛び出す。

　手紙には、こんなことが書かれていたんだ──。








　夕方のニュースで秋しゆうちゃんを見たよ。

　どうして、大食い大会なんかに出てたの？

　ようやく体重が減へってきたとこなのに。

　これからも頑がん張ばろうねって、みんなで乾かん杯ぱいしたのに。

　来海はすごくすごくうれしかったのに[image: 三点２][image: 三点２]。

　大食いしちゃうなんて、ひどすぎるよ！　最低の裏うら切ぎり行こう為いだわ！

　秋ちゃんは、来海を裏切っても平気な人になっちゃったの？

　協力してくれてるみんなを騙だましても、なにも感じない男になっちゃったの？

　カラダが太っただけじゃなくて、ココロまでブタ野や郎ろうになっちゃったの!?

　それじゃダイエットなんて、しても無む駄だじゃない！

　バカ！　バカバカバカバカ！　本当に幻げん滅めつよ！　秋しゆうちゃんなんて大だい嫌きらい！

　秋ちゃんの顔も見たくないので、来くる海みはもうアメリカに帰ろうと思います。

　短い間でしたが、お世話になりました。





朝あさ凪なぎ来海











　夜の商店街を駆かけ抜ぬけて、高たか森もり駅えきの改札口へと走り込こんだ。

　自動改札越ごしに駅のホームが見える。ちょうど電車が滑すべり込んでくるところだった。

　ホームの隅すみっこに、小さなカバンを抱かかえた来海が立ってる。

　悲しげにうつむいてるせいで、ただでさえちっこい来海のヤツが、余よ計けいに小さく感じた。

「来海ーっ！」

　幼おさななじみはハッとしたように振ふり返った。

　目元が赤くなって腫はれぼったくなってる。今までずっと泣きじゃくってたんだろう。

　発車のベルが鳴り響ひびく。騒そう音おんに負けないくらい大声で怒ど鳴なった。

「ちょっと待ってろ！　すぐにそっちに行くから！　電車には乗るな！」

　幼なじみは躊躇ためらうように立ちすくんでいたけれど──

　意を決したようにカバンを抱だきしめて、車両に乗り込んでしまった。

　まるで怪かい物ぶつの顎あぎとみたいに、来海を飲み込んでゆっくりとドアが閉しまる。

　緩ゆるやかに走り出す電車。窓まど際ぎわに立って、来海が僕ぼくを見つめていた。

　赤くなっちゃってる瞳ひとみで僕を睨にらんで、唇くちびるを動かす。もちろん、声は僕の耳には届とどかなかったけれど。

『だいきらい』

　そんな風に唇が動いたような気がした。

　電車が徐じよ々じよに加速していく。

　呆ぼう然ぜんと僕は走る電車を見つめていた。

「本当にアメリカに行っちゃう気かよ……？」

　また来海に会えなくなるのか？

　いや、ただ会えなくなっちゃうだけじゃない。僕のことを裏うら切ぎり者だと誤ご解かいしたまま、アイツは僕の前から去っていくってのかよ？

「そんなの、冗じよう談だんじゃないぞ……！」

　僕は駅の改札から飛び出す。

　駅前の寿す司し屋のおっさんが店じまいのためにシャッターを降おろしてるところだった。

「自転車借ります！」

　出前自転車に飛び乗る。

　寿す司し屋のおっさんは僕ぼくの鬼き気き迫せまるようすに気付いたのか、文もん句く一つ言わなかった。親指を立てて、送り出してくれる。

「なんだか知らんが、頑がん張ばれ！　秋しゆう馬ま！」

「はいッ！」

　猛もう然ぜんとペダルを踏ふみしめた。

　電車を追いかけて、線せん路ろ沿ぞいの道を走る。

　足がもげたって構かまわない。ひたすらに自転車を漕こぎまくった。

　全身から汗あせが噴ふき出す。心しん臓ぞうが爆ばく発はつしそうなくらいに脈打つ。ペダルはサビついたように重たかった。

「うおおおおおおおおおおおっ!!」

　それでも、懸けん命めいに足を踏ん張ばり続ける。

　緩ゆるやかな下り坂が続いていたことも幸いして、電車との距きよ離りが五〇メートルほどになった。

　千切れそうなぐらいに腕うでを振ふって、僕は大声で叫さけんだ。

「来くる海みーっ！　来海──っっっ!!」

　電車の中、幼おさななじみが僕に気付いた。最さい後こう尾びの車両──僕との距離が一番短くなる場所まで車内を走って車しや窓そうを開いた。

「秋しゆうちゃん……！」

「来海ーっ！　行かないでくれ！　せめて僕の話を聞いてくれよっ！」

　来海は苦しげに唇くちびるを嚙かんだ。なにも答えずに、窓まどを閉とじてしまったんだ。

　緩やかな下り坂だった道路が、平へい坦たんな道へと変わる。

　必死に漕こぎまくったけれど、電車に追いすがることなんてもはや不ふ可か能のうだった。

　夜の闇やみへと、幼なじみを乗せた電車はゆっくりと消えていく。

「ちくしょう……!!」

　それでも諦あきらめずにペダルを踏みしめ続けたけれど。

　隣となりの駅まで走ったところで、僕はペダルが漕げなくなってしまった。

　息があがってしまって、うまく呼こ吸きゆうができない。心しん臓ぞうが口から出てしまいそうだ。汗が噴き出し、身体からだ中じゆうから白い湯ゆ気げみたいなものが立ち上っていた。

　そして、それ以上に──ココロが痛いたかった。

　胸に大きな穴が空あいてしまったみたいに、激はげしい痛みを感じる。

　自転車を放り出し、バス停てい留りゆう所じよのある駅のコンコースで大の字に寝そべった。

「ちくしょう～～～～っ!!」

　真っ暗の冬空から、白いものが舞まい降おりてきた。

　──雪だ。

　舞まい散る桜さくらの花びらみたいに、粉雪が降ふってくる。

　横たわったまま、腕うでで顔を覆おおった。

「くそっ……。これじゃ、あのときと……五年前と同じじゃないか……」

　僕ぼくはまた、来くる海みと離はなればなれになっちゃったのかよ……。

　冷たい雪が顔に降りかかり、額ひたいから滲にじむ汗に触ふれて消えていく。

　いっそのこと、もっと降ってくれと願った。

　五年前の春の日のように、僕が泣いてしまったとしても。

　降りしきる雪のせいで顔が濡ぬれたんだって、言い訳わけができるからさ……。

　堪こらえきれず涙なみだがこぼれそうになった、そのときだ。

「秋しゆうちゃん、こんなとこで泣いちゃうなんて格かつ好こう悪わるいわよ」

　すぐ近くから声が聞こえてきた。

　慌あわてて身体からだを起こす。濡れてしまった顔をシャツで拭ぬぐった。

「な、泣いてないよ！」

　白いコートに身を包んだ来海が、僕を見下ろしてる。

「っていうか、どうして来海が……？　アメリカに行っちゃったんじゃなかったのか？」

　フンと鼻を鳴らして、幼おさななじみはそっぽを向く。

「『僕の話を聞いてくれー』なんて叫さけんで、必死な顔で追いかけられたら……無む視しできないでしょ？　ちょっとだけなら話を聞いてあげるわよ。許ゆるすつもりはないけどね」

　来海はブーツで僕のオナカを踏ふんづける。

「ほら、こんなところでいつまでも寝ね転ころがってないでよ。さっさと立ちなさい」

　僕たちは駅前のバス停てい留りゆう所じよにあるベンチで話をすることになった。

　雨よけの庇ひさしのおかげで、そこなら雪が避さけられそうだからね。

　高たか森もり駅えきの隣となりの駅である『水みず畑はた駅えき』は、すごく小さな駅だ。駅前には商店街もなくて、ポツンとコンビニが建ってるだけ。タクシー乗り場はあるけれど、客待ちをするタクシーは一台も停まってなかった。

　夜も一〇時に近い時間だから、人ひと影かげはほとんど見えない。舞い散る粉雪と相まって、すごく寂さびしい雰ふん囲い気きだ。

　まあ、僕にとっては人気がなくてよかったと思うけどね。怒おこり顔で腕うで組ぐみをしてる女の子の隣で、大きな体を縮ちぢこめてベンチに腰こし掛かけてる男子高校生の姿すがたなんて──どう考えてもかっこいいものじゃないからさ。

「手短に頼たのむわね。ホントは秋ちゃんとなんて口も利ききたくないのよっ」

　イライラした口く調ちようで、来海は吐はき捨すてた。

「秋ちゃんに裏うら切ぎられて、来海がどれだけ悲しんだかわかってるの？」

「僕ぼくは裏うら切ぎるつもりなんて、これっぽっちも……」

「大食い大会に出たじゃない！　完全な裏切り行こう為いだわ！」

　幼おさななじみの瞳ひとみに、じわっと涙なみだが滲にじむ。

「ようやくダイエットの成果が出たところだったのに……どうして全部を台無しにするようなマネをしたのよ!?」

「僕だって好きで大会に出場したワケじゃないんだよ！　理由があるんだって！」

　琴こと音ねさんに助けを求められて、仕方なく出場を決めた経けい緯いを話した。

　だが、来くる海みは頑かたくなな態たい度どを崩くずさなかった。鋭するどい視し線せんで僕を睨にらみ付けてくる。

「百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、人助けのために仕方なく大食い大会に出たんだとしても……来海は秋しゆうちゃんを許ゆるせないわ」

「どうしてだよ!?　助けを求めてる人を放っておけっていうのか？」

「そんなワケないじゃない。困こまってる人を見み捨すてるようなことをしたら、それこそ秋ちゃんには幻げん滅めつしちゃうわよ」

「だったら、どうして……？」

「もしも大食いしなきゃいけない理由があったなら……なんで来海に話してくれなかったの？　来海は秋ちゃんのダイエットを精せい一いつ杯ぱい応おう援えんしようって思ってる。だから、どんなことでも相談して欲ほしかったよ。来海に黙だまって大食い大会に出ちゃったのは……やっぱり裏切りだと思う」

「それは、その……ごめん」

　大食い大会に出場したいなんて言えば、来海は絶ぜつ対たいに反対すると思った。だから、僕はコッソリと琴音さんを助けに行ったんだ。ちゃんと来海に相談して、理由を話してから出場するべきだったね。

　悲しげにうつむいて、来海はため息を吐ついた。白い息が微かすかに唇くちびるから漏もれる。

「テレビで大食いしてる秋ちゃんを見て、目の前が真っ暗になったわ。秋ちゃんは、来海を裏切っても平気なんだって……。来海のことなんてどうでもいいって思ってるんだって……。そう考えたら、すごく悲しくなっちゃったの」

　だから、僕の顔も見たくなくなって、家を飛び出したんだろうね。

　来海は口を閉とざし、しょんぼりとうつむいた。

　粉雪と一いつ緒しよに、静せい寂じやくが舞まい降おりてくる。

　雪が降ふる微かな音さえ聞こえそうなぐらいに静かだ。

　やめてくれよ。来海には静けさなんて似に合あわないだろ。

　コイツはいつだって僕の隣にいて、はしゃぎまくって、笑いまくって、威い張ばりくさって、僕を蹴けっ飛ばしてなきゃいけないんだ。悲しそうな顔なんて見たくないよ。

　なんて言えば、許してもらえるだろう？

　どうしたら、また来海に笑ってもらえるんだろう？

　凍こおり付いてしまった幼おさななじみのココロを、溶とかすことができるのだろう？

　夜の闇やみで踊おどる粉雪を見つめて、僕ぼくはしばらくの間考え込こんだ。

　舞まい散る雪せつ片ぺんを手のひらで受け止めて、ゆっくりと握にぎりしめた。

「──仕方ない」

　雪の結けつ晶しようが手の中で溶けてゆくのを感じながら、僕は口を開いた。

「今までずっと隠かくしていた秘ひ密みつを、来くる海みに話すよ」

「秘密……？」

「ああ。すごく情なさけなくて、格かつ好こう悪わるいから黙だまっていたんだけど……僕の秘密を話すよ。一度しか言わないから、よく聞いてろよ」

「う、うん……」

　緊きん張ちようしたように、来海の喉のどがコクンと動く。

「昔の僕は、今ほど大食いじゃなかったよな？」

「そうだね。普ふ通つうだったと思うよ。来海とよくお菓か子しを半分こしてたし」

「僕が大食いをはじめたのは、小学六年のＧＷの頃ころだ。近所のトンカツ屋さんで、ちょっとした事じ件けんが起こったのがキッカケでね……」

　タマゴを大量に注文しちゃったトンカツ屋さんで、超ちようデカ盛もりの玉たま子ご丼どんを平らげたところから僕のフードファイターとしての激げき闘とうの歴史が幕まくを開けた。

　過か疎そ化かに苦しむ高たか森もり町ちよう商しよう店てん街がいを救うため、少年はお箸はしを手に立ち上がったのだ！──なぁんて言うと聞こえはいいけど、本当はそんなにかっこいいもんじゃない。

　僕が大食いに明け暮くれた理由、それは──。

「寂さびしかったんだ」

「え……？」

「来海がアメリカに行っちゃって……すごく寂しかったんだよ」

　五年前。僕が初めて大食いをした日に、トンカツ屋のオバちゃんと交わした会話が脳のう裏りを過よぎった。

『捨すてるぐらいなら食べさせてよ！』

『タマゴが悪くなる前に食べてくれるのはうれしいけど……こんなに食べて平気かい？』

『大だい丈じよう夫ぶだよ。なんだかムシャクシャして、いっぱい食べたい気分なんだ。いただきまーす！　もぐもぐ……うまい！　うますぎる！　ちくしょう！　来海の馬ば鹿か野や郎ろう～～～っ！』

　その日以来、僕はいろんなお店で大食いをするようになった。

「オナカいっぱい食べると、寂しい気分が忘わすれられたんだ」

　そうこうしてるうちに食べること自体が大好きになった。町のみんなが喜んでくれるのも励はげみになって、やがて僕はフードファイターとして覚かく醒せいしたんだ。

　一いつ瞬しゆんだけ視し線せんを動かし、隣となりに座る来海の顔を盗ぬすみ見た。幼なじみは目を丸くして、僕をじっと見つめてる。

　格かつ好こう悪わるいこと言ってるってのはわかってるんだ。あーもう、そんなに見ないでくれよ。恥はずかしいだろ！

「つまり、秋しゆうちゃんが大食いをはじめた元々の理由っていうのは……」

「そう──『ヤケ食い』だよ」

　これは神かん林ばやしさんから後で聞いた話なんだけど。

『大食い』『早食い』『ダラダラ食い』『偏へん食しよく』などなど。

　数ある悪い食べ方の中でも、特に太りやすいのが『ヤケ食い』らしい。

　ストレス解かい消しようのために食べまくると、脂し肪ぼうになりやすいんだってさ。

　照れくさい気持ちを懸けん命めいに堪こらえつつ、僕ぼくは来くる海みを見つめた。

「そんなこっ恥ぱずかしい理由で大食いをはじめちゃった僕が、だよ。来海のことを『どうでもいい』なんて考えてるはずがないだろ？　僕にとって来海はその……大切な存そん在ざいなんだ」

　来海のことは、いつも『妹みたいだ』って思ってる。

　それは、取るに足らない女の子だって意味じゃなくて。

　妹みたいに、掛かけ替がえのない存そん在ざいだって言いたいんだよ。たぶんね。

「秋ちゃん……」

　来海は瞳ひとみを潤うるませて、僕を見つめてくる。
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「僕ぼくは食べるのが大好きだ。ダイエットのツラさに耐たえかねて、ついついごはんを食べちゃうこともあると思う。もしもつまみ食いをしちゃった時は、僕のおしりを蹴けっ飛ばしても構かまわないよ。でも、アメリカに帰るなんて言い出すのはやめてくれ。寂さびしくって、もっと大食いになっちゃうじゃないか」

　僕の言葉を聞いた来くる海みは、しばらく唇くちびるをあゎあゎさせていたけれど──勢いきおいよく立ち上がった。

「フン、秋しゆうちゃんってば、やっぱりしょうがない人よねっ。寂しさのあまり大食いに走るなんて、情なさけないったらないわよ」

　倒たおれたままになっている寿す司し屋の自転車に大またで歩み寄よって、車体を起こそうとする。

「雪が積もったら帰れなくなっちゃうわ。小こ降ぶりのうちに戻もどりましょ」

「帰るって……どこへ？」

「決まってるじゃない」

　来海はそっぽを向いていたから、表ひよう情じようはわからない。街灯に照らされた幼おさななじみは、耳の先まで真っ赤になっていた。

「……秋ちゃんと来海のウチよ」

「それじゃ、アメリカへは……？」

「ハッ、帰るワケないでしょ？　飛行機のチケットもないし。秋ちゃんがムカつくことしたから、家を飛び出しただけよ。ちょっと考えたらわかるでしょ、そのくらい」

「無計画にもほどがあるだろ。なんで、そんなに偉えらそうなんだ」

「うっさいうっさい！　事実、来海の方が偉いんだから問題ないのー！」

　自転車の荷台にぴょんと飛び乗って、尊そん大だいな口く調ちようで言い放つ。

「バツとして、来海を二人乗りで連れて帰りなさい。今日のところはそれで勘かん弁べんしてあげるわ。ほら、早くしないと蹴っ飛ばすわよ！」

「わ、わかったよ～っ！」

　自転車に駆かけ寄より、サドルに腰こし掛かけた。微かすかに粉雪が降ってるし、転んだりしないように気をつけなきゃいけないな。

「しっかりつかまってろよ！」

　来海に声を掛けて、ペダルを踏ふんだ。慎しん重ちように自転車を発進させる。

「んもうっ、おデブに触さわらきゃいけないなんて最低だわ。人生の汚点よ」

　ブツクサと文もん句くを言いながらも、来海は僕の背せ中なかにくっついてきた。

　雪の夜道を、自転車で走っていく。

　五年前の春とは違ちがい、僕の後ろには幼おさななじみが乗っている。

「ねえ、秋ちゃん」

「んー？　なんだー？」

「寂さびしがり屋の秋しゆうちゃんのために、来くる海みがそばにいてあげるわ。だから、頑がん張ばって瘦やせてよね」

　幼おさななじみは、僕ぼくの背せ中なかにぎゅーっと抱だきついてきた。

　風は冷たくて凍こごえそうなほどだったけど、幼なじみと触ふれ合ってる背中だけは温かい。

　その温かさが『確たしかに、来海はここにいるんだ』って証しよう明めいしてくれてる気がした。
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　聖しよう護ご院いん家のお屋や敷しき。琴こと音ねの部屋。

　部屋の主は、ベッドに俯うつぶせに倒たおれたまま魂たましいが抜ぬけたようにぽーっとしていた。

　いや、事実、魂が奪うばわれてしまったんじゃないかと琴音は思う。

「秋しゆう馬ましゃん……♡」

　お嬢じようさまの頭の中は、秋馬のことでいっぱいだったのだ。

　目を閉とじれば、秋馬の笑顔とぽよぽよした素す敵てきなオナカが浮かんでくる。耳を澄すませば、優やさしい声が聞こえてくる。頭を撫なでてくれた、温かくて力強い手のひらの感かん触しよくが今でも蘇よみがえってくる。

「はぅぅぅぅ……♡」

　相撲すもう取とりクッションに顔を埋うめて、琴音は両足をジタバタさせた。

（秋馬しゃんに会いたいです。オナカに顔を埋めてもふもふしたいです。いっぱいお喋しやべりしたいです。一分でも一秒でもいいから、一いつ緒しよにいたいですぅっ！）

　今までは、秋馬のことは『理想的な体型の男の子』って印象だった。

　でも、今は秋馬という存そん在ざいの全てが素敵だって思う。

　もう秋馬にゃんのことしか考えられなかった。少しでも気を緩ゆるめると、秋馬しゃんの妄もう想そうに耽ふけってしまう。

　例えば、そう。雪山で二人で遭そう難なんしてしまって、身体からだを温め合うために秋馬しゃんとハダカで抱き合って、ぽよぽよしたオナカに包まれた私は我が慢まんできずに──きゃああああんっ！　私ってばなんてはしたないことを考えてるんでしょう！

　ひとしきり身み悶もだえた後で、琴音は身体を起こした。相撲取りクッションを抱きしめたまま、ベッドの上に正せい座ざをする。

「今回は大失敗してしまいましたが、秋馬しゃんにダイエットなんてさせるワケにはいきませんっ！」

　拳こぶしを握にぎりしめ、琴音は気合いを入れた。

「次こそは、ダイエットを邪じや魔ましてみせます！　そして、いつの日か秋馬しゃんのオナカをもふもふするんです！　負けるな、琴音っ！」

　お嬢さまの瞳ひとみには、炎ほのおが宿っていた。

　それが『恋こいの炎』であることに、まだ彼かの女じよは気付いていないのであった。






結けつ婚こんまで──あと五六kg












　☆☆☆神かん林ばやし憐れんのワンポイントアドバイス☆☆☆







　大おお村むらくんは、大食い大会に出場してしまったようですね。聞いたところによれば、その会場でこんな発言があったそうです。

『食事を減へらし続けると、胃が小さくなってしまう』

　よく聞く話ですが、この認にん識しきは間ま違ちがっています。

　胃い袋ぶくろは元々、伸のび縮ちぢみする機き能のうを持った器官です。しかし、食しよく事じ制せい限げんによって胃が縮んだり、大食いの訓練によって胃の容よう量りようが増ふえたりということはありません。胃のサイズは変わらないのです。

　ところが、フードファイターの方たちは勝負の前に大食いの訓練を行います。訓練によって、食べられる量が増えるそうです。胃袋の大きさは変わらないのに、何な故ぜこんなことが起こるのでしょうか？

　実は、食事の量を変えると、胃袋ではなく脳のうに変化が起こるのだと言われています。

　身体を守るために胃袋に一定の量の食べ物が入ると、脳は『それ以上食べるな！』という指令を出します。

　大食いの訓練を続けるとその限げん界かい値ちが上昇し、多くの食べ物を胃に詰つめ込こんでも脳が『それ以上食べるな！』という指令を出さなくなるのです。この現げん象しようを『胃袋が大きくなる』と呼よんでいるんですね。人間の身体からだって、とても不思議だと思います。

　ともあれ、大食いは褒ほめられた行こう為いではありません。ダイエット中でなくとも、暴ぼう飲いん暴ぼう食しよくは謹つつしむよう心こころ掛がけてくださいね。
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『第一高校経けい由ゆ、高たか森もり駅えき前まえ行いき』のバスの車内は、かなり空すいていた。

　駅へと向かうバスは、いつも部活終わりのイッコー生で混こん雑ざつしてる。でも、今日はほんのちょっぴり早めに部室を出たからだろう。バスに乗っているのは、一番後ろの席に座すわる僕ぼくと来くる海み。そして、シルバーシートに座ってるお婆ばあちゃんが一人だけだ。

「んにゅ～～～～……」

　窓まど際ぎわに座る幼おさななじみは、眠ねむそうに目をしばしばさせている。今にも寝ね落おちしちゃいそうだ。でも、その口元は満足そうな微笑ほほえみを浮うかべていた。

　満足げな理由は、今日の部活動が原げん因いんに違ちがいないね──。







　放課後。ダイエット部の部室へ行くと、来海が大きな画用紙を壁かべに貼はり付けようと格かく闘とうしてるところだった。

　普ふ通つうのポスターの三倍はあるかな。ちっこい来海ならシーツの代わりにだってできそうなサイズだ。紙がでっかいから、貼り付けるのに苦労してるみたい。

「あ、秋しゆうちゃん！　ちょうどいいとこに来たわ。貼り付けるの手伝ってよ！」

　画用紙を押おさえてやりつつ、僕はカラフルなペンで書かれた文字を読み上げた。

「『がんばれ！　秋ちゃんのダイエットのキセキ！』。……なにこれ？」

「いーんちょから、これからは体重を毎日量るようにって言われてたでしょ？　せっかくだから、グラフにしてみようと思ったの」

　僕が紙を押さえている間に、来海が用紙を壁に留とめていく。

　画用紙の中央には、マス目の入った紙が貼り付けられてる。横よこ軸じくには一月から四月までの日付。縦たての軸には体重の目め盛もりがついていた。

「先週の金曜日に量ったときは、一一六キロだったわよね──えっと、ここかな？」

　該がい当とうする日付と重量がクロスする点に、来海はハート形のシールを貼り付ける。

「こんな感じで、その日の体重のとこにシールを貼っていくの」

「おお、これなら毎日の変化がわかりやすいね！」

「でしょー？　ちなみに『秋ちゃんのダイエットのキセキ！』の『キセキ』っていうのは、変化の記録って意味の『軌き跡せき』とミラクルの『奇き蹟せき』がかかってるんだよ。ぷふーっ、来海ったらうますぎるよね！　お笑い界を震しん撼かんさせちゃったかもしんない！」

　来海の自じ画が自じ賛さんっぷりに僕が震撼しそうだよ。本人が喜んでるみたいだから、水を差すのはやめておくけど。

「いつの間に、こんなもの作ってたんだ？」

「えへへー、徹てつ夜やで頑がん張ばっちゃった♪」

　そう言えば、今日の授じゆ業ぎよう中ちゆうはずっと眠そうにしてたっけ。先生に居い眠ねむりがバレちゃうんじゃないかって、隣となりの席で冷や冷やしたよ。

　そこへ、二戸にのへさんと神かん林ばやしさんが連れだって部室へ入ってくる。

「二人とも今日は早いな。……んん？　なんだ、それは」

　説明しなくても、クラス委員長は壁かべに貼はられたものがなんであるか気付いたようだ。

「体重の推すい移いを記録するのですね。それはとてもよい考えです」

　いつも通りの無む表ひよう情じようだったけれど、彼かの女じよなりに感心してるみたいだね。うんうんと何度も頷うなずいてる。

「ご自身の体重の変化を意い識しきするのは、ダイエットにおいてとても重要なことなんですよ。毎日体重を量り、それを書き留とめていくだけでも肥ひ満まんを食い止めることができると言われています」

「体重が増ふえ続けていくのを数値として突つきつけられたら……自然と節せつ制せいしようという気持ちになるんだろうな。見える場所にグラフが貼ってあったら、なおさらだ」

　腕うで組ぐみをしてグラフ用紙を眺ながめ、二戸さんは感かん嘆たんの声を漏もらす。

　褒ほめられた来くる海みは鼻高々って感じだった。薄うすっぺらな胸むねを張はって、ドヤ顔をする。

「でしょでしょー？　もっとほめてもいいのよ！」

「今日の分は測定していないようですね。せっかくですから量ってみましょう」

「よしっ！　秋しゆうちゃん、体重計に乗ってみて！」

　来海に背せ中なかを押おされ、僕は体重計の前に立った。上うわ履ばきを脱ぬいで準じゆん備びをしたけど……体重計に乗るのがちょっとイヤだな。

　大食い大会に出ちゃったことを、まだ神林さんたちに話してないんだ。もしも体重が増えてたら、なんだか申し訳わけないよ。

「どしたの、秋ちゃん。早く量ってよ」

「う、うん……」

　意を決して、体重計に乗った。

　体重計の針はりが指していたのは──一一七キロ。

　さっきまで自じ慢まんげだった来海の表ひよう情じようが、花が萎しおれるみたいにみるみる曇くもった。

「あぅ～、一キロ増えちゃってる～……。大食いした影えい響きようが出ちゃってるのかな～」

「大食い、ですか？」

　淡たん々たんと聞き返してきた神林さんに、僕は頭を下げた。

「ちょっと理由があって、大食い大会に出ちゃったんだ。増えてるのはその影響だと思う。ごめんね、ルールを守れなくて」

「なんてことだ……！」

　ヌコ厨ちゆうのクラスメイトは大おお仰ぎように天を仰あおいだ。

「ダイソンのフードファイト動画を撮さつ影えいできたかもしれないのか！　一声掛かけてくれたらよかったのに！　どれだけ再さい生せい数すうを無む駄だにしたかわからんぞ！」

「ちょっと！　ゆっきー☆ってば動画のことしか頭にないの？」

「その通りだが、なにか？」

　うわ、言い切っちゃった。少しは悪びれろよ。

　大食い大会に出たと聞いても、クラス委員長はいつも通りの無む表ひよう情じようのままだった。

「気にしないでください。一度ぐらいの食べ過すぎなら問題はありません。体重が一キロぐらい増ふえていても騒さわぐ必要はないですよ」

　コホンと咳せき払ばらいをして、神かん林ばやしさんは続ける。

「いい機会ですから『正しい体重の量り方』をお教えしましょう」

「それぐらいなら、僕ぼくにだってわかるよ。体重計に乗ればいいんでしょ？」

「ただ量るだけではダメなんです。いくつかのルールを守っていただいた方が、より正せい確かくな体重を測そく定ていすることができます。……朝あさ凪なぎさん。このグラフ用紙に、少し書き込みをしてもいいですか？」

「もちろん、構かまわないわよ」

　テーブルの上に置かれたペンを取り、神林さんが画用紙の隅すみに文章を書き込こんだ。







　☆体重測定のルール☆





・毎日、決まった時間に量ること。

・体重の増ぞう減げんは、過去一週間分の平へい均きん値ちで判はん断だんすること。






「この二点が体重測定をする上での、大切なルールなんです」

「体重なんて、いつ量っても一いつ緒しよじゃないの？」

　来くる海みの問いに、神林さんは首を横に振ふった。

「簡かん単たんな例を出しますと──大食い大会に出場する直前と直後では、大おお村むらくんの体重は同じですか？」

「あっ……」

　来海は口に手を当てて、声をあげた。

「食べた後の方が重たいに決まってるな」と二戸にのへさん。

「あまり意い識しきしていませんが、人間のカラダは常つねに変化しているんです。朝と夜では身長だって変わります」

　神林さんによれば、朝よりも夜の方が身長が微び妙みように小さくなるらしい。昼間、立って活動している間に、重力によって背せが縮ちぢむんだって。夜寝ねているときに元に戻もどるらしい。

「当然、体重も常つねに変化しています。朝と夜、食前食後、トイレの前と後──それらの誤ご差さを少なくするために、毎日決まった時間に量るのをオススメします。起き床しよう直ちよく後ごや就しゆう寝しん直ちよく前ぜんなど、ご自身のライフサイクルに体たい重じゆう測そく定ていを組み込こむのがいいでしょう」

　なるほど。言われてみれば、納なつ得とくなことばかりだ。体重を量るだけでもコツがあるんだなぁ。

「それじゃ、秋しゆうちゃんは部活のはじまる時間に測定することに決めましょ！」

「もう一つのルールはどういう意図なんだ？　日々の数すう値ちをそのまま見み比くらべてはいけないのか？」

　二戸にのへさんの質しつ問もんに続けて、僕ぼくはうなってしまった。

「う～ん、一週間の平へい均きんを毎日計算するのは、ちょっと面めん倒どう臭くさいよねぇ。二戸さんみたいに暗算が得意ならいいんだけど……」

「常に平均値を算出してくださいと言っているワケではありません。わずかな体重の増ぞう減げんで一いつ喜き一いち憂ゆうすることに意味はないと言いたいのです。先ほども言いましたように、人間のカラダは簡かん単たんに変化します。一キロや二キロの誤差は、すぐに出てしまうんです。昨日と比べて、ちょっぴり増えていても、脂し肪ぼうが増ふえたと嘆なげく必要はないんですよ」

「体重の変化は、もっと長い期間で比べなきゃいけないんだね」

　僕の言葉に、神林さんが「その通り」と頷いた。

「週に一度で結けつ構こうです。体重の平均値を出してみることをオススメします。先週の平均に比べて、今週の平均値が上じよう昇しようしていたら……そこで初めて『太ったかな？』と考えていいでしょう。ダイエットには、そういう長い視点が必要なんですよ」

「おっけ。毎週金曜日は平均値を出す日にしましょ。一週間、どれぐらい頑がん張ばったか成果を確たしかめられるし！」

「むむっ、ひらめいた！」

　二戸さんの頭のてっぺんから伸びたアホ毛が、ピコンと立ち上がった。

「美少女キャラが、体重の平均値やＢＭＩを計算してくれるスマートフォンアプリを作ってはどうだろう？　面倒な計算や日々の体重管理をしてくれた上、『もっと瘦やせようね♪』なんて応おう援えんしてくれるんだ。体重の変化によって、ツンだった美少女キャラがデレていくのもいいな！　どうだ、ダイソン!?　大ヒットの予感がしないか！」

「確たしかに、それは人気が出そうだけど……二戸さんはアプリにも興きよう味みがあるの？」

「いや、私の興味はあくまでヌコヌコ動画の愉ゆ快かいな仲間たちを喜ばせることだけさ。アプリが大人気になったら、そこに登場する美少女キャラの動画を作る予定なのだよ。相そう乗じよう効こう果かで再さい生せい数すうアップだ！」

　タブレットＰＣを取り出し、早速なにやら作業をはじめる二戸さん。すごい情じよう熱ねつだと感心せずにいられない。

「ところで、朝あさ凪なぎさん。この記き載さいはなんでしょうか？」

　グラフを眺ながめていた神かん林ばやしさんが、用紙の隅すみを指さした。

　そこには『××まで、あと──キロ』と書かれてる。

「あ、これはね、数字を貼はるのよ」

　来くる海みは数字の書かれたカードを取り出し、空白となっていた部分に取り付けた。

『××まで、あと五七キロ』

「目標体重の六〇キロまで、残り何キロかを表ひよう示じしておくの。あとどのくらいで目標達成のご褒ほう美びがもらえるのかわかった方が、秋しゆうちゃんも頑がん張ばれるでしょ？」

　カードを入れ替かえることで、数字を変えることができるようだ。ガソリンスタンドの料金表示と同じ方式だね。

　ＰＣを操作していた二戸にのへさんが顔を上げた。

「××というのは伏ふせ字だな。ダイソンにどんなご褒美をあげるつもりなのか、我われ々われには教えてくれないのか？」

「えへへー、恥はずかしいからナイショだよんっ♪」

　獲え物ものに気付いた猫ねこみたいに、ヌコ厨ちゆうは瞳ひとみを三日月形にする。

「恥ずかしいご褒美、だと……はっ!?　さては、えっちなご褒美だなっ！」

　ほっぺをちょっぴりピンク色にして、神林さんが小声で呟つぶやく。

「えっちなと申もうしますと……て、手を繫つないじゃうとか……そう言うことでしょうか？」

「手を繫ぐどころか、チチを揉もむぐらいのことはしちゃうに違ちがいないぞ！」

　──ぼふんっ。

　途と端たんに神林さんの頰ほおが赤く染まってしまう。

「そ、そーゆーのはあまり感心しませんっ」

「あの大食らいなダイソンが、これほどまでにダイエットに励はげむんだ。ひょっとしたら、もっとすごい内容かもしれないぞ。例えば、ゴニョゴニョゴニョ……」

　二戸さんに耳打ちされ、真面目なクラス委員長は顔を手で押おさえてしゃがみ込こんでしまった。耳の先まで真っ赤に染そまってるよ。

「ふ、不ふ潔けつです！　大おお村むらくんのえっち！」

「え!?　なんで、僕が怒おこられてんの!?」

　だだっ子みたいに手を振ふり回して、年上のクラスメイトたちに来海が抗こう議ぎする。

「ヘンなこと言わないでよね！　そーゆーご褒美じゃないし！　秋ちゃんみたいなおデブとえっちぃことするなんて虫むし酸ずが走るわよー！」

「つまり、ダイソンが瘦やせたらＯＫって意味だな。くるみんもえろいなっ！」

「そりゃまあ瘦せてくれたら、ちょっとぐらいなら……って違う！　たとえ秋ちゃんがかっこよくなってもそんなことしないもんっ！　てゆか、来海はえっちくないし！　訂てい正せいしなさーいっ！」







　回想終了。再ふたたび、バスの車内。

　来くる海みが満足げなのは、お手て製せいのグラフを褒ほめられたから＆一回ぐらいなら大食いしちゃっても問題ないって神かん林ばやしさんにお墨すみ付つきをもらったからだろうね。

　眠ねむそうにまぶたを擦こすりつつ、来海はいたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「ゆっきー☆もいーんちょも、まさか『××』に入る言葉が『結けつ婚こん』だとは思わないわよね」

「そりゃそうだ」

　なにせ、当事者である僕ぼくですら、未だに信じられないぐらいだ。

　つーか、そもそも僕は結婚したいなんて言った覚えはない。お嫁よめさんになってあげるって、コイツが一方的に主しゆ張ちようしてるだけなんだ。嫁にしろって迫せまられてるみたいなもんだよ。

　だけど──

「んにゅ～、眠い～～～……」

「徹てつ夜やなんてするからだろ。グラフ用紙を一ひと晩ばんで作り上げる必要なんてないし。言ってくれれば僕だって手伝うのに」

「そんなこと言っても、無理だよー」来海は唇くちびるを尖とがらせて。

「秋しゆうちゃんのダイエットに役立つかもーって思ったら、いてもたってもいられなくなっちゃうんだもんっ」

　僕を瘦やせさせたいっていう来海の熱意は、間ま違ちがいなく本物なんだ。

　えーっと。それって、つまり。

　本気で僕のお嫁さんになりたいって意味なのかな……？

　美少女に成長してしまった幼おさななじみの横顔を盗ぬすみ見る。

　すごく眠そうだけど、やっぱり来海はとんでもなく可愛かわいかった。

「ん？　なに見てんの？」

「べ、別に見てたワケじゃないって！」

　慌あわてて顔を逸そらし、咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かす。

「眠たかったら、家まで寝てなよ。バス停についたら起こすからさ。なんなら僕の方に寄よりかかってもいいよ」

「はぁっ？」

　途と端たんに幼なじみはムカついたように眉まゆを吊つり上げた。

「なにバカなこと言ってんの？　来海はおデブになんて触さわりたくないのよ。秋ちゃんの肩かたなんかに寄りかかってるとこ誰だれかに見られたら、恥はずかしくて学校にも通えないわよっ！」

　ひどい言葉をまくし立てつつ、来海はバスの車内を見回す。

「でもまぁ、来海は優やさしいから、我が慢まんして寄りかかってあげるわ」

　お婆ばあちゃんが一人しか乗っていないことを確かく認にんした後で──ぽすっ。

　僕ぼくのふとももに頭を乗っけて来やがった。

　いわゆる、膝ひざ枕まくら状じよう態たいだ。出っ張ぱった僕のオナカを来くる海みの柔やわらかな髪かみがくすぐる。ふとももに女の子の顔が密みつ着ちやくしてるなんて、それだけでドキドキしちゃうじゃないか。

　ふとももに横になった来海に、小声で怒ど鳴なった。

「おい、来海！　明らかに膝枕の方が恥はずかしいだろっ！」

「座ざ席せきで隠かくれてるから平気よ。……てゆか、秋しゆうちゃんのふともも、むっちむちね。こんなのに頭を乗っけるなんて最悪すぎるわ」

　悪あく態たいをつきつつも、来海は三秒後には寝ね入いってしまった。バスの走行音に混まじって、微かすかな寝息が聞こえてくる。

　起こしてしまわないように石せき像ぞうみたいに硬こう直ちよくしたまま、僕は深いため息を吐ついた。

　ホントにもう、来海のワガママには参っちゃうよな。いつだって僕は、振ふり回されてばかりだ。いい加か減げんにして欲ほしいよ。

　だけど──

　幸せそうな笑顔を浮うかべて、幼なじみは寝言を呟つぶやいたんだ。

「さっさと瘦やせなさいよね、このブタ野や郎ろう！　じゃなきゃ、お嫁よめさんになってあげないんだからねっ♡」

　僕は来海の笑顔には敵かなわないから。

　嫁にしろと迫せまる幼おさななじみのために、ダイエットを続けてみようと思った。










　　　あとがき







　はじめまして。もしくは、お久しぶりです。風かざ見み周めぐるです。

「周」と書いて「めぐる」と読みます読ませます。覚えておいて頂けると嬉うれしいです。

　新シリーズ『嫁よめにしろと迫せまる幼おさな馴な染じみのために××してみた』をお手にとって頂きまして、ありがとうございます！

　本作のタイトルは、担当のＷさんとＫさんと相談して決めました。風見の作品では最も長い題名です。

　アグレッシブすぎて書店で注文するときは恥はずかしいかもしれませんね。もしもレジにいる書店員さんが美少女だったりしたら、なおさらですよ。

　しかしながら。

　本作を注文することで、書店員さんとのラブストーリーがはじまっちゃう可能性もあると思うのです。

あなた「すみません。えーっと、嫁にしろと迫る……ゴニョゴニョ……を注文したいんですが……（くっ、なんて恥ずかしいタイトルだ！）」

書店員「もう一度タイトルを言って頂けますか？」

あなた「嫁にしろと迫る幼馴染みの……ゴニョゴニョゴニョ……をください！（うぐぐ、何度も言わせないでくれ！）」

書店員「誠に申し訳ございません。聞き取れませんでしたので、もう一回お願いします」

あなた「だから、その……お、お嫁にください!!」

書店員「私をお嫁に、ですか？　よろこんで！（照）」

　勢い余ってプロポーズしてしまったあなたは、美少女書店員さんとラブラブになっちゃうワケですよ。うん。あり得る。実に無理のない展開です。一冊だけでなく、お友だちの分まで二冊、三冊と注文して頂くことをオススメ致します！

　なお、作品の略称は『嫁×』にします（いま決めました）。読み方は『よめちょめ』です。ぜひぜひ応援よろしくお願いいたします。ぺこり。




　ところで。

『嫁×』は、タイトルにもある通り『幼なじみ』がヒロインです。

　妹や姉、戦闘少女にロボっ娘にケモノ耳──ヒロインにはさまざまなタイプがいますが、私は幼なじみは特別な存在であると考えております。

　な・ぜ・な・ら──。




　幼おさななじみは成長してからでは作ることができないのです!!（どーん!!）




　幼少期を一緒に過ごさない限り、幼なじみとは呼べません。嗚あ呼あ、幼なじみとはなんと崇高な存在なのでしょうか！　ビバ☆幼なじみ！

　そして、ですね。

　実を言いますと、風かざ見みにも幼なじみがいるんです。妄想じゃなく、リアルで。

　隣の家に住んでいた同い年の女の子で、ちっちゃい頃からいつも二人で遊んでました。

　お互いの家にお泊まりして、一緒にお風呂に入って、同じ布団で眠って──一通りの幼なじみ系のイベントはこなしていると思います。

　幼なじみと過ごした実体験を元に『嫁よめ×ちよめ』を描きました。みなさんにも幼なじみのいる幸せを少しでもわけてあげられたら嬉うれしいです。なんだか自慢っぽくなっちゃって恐縮だなあ。でへへ、でへへ（ドヤ顔で頭を搔かきつつ）。

　……はい、ごめんなさいすみません。強がりました。

　確かに、風見には幼なじみがいます。幼なじみ的なイベントがあったのも事実です。

　しかし、その関係も小学生まで。別の学校に進学したこともあって、高校生になる頃には顔を合わせることもなくなってしまいました。

　んで、風見が大学三年生の頃のこと。

　お正月に帰省したときに、彼女の家の前で偶然幼なじみと再会したんですよ。

　綺き麗れいに成長した幼なじみとの数年ぶりに顔を合わせたんです。

風見「やあ、久しぶり元気だったかい？（精一杯ダンディな口調で）」

幼なじみ「久しぶりだねっ。周ちゃんはあんまり変わらないなあ」

風見「キミも、変わってないぜ……。そう、美しい想い出のあの日のままさ☆（白い歯を輝かせる）」

幼なじみ「えへへ、そんなこと言われたら恥はずかしいよっ♡」

　来たな、と。

　幼い頃に止まっていたラブストーリーが、もう一度動き出しちゃったな、と。

　風見は恋の予感をビンビンに感じたのですが。

　そこへ小学校に入りたてぐらい男の子が駆け寄ってきましてね。

少年「おかあさーん！」

　そう言って、幼なじみに抱きついたんですよ。

風見「お母さん……？　なんですとっ!?」

幼なじみ「このコ、私の子どもなんだっ。今年、小学校に入るんだよ！」

風見「そ、そうなんだ……。そりゃあ、めでたいね。あはは、あはははは……」

幼おさななじみ「えへへへへっ」

少年「あはははははっ！」

　三人の笑い声は、正月の空へと吸い込まれていったのです──。

　って、なんですか、このエンディングは！　やり直しを要求するううう!!

　切ない過去を乗り越えた風かざ見みの迸ほとばしる熱い想いをぶつけた作品が、この『嫁よめ×ちよめ』なのでございます。

　やっぱりリアルよりも、二次元がいいですよね（結論）！




　そんなこんなで、紙し幅ふくが尽きて参りました。

　あとがきには冗じよう談だんばかり書いてますが、今回は精せい一いつ杯ぱい、癒し系な可愛かわいい物語を紡いだつもりでございます。ちょっぴりえっちな成分も含まれておりますが（笑）。

　続きをお目に掛けられるかどうかは第一巻の売上次第ですが、末永く秋しゆう馬まくんや来くる海みちゃんを可愛がってもらえたら、それに勝る喜びはありません。ぜひぜひ応援よろしくお願いしますね!!
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風かざ見み 周めぐる

過去に三〇kg近いダイエットに成功。今は平均体重を維持してます。しかし、未だに他の作家さんのブログでは『大食いのデブキャラ』として登場することが多いです。そのため、初対面の方に「思ったよりも太ってないですね」とガッカリ顔をされます。ぐぬぬ。
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イラスト／ｋｏこｎｏのｍｉみ

大阪生まれ東京在住。イラストやゲーム原画のお仕事の他、相方のｋｉｎｏと同人サークル「きのこのみ」を主宰。

http://www.hcdl.net/kinokonomi/
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